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第8章 栄光と失意――都 
［第8章その一］ 

元
げん

豊
ほう

8年［1085年］、蘇
そ

軾
しょく

50歳。 

元
げん

祐
ゆう

元年［1086年］、蘇軾51歳。 

 

 

■【08-1-001】次韻趙令鑠 

【解題】12月上旬、蘇軾は都に到着した。都での日々は 3年間余り、その多くの時間

を政争に費やすことになる。朝廷内の抗争について詳しく見るのは労力の浪費であろ

うと訳者は考えるので、ごくあらましだけを最初に記し、あとはその都度必要最小限

の顧慮を払うだけとする。蘇軾が帰還したときの朝廷には、王
おう

安
あん

石
せき

と神
しん

宗
そう

皇帝が始め

た改革政治を堅持しようとする改革派［後世の用語で新
しん

法
ぽう

党
とう

という］として蔡
さい

確
かく

［宰

相］、章
しょう

惇
じゅん

［副宰相］らがいて、高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

によって召された保守派［旧
きゅう

法
ほう

党
とう

］とし

て司
し

馬
ば

光
こう

［副宰相］、呂
りょ

公
こう

著
ちょ

［副宰相］らがいて、両者の主導権争いが激化しつつあ

った。その間に韓
かん

縝
しん

［宰相］がいて、無難に振る舞おうとしていた。章惇は改革派の

一番の切れ者で、保守派の重鎮である司馬光をマークして激しく攻撃した。そのころ

の様子を『宋
そう

史
し

』の「蘇軾伝」は以下のように記している。 

 

【訳文】 

蘇軾はもともと司
し

馬
ば

光
こ う

とも章
し ょ う

惇
じゅん

とも親しくしていた。このとき司馬光は門
も ん

下
か

侍
じ

郎
ろ う

［副宰相に相当］で章

惇は知
ち

枢
す う

密
み つ

院
い ん

［副宰相に相当］で、二人は相容れない関係にあり、章惇はいつも司馬光を侮ったり

皮肉な言葉を投げかけたりしていた。司馬光はそれに苦しめられ、蘇軾に助けを求めた。 

蘇軾は章惇に会うとこのようにいった。 
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「司馬光殿はいま世の中の人々からはなはだ重く見られています。昔、許
き ょ

靖
せ い

に対して、蜀
し ょ く

の劉
り ゅ う

備
び

は

『実態のない虚名でしかない』と、見下した態度をとりました。そのときに、法
ほ う

正
せ い

は劉備にいいました。

『許靖は浮ついた誉れではあっても、そのことが世間に広く知られています。もし許靖を礼遇しなければ、

天下の人々はあなたさまは賢者をないがしろにしていると見て、よくないことになりましょう』。劉備はその

忠告を入れ、許靖を高い地位に就けました。許靖であっても侮蔑してはいけなかったのです、まして司

馬光殿はどうなのでしょうか」。 

章惇はその通りだと受け止め、司馬光はそれからは少し安心できるようになった。 

【補足】［（1）蘇軾が章
しょう

惇
じゅん

にアドバイスしたときに引いたのは、三国時代の劉
りゅう

備
び

が

蜀
しょく

の地を手に入れた直後の出来事。許
きょ

靖
せい

は蜀の前の主人に仕えて、賢者として評判が

高かった。しかし、前の主人を見限って劉備のもとに投降しようとしたことから、劉

備は不誠実であるとして許靖を用いようとしなかった。劉備の参謀を務める法
ほう

正
せい

は、

蜀の統治を始めるに当たって賢者を重んじる姿勢を示すべきだと劉備に助言したので

ある。（2）『宋
そう

史
し

』に引かれているこのエピソードは蘇軾の姿勢を象徴的に示すもの

と見てもよいであろう。改革派と保守派の権力抗争は高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

の強力な後押しを受

けた保守派が勝利をおさめ、翌年になると改革派の主力メンバーは 1 人残らず都から

追放され、司
し

馬
ば

光
こう

が宰相になり、王
おう

安
あん

石
せき

が考案した新法は次々に廃止されるようにな

る。蘇軾は司馬光とは少しばかり考え方が異なり、実効性がすでに証明されている新

法は廃止する必要性はないし、急な制度変更は社会に混乱をもたらすとして、実情に

応じて柔軟に政策を選択するよう主張した。しかし、流れは白か黒かをはっきりさせ

る方向で加速し、保守派の一員でありながら蘇軾の立場は次第に難しくなって行くの

だった］ 

 

【解題】この項の表題に掲げたのは、趙
ちょう

令
れい

鑠
しゃく

［字
あざな

は伯
はく

堅
けん

］の詩に次韻した詩。趙令
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鑠は保守派の官人である。遡れば、都において改革を正面切って批判するほとんど最

後の1人となった蘇軾が杭
こう

州副知事として出て行ったのが14年前。その後、密
みつ

州知事

の任を終えてから都に入ろうとしたものの、門の外で止められたのが 8 年前。そして、

6 年前の秋から冬にかけて、都にいたことはいたのだが、そのときは獄中に置かれた。

かくて、長年の苦難を乗り越えて都に戻った蘇軾は、都に着くやいなや、その帰還を

待っていた大勢の人々と矢継ぎ早に詩の贈答を繰り返すことになるのは自然の流れで、

ここから見るのは次韻詩の大行進である。 

 

【訳文】 

六年のあいだ、私は東の坡
たかまり

で豊作の報せを聞いていた。 

いま恥じらうのは、白
し ら

髪
が

頭
あたま

になって都の紅
こ う

塵
じ ん

の中にのこのこ出てきたこと。 

いまも、枕につくときに田舎の谷や山を夢に見る、 

しかし、我が門前には、早くも公務の使いが続 と々訪れる。 

かねてからの年少の友［趙
ち ょ う

令
れ い

鑠
し ゃ く

］は、まことに瓊
た ま

のように美しい樹
き

といってよく、 

筆を執ると、文字から風が生じて垣根がそよぐほどである。 

礼
れ い

部
ぶ

郎
ろ う

となった私の仕事ぶりを貴君が見ようと思ったならば、 

甕
か め

の間を探してみるのがよいのかも知れない。 

晋
し ん

の時代に吏
り

部
ぶ

郎
ろ う

となった畢
ひ つ

卓
た く

が、 

酒の匂いにつられて隣家に忍び込み、甕の脇で酔いつぶれてしまったように、 

私は老いてもっぱら酔いの境地こそが郷里だと思っているのだから。 

【補足】［（1）趙
ちょう

令
れい

鑠
しゃく

は神
しん

宗
そう

皇帝と同年、同月、同日、同時の生まれであったとする

言い伝えがあり、だとすると38歳で、確かに「年少の友」である。（2）都には、蘇軾

が黄
こう

州でどのような日々を送ったのか知りたいと思う人がたくさんいたであろう。詩
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を作れば、それを読むのは例えば趙令鑠一人に留まるわけではない。多くの人の目に

触れるようになることを意識してこの詩を作ったのだろう。黄州で辛い思いをしたな

どとはいわず、また朝廷に戻ってきての抱負を述べるようなこともしない。斜に構え

たポーズと見せて、実は用心深くこの詩を作ったのだろう。（3）蘇軾はこの詩にある

ように礼
れい

部
ぶ

郎
ろう

中
じゅう

［官位を表す称号］として都に召され、たちまち昇進する］ 

 

■【08-1-002】次韻趙令鑠恵酒 

【解題】上の詩に見た趙
ちょう

令
れい

鑠
しゃく

が酒を贈ってくれ、それに詩が添えてあったので、次

韻して返した。 

 

【訳文】 

神
し ん

山
ざ ん

は、五百年に一度だけ大地を開いて石
せ き

髓
ず い

を現わし、 

それを食らうと寿命が天と同じになるという。 

石髓がない限りは、我らは悲しいことに、 

生まれてしばし世に寓するだけの身である。 

あるいは、玉
ぎ ょ く

醴
れ い

泉
せ ん

の水が流れてくるのを座って待って汲むと、 

千年もわずか一日のような長寿が得られるという。 

そのようなものよりも、「青
せ い

州
し ゅ う

従
じ ゅ う

事
じ

」［極上の酒の代表］があればよい、 

ただし、普段から町で買い求めているのは安酒ばかりで、 

さすがに「平
へ い

原
げ ん

督
と く

郵
ゆ う

」［下劣な酒の代表］ばかりは御免蒙りたいと、 

とかく面白くない思いでいると、 

貴君はそれを知ったのか、 

有難いことに「従事」の顔を拝ませてくださった。 
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自分で盞
さかずき

を洗い自分で瓶
か め

を開いて、 

できれば、肴
さかな

があって、誰か相手をしてくれる者がいないものかと思っていたら、 

貴君はまたしてもそれを知ったのか、 

門を剝啄
こ つ こ つ

と叩く音がして、 

なんと、煮た魚が届き、その腹の中に手紙があった。 

【補足】［最後は、鯉を煮たところ、腹の中から手紙が出てきたという伝説に基づい

て、趙
ちょう

令
れい

鑠
しゃく

の詩をその手紙になぞらえたのである］ 

 

■【08-1-003】次韻王定国得潁倅 

【解題】蘇軾が朝廷に帰還したのと同じころに、王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 07-2-

024 など］は潁
えい

州の副知事に任命された。蘇軾に連座して遠く流された王鞏も、政権

交代に伴い官員としてのエリートコースを歩み始めることになった。潁州は、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が隠棲の場として選んだところで、かつて蘇軾は杭
こう

州副知事として赴任する前に弟と

ともに訪ねていた［→作品番号03-4-024］。 

 

【訳文】 

 其の一 

仙界の風が貴君の骨にまで入り込んだのだろう、 

すでに雲を凌
し の

ぐばかりの気概が具わっている。 

貴君の文章は秋の水のように清らかで、 

塵一つ受けることがない。 

貴君が一声発すると、 

大地が呼応して、その余波が天の神の帯をも震わせる。 
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鼠を射るのに大弓を引くまでもないとの喩
た と

えの通りに、 

あちらに赴任したなら実直に仕事に励むのがよろしかろう。 

それと、百
ひゃく

花
か

潭
た ん

には行かないほうがよいであろう。 

酔
す い

翁
お う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］はもはやおられないのだから、 

貴君が親しめる相手はそこにはいないのだ。 

【補足】［前半で王
おう

鞏
きょう

をやたらと褒め、後半でさらりと訓戒を垂れている。「実直に仕

事に励め」と訳した原文は「買牛但自捐三尺」［牛
うし

を買
か

うに但
た

だ自
みずか

ら三
さん

尺
じゃく

［の剣］を

捐
す

てよ］で、平和な時代には無用になった武器を売って牛を買い耕作に励むという故

事を詠んだもの。ともすると放縦に流れることがある王鞏を戒めたのであろう。そし

て、末の句は、隠棲後の欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

を表面的に真似するようなことがないようにと注意し

たのだろう］ 

 

 其の二 

この広い四
し

海
か い

［世界］にある渡し場を、 

もう知り尽くしたように思ったものの、 

杖を立てて無言で歩む先生［張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

］の前に身を置くと、 

いつも己を恥じなければならない。 

私は若いころからやたらに言葉が多く、 

道
み ち

についてきちんと聞くのが遅かった。 

いまからは口を閉じ、とやかく書かないようにしよう。 

宮中より下される銘酒には艶やかな波が立つ、 

それでも、私は蜀
し ょ く

の地に帰って芹を煮て食べたいと思う。 

老僧たちが説く仏教の神髄を聴きたいのに、 
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牀
ベッド

で聞こえるのは耳鳴りのざわざわした音だけである。 

【補足】［この第二首は何がいいたいのかさっぱりわからない。この訳文は訳者によ

る捏造作品である。ただし、中間にある「自少多言晩聞道、従今閉口不論文」［若い

ころからやたらに言葉が多く……］の二句は、己自身を戒めるものとして興味深い。

都にきてどのように振る舞うべきか、まだ手探り状態だったのだろう］ 

 

■【08-1-004】次韻王定国謝韓子華過飲 

【解題】この詩の題は、「王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］が韓
かん

絳
こう

［字
あざな

は子
し

華
か

］のところで飲み過ぎ、

そこのことを謝った詩に次韻した」。韓絳は、王
おう

安
あん

石
せき

が宰相を一度辞めた後で宰相に

なった人。しかし、韓絳はそのときに副宰相だった呂
りょ

恵
けい

卿
けい

らと対立して何も決められ

ず、呂恵卿を抑えつける奥の手として王安石を呼び戻すよう画策した。かくて王安石

が宰相に復帰すると、韓絳の思惑は完全にはずれてますます居場所がなくなり、地方

官として転出した。このころにはすでに都に戻り、宰相の韓
かん

縝
しん

の兄であることもあっ

て官界の長老格として遇されていた。韓絳の父は王鞏の祖父の娘の婿で、そうした姻

戚関係があることから、韓絳が王鞏を家に招いて副知事に任命をされたことを祝った

ところ、王鞏が飲み過ぎたために、詩で反省文を作って提出したのである。蘇軾は上

の詩で王鞏をやんわりと戒めたのだが、その程度ではどうやら糠に釘であったようだ。 

 

【訳文】 

昔、楚
そ

国
こ く

の大臣に孫
そ ん

叔
し ゅ く

傲
ご う

がいて、 

国を守る千里の長城のようだと賞賛されていた。 

その息子は絹の衣に包まれて育ちながら、 

哀しいことに、父が死ぬと、（父は何も財産を残さなかったために） 
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破れた履
く つ

をはいて薪
たきぎ

を背負って売らなければならない境遇に陥ってしまった。 

孫叔敖と親しくした友人がいなかったわけではないのに、 

水をひっくり返したように皆が態度を一変させた。 

ただ役者の優
ゆ う

孟
も う

だけが違って、 

王の前で、笑い話の中に、孫叔敖の子が困窮状態にあることを伝えた。 

代々続く名家とて恃
た の

みとなるわけではなく、 

足の折れた机に寄り掛かるようなものなのだ。 

真
し ん

宗
そ う

皇帝の世に賢
け ん

相
し ょ う

［王
お う

旦
た ん

、すなわち王
お う

鞏
き ょ う

の祖父］がいて、 

天下の柱をしっかりと支えていた。 

その子の懿
い

敏
び ん

公
こ う

［王
お う

素
そ

、すなわち王鞏の父］も名立たる大臣で、 

孟
も う

子
し

がいう三つの貴いもの、すなわち徳、爵
し ゃ く

［地位］、歯
し

［年齢］を備えていた。 

これらの方々が亡くなって幾日になるのか、 

いま誰がその子を教え導いているのか、 

その子を教え導ける者は誰なのか。 

私はその子に説こうとしたけれど、 

止めることにしよう、 

止めることにした。 

親戚の宰相［韓
か ん

絳
こ う

］は民衆のために起
た

つこと久しく、 

老いに臨んでの別れであるからと、 

貴君のために御馳走を並べたのは何のためだったのか。 

親類縁者を引っ張り上げたりするのはよいことではない、 

ただ清
す が

々
す が

しく顔を向き合わせればよいのだ。 

新しい詩は弾丸のようなもの、 
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手を離れたならば、知らぬところまで勝手に飛んで行ってしまう。 

私もまた詩を作る者であるからして、 

苦い言葉を絹の上に書きつける。 

私の言葉に耳を塞がないでほしい。 

孔
こ う

子
し

もいわれたではないか、 

「天下に道あるときは、貧賤を恥ず」［公
おおやけ

の仕事に就くべきだとの意味］と。 

【補足】［（1）この詩で蘇軾は王
おう

鞏
きょう

に向かってかなり厳しいことをいっている。韓
かん

絳
こう

への苦言も兼ねているようだ。（2）王鞏が名家の生まれであることは『三
さん

槐
かい

堂
どう

の銘
めい

』

［→作品番号 05-5-004］で見ている。祖父の王
おう

旦
たん

は名宰相として歴史に名高く、その

娘婿となった韓
かん

億
おく

は副宰相にまで昇った。韓億の子が韓絳である。つまり、王鞏も韓

絳もはなはだ血筋がよい。蘇軾はこの詩の冒頭で、血筋など何の頼りにもならないと

喝破している。（3）ここに引いた孫
そん

叔
しゅく

傲
ごう

の故事を、蘇軾は時折引いている［→作品番

号02-2-020など］。（4）この詩を詠んで、たぶん王鞏は冷や汗を流し、韓絳は気分をい

ささか損ねたであろう］ 

 

■【08-1-005】送范純粋守慶州 

【解題】12 月 18 日、蘇軾を起
き

居
きょ

舎
しゃ

人
じん

［皇帝の近くにあって文章を起草するなどの仕

事を務める職］に起用するとの辞令が出された。都に戻ったばかりでそのような大役

を受けるわけにはいかないと固辞したが許されなかった。これは、そのころに范
はん

純
じゅん

粋
すい

が慶
けい

州知事となって赴任するのを見送った詩。范純粋は、作品番号 05-4-050 で見たよ

うに、蘇軾が8歳で憧れた4人のスーパースターの1人范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

の子。慶州は西の夏
か

国
こく

との国境に近く、かつて范仲淹もその地の知事となっている。そのときに夏国との間

に緊張が高まり、武力衝突にまで発展し、范仲淹はその後始末に奮闘した。范純粋は
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范仲淹が58歳のときに生まれた子で、父が慶州知事であったのはそれより数年前だっ

た。 

 

【訳文】 

昔から、大きな才能は用いられ難いとされ、 

高所に立った議論はいつも迂遠なもののように見られる。 

孔
こ う

子
し

が次のようにいったのを、貴君も知っておられよう、 

「趙
ち ょ う

魏
ぎ

老
ろ う

は大国の大臣になるべきであるのに、 

 滕
と う

のような小国の役人では力を発揮できない」 

浮き雲には根がなく、水たまりはわずかな時間しか保たれない、 

幾つもの変転を経て後に、真の賢愚が現れる。 

手に持った鉾
ほ こ

の飾りが辺境の地の町々を照らし出し、 

談笑のうちにそこに安寧をもたらしたのは、 

かの年のかの知事［范
は ん

仲
ちゅう

淹
え ん

のことをいう］で、 

素手で猛虎を降参させたのだった。 

その息子たちは、幼いころから厳しく育てられたのだから、 

貴君は漢
か ん

代の鄧
と う

平
へ い

叔
し ゅ く

［やはり名臣の子］のように、 

闘うまでもなく西方諸国を帰服させるであろうと、 

私は確信している。 

【補足】［（1）『論
ろん

語
ご

』にある趙
ちょう

魏
ぎ

老
ろう

の故事をここに引いたのは、范
はん

純
じゅん

粋
すい

がかつて実

際に滕
とう

県で官職に就いていたからで［→作品番号 05-4-050］、今回、慶
けい

州知事になった

ことで大きく飛躍すると期待したのである。（2）范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

は慶州知事となって西方に行

くと、先住民である羌
きょう

族のもとに単身乗り込んで信頼関係を築き、夏
か

国
こく

の動きを牽制
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した。息子の范純粋にも、直接的に武力を行使することなく、夏国に対する優位を築

くことを期待したのである。その背景には、神
しん

宗
そう

皇帝のもとで夏国との戦争を起こし

て大敗した対外政策の過ちをいかにして正すかが保守派の課題となっていたことがあ

る］ 

 

■【08-1-006】次韻王震 

【解題】王
おう

震
しん

［字
あざな

は子
し

発
はつ

］の詩に次韻した。王震は王
おう

鞏
きょう

と同族で、王鞏の一世代下

に当たり、このとき朝廷の高官であった。作品番号 06-5-014 で見たように、蘇軾を黄
こう

州から汝
じょ

州に量
りょう

移
い

するとの皇帝の命令書は王震［あるいは王震の父という説もある］

が起草したものだったという。そのことがこの詩に詠み込まれている。 

 

【訳文】 

治
じ

平
へ い

年間［先々代の皇帝である英
え い

宗
そ う

の年号］に、貴君は文を携えて私を訪れた。 

豹
ひ ょう

は食を断って七日間雨に当たると体に斑
まだら

模様が生じるというけれど、 

そのときの貴君はようやく一つの斑を得たばかりであった。 

聞くところでは、貴君等が推薦の言葉を発してくださったお蔭で、 

私は流落の身から生きて還えることができたのだった。 

清らかな一篇の文章［量
り ょ う

移
い

の命令書］が月の光を帯びて霜の夜に届くと、 

そこに記された妙
みょう

語
ご

［量移の命令］は、病んだ顔を春に先んじて明るくしてくれた。 

私はすでに暮年に至り、それでも詩と酒はなお用いることができている。 

貴君等と「竹
ち く

林
り ん

の七
し ち

賢
け ん

人
じ ん

」のような交わりを結ぶことも、 

時には許していただけようか。 
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■【08-1-007】次韻馬元賓 

【解題】馬
ば

元
げん

賓
ひん

の詩に次韻した。馬元賓がどのような人であるのか未詳。詩の内容か

らして、馬元賓はどこか遠くへと赴任するのであろう。 

 

【訳文】 

私は長らく江
こ う

湖
こ

に流落して万里の彼方から帰ったばかり、 

逢ってすぐにまた遠く離れなければならない。 

初めて貴君から人を驚かせる好句を聞き、 

これまでにお近づきになれなかったのが残念でならない。 

唐
と う

の時代に、賀
が

知
ち

章
し ょ う

は李
り

白
は く

と初めて会うと、 

「君は謫
た く

仙
せ ん

人
に ん

である」 

と、いきなりその非凡な才能を認めた。 

人を知り、深く絆を結ぶのは、 

瞬時になされることであるのだろう。 

いま鴻
おおとり

［馬
ば

元
げ ん

賓
ひ ん

］は天空高く飛び去ろうとしている、 

老い身の私はそれを追うことができない。 

 

■【08-1-008】次韻周邠 

【解題】周
しゅう

邠
ひん

［字
あざな

は開
かい

祖
そ

］の詩に次韻した。周邠は同じ年の科挙に合格した「同
どう

年
ねん

」

の間柄で、杭
こう

州副知事時代にさかんに交流があった［→作品番号04-3-079など］。周邠

は長く都にいて久しぶりに再会した。 

 

【訳文】 
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私は南［常
じ ょ う

州］に遷
う つ

って、 

農地において力を尽くそうとしていた。 

隠棲の地に親しい友だけが来る道を開き、 

楽しいことがたくさんあるはずだった。 

まさかこの老年に至って、都の地を踏むとは思いもしなかった。 

疲れ切った馬が丘の前で畏れるのと似た思いがある。 

羨むのは、同年の貴君が、心まさに壮
さ か

んであること。 

貴君は笑うだろう、 

憂いのために私の鬢
び ん

の毛がすでに真っ白になっているのを。 

いつの日にか、かつてともに遊んだ西
せ い

湖
こ

を尋ねようではないか。 

漁師の蓑をまとい、そぼ降る雨に暗く包み込まれるのである。 

【補足】［周
しゅう

邠
ひん

とともに西
せい

湖
こ

を再訪する願いは叶わず、2人の間の詩の贈答はこれが最

後であったという］。 

 

■【08-1-009】祭石幼安文 

【解題】この年、石
せき

康
こう

伯
はく

［字
あざな

は幼
よう

安
あん

］［→作品番号 06-1-108］が亡くなり、この祭文

を作った。 

 

【訳文】 

嗟
あ あ

、私は蜀
し ょ く

を去って十八年。夢に故郷に還り、親しい人々が目の前に居並び、はっと目覚めると、誰

もない……、涙が滝のようにほとばしる。罪を得て江
こ う

湖
こ

［黄
こ う

州］に流され、自分の影を自ら憐れみ、たま

に人が蜀
し ょ く

音
お ん

［蜀の地の方言］を話すのを聞くと、首を回らせ、ふっと微笑むのだった。 

先生［石
せ き

康
こ う

伯
は く

］は親戚であり、さらに賢人であって、憂楽を同じくする間柄で、義として私を捐
す て

て先に逝く
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ような人ではなかった。私がかつて宿
し ゅ く

州を過
よ ぎ

ったとき、先生はすでに病にまとわりつかれていた。それで

も、私を顧みて笑い、「これで少し癒えてきているのだ」といわれた。私は先生が仁
じ ん

人
じ ん

であり、寿
じ ゅ

骨
こ つ

［耳

の後ろの頭骨］を見れば長生きすることを示しているので、「いつか必ず手を携えて郷里に帰り、白髪

頭になった皆と会おうではありませんか」といったのだった。それがついにこのようになるとは。胸を叩き、

天に向かって泣き叫ばずにはいられない。 

時は俯
ふ

仰
ぎ ょ う

する間に遷りゆき、誰もが人生を馳せ進み、行き先は後も先もなく結局は一つである。人と

いうものは哀しく、ただ徳ある行いだけは世々に伝えられ、大勢の優れた子孫が残ってゆく。そのことで

は天は我等を欺かない。無
む

憾
か ん

のところへと永久に帰られた先生をここにお祀りする。嗚呼
あ あ

、哀しかな。 

【補足】［宿
しゅく

州で石
せき

康
こう

伯
はく

に会ったと記しているのは、これより 5 年前に蘇軾が湖
こ

州に

赴く途中でのことなのだろう［→作品番号 05-3-025］。その翌年に書いた文章［→作品

番号06-1-108］にはその記述はなく、石康伯は都にいて62歳であると記していた］ 

 

■【08-1-010】恵崇春江暁景二首 

【解題】蘇軾の詩の一般的な選集では、次韻詩の大行進は敬遠され、この時期の都で

の詩は多くても数首が収録される程度で、そのほとんどが画に関連するもので、特に

有名なのがこの詩である。恵
え

崇
すう

が描いた『春
はる

の江
かわ

の暁
あかつき

の景
けい

』の画に寄せた作品。恵

崇は北
ほく

宋
そう

の初めの頃の僧で、詩や画に巧みであった。都にきてこの画を見る機会を得

たのだろう。 

 

【訳文】 

 其の一 

竹の外へと、桃の花の枝が二、三飛び出す。 

春の江
か わ

の水のぬくもりを最初に知るのは鴨。 
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蔞蒿
し ろ よ も ぎ

が渚を満たし、蘆
あ し

の芽が短く伸び始める。 

これはまさしく河豚
ふ ぐ

が上ってこようというとき。 

【補足】［画には、川と鴨、蔞蒿
しろよもぎ

と蘆
あし

、竹と桃が描かれていたのだろう。そこから蘇

軾は想像をふくらませ、描かれてはいない河豚
ふ ぐ

を詠んで、春の季節感を強めた。河豚

はこの時期に肥えて美味であるという。俳句のように取り合わせの妙が詩を味わい深

くしている］ 

 

 其の二 

帰り行く鴻
おおとり

の一群、 

その群れを破るかに見える二羽、そして二羽。 

それは北に帰ろうとしてなおためらう人に似ていようか。 

遙かに知るのは、 

北方の砂漠にはなお風雪が多いこと。 

もう半月ばかり、江
こ う

南
な ん

の春の内に過ごすのがよいであろうに。 

【補足】［画の上空には、北に帰る鴻
おおとり

の群れも描かれていたのだろう。群れから離れ

る鳥に、蘇軾は自身の思いを託した。蘇軾は、先の詩で見たように、丘を前にした疲

れた馬の畏れを抱き、なお江
こう

南
なん

［常
じょう

州］に留まっているべきではなかったろうかと思

うのである］ 

 

■【08-1-011】次韻胡完夫 

【解題】ここからは年が改まって元
げん

祐
ゆう

元年の作品。年が明けてすぐに改元された。新

元号の元祐は、3 代前の仁
じん

宗
そう

皇帝の治世下の最後の元号である嘉
か

祐
ゆう

のころを一つの理

想の時代として捉え、そこへ回帰することを宣言したものである。つまり、神
しん

宗
そう

皇帝
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のもとで行われた改革政治を全否定したのだ。蘇軾が科挙に合格したのは嘉祐 2 年

［1057 年］であったように、政権の中核を担う世代の人々にとっては、若かりし良き

日々へのノスタルジーも伴う改元であったのだろう。この年、蘇軾は閏 2月に中
ちゅう

書
しょ

舎
しゃ

人
じん

に、9 月に翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

になり、それに伴って、階位［九
きゅう

品
ひん

から一
いっ

品
ぴん

まであり、最上位

の一品は皇族だけに贈られる］は都に来た当初の七品から四品にまで急上昇する。 

この項に掲げたのは、胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

［字
あざな

は完
かん

夫
ふ

］の詩に次韻したもの。胡宗愈はかつて王
おう

安
あん

石
せき

が李
り

定
てい

［蘇軾を目の敵にして罪に陥れた張本人の 1 人］を御
ぎょ

史
し

［官僚の不正を取り

締まる役］に抜擢しようとしたことに反対して左遷され、皇帝の代替わりに伴って都

に戻った。胡宗愈が蘇軾の朝廷復帰を記念する詩を贈ったので、それへの返しでこの

詩を作った。 

 

【訳文】 

かつて知事として着ていた衫
うわぎ

には、 

（都の人 と々の）別れの涙の跡がいまもまだらに残っている。 

それから十年の間、 

私は江湖
い な か

にあって名ばかりの小吏の身として苦しんできた。 

老いて、我が意がお上に通じたものか、都に還ることができ、 

毎朝、笏
し ゃ く

を捧げて宮殿に臨むこととなった。 

貴君とは、形骸
し が ら み

の外に出て杯をかわし合い、 

酔った夢の間に、笑いながらこれまでのよもやまを語り合う。 

昔から、「胡
こ

先
せ ん

生
せ い

に問えば万事うまくゆく」といわれているのだから、 

白髪頭になった私なんぞは、 

その横で閑をつぶしていればよいのである。 
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【補足】［終わりのところに「胡
こ

先
せん

生
せい

」と訳したのは、後
ご

漢
かん

の時代の胡
こ

広
こう

のこと。「お

さまらないことがあったら胡広に問え。そうすれば、天下は中
ちゅう

庸
よう

を得る」といわれた。

同じ胡姓である胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

をなぞらえたのである］ 

 

■【08-1-012】次韻銭穆父 

【補足】上の詩のもとになった胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

の詩に銭
せん

勰
きょう

［字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

］が和し、その詩に蘇

軾がさらに次韻した。銭勰は五代
ご だ い

十
じっ

国
こく

時代に杭
こう

州に都を置いた呉
ご

越
えつ

国
こく

の王族の末裔で、

長く朝廷にあった。この後、銭勰とは親密な関係になる。 

 

【訳文】 

私は老いてまた都に入り、かつてのように朝廷に並ぶ身となった。 

それでも、髭
ひ げ

を黒く染めて、若者ぶって歌を唱えるようなことはしない。 

知人たちは金
き ん

鑾
ら ん

殿
で ん

［皇城の宮殿］の上を舞い飛び、 

いずれも飯
は ん

顆
か

山
ざ ん

［神聖な山］から来たような方々ばかりである。 

貴君の堂々の筆は漢
か ん

の世の力があり、 

私がまるで当時の劉
り ゅ う

向
し ょ う

、劉
り ゅ う

歆
き ん

父子の間に立つかのようにいってくれる。 

そうまでしてくれたのでは、 

同僚を呼び集めて貴君のために酒宴を開かねばと思っていると、 

貴君がお上より賜った竜のような馬に跨って出で立つのが見えた。 

【補足】［（1）これは、華やかな文字で社交辞令を飾っただけの内容の乏しい詩。訳

はそれなりに意味が通るようにしただけのもの。（2）題に「次韻」「和」「用韻」とい

った文字のある詩、つまり他人の詩に唱和した作品を続けて読むと、さすがに辟易す

るというのが正直な感想であろう。訳者が最も頼りにしている岩垂憲徳・釈清潭・久
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保天随訳解『蘇東坡詩集』（1927 年）には「応
おう

酬
しゅう

の作
さく

、如
い

何
か

に苦
く

辛
しん

経
けい

営
えい

するも、言
い

う

べき事
こと

に局
きょく

限
げん

がある。公
こう

の如
ごと

き大
だい

才
さい

と雖
いえど

も、手
て

の下
くだ

しよう無
な

く、従
したが

って其
そ

の詩
し

平
へい

々
へい

凡
ぼん

々
ぼん

、瓦
が

礫
れき

の如
ごと

きものと為
な

る」との評があり、さしずめこの詩あたりが「瓦礫の如き」

作品であろう。それでも、「平々凡々」の内にも蘇軾の本心を垣間見ることもできな

くはない。応酬の詩は公開された書簡のようなものだと思って読むなら、少しは興味

を繋ぐことができるのかもしれない（3）胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

の最初の詩を起点として、蘇軾を中

心に次韻リレーが展開され、銭
せん

勰
きょう

に加えて李
り

之
し

儀
ぎ

［字
あざな

は端
たん

叔
しゅく

］、満
まん

中
ちゅう

行
ぎょう

［字
あざな

は思
し

復
ふく

］

も参加し、蘇軾は少なとも 6 首の次韻詩を作っている。あまりにも煩わしいので、李

之儀の詩に次韻したものを次に読んで、その他は割愛する］ 

 

■【08-1-013】次韻答李端叔 

【解題】時折接点のあった李
り

之
し

儀
ぎ

［字
あざな

は端
たん

叔
しゅく

］［→作品番号 06-1-104］は都で官職に

就いていて、蘇軾とごく近くで話ができるようになった。そのことがここに読み込ま

れている。 

 

【訳文】 

人がもしも後
ご

漢
か ん

の名将、馬
ば

援
え ん

や班
は ん

超
ち ょ う

のようであったなら、 

笑って壺
こ

頭
と う

の難所を超え、玉
ぎ ょ く

門
も ん

の関からも出て、 

西
せ い

羌
き ょ う

［西方の異民族］の地に入って、沙漠を自由に渡り歩き、 

たちまち東の海に移って、山のような濤
な み

を見るであろう。 

貴君こそは、千人のなかにあってたった一人の、 

そのように異なる人物であると、私は知っている。 

私は貴君の詩文に慰められること十年、 
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ついに西
せ い

省
し ょ う

［宮城の西側の役所］で貴君と隣り合わせになり、 

閑
ひ ま

を偸
ぬ す

んで会うという、最も味わいあることができるようになったのだ。 

 

■【08-1-014】正月八日招王子高飲 

【解題】1 月 8 日に王
おう

迥
けい

［字
あざな

は子
し

高
こう

］を招いて杯を交わした詩。王迥は俗世間の外に

出て遊ぶ人で、蘇軾が徐
じょ

州知事であった元
げん

豊
ほう

元年に一度会っていて、王迥のために詩

を詠んでいる［→作品番号 05-4-020］。蘇軾は多忙な中にあっても王迥のような「異
い

人
じん

」

と会っていたのである。なお、この詩は翌年に詠まれたとの考証もある。 

 

【訳文】 

風が叫び、雪が屋根を覆って、 

苦しくも貧乏と戦っていたとき、 

紙の窓に日が射してきてようやく春になったと知った。 

いまは梔子
く ち な し

の花の香る中にいるような気分、 

まして芙
ふ

蓉
よ う

城
じ ょ う

［仙界］の人とこうして向かい合っている。 

昨日は玉
ぎ ょ く

堂
ど う

［宮中の執務室］で空しく静かに過ごし、 

銀の盃に美酒を盛って贈ってくれる人でもいまいかと想った。 

海
か い

山
ざ ん

［海の彼方の仙界］は東南の方向にあって、 

そこへと帰る鴻
おおとり

［王
お う

迥
け い

を指す］がわずかににっと笑った。 

 

■【08-1-015】送戴蒙赴成都玉局観、将老焉 

【解題】この詩の題は、「戴
たい

蒙
もう

が成
せい

都
と

にある玉
ぎょく

局
きょく

観
かん

の管理人として晩年を過ごすこと

になったのを見送る」。戴蒙は呉
ご

興
こう

の人で、慶
けい

暦
れき

6年［1046年］に科挙に合格したとあ



第8章 栄光と失意 

第 7 章：20 
 

るから、蘇軾より10年ほど先輩である。キャリアを積んだ官僚は、道
どう

観
かん

［道教の寺院］

の名目上の管理人となってわずかばかりの俸禄を得て隠退することがあった。成都は

蘇軾の故郷である蜀
しょく

の中心都市であり、かつて杜
と

甫
ほ

が浪々の身を寄せていたところで

もあるので、そのことがこの詩に詠み込まれている。 

 

【訳文】 

杜
と

甫
ほ

が酒をきこしめして歌いつつ歩いたのは、 

野の梅が開き、官道の柳が揺れる成
せ い

都
と

西郊外の道であった。 

聞くところでは、成都の華
か

陽
よ う

県の域内に、 

いまも杜
と

姓の人が集まり住むところがあるとか。 

私もいつか成都に帰って万
ば ん

里
り

橋
き ょ う

を尋ねたく思う、 

それも、水辺に花が咲き、風に蕭
し ょ う

蕭
し ょ う

と葉が下る秋のころに。 

蜀
し ょ く

の魁
お お

きい芋は径が一尺もあって食べ尽くせる人は誰もいない、 

蜀の榿木
は ん の き

は三年も経てば十分すぎるほどの薪を供給できるようになる。 

人生百年を風
ふ う

狂
き ょ う

に生きて何があるのか、 

貴君がこうしてついに峨
が

眉
び

山
さ ん

の翁となるのを羨ましく思う。 

貴君の後には、たとえ戟
ほ こ

を執って立つ将軍が生まれなくとも、 

車輪が土に埋もれるまで勉学に励んで立派な君子になる者がきっと出るだろう。 

私は老いて病みながら、まだ帰ることのできない身、 

それでもいつかは貴君のように道
ど う

観
か ん

の主
あるじ

となれるのだろうか、 

そのようになったら、昔の王
お う

徽
き

之
し

のように、 

雪降る夜に興趣が湧くに任せて貴君のところをきっと尋ねるだろう。 

【補足】［（1）万
ばん

里
り

橋
きょう

は、三国時代の諸
しょ

葛
かつ

孔
こう

明
めい

に由来する橋で、いまも成
せい

都
と

観光の名
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所になっている。（2）詩の終わりは、王
おう

羲
ぎ

之
し

の子の王
おう

徽
き

之
し

の故事に基づく。王子猷は

雪の夜にふと思い立って友人の戴
たい

安
あん

道
どう

を訪ね、しかし、門にまでくると興が尽きたと

してそのまま帰った。戴
たい

蒙
もう

と戴安道が同じ姓であることからこの故事を引いたもの。

（3）ある考証によると、弟の蘇轍が戴蒙を見送るのに合わせて、蘇軾がこの詩を作

ったという。そうしたことなどから、蘇轍は 1 月中頃に都に帰還したと推測されてい

る。ならば、弟との再会を喜ぶ詩があってしかるべきであるように思うのだが、その

ようなものは残っていない。また、流
る

謫
たく

の日々にさんざん苦労をかけた家族をねぎら

うような詩文も残っていない］ 

 

■【08-1-016】与楊元素 

【解題】楊
よう

絵
かい

［字
あざな

は元
げん

素
そ

］［→作品番号06-4-047、06-5-032など］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

（1）お別れしてからたちまち二年になろうとしていて、いまもって住居が定まらずにいます。都にきてから

は、何かと袞袞
ご た ご た

して、お手紙を差し上げることもなく深く恥じ入っております。ここのところお変わりありませ

んでしょうか。聞くところでは、つまらない連中が貴君についてとやかくいっているとか、いったどのような

者が敢えてそのようなことをするのでしょうか。根も葉もないことで、道
ど う

眼
が ん

をもってこれを観
み

るならば、ただ蚊

がぶんぶんしているだけと、笑うべきなのでありましょう。旧知の人々は挙って朝廷に還りきており、貴君

だけがなお江
こ う

湖
こ

にありますのを慨嘆するばかりであります。…… 

【補足】［ここに記されているように、楊
よう

絵
かい

を弾劾する動きがあったようだ。そのた

めなのか、楊絵が中央に帰還するのは翌年のことである］ 

 

（2） 忝
かたじけな

くも過分な使命を授かりましたのも、皆様の御推奨によるもので、何らそれに応えることもできず、
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日々憂いと愧
はずか

しさの中にあります。弟はたまたま赤目を患い、まだお手紙を差し上げることができずにお

ります。また、郷里からの手紙を見ると、従兄が亡くなったとあり、悲痛の思いでおります。そのようなこと

から筆を十分に尽くすことができません。どうぞお許しください。 

【補足】［ここに従兄が亡くなったとあるのは、蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

［字
あざな

は子
し

明
めい

］［→作品番号 06-

3-079］のことである］ 

 

■【08-1-017】定風波 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］は蘇軾からお小言を食らわねばならないような人物だっ

たようで［→作品番号 08-1-004］、多くの女性を抱える奢侈な生活を改めていなかった。

侍女の中に歌を得意とする柔
じゅう

奴
ど

という少女がいて、これはその柔奴に与えた詞。序文

がある。 

 

【訳文】 

王
お う

鞏
き ょ う

の歌児を柔
じ ゅ う

奴
ど

という。姓は宇
う

文
ぶ ん

である。眉
び

目
も く

娟
け ん

麗
れ い

で、受け答えが上手で、代々都に住んでい

たという。王鞏とともに南方に行って帰ってきた。 

私は柔奴に、 

「あちらの風土はどうであったかな。よろしくなかったであろう」 

と、尋ねたところ、 

「この心を安んじられるところ、それが吾が故郷にございます」 

と、答えた。それでこの詞を作った。 

 

常羨人間琢玉郎、［常に羨むのは人間世界の琢
た く

玉
ぎ ょ く

郎
ろ う

［玉
た ま

のような好男子＝王
お う

鞏
き ょ う

］］ 

天応分付点酥娘。［天はしかも点
て ん

酥
そ

娘
じ ょ う

［ヨーグルトのような少女＝柔
じ ゅ う

奴
ど

］を分け与えました］ 
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自作清歌伝皓歯、［（柔奴が）自ら清らかな歌を作って白い歯からそれを発すると］ 

風起、［風が起こり］ 

雪飛炎海変清涼。［雪が飛び、炎が立つような海が一変して清涼になったのでした］ 

 

万里帰来顔愈少、［万里の彼方から帰って来ると、（柔奴は）ますます若くなっていて］ 

微笑、［その微笑みときたら］ 

笑時猶帯嶺梅香。［笑うときには、嶺
み ね

の梅の香りをいまも帯びているのです］ 

試問嶺南応不好、［試しに嶺より南は大変だったでしょうねと問うと］ 

却道、［かえっていうのです］ 

此心安処是吾郷。［この心を安んじられるところが吾が故郷なのです、と］ 

【補足】［（1）王
おう

鞏
きょう

が流されたのは「嶺
れい

南
なん

」の地。「嶺
みね

」とは大
だい

庾
ゆ

嶺
れい

で、そこを超える

と燃えるような熱帯というイメージであった。蘇軾に連座した人々の中で王鞏が最も

重い処罰を受け、一見すると理不尽なようであるが、名家の生まれであったことに加

えて、日頃の素行があまり芳しくなかったことが量刑の判断に影響したのかもしれな

い。（2）柔
じゅう

奴
ど

の言葉は、黄
こう

州で熟成された蘇軾の人生観にぴったり合うものだった。

それを若い歌妓から聞かされたことに深く感動したのだろう］ 

 

■【08-1-018】東林第一代広恵禅師真賛 

【解題】このころに廬
ろ

山
ざん

の東
とう

林
りん

寺
じ

の長老の常
じょう

総
そう

［→作品番号 07-1-022］に送った手紙

が残っていて、都は他所よりもごたごたが十倍も多く、廬山でのような落ち着いた会

話ができないことを嘆いたり、東林寺の碑に刻む文章を書くよう依頼を受けたけれど

も、公私ともに忙し過ぎて少しの猶予をほしいと詫びたりしている。蘇軾が常総のこ

とを都の人々に伝えたことで、にわかにその評判が高まり、皇帝の 詔
みことのり

をもって常総
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を都に呼び寄せようとした。常総は固く辞退したのでそれは許され、広
こう

慧
え

禅
ぜん

師
じ

の号が

贈られた。この項の表題に掲げたのは、広恵禅師の肖像画に添えた賛。蘇軾が都にい

た間に作られたものである。 

 

【訳文】 

忠臣は死を畏れない。だから、天下の大事を為すのである。勇士は生
せ い

を顧みない。だから、天下に

立派な名を立てるのである。これらの人は、道
み ち

に関していうならまだしもであろう。これらの人は、義の大

切さに比べて我が身を軽いとするのだが、それでも為そうとすること、立てようとするところのものはある。 

三
さ ん

界
が い

［衆生が輪廻する全世界］より出て、万法を了解して、不生不老、不病不死の境地に至って、

外界に応じて無情である者と比べたらどうであろうか。 

堂
ど う

堂
ど う

の常
じ ょ う

総
そ う

公
こ う

は僧中の竜である。呼吸は雲になり、噫欠
あ く び

は風になり、それはほんの戯れでしかない。

坐より起たずして手を打って談笑する間に仏法を説くのである。常総公は廬
ろ

山
ざ ん

の下にあって、梵
ぼ ん

釈
し ゃ く

竜
り ゅ う

天
て ん

之
し

宮
きゅう

［仏法の守護神］となるべきお方である。 

 

■【08-1-019】次韻王覿正言喜雪 

【解題】王
おう

覿
てき

［字
あざな

は明
めい

叟
そう

］が「雪を喜ぶ」詩を作り、それに次韻した。王覿は前年

12 月に右
う

正
せい

言
げん

［皇帝を諫める職］になった。雪は豊作を呼ぶ吉祥とされ、王覿は新皇

帝［哲
てつ

宗
そう

］のもと新たな年に幸あるべしと言祝いだのである。 

 

【訳文】 

聖人［哲
て つ

宗
そ う

］は天と通じておられ、 

獄中にある者の罪を減じるようにとの詔
みことのり

を出された。 

それを受けて、喜びの声が夜の街にさかんに聞かれ、 
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朝には湿り気を帯びた雲が宮中の階段を覆った。 

朝儀を終えて退くころに、雪が盛んに降り出し、 

槐
えんじゅ

の並木に微笑みかけるようにして、雪は美しく映えた。 

雪は己が美麗であるのを誇るのか、 

ことさらに大官の朱や藍の袂へと上ろうとした。 

私は筆を執って皇帝にお仕えする職にあるけれど、 

瑞祥を記して申し上げることをいまだしていない。 

貴君は陛下の膝元に伏して議論を争う職にあり、 

その高邁な論は私の心を少なからず慰めてくれる。 

さかんに降る雪は一度やんでまたおこり、 

風と寒気は激しいものとなった。 

神
し ん

竜
り ゅ う

が久しく潜伏して後にひとたび怒るときには、 

その勢いは何倍にもなるという。 

ゆくゆくは「三
さ ん

白
は く

」［三回の雪は豊作の吉祥という］を見て、 

朝臣は拝舞して万歳を歓呼することになるであろう。 

私は退朝後は貴君の家に行って、 

古代の『既
き

酔
す い

』［太平の歌］を追想しつつ、 

酒を飲み、貴君の詩を詠みたいと思う。 

【補足】［この詩は、雪を吉祥として手放しで礼賛しているのではなく、何らかの寓

意が篭められているとする注釈もあるが、その寓意なるものを訳者は読み取ることが

できない］ 

 

■【08-1-020】元祐元年二月八日、朝退、独在起居院読漢書儒林伝、感申公故事、作
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小詩一絶 

【解題】この詩の題は、「元
げん

祐
ゆう

元年二月八日、朝廷から退いて独り起
き

居
きょ

院
いん

［中
ちゅう

書
しょ

舎
しゃ

人
じん

になった蘇軾の執務室のあったところ］において『漢
かん

書
じょ

』の「儒
じゅ

林
りん

伝
でん

」を読んだ。申
しん

公
こう

の故事に感じ、一篇の絶句を作った」。この詩の訳文を読んでも、申公の事績を単

に略述しただけのもので、何ら面白味がないと感じるだろう。やや長くなるけれども、

以下の説明文を読んでから味わっていただきたい。『漢書』は漢
かん

代
だい

の歴史を記した書

物。「儒林伝」は儒者の伝記を集めた巻。申公は申
しん

培
ばい

のことで、漢代の最初のころの

学者、とくに『詩
し

経
きょう

』の研究で知られた。申公は若い頃に劉
りゅう

交
こう

［高
こう

祖
そ

皇帝の末弟］

や穆
ぼく

生
せい

と一緒に学び、穆生とともに劉交の学友として遇され、劉交の息子を指導した。

ところが、劉交の孫の代になると扱いがやや粗略となり、穆生は「いまが去る機
とき

だ」

といって、病気を理由に立ち去った。劉交の孫は年々振る舞いが粗暴になり、それを

諫める申公を嫌って囚人と同様に扱ったので、申公もようやく郷里に帰り、それから

は弟子の育成に努めた。武
ぶ

帝
てい

の時代になって儒学が盛んになり、武帝は申公の弟子の

趙
ちょう

綰
わん

や王
おう

臧
ぞう

を呼んで明
めい

堂
どう

［王族の学問所］を建て、さらには、すでに 80 歳を超えて

いた申公を都に招いた。ところが、皇帝の祖母は儒学を嫌い、趙綰と王臧に少々の落

ち度があったのを咎め、2人は役人の取り調べを受けた。それを恥じた2人は自殺し、

明堂は廃止され、申公は失意の内に郷里に帰った。 

 

【訳文】 

申
し ん

公
こ う

が最初に郷里に帰って、 

門を閉ざして客人とも逢わなくなったときに、 

申公は、 

「穆
ぼ く

生
せ い

は早くから機
と き

がわかっていたのだ」 
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と、己に向かっていった。 

（しかし、それに懲りることなく、都にまたのこのこ出て行き） 

弟子の趙
ち ょ う

綰
わ ん

と王
お う

臧
そ う

が獄吏のもとに下され、明
め い

堂
ど う

は廃止となって、 

老いさらばえて免職となって郷里に帰ったのだった。 

【補足】［題に「二月八日」と明記してあることから、この詩に込められた蘇軾の真

意を読み取ることができる。この前々日に朝廷は差
さ

役
えき

法
ほう

を復活させることを決定した。

差役法は民衆を肉体労働に駆り立てる旧い法律で、時代に合わず、民衆の大きな負担

になっていた。王
おう

安
あん

石
せき

と神
しん

宗
そう

皇帝は労役の代わりに銭を納める募
ぼ

役
えき

法
ほう

を作り、改革の

大きな目玉として施行した。募役法は大いに効果があがり、国家にとっても民衆にと

っても非常によい制度であることが実証されていた。ところが、高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

と司
し

馬
ば

光
こう

は、改革政治を一切の痕跡を残さぬまでに消し去ってしまおうとし、募役法を廃止し

て差役法をそっくりそのまま復活させようとした。改革派の生き残りの章
しょう

惇
じゅん

は無論

強く反対し、蘇軾も反対したのだが、強引に押し切られてしまった［後に金
きん

陵
りょう

でこの

ことを聞いた王
おう

安
あん

石
せき

は、この法ばかりは残しておいてほしかったと非常に落胆した］。

蘇軾は朝廷に復帰してまだ 2 カ月ほどであったにもかかわらず、このまま都にいてい

いのかどうか非常に悩ましく感じ、その思いをこの詩に託したのである。一度で懲り

ずに、皇帝に招かれて都に出たために、より大きな辱めを受けなければならなかった

申
しん

公
こう

の立場にいまの自身が重なると蘇軾は思えたのだ。なお、司馬光が保守派の指導

者として活躍すべきだと蘇軾が考えていたことは作品番号 05-3-031 にもあった通りで、

司馬光への尊敬の念はいまも変わらなかった。しかしながら、司馬光はこのとき68歳

で、改革政治をストップさせた後の政治のビジョンを描く構想力に欠け、単なる反動

政治家となってしまったのだった］ 

 



第8章 栄光と失意 

第 7 章：28 
 

■【08-1-021】与范蜀公 

【補足】范
はん

鎮
ちん

［蜀
しょく

公
こう

］［→作品番号06-4-048］に宛てた手紙。范鎮は政界の大物で、

許
きょ

州に退いていて、蘇軾が黄
こう

州にいたときには、我が屋敷の隣に住んではどうかと誘

ってくれたこともあった。その范鎮を都に招く動きがあり、皇帝からの招聘状を蘇軾

が起草した。それが2月10日のことで、この手紙はそれより数カ月後のもの。范鎮

は都に行くことを辞退し、完全に政界から身を引いたのだった。 

 

【訳文】 

日々蜀
し ょ く

公
こ う

がお出ましになるのを望み見ておりましたが、敢えてまたお上の前に出られないとのこと、超

然と高く懐
お も

われ、世事をつまらないものと見て、退隠の意志を堅持されたとはいえ、多くの人々が残念

がっております。…… 

 

■【08-1-022】送陳睦知潭州 

【解題】陳
ちん

睦
ぼく

が潭
たん

州知事として赴任するのを見送った詩。詩は昔日の交遊の回想から

始まる。 

 

【訳文】 

華
か

清
せ い

宮
きゅう

の高い棟が縹
ひ ょう

緲
び ょう

として浮び、 

山の上の林のそのまた奥に石
せ き

甕
お う

寺
じ

があった。 

そこで貴君と初めて知り合って一杯酌み交わし、 

夜には馬を飛ばして一千の巌
いわお

を昇った。 

そのとき、貴君は若く、顔は玉のように輝いていた。 

ひとたび飲んだからには、百の觚
さかずき

を開けないと気がすまなかった。 
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白
は く

鹿
ろ く

泉
せ ん

の上の山に出た月からの冷たい光に、 

川は水銀が流れるかのように見えた。 

酒が醒めたのは華清宮の朝
ち ょ う

元
げ ん

閣
か く

の上で、 

鳳
おおとり

の形をした鉄の鈴が風に鳴るのを、 

寝転がったまま聞いたのだった。 

かつて遊んだところはそのままであろうとも、 

そのときの人々はいまどこにいるのだろうか。 

あれからの二十三年、 

それは真に一つの夢だ。 

私は生きて都に還ることができたけれど、 

髯は雪が満ちたように真っ白で、 

貴君もまた老いて、 

高官が身に付ける金の帯の重みを嫌うようになった。 

春に飛び来る燕と秋に飛び去る鴻
おおとり

のように、 

私と貴君は逢ってゆっくり話もできないうちに送別の時がきてしまった。 

貴君がこれから通ることになる洞
ど う

庭
て い

湖
こ

も青
せ い

草
そ う

湖
こ

も際限なく広がり、 

天
て ん

柱
ちゅう

峰
ほ う

も紫
し

蓋
が い

峰
ほ う

もいまにも動き出しそうに聳え立っているであろう。 

湖
こ

南
な ん

の地は古
いにしえ

より長く嘆息させる絶景の地、 

詩人が弄んで笑って言葉を発するためのところだ。 

【補足】［（1）冒頭にある華
か

清
せい

宮
きゅう

は長
ちょう

安
あん

の東にある温泉地で、唐
とう

の玄
げん

宗
そう

皇帝が楊
よう

貴
き

妃
ひ

と遊んだところとして知られる。そこで陳
ちん

睦
ぼく

と初めて知り合ったのである。詩の途中

に「二十三年」とあり、これより 23 年前には蘇軾は鳳
ほう

翔
しょう

府にいた。鳳翔での任期中

に公務で長安周辺を巡ったこともあるので、その折に陳睦に会ったのだろう。（2）春
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の燕と秋の鴻
おおとり

のように別れるとあるのは、政変によって入れ替わりとなったことを

示していて、陳睦は不本意ながら遠く洞
どう

庭
てい

湖
こ

の南の潭
たん

州に赴任して行くのである。（3）

この詩に同輩が和したので、蘇軾がまた次韻している。ぐちゃぐちゃと故事を用いた

だけの作であるので、訳は割愛する］ 

 

■【08-1-023】和蒋発運 

【解題】真
しん

州にいる蒋
しょう

之
し

奇
き

［字
あざな

は穎
えい

叔
しゅく

］［→作品番号 07-1-059］から詩が贈られてき

たので、それに和して返した。 

 

【訳文】 

かつて夜に語り合ったとき、 

貴君は千の偈
げ

［仏教の真髄を要約した韻文］を瞬く間につくった。 

手紙が来ると、またしても一つの偈があった―― 

此の身は、真に仏
ぶ っ

陀
だ

にして達磨
だ る ま

、 

いずれのところも、羲
ぎ

皇
こ う

の世にして軒
け ん

轅
え ん

の世である。 

遥かに知るのは、長
ち ょ う

江
こ う

に臨む貴君の姿―― 

前方に船が穏やかに停泊し、 

誰もいない楼閣におもむろに風が吹き込み、 

月の光だけが盃に差し込む、 

そして私を思って墨を書き散らし、 

そのまま酔い崩れるのである。 

 

■【08-1-024】与陳季常 
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【解題】黄
こう

州にいる陳
ちん

慥
ぞう

［字
あざな

は季
き

常
じょう

、方
ほう

山
さん

子
し

］［→作品番号 07-2-029］に宛てた手紙。

本文から推測するに、陳慥からの手紙への返信であり、司
し

馬
ば

光
こう

が左
さ

僕
ぼく

射
しゃ

［宰相］にな

った閏2月2日の直後に書かれたものである。 

 

【訳文】 

私の執務室は清潔で簡素でありますが、都には閑な人は一人もいないので、とにかくばたばたしてい

るうちに日が過ぎ去ってしまいます。苦労ばかりが多く、それを補ってくれるものがないので、顔は青く、髪

は白くなるばかりで、それを御覧になったらきっとお笑いになるでしょう。ただ、弟も同じ役所に勤めていて、

毎日会えるのは幸いであります。 

貴君は少しく病んで平癒されたとのことですが、ゆるがせにしてはなりません。「善い言葉は口から離さ

ない。善い薬は手から離さない」。これは昔からいわれている大事な諺
ことわざ

です。ぜひともこれを書いて座

右に置いてください。薬でそちらでは手に入れにくいものがありましたら、遠慮なさいませんように。 

もし貴君に上京のお気持ちがありましたら、いつでもお越しください。お会いできたらこれほどうれしいこと

はありません。 

柳
り ゅ う

二
に

君［柳
り ゅ う

真
し ん

齢
れ い

］はすでに都に来ています。一度訪ねてみましたが、外出していて会えませんでした。

蒲
ほ

池
ち

寺
じ

に滞在していて、ここからは少し遠いところです。 

ここ数日で新しいことがありました。宰相であった蔡
さ い

確
か く

が陳
ち ん

州に出され、司
し

馬
ば

光
こ う

が代わって宰相になり

ました。蹇
け ん

周
し ゅ う

輔
ほ

は和
わ

州に出され、その息子も降格となりました。黄
こ う

履
り

も越
え つ

州に出されました。全てはとて

も書き尽くすことはできませんが、劉
り ゅ う

摯
し

は職務としてこうした人事を日々行っています。 

貴君が雑事に関係しないのは、まことに結構であります。最
さ い

妙
みょう

、最妙。 

【補足】［（1）陳
ちん

慥
ぞう

には上京の意思があったらしい。陳慥は後で見るように実際に上

京するが、詳しい事情はわからない。（2）柳
りゅう

真
しん

齢
れい

は蘇軾が黄
こう

州にいたときに鉄
てつ

拄
ちゅ

杖
じょう

を贈ってくれた人［→作品番号 06-1-086］。（3）この手紙には幾人かの官員の出入りが
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記されていて、それには弟の蘇轍が関係している。蘇轍は 2 月に右
う

諫
かん

官
かん

になり、侍
じ

御
ぎょ

史
し

の劉
りゅう

摯
し

とともに、官員として不適切な行為のあった者を次々に弾劾し、その結果、

蔡
さい

確
かく

、蹇
けん

周
しゅう

輔
ほ

、黄
こう

履
り

といった改革派の人々が次々に都を去った。真直ぐな気性の蘇轍

にぴったりの職務であったのだが、後に改革派が政権に返り咲くと、激しい報復を受

けることになる。なお、劉摯［字
あざな

は莘
しん

老
ろう

］とはかねてから交流があった［→作品番号

03-4-037］。劉摯はこのころに科挙において以前通りに詩賦を課すことを提議している。

保守派はあらゆることを元に戻そうとしたのである］ 

 

■【08-1-025】書子由夢 

【解題】弟の蘇轍［字
あざな

は子
し

由
ゆう

］がかつて夢の中で詩を作った。兄にそれを話し、兄が

その詩を書いて蘇轍の長男の蘇
そ

遅
ち

に渡した。それだけのことを記した短文。蘇遅はこ

のとき27歳だった。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

八年正月旦日、蘇轍は、夢で李
り

士
し

寧
ね い

に逢った。 

急いで酒食を用意し、絶句一首を贈った。 

 

先生恵然肯見客、［先生はにこにこと私に会ってくださったので］ 

旋買雞豚旋烹炙。［急いで鶏や豚を買って煮たり焼いたりした］ 

間飲酒未須嫌、［人間世界で酒を飲むことを嫌わないでいただきたい］ 

帰去蓬萊卻無喫。［蓬
ほ う

莱
ら い

境
き ょ う

に帰ったならこういうものを口にすることはないだろうから］ 

 

明くる年の閏二月六日、蘇轍がこのことを私に話したので、書いて蘇
そ

遅
ち

に渡した。 
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【補足】［蘇轍が夢で会った李
り

士
し

寧
ねい

はなかなかの有名人で、司
し

馬
ば

光
こう

の随
ずい

筆
ひつ

『涑
そく

水
すい

記
き

聞
ぶん

』

に以下のように記されている。司馬光は『資
し

治
じ

通
つ

鑑
がん

』という巨大な歴史書を編集した

経験から、後世の歴史家のために自身の生きた時代の証言を集めて記録した。それが

『涑水記聞』で、その記事は信頼性が高いとして後世の史家に活用された。 

 

【訳文】 

司
し

馬
ば

光
こ う

：『涑
そ く

水
す い

記
き

聞
ぶ ん

』より 

李
り

士
し

寧
ね い

は蜀
し ょ く

の蓬
ほ う

州の人で、自分では道
み ち

を学んだといい、運勢について怪しげなことを告げ、巧みに

的中させた。しかし、書物の知識はなかった。上手に詩を唱え、すこぶる知恵があるように見え、その言

葉の意味は奇妙に大きすぎて、お御
み

籤
く じ

の言葉のようで、妖しく妄りに人を惑わせるものであった。全国

各地や都を巡り歩き、大勢の公卿、貴人に重んじられた。誰も李士寧がどうやって稼いでいるのか見

たことがなく、李士寧は荷物を持っていなかった。ところが、いつでも資金が潤沢にあり、十数人の客を

集めて珍しい食べ物を前に並べてもてなし、銭を支払った。李士寧を最も重んじたのは王
お う

安
あ ん

石
せ き

で、熙
き

寧
ね い

年間に宰相になると、李士寧のために東
と う

府
ふ

［都の東側］に住まいを用意した。半年の間、李士寧

は王安石やその子弟と交流があった。王安石が都を出て金
き ん

陵
り ょ う

に行くと、李士寧は蓬州に帰った。 

【補足】［司
し

馬
ば

光
こう

は、王
おう

安
あん

石
せき

に対して皮肉を込めた書き方をしている。王安石は周囲

の猛反対を押し切って改革を断行しただけに、精神的に異様なまでの緊張にさらされ、

李
り

士
し

寧
ねい

のような人物との付き合いに救いを求めたのかも知れない。最も頼りにしてい

た長男に先立たれ、金
きん

陵
りょう

に隠棲してからは、王安石の知性は甚だ鈍り、独りごとをつ

ぶやきつつ出歩く姿が見られたとの証言が残っている］ 

 

■【08-1-026】書章詧詩 

【解題】上の短文に記されていた李
り

士
し

寧
ねい

は、蘇軾の別の文章にも登場する。これは同
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じ年か翌年に記されたと推測されている。これは作品番号 01-2-010 として先にすでに

読んでいるが、もう一度ここで引いておこう。 

 

【訳文】 

章
し ょ う

詧
さ つ

、字
あざな

は隠
い ん

之
し

は、もとは閩
びん

州の人で、数代前に成
せ い

都
と

に遷った。文章が得意であったが、官には

仕えなかった。晩年に成都知事の王
お う

素
そ

の推薦で、沖
ちゅう

退
た い

処
し ょ

士
し

の号を賜った。 

ある日、夢に人が来て、手紙を示し、章詧を招いた。それは東
と う

嶽
が く

道
ど う

士
し

からの手紙だった。 

その明くる日、章詧は李
り

士
し

寧
ね い

と青
せ い

城
じ ょ う

山
ざ ん

に遊んだ。水辺で足を洗いつつ、章詧はにやにやしながら李

士寧にいった。 

「さて、西の溪の流れを踏んで、水とともに行くことにしますかな」 

李士寧はそれに応じていった。 

「東嶽道士からもらった手紙を持ってでしょうかな」 

章詧はひどく驚き、李士寧がどうして夢のことを知ったのかわからなかった。 

それから間もなく、章詧は果たして亡くなった［昇仙した］。 

章詧の子の章
し ょ う

禩
し

もまた隠遁者であったが、小さな官の仕事に就いて死んだ。 

李士寧は蓬
ほ う

州の人で、普通ではないことをいい、道
み ち

を得た人だという者もいた。百歳で死んだ。 

私はかつて成都で李士寧と会ったことがあり、 

「君にははなはだ貴い相がある。きっと科挙で首席になる」 

といった。果たしてそのようになったのだった。 

【補足】［成
せい

都
と

知事の王
おう

素
そ

とあるのは王
おう

鞏
きょう

の父である［→作品番号08-1-004］］ 

 

■【08-1-027】題別子由詩後 

【解題】2 年前に蘇軾は筠
いん

州に弟を訪ね、10 日間ほど滞在し、別れた後に弟に詩を送
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っていた［→作品番号07-1-010］。その詩を書いて短い文章を書き添えた。 

 

【訳文】 

先君昔愛洛城居、［先
せ ん

君
く ん

［父］は昔、洛
ら く

陽
よ う

に住みたいと考えたことがあった］ 

我今亦過嵩山麓。［僕はいま嵩
す う

山
ざ ん

の麓に行こうとしている］ 

水南卜築吾豈敢、［周
し ゅ う

公
こ う

が洛陽の地を卜
うらな

って都を築いたような大げさなことは考えていないけれど］ 

試向伊川買修竹。［ためしに伊
い

川
せ ん

のほとりに姿のよい竹林でも買ってみようかと思っている］ 

又聞緱山好泉眼、［また、緱
こ う

山
ざ ん

には泉
せ ん

眼
が ん

というよい泉があって、氷の玉のような清らかな水が］ 

傍市穿林瀉水玉。［町に沿い、林を穿って流れていると聞いている］ 

想見茅檐照水開、［遥かに想像するのは、その水に照らされる茅葺の庵があり］ 

両翁相対清如鵠。［二人の翁がそこで向き合っているありさま、その姿はあたかも白い鵠
おおとり

のようである］ 

 

元
げ ん

豊
ほ う

七年、私は黄
こ う

州から汝
じ ょ

州に遷
う つ

ることになり、筠
い ん

州に往って弟と別れた。数篇の詩を作って弟のも

とに残した。これはそのうちの一篇である。その後、洛陽には行かなかったけれど、この思いはいまも忘

れていない。康
こ う

師
し

孟
も う

君が洛陽に帰るというので、これを書いて贈ることにした。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年三月十六日、軾書く。 

【補足】［康
こう

師
し

孟
もう

は当時名医として知られ、康師孟が調合した「四
し

神
しん

丹
たん

」は万病に効

く薬として、洛
らく

陽
よう

の人々に非常に珍重された。蘇軾は遥か後になって「四神丹」につ

いての短い文章を書いている］ 

 

■【08-1-028】送表弟程六知楚州 

【解題】この詩の題にある「表
ひょう

弟
てい

の程
てい

六
ろく

」とは誰なのか。「表弟」とは姓の異なる従

兄弟、「程六」とは程
てい

の家の同世代で上から6番目の者。ここにある程の家とはすなわ
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ち蘇軾の母の実家である。蘇軾の姉は、母の兄の子の程
てい

之
し

才
さい

のもとに嫁ぎ、虐待され

て死んだ［→作品番号 01-2-008］。そのころ蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

は、官人を輩出する土地

の名家の程氏に対して全く頭が上がらず、娘の非業の死も黙って耐え忍ぶしかなかっ

た。後に、息子 2 人が科挙に合格し、自身も都の人々に認められると、蘇洵は程の家

に対して絶縁を宣告した。「程六」は、姉の夫であった程
てい

之
し

才
さい

［程
てい

二
じ

］の弟の程
てい

之
し

元
げん

［字
あざな

は徳
とく

孺
じゅ

］である。その程之元が楚
そ

州知事となって赴任するのを見送ったのがこの

詩。 

 

【訳文】 

炯
け い

炯
け い

と明るく輝いてあたりを照らす二つの璧
た ま

、 

それは程
て い

家の兄弟［程
て い

之
し

元
げ ん

とその弟の程
て い

之
し

邵
し ょ う

］。 

かつて我らが故郷には三人の老人がいた。 

それは蘇
そ

氏［蘇軾の祖父］、程
て い

氏［程之元の祖父］、石
せ き

氏で、 

三老人が杖をついて歩くのを見かけると、村人は道から下りて挨拶し、 

三老人が訪ねてくると、県知事も慌てて履
く つ

を逆さまにはいて門に出て迎えた。 

そのころ私も貴君も皆がこどもで、 

やたらに走り回って、三老人に梨や栗をせがむばかりであった。 

牛のように頑健な体とていつまでも恃
た の

むことはできず、 

馬がわずかの隙間を過
よ ぎ

るようにして歳月は惜しむ間もなく流れ去る。 

醴
れ い

泉
せ ん

寺
じ

もいまや古びて、橘や柚
ゆ ず

の木が大きく枝を垂れているだろうし、 

石
せ き

仏
ぶ つ

山
ざ ん

は変わらずに高く、松や櫟
いちい

に暗く覆われているだろう。 

郷里から万里の彼方で三老人の孫が逢い、 

ひとたび笑い合って、 
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積み上がった千の憂いをもう解こうではないか。 

貴君は古
いにしえ

の山
さ ん

陽
よ う

郡を治める人となり、 

練達の筆から風が立つ勢いに乗って、小官の境遇から脱してゆくのだ。 

私は皇城の紫
し

微
び

閣
か く

で筆を舐める身で、 

病んだ眼にはちらちら花が飛んで書類を見るのは楽ではない。 

我が残りの歳月を印
い ん

綬
じ ゅ

［官員のしるし］に繋いでおこうとは思わない、 

都を去って先祖の墓を掃除する日がきっとくるはずだ。 

貴君も功績を挙げて、頭が白くなったならば、 

早々に帰り来るがよい。 

一緒に梨の花を活けて、寒
か ん

食
し ょ く

の日 を々過ごそうではないか。 

【補足】［（1）これは程
てい

家との 27 年ぶりの和解の詩なのだろう。姉の夫であった程
てい

之
し

才
さい

やその父は許せなくても、弟たちにまで怨恨を及ぼし続けることはないとしたので

ある。（2）程之才の父を暗に排除する意味で合い、それより一世代上の「三老人」の

時代に遡ってかつての友愛をここでは歌っているようだ。「三老人」の1人として挙げ

られた石
せき

氏は誰なのか。先にその死を悼んだ石
せき

康
こう

伯
はく

［→作品番号 06-1-009］の父の石
せき

揚休
ようきゅう

のそのまた父である。蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

には、石
せき

揚
よう

休
きゅう

が朝廷の使者として遼
りょう

国
こく

［契
きっ

丹
たん

］に行くのを見送ったときの有名な文章があり［→作品番号 08-3-031］、そこに

「自分がこどもで父のそばで遊んでいたときに、石揚休もきて一緒に棗や栗を食べた」

といった句がある。（3）醴
れい

泉
せん

寺
じ

も石
せき

仏
ぶつ

山
ざん

も故郷の眉
び

州にある。（4）この詩の終わりの

部分から、寒
かん

食
しょく

節
せつ

の頃にこの詩が詠まれたことが知れる］ 

 

■【08-1-029】送王伯 守虢 

【解題】王
おう

廷
てい

老
ろう

［字
あざな

は伯
は く よ う

］が虢
かく

州知事として赴任するのを見送った詩。蘇軾には、
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徐
じょ

州知事であったときに王廷老に送った詩があり［→作品番号 05-4-090］、それによる

と事情があってしばし官職から離れていたようである。そしていま新たに知事職を得

たのである。 

 

【訳文】 

かつて華
か

山
ざ ん

の東の麓には、 

秦
し ん

の暴政を避けて山に逃げ込んだ人々の子孫が住みつき、 

今に至るも、その土地の風俗には古い時代のものが伝えられている。 

柔らかな桑、緑の水は、旅ゆく人を招き寄せようとするのだが、 

人は首を回らすこともなく、腕を振って通り過ぎ、 

囊
ふくろ

の口のような函
か ん

谷
こ く

関
か ん

へと急ぎ通り過ぎてしまう。 

ただ一人知事殿だけは、千里の彼方からこの地に来て、 

執務室で、「無事の酒」［何事もなくよく治まっている地で飲む酒］を飲み、 

日がな一日、起きては眠るなかにあって、人々が遊ぶ声を聞くのである。 

枕元には、雲から出た月のように輝く硯を置き、 

ときに谷底の松の根元で、雪
せ つ

腴
ゆ

［霊妙な菌類］を切り取る。 

山賊どもは知事殿を畏れて消え去り、 

人々は安心して眠りにつき、 

知事殿は、牛を買って農耕に励むよう民を導き、 

官の倉を開いて貧者に食べ物を配る。 

虢
か く

州での任を終えて帰ってきたならば、 

これからは微官に甘んじて暮らそうとする貴君のもとに酒樽を携えて訪れ、 

「無事の酒」を一緒に飲みたいものだ。 
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【補足】［（1）詩の前半は虢
かく

州の歴史と地理を踏まえて詠んでいる。都から西に官道

を行くと、虢州は昔の函
かん

谷
こく

関
かん

の手前にあり、多くの人は長
ちょう

安
あん

、鳳
ほう

翔
しょう

方面へと急ぎ通

過してしまう。（2）中頃の句は、虢州は「月
げつ

石
せき

硯
けん

」という硯の産地であることをいい、

「雪
せつ

腴
ゆ

」は松の根に生える菌類の茯
ぶく

苓
りょう

の中でもとくに霊妙な薬効があるものだという］ 

 

■【08-1-030】道者院池上作 

【解題】都の鄭
てい

州
しゅう

門
もん

から五里のところに道
どう

者
しゃ

院
いん

という有名な寺院があった。そこを訪

ねての詩。鄭州門といえば、鳳
ほう

翔
しょう

府に赴任する際に、この門を出て弟に別れの詩を詠

んだことが思い起こされる［→作品番号 02-1-013］。それは 25 年前であった。この詩

はそのこととは全く関係のない、穏やかな小品である。 

 

【訳文】 

馬を下ると、 

佳
よ

い客人に出逢ったので、 

酒を携えて小さな池のほとりで飲む。 

清々
す が す が

しい風が荷
は す

の葉を乱し、 

細やかな雨に魚が顔を出す。 

井戸の水は好く、氷のように歯に当たる。 

茶は甘く、眉を緩ませてくれる。 

帰りの道でさらに静かな風に吹かれ、 

詩を作るよう、真個
ほ ん と う

に促されたのだと知った。 

【補足】［「真個
チェンク

」とは口語で、現代中国語の辞典を見ると、方言として「確かに」と

いう意味があると記されている］ 
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■【08-1-031】次韻子由送千之侄 

【解題】甥の蘇
そ

千
せん

之
し

が郷里に帰ることになり、蘇轍が送別の詩を作り、蘇軾がそれに

和した。蘇千之は従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

の子で、作品番号 07-1-113 で見たように、2 年前に都

で科挙の地方試験を受けて落第していた。何らかの事情で、ついに帰郷することにな

ったのだろう。蘇千之の母の蒲
ほ

氏は、先に見た蒲
ほ

伝
でん

正
せい

［→作品番号 07-2-008］の妹で、

その縁で蘇千之は兄の蘇
そ

千
せん

乗
じょう

とともに都に滞在していたのかもしれない。この詩の前

半では、蒲と蘇の家を松と楠に喩え、ともに末永く栄えてゆくようにとの願いを詠ん

でいる。 

 

【訳文】 

江
か わ

のほとりの松と楠は、深く繁った上に、さらにまた深まる。 

年を経た幹に菌
きのこ

が生え、 

下から孫の枝が出て、林のより高くへと飛び出す勢いで伸びる。 

山全体に吹きわたる風は、竜が歌うかのような音を響かせる。 

白髮になった私はまだ帰郷する算段が立たないのだが、 

青い衫
うわぎ

［無官の象徴］の君は天下を済
す く

おうとの心をなお持っている。 

門を閉ざして三千の文章を書くがよい。 

才能ある人を求めて、席を蹴ってでも探しにゆく人がいまの世にもきっといるのだから。 

 

■【08-1-032】題文与可墨竹、并叙 

【解題】親友の亡き文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］が墨で描いた竹の画にこの詩を添えた。文同の

墨
ぼく

竹
ちく

の画については作品番号 07-2-093 でも見ている。文同は気が向くともっぱら竹を
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描いたので、多数の墨竹の画があった。 

 

【訳文】 

叙 

亡きの友の文
ぶ ん

同
ど う

は道
ど う

師
し

の王
お う

執
し つ

中
ちゅう

のために墨
ぼ く

竹
ち く

を描いた。そして、王執中に、「この画に添える字を他

の者に書かせてはならない。蘇軾君がくるのを待って、この傍らに詩を書いてもらうように」と、いった。文

同は亡くなって八年、蘇軾は始めて朝廷に還ってきた。これを見て一首の詩を賦す。 

【補足】［（1）文
ぶん

同
どう

は元
げん

豊
ほう

2年の初めに亡くなり［→作品番号05-5-013］、その直前まで

は都にいた。一方、蘇軾はそのころは地方知事であった。（2）王
おう

執
しつ

中
ちゅう

については不詳］ 

 

【訳文】 

この人［文
ぶ ん

同
ど う

］はいったいどのような人であったのか。 

道
み ち

の深いところで自在に游び戯れた人であった。 

詩名は高く鳴り、草書は書聖といわれた人に迫り、 

竹を描いて三昧の境地に至った。 

竹は、木や石の間より出て、 

世の条理を超えた荒怪なさまを見せ、 

世を挙げて人々はそれを珍品であるとしている。 

それでも、最もよく知る者は私をおいていないであろう。 

古
いにしえ

より知己となる者とは会い難く、 

会えたとしても、時は待たずにたちまち過ぎ去ってしまう。 

しかし、貴君と私とは死生を隔てたとはいえないのだ、 

貴君の言葉通りに、ここにきて詩を書き添えているのだから。 
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【補足】［最後の句は、晋
しん

の時代に、隗
かい

という人が死に際して、5 年後に自分に借りの

ある龔
きょう

がやってくると言い残し、確かに 5年後に龔がきて、龔には借金はなかったが、

占いによって金を見出し、困窮していた隗の妻を助けたという故事を用いている。こ

のことを知っていると、原文の「相見如龔隗」［相
あ

い見
み

て龔
きょう

と隗
かい

の如
ごと

し］の句は面白

く読めるのだろうが、我々には難度の高いパズルである］ 

 

■【08-1-033】次韻銭舎人病起 

【解題】銭
せん

勰
きょう

［字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

］［→作品番号 08-1-012］が病気から回復して詩を詠んだの

で、それに次韻した。これは故事てんこ盛りの詩で、何が面白いのかさっぱりわから

ない。このような詩を贈り合うのは時間のひどい浪費ではなかろうかと思うのだが、

朝廷に居並ぶ者はこのようなことができるだけの教養と余裕がなければならないとい

うことであったのだろう。そのことに敬意を払いたいところだが、訳者の能力を超え

た作であるので、岩垂憲徳・釈清潭・久保天随訳解『蘇東坡詩集』（1927 年）から読

み下し文をそのままここに写してお茶を濁すことくらいしかできない。 

 

【訳文】 

牀
し ょ う

下
か

に亀
き

寒
か ん

且
か つ

支
さ さ

ふるに耐
た

へたり、 

杯
は い

中
ちゅう

蛇
だ

去
さ

る未
い ま

だ応
ま さ

に衰
おとろ

ふべからず、 

殿
で ん

門
も ん

明
みょう

日
に ち

王
お う

傅
ふ

に逢
あ

ひ、 

櫑
ら い

具
ぐ

先
さ き

を争
あらそ

ひ不
ふ

疑
ぎ

を看
み

る、 

坐
ゐなが

ら覚
お ぼ

ゆ香
こ う

煙
え ん

を袖
そ で

に携
たづさ

ふるの少
ま れ

なるを、 

独
た だ

愁
う れ

ふ花
く わ

影
え い

の廊
ろ う

に上
の ぼ

る遅
お そ

きを、 

何
な ん

ぞ妨
さまた

げん一
い っ

笑
し ょ う

千
せ ん

疴
あ

散
さ ん

じ、 
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絶
はなはだ

だ勝
ま さ

る倉
そ う

公
こ う

が上
じ ょ う

池
ち

に飲
の

むに。 

【補足】［これを一読して意味のわかる人はいないであろう。この詩を受け取った銭
せん

勰
きょう

にしても、あれこれ頭をひねって、そうかと膝を叩きつつ、時間をかけて味わった

のだろう］ 

 

■【08-1-034】次韻和王鞏 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 08-1-017］の詩に次韻した。王鞏は潁
えい

州副知

事に任命されたはずなのだが［→作品番号08-1-003］、なぜかまだ都にいた。 

 

【訳文】 

李
り

白
は く

が讒言によって南方の僻地に流されたとき、 

杜
と

甫
ほ

は町から東に離れた小さな村で自ら耕していた。 

造物者は、李白と杜甫の才能を惜しまなかったのではなく、 

苦労させることでその言葉をより工
たくみ

にしようとしたのだ。 

王
お う

君は年少のときから、 

瓶
か め

から水をぶちまける勢いで文を作っていた。 

王君と鋒先を争って脅かそうとした者もいたのだが、 

太鼓を鳴らして踏み出すような王君の勢いに驚いて走って逃げ去った。 

そのような王君の才能を成就させようと、 

天はいわゆる羝羊
お ひ つ じ

が藩
まがき

に突き当たる困苦を与えたのである。 

（王君が南方に流されていたときには、） 

王君の孤独の光がかの地の片隅を照らし、 

盆中に映る月のように輝き続けた。 
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都に帰り来ると、 

瓶
か め

どころか五
ご

石
こ く

を容れる樽を傾けて注ぐほどの勢いで千首の詩を詠み、 

あたかも陶
と う

淵
え ん

明
め い

がいまも生きているかのようで、 

陶淵明を学んだ唐
と う

代
だ い

の韋
い

応
お う

物
ぶ つ

をも超えるものがある。 

昔のある人は、琴を奏でて、音に春の温もりを感じさせたというが、 

それとて必ずしも人の理解を得られたわけではなく、 

壊れた壁にしばし琴を立てかけておかなければならないこともあったのだ。 

【補足】［（1）詩の冒頭では、王
おう

鞏
きょう

を李
り

白
はく

に、蘇軾を杜
と

甫
ほ

に喩え、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

がいうとこ

ろの「愈
いよ

いよ窮
きゅう

すれば則
すなわ

ち愈
いよ

いよ工
たく

みなり」を課すために、造物者が試練を与えた

といっている。（2）結びの部分は、たぶん王鞏が世間から十分に認められていないの

を不満とするようなことを口にしたのでたしなめたのだろう。蘇軾と王鞏の関係はな

かなかにおもしろい］ 

 

■【08-1-035】用王鞏韻、送其侄震知蔡州 

【解題】王
おう

鞏
きょう

の甥の王
おう

震
しん

［字
あざな

は子
し

発
はつ

］［→作品番号 08-1-006］に贈った詩。上の詩と

同じ韻を用いて、蔡
さい

州の知事として赴任するのを見送った詩である。 

 

【訳文】 

九
きゅう

門
も ん

山
ざ ん

［皇城］は天へと聳え立ち、 

一万の馬が朝一番に集まり来る。 

紅い塵の中で私は鞭を挙げて先を急ぎ、 

顔を見ても互いに声を掛け合うことはない。 

夜になってから、王
お う

鞏
き ょ う

君の清
せ い

虚
き ょ

堂
ど う

へと急ぎ、 
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門を叩けば鵲
かささぎ

が驚いて翻り飛ぶ。 

貴君等の住まいは旧家の大邸宅、 

その前で来客の車がひっきりなしに雷のような音をたてている。 

貴君等に会うのは、月世界の楼閣のようなところ、 

檐
ひさし

に金の飾りが垂れる部屋で、燈火の前で酒樽を開いて語り合うと、 

あたかも夢の中にいるかのようだ。 

貴君等の家の人は玉
ぎ ょ く

牒
ち ょ う

［家の歴史を記したもの］を編集していて、 

王鞏君も貴君も昔の名臣を継ぐような人であるから、 

次々に新たな事績を加え続けなければならない。 

私は二君とは交際させていただいているけれど、 

さらに他の方々を尋ね歩く気はさらさらない。 

【補足】［（1）贈答用の詩であるから、ことさらに誇張しているのだろうけれど、王
おう

鞏
きょう

たちの家は確かに立派だったのだろう。（2）最後の部分は、蘇軾は家柄のよい人を

好んで付き合っているのではなく、王鞏と王
おう

震
しん

は特別なのだといっているようだ。（3）

同じ韻を用いて王震に贈った詩がもう一首あるが、訳は割愛する］ 

 

■【08-1-036】跋欧陽寄王太尉素詩後 

【解題】かつて欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が王
おう

素
そ

［王
おう

鞏
きょう

の父］に寄せた詩の後に記した短文。欧陽脩の

七言律詩を最初に掲げた後に、蘇軾の文章が続く。 

 

【訳文】 

豊楽坡前一酔翁、［豊
ほ う

楽
ら く

の坡
お か

の前にいたかの酔
す い

翁
お う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

自身を指す］も 

余齢有幾百憂攻。［余齢あとわずかとなって百の憂いに攻められている］ 
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平生自恃心無愧、［日頃から心に恥じることがないのを自負してきたのだが］ 

直道誠知世不容。［自分はなかなか世間には容れられないのをつくづく知った］ 

換骨莫求丹九転、［丹
た ん

薬
や く

によって骨を仙人のものに入れ替える気などはないし］ 

栄名何待禄千鐘。［栄えある名も莫大な俸禄も求めたりしない］ 

明年今日如尋我、［来年の今日、もしも私を訪ねようと思ったなら］ 

潁水東西問老農。［潁
え い

水
す い

のあたりで、老いた農夫の居所を問うがよい］ 

 

これは欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

が王
お う

素
そ

に寄せた詩である。 

私は王素の子の王
お う

鞏
き ょ う

、王鞏の甥の王
お う

震
し ん

、それに張
ち ょ う

彦
げ ん

若
じ ゃ く

とともに宝
ほ う

梵
ぼ ん

に遊んだ。王鞏がこの詩を誦し、

載
さ い

仲
ちゅう

達
た つ

に贈った。載仲達はかつて欧陽脩に従っていた者である。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年四月、欧陽脩の門下生の蘇軾書く。 

【補足】［（1）ここにある欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の詩は治
じ

平
へい

4 年［1067 年］に都で作ったもの。その

とき欧陽脩は種々の批判を受け、かねて用意していた潁
えい

州の住まいに隠棲することを

心にほぼ決めていて、そのことが詩に詠み込まれている。（2）詩の冒頭にある「豊
ほう

楽
らく

坡
は

」は滁
じょ

州にあり、欧陽脩は一時期、滁州に左遷され、豊楽坡に豊楽亭を建てた。そ

のころに「酔
すい

翁
おう

」と号したことは作品番号06-3-073などで見ている。（3）「換
かん

骨
こつ

」は骨

を仙人ものに入れ替えて不老長生の身になること。「丹
たん

九
きゅう

転
てん

」は丹薬を九回煉って霊

薬を作ること。「禄
ろく

千
せん

鐘
しょう

」は莫大な俸禄。「潁
えい

水
すい

」は潁州の近くを流れる川。（4）欧陽

脩はこの詩を詠んだ後、短期間だけ地方官を勤めたのを最後に、煕
き

寧
ねい

4 年［1071 年］

に政界を引退して潁州に隠退した。蘇軾が杭
こう

州副知事として赴任する前に、弟ととも

に潁州に欧陽脩を尋ねたことは作品番号03-4-024以下で詳しく見ている。（5）王
おう

鞏
きょう

は

作品番号 08-1-003 で見たように潁州で職に就くことになったのだが、何らかの理由で

赴任しなかったようだ。王鞏が欧陽脩の詩を唱えたのは、そのことと関係があるのだ
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ろうか。（6）蘇軾と同行した者として名が挙げられている張
ちょう

彦
げん

若
じゃく

は王
おう

彦
げん

若
じゃく

の誤記で

はないかともいう。王彦若は眼科医で［→作品番号 07-2-018］、張
ちょう

方
ほう

平
へい

の門下生であ

ることから、王鞏の親族なのではないかとの説もある］ 

 

■【08-1-037】法雲寺鐘銘、并叙 

【解題】上の詩で「宝
ほう

梵
ぼん

に遊んだ」とあるのは、都の法
ほう

雲
うん

寺
じ

のことであろうか。蘇軾

は法雲寺に新しい鐘が完成したのを記念してその銘を作った。序文だけを訳し、銘の

本文は省略する。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ほ う

七年十月、詔
みことのり

をもって大
だ い

長
ち ょ う

老
ろ う

圜
え ん

通
つ う

禅
ぜ ん

師
じ

法
ほ う

秀
し ゅ う

が法
ほ う

雲
う ん

寺
じ

に住まわれることになった。圜通禅師

は新たな堂を開き、まだ鐘がなかった。駙
ふ

馬
ば

都
と

尉
い

武
ぶ

勝
し ょ う

軍
ぐ ん

節
せ つ

度
ど

観
か ん

察
さ つ

留
り ゅ う

後
ご

の張
ち ょ う

敦
と ん

礼
れ い

と、冀
は い

国
こ く

大
だ い

長
ち ょ う

公
こ う

主
し ゅ

が大
だ い

檀
だ ん

越
え つ

となって鐘を寄進しようと唱え、それに従い和す者が何人もいた。元
げ ん

祐
ゆ う

元年四月、鐘が

完成し、重さが万斤
き ん

あった。東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

蘇軾がそのために銘を作る。 

【補足】［冀
はい

国
こく

大
だい

長
ちょう

公
こう

は先々代の英
えい

宗
そう

皇帝の娘で、張
ちょう

敦
とん

礼
れい

はその夫である。皇族の肝

いりで圜
えん

通
つう

禅
ぜん

師
じ

法
ほう

秀
しゅう

は法
ほう

雲
うん

寺
じ

におさまったのだろう。そうした人々に蘇軾は銘の作成

を依頼されたのである］ 

 

■【08-1-038】用旧韻送魯元翰知 州 

【解題】
めい

州知事として赴任することになった魯
ろ

有
ゆう

開
かい

［字
あざな

は元
げん

翰
がん

］に贈った送別の詩。

題に「旧韻を用い」とあるのは、かつて魯有開が衛
えい

州知事として赴任するときに作っ

た送別の詩［→作品番号 05-3-019］の韻をそのまま用いたからである。魯有開とは杭
こう

州副知事時代からの長い交流がある［→作品番号04-2-079など］。 
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【訳文】 

私は東の坡
たかまり

のもとで、 

わずか三畝
ぽ

の畑を自ら耕していた。 

貴君は尚
し ょ う

書
し ょ

郎
ろ う

の高官として、 

百人の役人に対して頻繁に指示を出していた。 

そのころは、蛙のような俗物どもが、太鼓を叩いたり笛を吹いたり騒ぎまくっていた。 

私は永いよしみのある人 と々も交わりを断ち、 

三軒しかない村で老いて死ぬばかりであった。 

訪れる者もなく閑散としている我が門へと、 

貴君だけが友情厚く手紙を届けてくださった。 

遥かに友人の意
こころ

を思って、 

落ちぶれた私には熱く感じられるものがあった。 

年改まって私は皇城に来て、 

白髪ながらもお上に代わって文章を作成するようになった。 

かつての先輩について尋ねると、 

逢うのは多くが後輩たちである。 

貴君はしばし道
ど う

観
か ん

の管理を務めていた［窓際族になった］けれど、 

知事として遠く旅立つ車に乗ることになった。 

貴君も老いたとはいえ、自慢の髭がまだちゃんとある。 

位を嗣
つ

がれたお上はまことに生れながらに聡明で、 

民を救おうとのお気持ちは、火から人を救うばかりに強いものがあり、 

囚われて遠くに追いやられていた魂［蘇軾ら流罪となった者をいう］もいまやことごとく返ってきた。 
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貴君はかつて東郡の知事であったときに、 

あらかじめ洪水を恐れて備えを為したので、 

大河が北流して桑畑を沈め、濁流が塵埃を翻して旧い河道に入り込んでも、 

町は守られたのだった。 

貴君の一寸の心は千歩の堤防に匹敵することを民衆は知り、 

老人も幼い子も逃げ走ることなくすんだ。 
め い

州に行かれて、ときに閑を得たなら、扉を閉ざして座り、 

道
ど う

眼
が ん

を濁らさないよう努めるのがよいであろう。 

応
お う

捨
し ゃ

筏
ば つ

［己を捨てて他者を助ける筏］に乗って、 

無
む

生
し ょ う

源
げ ん

［仏教の真理の湧き出る源］へと遡るのだ。 

貴君が帰ってきたなら、 

夜に榻
い す

を並べて二人で仏の教えを論じ合おうではないか。 

 

■【08-1-039】次韻朱光庭初夏 

【解題】蘇軾と同じ年に科挙に合格した朱
しゅ

光
こう

庭
てい

［字
あざな

は公
こう

掞
せん

］が初夏の詩を詠み、それ

に次韻した。このとき朱光庭は皇帝を諫める職務にあったので、もっぱらそのことが

詩中に詠まれている。 

 

【訳文】 

朝廷から貴君がさがるとき、 

その足音だけで人々は貴君であると知る。 

なぜなら、そこに皇帝へ直言する声が籠っているからである。 

私は、梧桐
あ お ぎ り

がさわさわと雨のような音を立てているのを臥して聞いていると、 
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貴君から、宮中に吹く涼やかな風を詠んだ詩が届いた。 

皇帝を諫める職務に就く貴君は、 

世に名高い隋
ず い

朝
ち ょ う

の楽
が く

運
う ん

の道を受け継ぎ、 

私はいつも酔
す い

郷
き ょ う

にあって、 

世に名高い唐
と う

朝
ち ょ う

の王
お う

績
せ き

の隠遁の地を訪おうと思っている。 

私が酔後の陶
と う

然
ぜ ん

とした思いのうちにあると、 

貴君の詩によってはっきりと呼び覚まされ、 

あたかも耳鳴りがぴたりと止んで、聴覚が鋭くなったかのような気がした。 

【補足】［同じころに朱
しゅ

光
こう

庭
てい

が雨を喜ぶ詩を詠み、蘇軾が次韻している。訳は省くが、

二人の関係が良好であったことを示すものである。ところが、これから半年後に朱光

庭は蘇軾を攻撃する急先鋒に変じる。誰とどのように付き合うのか、権力抗争の渦巻

く都ではすこぶる微妙な問題であった］ 

 

■【08-1-040】奉敕祭西太一和韓川韻四首 

【解題】これは皇室の公式行事を詠んだ詩。我々にとっては特に面白味のない作品で

あるが、都で高い地位にあればこそこのような詩も詠むという一例として訳出する。

都の西郊外にある西
せい

太
たい

一
いつ

宮
きゅう

で、皇帝の勅令によって祭事が行われ、蘇軾も参加した。

その祭事を韓
かん

川
せん

という人が詠んだ詩に次韻した。4首のうち1首だけを訳す。 

 

【訳文】 

 其の一 

聖主［皇帝］は新たに秘
ひ

祝
し ゅ く

［祭官］を任命され、 

臣下の代表者が豊年を神に乞い願う。 
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聖主の祈りに応えようと、 

神君が寿
じ ゅ

宮
きゅう

にお出ましになるのだろう、 

夜中に肅
し ゅ く

然
ぜ ん

と霊風が吹いてくる。 

【解題】［もとの詩を詠んだ韓
かん

川
せん

も、後に朱
しゅ

光
こう

庭
てい

とともに、蘇軾を激しく批判する1人

となる］ 

 

■【08-1-041】西太一見王荊公旧詩、偶次其韻 

【解題】西
せい

太
たい

一
いつ

宮
きゅう

には王
おう

安
あん

石
せき

が作った詩が残されていて、蘇軾はそれにも次韻した。

王安石はこれより少し前の 4月 6日に他界しており、そのことを詠み込んだ第 2首を

訳す。 

 

【訳文】 

 其の二 

樽の中にいくら名酒があっても、 

墓に注がれたのでは虚しい。 

聞くところでは、 

金
き ん

陵
り ょ う

の烏
う

衣
い

巷
こ う

のあたりも、 

いまは草深く埋もれているとか。 

【補足】［金
きん

陵
りょう

の烏
う

衣
い

巷
こう

はかつて南北朝時代には天下第一の繁華街であった。それが

さびれてしまっていると詠むことで王
おう

安
あん

石
せき

の死を暗示している。蘇軾が金陵に隠棲す

る王安石を訪ねたのはこれより2年前のことであった［→作品番号07-1-046］］ 

 

■【08-1-042】王安石贈太傅 
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【解題】これは蘇軾が草稿を書いて哲
てつ

宗
そう

が下した勅書。勅書の内容は、亡くなった王
おう

安
あん

石
せき

に皇帝より太
たい

傅
ふ

の官［皇帝の補佐役］を追贈するというもの。 

 

【訳文】 

朕
ち ん

は、古
いにしえ

の初めから観
み

てきて、そこに灼
あきら

かに天意があるのを見て取った。 

非常の大事がまさにあろうとするとき、天は必ず世に希な異人を生み出す。その名はその時代におい

て高く、その学問は千年にわたる価値を貫く。その智は道
み ち

の真髄を究めるのに十分で、その弁舌はその

言うところを実行させるのに十分であり、その瑰瑋
きわめてすぐれ

た文章は万物を藻飾
いろどりかざ

るのに十分であり、その卓絶し

た行為は四方を風動
ゆ り う ご か

すのに十分である。そして、その能力が用いられるや、天下の風俗は一年の間

に風に靡くように変わってしまうのである。 

王
お う

安
あ ん

石
せ き

は年少のころに孔
こ う

子
し

や孟
も う

子
し

を学び、老いてからは釈
し ゃ

迦
か

や老
ろ う

子
し

を師とした。六
り く

芸
げ い

［儒家の古

典］の遺された文章を全て網羅し、己の意
かんがえ

で解釈を下し、諸子百家の陳
の

べた跡などは糠粃
か す

だとして、

民衆のあり方を一新した。 

熙
き

寧
ね い

のときに為すこと［政治の改革］があるのに遇うと、群賢の冠
せんとう

として首
は じ

めに用いられ、信任の篤
あ つ

い

ことは古今に比べられるものがなかった。いまにも功業が成就しようとするときに、遽
にわか

に山林に住もうとの

興が起こり、富貴などは浮かぶ雲のようなものだとして、履物を脱ぎ捨てるようにして大臣の職を捨て去

った。漁師や樵
きこり

とも分け隔てなく交わり、山野を歩いて鹿も群れを乱さなかった。進退の美しさ、雍容
た だ し

さ

は皆が見習うべきものがあった。 

朕は政
まつりごと

に臨み天下を御
お さ

める初めにあたって、（先帝を喪った）哀しみは極まりないものがあった。三朝

に仕えた老臣［王安石］を眷
かえり

みようとしたのだが、邈
は る

か大
た い

江
こ う

の南に行ってしまっていた。（王安石が作っ

た）規模
シ ス テ ム

を究め観
み

て、その人の風采を想見したのであるが、まさかその終わりを告げる知らせが、朕が

喪に服している間に届こうとは思ってもいなかった。どうして百年の寿命を満たさなかったのか、涙を流さ

ずにはいられない。 
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於戲
あ あ

、死生、あるいは用いられるか捨てられるかの際
き わ

においては、誰も天に逆らうことはできない。

贈賻
お く り も の

をし、哀みつつ栄誉を与えるための文章を朕は作らずにはいられない。 

特に寵
あ い

することをもって師臣の位［太
た い

傅
ふ

］を贈り、蔚
うるわ

しくも儒者の光となるように。庶幾
ね が う

のは、このことを知っ

てくれて、我が休
うつく

しい命令に服してくれることだ。 

【補足】［（1）これは蘇軾が内発的に記したものではないものの、いくら皇帝の命令

であっても、心に思ってもいないことを蘇軾は書いたりしないので、ここに示されて

いる王
おう

安
あん

石
せき

の評価は、蘇軾自身の考えをかなりの程度反映しているといってよいだろ

う。（2）途中に「己の意
かんがえ

で解釈を下し」［原文は「断以己意」［断じるに己の意をも

ってす］］とあるのは、王安石が経典に独自の解釈を下し、それに基づいて科挙の解

答を書くよう求めたことをいっていて、蘇軾は王安石の独断的なやり方を強く批判し

ていた。ここは読みようによってはかなりの皮肉であると見て取ることもできる。（3）

蘇軾の文集には、このような詔勅の草稿が多数収録されている。実際に詔勅を書かな

ければならなくなった者にとっては手本となり、またどこかしらに蘇軾の個性を見出

すことができもして、後世に伝えるべき文化遺産として大切に扱われてきたのだろう。

我々にとってはあまり興味をひくものではないので、訳出することはほとんどしない］ 

 

■【08-1-043】答張文潜県丞書 

【解題】3 月に、咸
かん

平
へい

県の役人であった張
ちょう

耒
らい

［字
あざな

は文
ぶん

潜
せん

］が都の太
たい

学
がく

の教官になるた

めに上京してきた。このとき 33 歳で、20 歳のときに科挙に合格し、23 歳のときに

『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』に和して蘇軾に送っていた［→作品番号 05-2-017］。張耒は上京する

前に自作の詩文を蘇軾に送って教えを請い、それに応じて蘇軾はこの手紙を書いた。

なお、手紙は独特の文体で書かれていて、訳者にはそれを十分に味読するだけの力が

なく、これまで訳してきた手紙の多くはいつも「ずっぽ訳」であった。張耒に与えた
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この手紙は非常に有名で、清水茂『唐宋八家文』朝日文庫（1979 年）に詳しい解説が

あり、これに限ってはかなり正確な訳文となっている。手紙文の雰囲気をほんの少し

でも見ていただけるように、冒頭の部分だけ妙な読み下し調で訳してある。 

 

【訳文】 

文
ぶ ん

潜
せ ん

県
け ん

丞
じ ょ う

の張
ち ょ う

君
く ん

足
さ

下
ま

に頓首
こんに ちは

。 

久別
ご ぶ さ た

して思
こころ

に仰
か け

てはいるのですが、京
みやこ

に到
き

てからは公私ともに紛然
ご た ご た

して、書
てがみ

を奉
さしあげ

る暇
いとま

がありませんでし

た。忽
す る

と 辱
かたじけな

くも手教
お て が み

をいただきまして、且
とりあえ

ず起居
く ら し む き

の佳勝
よ ろ し き

を審
し

り、至
まこと

に慰
けっこう

であります、至
まこと

に慰
けっこう

であります。 

文編
さ く ひ ん

を恵示
みせてくださ

り、三復
く り か え し

感嘆しております。甚
びっくり

するのは、君がわが子由
お と う と

に似ていることです。 

弟の文章は実は私より優れているのですが、世間の人はわかっておりません。弟は私には及ばないと

思っているのです。弟の性格として、他人に深く知られることを願っておらず、弟の文章もまた同じです。

とらえどころなく広く、あっさりとしていて、一度読んで三度繰り返すと成る程と思えてきて、秀でた傑作で

あることがようやく隠れたままではなくなります。弟が『黄
こ う

楼
ろ う

の賦
ふ

』を作りましたときは、自分でも張り切って

ぼんくらどもを驚かせてやろうとしたようでした。ところがそれは私が代作したのだという者がいたのには、

笑ってしまいました。これはきっと私の文章の最もよいところだけを見てのことなのでしょう。 

今日ほど文学の衰えたことはありません。その原因がどこにあるかというと、実に王
お う

氏［王
お う

安
あ ん

石
せ き

］なので

す。王氏の文章は善
よ

くないものではありません。問題は、人にも自分と同じにさせるのを好んだことにあ

ります。孔
こ う

子
し

であっても、人を自分と同じにしようとはしませんでした。弟子の顔
が ん

淵
え ん

は仁に優れ、子
し

路
ろ

は

勇に優れ、それを入れ替えるようなことはしませんでした。ところが、王氏は自身の学問をもって天下の

学問を一つにしようとしました。地
ち

味
み

の肥えたところはどこも同じように作物が成長しますが、できるものは

どこも同じというわけではありません。荒れて痩せた土地、塩分の多い土地は、見渡す限りただ黄色い

茅と白い葦があるだけです。王安石が同じにしようとしたのはまさにこの「黄
こ う

茅
ぼ う

白
は く

葦
い

」なのです。 

近ごろ章
し ょ う

惇
じゅん

君に会いましたところ、このようにいっていました。 
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「先帝は、晩年のころに、文学がさえなくなったのを非常に残念がられ、士
ひ と

を採用する方法を少し変化

させようと考えておられました。しかし、その時間がありませんでした」 

いま意見を申し述べる者は、科挙で詩賦を課すことを復活させようとか、太
た い

学
が く

で『春
しゅん

秋
じ ゅ う

』を講義するよう

にしようとかいっております。非常に結構なことです。 

私は老いました。後世の人々も、古
いにしえ

の人の完璧な文章と同じようなものを読めるようにできるとしたら、

黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

君、秦
し ん

観
か ん

君、晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

君、陳
ち ん

師
し

道
ど う

君と貴君等数人に頼るしかありません。聞くところでは貴君

は太
た い

学
が く

の教授になるとのこと。ますます努力を重ねていただきたく思います。 

『詩
し

経
き ょ う

』にこのようにあります。 

 

徳輶如毛、［徳は毛のように軽くて誰もができるはずのもの］ 

民鮮克挙之。［しかし徳を実践する者は実に少ない］ 

我儀図之、［私は友人とそれを行おうとするのだが］ 

愛莫助之。［残念なことに手伝ってくれる者がいない］ 

 

このほかにもいろいろありますが、まずはよくよく御自愛ください。たまたま朝酒を飲んで酔っておりましたと

ころ、お手紙を持って来た人に返事を求められ、詳しく書くことができませんでした。 

【補足】［（1）蘇軾が徐
じょ

州知事であったときに、大洪水の惨禍の後で黄
こう

楼
ろう

を築いたこ

とは作品番号 05-4-065 などで見ている。その黄楼に寄せたのが弟の『黄
こう

楼
ろう

の賦
ふ

』で、

傑作とされている。（2）王
おう

安
あん

石
せき

が科挙を改革しようとしたときに、蘇軾が反対したこ

とは作品番号 03-2-006以下で詳しく見ている。かつて欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が科挙を改革したことで

蘇軾の名が天下に知られたように、科挙と文学の潮流は強く連動していた。王安石は

科挙の採点に主観が入らないように、詩賦を課すことをやめ、また古典の解釈を一つ

に統一しようとした。それで、受験生は王安石が編集した参考書さえ学べばよいとい
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う傾向が生まれ、文章も画一化された。そのことは先に見た勅書にも記されていた。

（3）孔
こう

子
し

が編集したといわれる『春
しゅん

秋
じゅう

』は最も重要な歴史書として重んじられてき

た。しかし、記述が簡潔すぎて、本文を読んだだけでは何を意味するのかほとんど理

解できない。王安石はそれを「官報の切れ端のようなものだ」として、学ぶに値しな

いと言い切った。王安石の考えは極めて合理的なものであったが、文化全般を肥沃に

するものではなかった。（4）章
しょう

惇
じゅん

と会って話をしたとあるのが興味深い。章惇は改

革派の中核的存在となっていたが、もともと蘇軾と章惇は親友で、蘇軾が獄に入れら

れたときには罪が赦されるよう諸方面に働きかけ、蘇軾が黄
こう

州に流されてからも手紙

のやりとりがあった。蘇軾が都に帰還してからも、作品番号 08-1-001 で見たように司
し

馬
ば

光
こう

との間を取り持つような助言をしたり、ここにあるように文学観を共有する会話

を交わしたりしていたのだった。なお章惇は新法が次々に廃止されることに強く抵抗

して朝廷での地位を失い、この手紙より少し後の閏 2 月下旬に汝
じょ

州知事として都を去

っている。そのとき蘇轍は職務として章惇を厳しく弾劾し、それが起因となったのか、

章惇は次第に蘇軾兄弟に対して憎しみを抱くようになる。（5）蘇軾の門下生で特に優

秀であったとされるのが、いわゆる「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」で、黄
こう

庭
てい

堅
けん

、張
ちょう

耒
らい

、晁
ちょう

補
ほ

之
し

、秦
しん

観
かん

の 4 人である。これに陳
ちん

師
し

道
どう

と李
り

廌
たい

［→作品番号 07-2-020］を加わえて「蘇門六学

士」といわれることもある。蘇軾のこの手紙には「六学士」のうちの 5 人が挙げられ

ている。蘇軾は、黄
こう

州の東の坡
たかまり

で自ら耕す罪人から、一国の文化をリードする立場

に大きく変わったのである］ 

 

■【08-1-044】与滕達道 

【解題】親友の滕
とう

元
げん

発
はつ

［字
あざな

は達
たつ

道
どう

］［→作品番号 07-2-051］に送った手紙。滕元発は

このとき湖州知事から鄆
うん

州知事に移っていた。 
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【訳文】 

孟
も う

震
し ん

君は黄
こ う

州で親しくしていた人で、ともに歓びを極めた間柄でした。いまは引退し、貴君の治下の人

です。どうか探してみてください。孟震君は真の君子です。 

【補足】［（1）孟
もう

震
しん

について詳しく記した文章を作品番号06-4-070で見ていて、そこに

孟震は鄆
うん

州の人とあった。かつて同じく滕
とう

元
げん

発
はつ

に賈
か

収
しゅう

と会うよう勧めていたことと合

わせると［→作品番号 07-1-054］、蘇軾が「君子」との交遊関係を大切に思っていたこ

とがわかるであろう。なお、孟震とは常
じょう

州で再会したことを作品番号 07-2-039で見て

いる］ 

 

■【08-1-045】次韻子由送陳侗知陜州 

【解題】6月10日、陳
ちん

侗
どう

［字
あざな

は成
せい

伯
はく

］が陜
せん

州知事に任命されて都を出て行くことにな

り、蘇轍が送別の詩を作り、蘇軾が次韻した。 

 

【訳文】 

昔、四頭の鉄製の牛を黄
こ う

河
が

に沈め、その上に橋を渡したという。 

その牛のように、 

天に漲
みなぎ

るばかりの流れの中でもしっかと踏ん張り、鞭で打たれてもぴくりとも動かない、 

それは誰なのか。 

昔、徐
じ ょ

邈
ば く

は常に同じ生き方を貫いていただけだったのに、 

世俗がいつも変化し続けために、 

徐邈の評判は上がったり下がったりした。 

貴君とかつて別れてからのことはいまさらいうまい。 
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世間の事は空に浮く雲のようで、 

数限りない人が、即墨阿
い つ わ り

の毀誉褒貶の内に置かれ、 

かつての良い評判は実
じ つ

のない虚声ばかり、 

促織
こ お ろ ぎ

のように音を立てるだけで実際に機
は た

を織りはしなかった。 

貴君と会って笑い合うのは、 

どうしようもなく白髮だらけになったこと。 

いまや天を駆ける勢いの馬はみな大空の雲を踏み、 

飽きるほどのまぐさを得て長く嘶いている。 

皇城の庭には天下の宝、種々の武具がみな集まっている。 

貴君だけが手を振って都を去る…… 

粗末な衣服でやってくる貴君を、 

歓迎する民衆の歌をかの地で聞くことになるだろう。 

陜
せ ん

州は古
いにしえ

の楽
が く

国
こ く

で、金の盃に酒を注ぐような奢侈の地とされているが、 

貴君が赴任したなら、 

統治の仕方はすぐに全く新たなものとなるだろう。 

それによって怒る者もあれば、喜ぶ者もあれば、長く怨む者もあるだろう。 

これ以上のことは申すまい、 

評価は後の人に委ねればよいのだ。 

【補足】［（1）この詩は、蘇軾の次韻の詩によくあるように、韻に合わせて数々の故

事を力ずくで並べている。そのため、散漫かつ難解な作品となっている。全体として

は、政治の大きな変動の中にあっても己を貫く生き方を賛美し、陳
ちん

侗
どう

を励ましたもの

で、そのことが伝わる程度に大まかな訳し方をした。（2）詩の中ほどにある「即
そく

墨
ぼく

阿
あ

」

［「いつわり」とルビを振った］について説明を加えておく。昔、斉
せい

の威
い

王
おう

が即
そく

墨
ぼく

の
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知事を都に呼び、「君が即墨に赴任して以来、わしは君のことを悪くいう報告ばかり

を聞いた。そこでわしは人を派遣して即墨の実態を調査させたところ、よく治まって

民が豊かに暮らしていることがわかった。君の評判が悪かったのは、君がわしの側近

に付け届けをしなかったからだ」といって、大いに褒めた。威王は阿
あ

の知事を都に呼

び、「君が阿に赴任して以来、わしは君のことを良くいう報告ばかりを聞いた。そこ

でわしは人を派遣して阿の実態を調査させたところ、全く治まっておらず、民衆が苦

しんでいることがわかった。君の評判が良かったのは、君がわしの側近に付け届けを

したからだ」といって、即座に死罪を言い渡した。地方官の業績が正しく君主に報告

されないことをこの詩では「即墨阿」の 3 文字に篭めたのである。つまり改革政治の

弊害としてそのようなことがあったといっているのである。（2）このころに蘇軾の長

男の蘇
そ

邁
まい

は徳
とく

興
こう

県の役人を辞めて［→作品番号07-1-029］、別の任務に就いたようだ］ 

 

■【08-1-046】呂恵卿責授建寧軍節度副使本州安置不得簽書公事 

【解題】呂
りょ

恵
けい

卿
けい

の名をこれまでにも何度か見てきた。改革の実行部隊の指揮官として

王
おう

安
あん

石
せき

が抜擢した人物で、呂恵卿の辣腕がなければ改革の実行はもっとのろのろした

ものになっていたであろう。呂恵卿は己の力を過信して次第に増長し、王安石が上に

いるのがうっとうしくなり、策略によって王安石を失脚させた。呂恵卿にとっての改

革は、自身が権力を握るチャンスを与えてくれるものであって、理念などは二の次だ

った。皇帝が代替わりして保守派が朝廷に復帰すると、呂恵卿は厳しく断罪され、誅

殺を求める声も大きかったが、6月 23日に都からの追放が言い渡された。これはその

ときに呂恵卿に示された勅書で、蘇軾が起草した。題名にある「本
ほん

州
しゅう

安
あん

置
ち

不
ふ

得
とく

簽
せん

書
しょ

公
こう

事
じ

」と全く同じ字面を蘇軾が黄
こう

州に流されたときにも見ている［→作品番号 06-1-001］。

指定された場所で軟禁状態に置かれ、公務に関わること禁じるものである。この勅書
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には、呂恵卿のさまざまな罪状が故事を踏まえた字句の中に篭められている。ここで

は大意が通じるよう、上辺をざっと撫ぜるだけの訳文とした。ここで注目すべきは、

呂恵卿を用いたのがそもそもの誤りだった［≒そもそも改革を推進したことが誤りだ

った］とするのは神
しん

宗
そう

［つまりこの勅書を言い渡す哲
てつ

宗
そう

の父］を貶
おとし

めることになるの

で、そのようには決して言わないよう格別の配慮をしていることだ。 

 

【訳文】 

敕書にいう。 

大悪人が高位にあると、民衆は安らかに暮らせない。法の番人がでたらめな刑の裁量をすると、

人々は異論を唱え出す。天に漲
みなぎ

るそのような罪を正すことができるのなら、永く後世の模範となるであ

ろう。 

汝［呂
り ょ

恵
け い

卿
け い

］はちっぽけな升
ま す

のような才能と、細かいところをひっかくだけの知恵でもって、宰相［王
お う

安
あ ん

石
せ き

］

に諂
へつら

い仕えて朝廷の高官に昇った。禍
わざわい

を楽しみ功
こ う

を貪り兵を好み殺
さ つ

を喜び、民衆から収奪すること

をもって仁義と置き換え、法律をもって儒学の経典と置き換えた。初めに青
せ い

苗
び ょう

法
ほ う

を建て、次に助
じ ょ

役
え き

法
ほ う

を行い、さらには均
き ん

輸
ゆ

法
ほ う

で国が商人と利益を争うような政策を実施し、民衆は飼っている鶏や豚に至

るまで目こぼしなく取り立てられるようになった。国を蝕み民を害するような連中が我先にと腕まくりしてそこ

に加わった。 

先帝［神
し ん

宗
そ う

］は賢者を用いるのが十分ではないことを恐れ、円が転がるように人々が善に向かってゆく

ことを望まれた。古
いにしえ

の堯
ぎ ょ う

が罪人も試しに用いたように、先帝は汝を採用したのだが、孔子
こ う し

が弟子の宰
さ い

予
よ

を「おまえは終生がらくたでしかない」と叱りつけように、汝が生来の奸
よこしま

を露わにしたときには都から厳

しく追放した。それでもう過ちを改めたであろうと（先帝は）考えられて、また少し重い職務に戻された。とこ

ろが、皇帝をたぶらかすようなことを陳上したために再び地位を落された。先帝は反覆して教戒された

のだが、汝の悪心は改悛することがなかった。先帝が、汝が軽 し々く事実を捻じ曲げることを戒めたお
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言葉はいまもありありと残っている。 

汝は仲間に引き入れた者とともに君主を欺いた。汝は仲間とした者とは初めは足を摩
さ す

ってやるほどまで

親しくしながら、ひとたび反目して怒ると、噛みついて次々に大獄を起こし、私的な手紙まで暴いて罪

に陥れ、一党を率いて攻撃し、天下の半分までを罪人にし、汝に賄賂を贈るものが全国に及んだ。し

かも、再び用いられた年には西辺で紛争があり、汝は妄りに新たな戦略を立て、旧来の枠組みを変

えようとした。とち狂った謀
はかりごと

を無理やりひねり出し、結局を大敗北を喫してしまった。大きな口を叩いたこ

とがここに及んで、いまさら涙を流しても、もう遅いのだった。 

朕が皇位を継いだ最初に、辺地を安んじる詔を出した。朕の号令は汝の謀が偽りであったことを明ら

かにし、賊人を戒めるためのものであった。汝が国を迷わし、不道を行ったことは古から稀にしか聞かな

いものだ。それでも誅殺することを赦し、遠く流すだけとする。国は常に法があり、朕が敢えて私
わたくし

の処罰

をするのではない。 

 

■【08-1-047】答湖守呂景純 

【解題】湖
こ

州知事の呂
りょ

希
き

道
どう

［字
あざな

は景
けい

純
じゅん

］への手紙。かつて呂希道には送別の詩を贈

っていた［→作品番号03-3-012］。 

 

【訳文】 

……呉
ご

興
こ う

［湖
こ

州］は晋
し ん

の時代から、風流を具えた賢人の太守［知事］が続きました。ところが、私だけ

が不肖な太守で、罪をもって去ることになり、湖州の溪山を垢で汚してしまったのでした。貴君は深く湖

州と私を思って、その垢を洗い落してくれましたので、その意
こころ

は忘れることはありません。私は湖州には長

くはいなかったのですが、数十首の詩を作りました。それらはずっとすっかり忘れていて、ただ四首だけを

憶
お ぼ

えておりましたので、それを録して謹呈いたします。どうぞ笑ってください。賈
か

収
し ゅ う

君は老いて病み、しかも

貧乏です。お心配りをいただければ、甚だ幸いです。 
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【補足】［（1）呂
りょ

希
き

道
どう

は、蘇軾が湖
こ

州知事であったときに詠んだ詩や書画を集めて、

版に刻んで広めようとしていた。（2）終わりで賈
か

収
しゅう

［→作品番号 07-2-045］について

記している。友人を大切にする蘇軾の気持ちが伝わってくる］ 

 

■【08-1-048】与楊元素 

【解題】楊
よう

絵
かい

［字
あざな

は元
げん

素
そ

］［→作品番号 08-1-016］に宛てた手紙。楊絵は徐
じょ

州知事と

なったので、かねてそこにいたことがある蘇軾が町のまわりの名所を記して知らせた。 

 

【訳文】 

城南に范
は ん

増
ぞ う

の塚があるとされていますが、それは誤りで、本当の塚は居
き ょ

巣
そ う

県にあります。城北には劉
り ゅ う

向
こ う

の墓があり、私はそこに祠堂を建てようと考えましたが、洪水のために果せませんでした。貴君にもしも

余力があって、それを作られたなら、まことに結構なことです。城西には楚
そ

元
げ ん

王
お う

の墓があり、かつて私

は猟に出て、そのあたりに行きました。石
せ き

仏
ぶ つ

山
さ ん

もまた眺めのよいところです。 

【補足】［（1）ここに名を挙げられている3人は漢
かん

の始まりのころに人物である。（2）

蘇軾が徐
じょ

州で猟をしたことは作品番号 05-5-001 で見ている。（3）石
せき

仏
ぶつ

山
ざん

は、雲
うん

竜
りゅう

山
さん

［→作品番号 05-3-047］の別名であるという。とすると、作品番号 05-5-028 に詠まれ

ていた石仏山は、蘇軾の故郷の山として解したのだが、徐州の石仏山も兼ねていたの

かもしれない］ 

 

■【08-1-049】与親家母 

【解題】これは亡き親友の文
ぶん

同
どう

の妻に宛てた手紙。表題に「親戚の家の母」とあるの

は、文同の息子の文
ぶん

努
む

光
こう

と蘇轍の娘が夫婦となっていたからである。文努光は父の棺

を携えて蜀
しょく

の郷里に帰り［→作品番号06-1-055］、足掛け3年の喪が終わった後に上京
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し、都に帰ってきた蘇軾や蘇轍と久しぶりに会った。ところが、その直後に急死しま

ったのだった。故郷にいる文努光の母に、今後のことについて蘇軾が報せたのがこの

手紙である。 

 

【訳文】 

……弟の娘［文
ぶ ん

努
む

光
こ う

の妻］は文
ぶ ん

君が亡くなってからは、ひどい悲しみのなかにあって、病に陥ってしまう

のではないかと心配しているところです。……息子の蘇
そ

邁
ま い

を帰郷させて、十一郎君を都に迎えようかと

考えています。弟の娘はいまは帰郷できる状況にはないので、しばし落ち着くのを待ちたいと思います。

いずれおそばに参ってお仕えできるでありましょう。…… 

【補足】［この手紙から推測するに、若くして亡くなってしまった文
ぶん

努
む

光
こう

を惜しむと

ともに、その葬儀をどのように行うべきかを思案していたのだろう。長男の蘇
そ

邁
まい

は徳
とく

興
こう

県での任務を終えたので、一度帰郷させて、文努光の弟と推測される十一郎を都に

連れてきて、葬儀を行わせようと考えたであろう。実際には蘇邁は、酸
さん

棗
そう

県での職務

を授かって赴任するので、故郷には帰らなかったようである］ 

 

■【08-1-050】和王晋卿、并引 

【解題】蘇軾と連座して罰せられた者の中に王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］がいた。王詵は皇帝の

婿として特別に恩遇されていながら不埒な行いがあったとして他の人よりも重い処分

を受けた。かつて蘇軾は黄
こう

州にいたときに、王詵が赦されたとの誤った情報に接し、

そのことを手紙に記していた［→作品番号 06-2-027］。実際に都に帰還したのはこのこ

ろのことであった。これは王詵の詩に和したもの。 

 

【訳文】 
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引
い ん

［序］ 

駙
ふ

馬
ば

都
と

尉
い

の王
お う

詵
し ん

は、宋
そ う

初
し ょ

の功臣王
お う

全
ぜ ん

彬
ひ ん

の子孫である。 

元
げ ん

豊
ほ う

二年、私は罪を得て黄
こ う

州に貶
おとし

められた。王詵にも累が及んで、遠く流され、互いに音信がない

こと七年に及んだ。私はすでに召されて朝廷に用いられ、王詵もまた朝廷に帰還し、宮殿の門の外

で出会った。感嘆の余り、王詵は詩を作り、私に渡した。その詩は、悲しい感慨を物に託し、窮
きゅう

阨
や く

に陥

ったことを怨まず、泰然として、驕るところがない。貴公子の志がこのようであるのを憐れみ、その韻に和

す。 

【補足】［冒頭に「駙
ふ

馬
ば

都
と

尉
い

」とあるのは、昔、皇帝の娘を娶った者に駙馬の職を与

えたことから、「駙馬」は皇帝の婿の別称となった。その別の例を作品番号08-1-037で

見ていた。王
おう

全
ぜん

彬
ひん

は宋
そう

の天下統一に顕著な功績のあった人。そうしたことから王
おう

詵
しん

を

貴公子と呼んでいる］ 

 

東
と う

坡
ば

先生は、かのとき東の坡
たかまり

で、独りで飲み、独りで舞い、 

何にも身が属するところがなかった。 

明るい月に対して酒を酌み、 

月と影と先生と三者で楽しみは十分に足りた。 

酔ったまま草むらの間で眠り、 

毒虫に噛まれることもなかった。 

醒めて、帰り行く雁を見送り、 

千里の彼方へと目を寄せ、 

そのとき、悵
ち ょ う

焉
え ん

として公子［王
お う

詵
し ん

］のことを懷
お も

った―― 

旅の間の食事に、玉
ぎ ょ く

のように輝くおいしいものなどはないだろう、 

加
か

餐
さ ん

［食事に気を付けて養生せよ］の字を書いて、飛ぶ鳥に托して遠く送ろうとした。 
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しかし、 

干からびた魚が泡ぶくをかけあうようなことをしたところで、 

牛ほどもある己の大きな罪［王詵を巻き込んだこと］を救うことはできないと知った。 

吾が生
せ い

は寄せるがごときのみ、 

何者かが禍福を我が身に与えるのではない。 

禍も福も忘れるのがよい、 

昨日の夢を追うようなことをしても何もならない。 

その後、私はお上に願い出て、自ら農耕することを許され、 

湖と山の間で老いの日々を送ることとなった。 

二頃
け い

の田を開き、十年後に実が成る木を植えようとした。 

まさか、この老いた眼で、宮殿の金の燈火を見ようとは思いもしなかった。 

公子もまた生きて還
か え

り、知事の職を授かることとなった。 

人の賢と愚にはもとより定まったものがあり、 

職務にもまた各々守るべきものがあるのだろう。 

文章を作るのは特別なことではなく、 

医術や卜術と同じように一つの技であるのだ。 

朝廷はいま西方に注意を払わなければならない、 

羌
き ょ う

虜
り ょ

［外敵］は驕りたかぶっていまだに宋
そ う

に伏さずにいる。 

遥かに知るのは、あちらでは、重
ち ょ う

陽
よ う

の節句の酒も、 

白い羽の矢で菊の花を杯に落して飲んでいるとか。 

羨むのは、貴君がまことに将軍の家の生まれであること、 

顔には武人としての意気が浮かんでいるではないか。 

朝廷から長い纓
ひ も

を与えてもらって、 
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一戦して、敵将を捕らえ、失った地を回復してほしい。 

【補足】［（1）この詩には、しばらく見ていなかった蘇軾の得意のセリフ「吾生如寄

耳」［吾
わ

が生
せい

は寄
よ

せるが如
ごと

き耳
のみ

］が詠み込まれている。王
おう

詵
しん

に自身の人生哲学を伝え

ようとしたのだろう。（2）詩の終わりの部分は、将軍の子孫として西方の前線で手柄

を挙げよと、叱咤激励している。蘇軾は西方で再び戦火を交えることを望んでいるの

ではない。王詵が罰を受けたにもかかわらず、貴公子としての豪奢な暮らしぶりを必

ずしも改めようとしていないので、詩文にうつつを抜かしたりしてはいかんぞと突き

放したのだろう。先に王
おう

鞏
きょう

に苦言を呈したのと同様である］ 

 

■【08-1-051】司馬温公神道碑 

【解題】9 月 1 日、司
し

馬
ば

光
こう

が亡くなった。高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

によって朝廷に呼び戻され、国

政を指揮することわずかに 1 年であった。皇帝は司馬光を温
おん

国
こく

公
こう

に追封し、その勅書

を蘇軾が起草した。北宋の二大巨頭というべき王
おう

安
あん

石
せき

と司馬光に皇帝がそれぞれ追贈、

追封した勅書を続けて蘇軾が起草したのは偶然とはいえ巡り合わせのようなものを感

じないわけにはいかない。蘇軾は司馬光の伝記の基礎資料となる『司
し

馬
ば

温
おん

公
こう

行
こう

状
じょう

』も

執筆し、さらに元
げん

祐
ゆう

3 年［1088 年］1 月に司馬光が埋葬されたときに、墓所に通じる

道に建てられた碑に刻む文章『司
し

馬
ば

温
おん

公
こう

神
しん

道
どう

碑
ひ

』も書いた。ここでは、蘇軾の個人的

な見解が比較的強く出ている『神道碑』を見ておこう。これは『唐
とう

宋
そう

八
はっ

家
か

文
ぶん

読
どく

本
ほん

』に

も採られ広く読まれてきたものである。 

 

【訳文】 

皇帝陛下［哲
て つ

宗
そ う

］が即位されて三年、朝廷は清明で、百般の政務は時に合致し、民衆は安心して

暮らせるようになり、風俗は一変した。［司馬光が亡くなった後にもその徳が及んでいることを以下に述
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べる］かつては軽薄であった人 も々皆が心を洗って身のあり方を改め、務めて忠に厚い人となり、それ

ぞれ己の行動を自重し、人の過ちを言い募るのを恥じるようになった。中国は太平無事で、四方の諸

民族は頭を下げて中国に指示を仰ぐようになった。ただ、西
せ い

羌
き ょ う

と夏
か

国
こ く

だけは叛
ほ ん

したり服したり一定するこ

となく、毒心を懐
い だ

いて中国のことを悪く疑い、入寇を繰り返した。皇帝陛下は諸将に武器を備えたまま

戦うことなく、中国の姿勢を示すよう命じられた。数カ月足らずで、西
せ い

蕃
ば ん

の大首領の鬼
き

章
し ょ う

青
せ い

宜
ぎ

結
け つ

が都

にやってきた［宋朝の号令に服した］。夏国は十数万で涇
け い

原
げ ん

に寇
あ だ

をなし、鎮
ち ん

戎
じ ゅ う

の城下にまで至った。

五日経っても得るところがなく、遁
の が

れ去った。西羌の酋長の兀
こ つ

征
せ い

声
せ い

延
え ん

は族人一万人とともに中国に

降った。また、黄
こ う

河
が

はかつて曹
そ う

村
そ ん

で決壊し、霊
れ い

平
へ い

に堤防を築いたのだが、今度は小
し ょ う

呉
ご

で決壊して五

年の間はあたりに溢れたままとなり、朔
さ く

方
ほ う

は騷然となった。しかし、今年［元
げ ん

祐
ゆ う

二年］の秋は長雨が一

カ月にわたったものの、黄河はあまり溢れることなく、冬に及んで水が地に入ることますます深く、北に流

れて、大昔に禹
う

が通した旧河道に戻るばかりの勢いとなった。 

こうして皇帝陛下が望むところのものは、求めずして獲られ、逆に憎むところのものは、掃
は ら

うまでもなく去っ

ていったのである。それで天下の人々は皇帝陛下の意
こころ

が天の意と一致していると知ったのである。い

まや最高の統治が実現し、家に不足がなく、人が十分にいて、刑罰を用いる必要がなく、咸
か ん

平
へ い

、景
け い

德
と く

年間［先帝の治世］のようになるのを期待するまでになった。 

ある人が私に尋ねた。 

「皇帝陛下と高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

陛下がどのようなことをなさってこのようになったのでしょうか」 

私はこう答えた。 

「『易
え き

経
き ょ う

』の「大
た い

有
ゆ う

の章」にこうあります。「上
じ ょ う

九
きゅう

。天よりこれを祐
た す

く。吉
き ち

にして利にあらざるなし」。孔
こ う

子
し

はこの

文章についてこういっています。「天の助けるところのものは順
じゅん

なり。人の助けるところのものは信
し ん

なり。信

を履
ふ

み順
じゅん

に思い、また賢を尚
とう と

ぶ。ここをもって天よりこれを祐
た す

け、吉にして利にあらざるなしと」。二聖［皇

帝と高太皇太后］は身をもって信と順を天下に先んじて実践され、司
し

馬
ば

公
こ う

を用いて天下の士を招き

寄せられました。信と順と賢の三徳をまさに具えられているのです。まして私が観
み

るに司馬公は仁
じ ん

人
じ ん

で
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ありますから、天はこれを助けたのであります」 

「どのようなことからそうだと知ったのでしょうか」 

「司馬公は文章をもって世に名を知られ、忠義をもって君主と結ばれたお方です。朝廷の人々がその

ことを知っているのはよいとしても、四方の人々は何によってそのことを知ったのでしょうか。士
し

大
た い

夫
ふ

がその

ことを知っているのはよいとしても、農民も商人も兵士も何によってそのことを知ったのでしょうか。中国の

人が知っているのはよいとしても、九
きゅう

夷
い

八
は ち

蛮
ば ん

［外国］の人々は何によってそのことを知ったのでしょうか［そ

こには天の不思議な働きがあることを暗示している］。司馬公が退いて洛
ら く

陽
よ う

に住んでいたときには、孔

子の弟子の顔
が ん

回
か い

が路地裏にいたのと同じように小さく暮らし、屈
く つ

原
げ ん

が沼地に追放されたときと同じよう

に疲労したありさまで、長らく人々から忘れられていました。しかし、その名が再び天下に聞こえると、雷

が鳴るかのように、あるいは銀河が流れるかのように、どの家にもそのことが響きわたり、日差しがそそぐよ

うに人々の目に見えたのでした。司馬公の名を聞いた者は、いかに愚かで無知な婦人や子供であっ

ても、あるいは獰
ど う

猛
も う

で御
ぎ ょ

し難い兵士や夷
い

狄
て き

の者でも、さらには奸
か ん

邪
じ ゃ

の小人、己を害する仇敵を激しく

憎むような者であっても、衽
え り

を収めて顔色を変えて、深く嘆息し、そして涙を流さない者はいなかったです。 

私は元
げ ん

豊
ほ う

の末に登
と う

州から入朝し、八州を通過して都に至りました。民衆は私が司馬公と親しいのを

知ると、行く先々で数千の人が集まってきて、馬の首の前で叫んでこのようにいいました。「司馬宰相

にお伝えください。謹んで朝廷から去らないでください、厚く自愛されて百
ひゃく

姓
せ い

［全人民］を活かしてくださ

い」。このような者が千余里の間、絶えることがありませんでした。都に至って士大夫のいうことを聞くと、

司馬公が（先帝の国葬に参加するために）初めて入朝したときに、民衆がその馬にすがって、前に進

むことができなくなりました。都を守る兵士たちが司馬公が来るのを見て、お辞儀をしたり跪
ひざまず

いたりして涙

を流す者がたくさんいました。司馬公は驚き、（国葬がすむとすぐに）洛陽に帰ってしまいました。また、

遼
り ょ う

国
こ く

や夏
か

国
こ く

が入朝する使者を派遣するときや、我が朝の使者が向こうに行くときには、向こうの人は

必ず司馬公の様子を尋ねたものですが、司馬公が朝廷に招かれたと聞くと、遼国では敕令で国境

を守る役人に、「中国では司馬公が宰相になる。慎んで国境での紛争を起こさないように」と命じまし
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た。 

その後、司馬公が亡くなると、都の民は市
い ち

を止めて、弔意を表しに行き、衣服を売って香典を用意し、

哭
こ く

しながら車で行く者が千ないし万で数えるほどでした。皇帝陛下は趙
ち ょ う

瞻
せ ん

と馮
ふ う

宗
そ う

道
ど う

に命じて棺を護っ

て洛陽に帰って葬儀を行わせました。趙瞻らが還ると、皆がいうには、「民は司馬公のために哭し、甚

だしく哀しみ、哭すのは肉親を喪ったかのようであった。四方から葬儀に集まった者は、数万人に及ん

だ。また嶺
れ い

南
な ん

の封
ほ う

州の父老が司馬公の御霊を祭り、仏事を行って司馬公に哀悼の言葉を捧げたの

が最も哀しいものだった。手に香を焚いて捧げて司馬公が葬られるのを見送った者はおよそ百余人で、

天下の人々は皆が司馬公の像を画いて祀った」と。 

このようなことは人の力によってできるものなのでしょうか。天が相
た す

けたのです。一人の人間が天を動か

すには必ず道に拠らなければなりません。「至
し

誠
せ い

一
い ち

徳
と く

」［最上の誠
まこと

と純粋な徳］でなければ誰もそのよう

なことはできません。 

『礼
ら い

記
き

』にはこのようにあります。「ただ天下の至誠だけが人に本来具わっているものを全て発揮し尽くす

ことができる。人に本来具わっているものを全て発揮し尽くすことができるのなら、物に本来具わっている

ものを全て発揮し尽くすことができる。物に本来具わっているものを全て発揮し尽くすことができるのなら、

天地の化
か

育
い く

を賛
た す

けることができる」 

『尚
し ょ う

書
し ょ

』にはこのようにあります。「君臣の皆に一徳があるのならば、天心を享
う

けるであろう」。またこのよう

にあります。「徳が一［全てにして純粋］ならば、動いて吉でないことはない。徳が二三［不純で乱れて

いる］ならば、動いて凶でないことはない」。 

ある人が千金を与えても受け取った者は喜ばず、逆に、ある人が一言いっただけでそれに従って死をも

厭わずに行動します。その違いは、誠があるかないかによります。天まで満たすように降る雨も速やか

に乾いてしまいますが、一筋の糸のような雨だれは石を穿って穴を開けます。その違いは一であるか一

でないかによります。誠にして一であるならば、古の聖人といえどもそれよりわずかでも優れているというこ

とにはなりません。まして司馬公はどうであったのでしょうか。 



第8章 栄光と失意 

第 7 章：70 
 

こうして司馬公の徳を論じてきた結論として、人心を感じさせ、天地を動かしたことがこれほどまでに大き

かったのは、二つの語でいうことができるのです。つまり、誠と一です」。［以上が、天が宋朝の統治を

助けることになった理由として、蘇軾が考えついたこと］ 

司馬公の諱
いみな

は光
こ う

、字
あざな

は君
く ん

実
じ つ

、その先祖は河
か

内
だ い

の人で、晋
し ん

の安
あ ん

平
ぺ い

献
け ん

王
お う

の司
し

馬
ば

孚
ふ

の後裔で、その子

孫の征東大将軍の司
し

馬
ば

陽
よ う

が今の陜
せ ん

州夏
か

県涑
そ く

水
す い

郷
き ょ う

に葬られ、その子孫がそこに住むようになった。

曽祖父の司
し

馬
ば

政
せ い

は五代十国時代の乱れに遇って官に仕えず、祖父の司
し

馬
ば

炫
げ ん

は宋朝の進士に及

第し、秘
ひ

書
し ょ

省
し ょ う

校
こ う

書
し ょ

郎
ろ う

となり耀
よ う

州富
ふ

平
へ い

県の知事で終わった。父の司
し

馬
ば

池
ち

は宝
ほ う

元
げ ん

、慶
け い

暦
れ き

の年間の名

臣で、兵
へ い

部
ぶ

郎
ろ う

中
ちゅう

天
て ん

章
し ょ う

閣
か く

待
た い

制
せ い

にまでなった。曽祖母は薛
せ つ

氏、祖母は皇
こ う

甫
ほ

氏、母は聶
じ ょ う

氏である。 

司馬公は初め進士を甲科の成績で合格して仁
じ ん

宗
そ う

皇帝に仕え、天
て ん

章
し ょ う

閣
か く

待
た い

制
せ い

知
ち

諫
か ん

院
い ん

にまでなった。

そのときに大議を提出して、皇族の子を皇太子に立てて，宗廟を安んじられるように申し上げた［仁宗

には男児がなく、その後継者を誰にするのか、仁宗はなぜか決めるのをずっと拒んでいた］。宰相の韓
か ん

琦
き

等はその提言によってついに大計を定めた。（それによって皇位に就いた）英
え い

宗
そ う

皇帝に仕えて諫
か ん

議
ぎ

大
た い

夫
ふ

竜
り ゅ う

図
と

閣
か く

直
ち ょ く

学
が く

士
し

となり、陜
せ ん

西
せ い

で募った義勇兵に入れ墨をするのは人道に悖ることを論じ、また内
な い

侍
し

の任
に ん

守
し ゅ

忠
ちゅう

が皇室を乱したことを明らかにし、それを斬って天下に謝るべきだと主張し、任守忠にはつ

いに死を賜った。また、（英宗皇帝の実の父の）安
あ ん

懿
い

王
お う

を（皇帝がいかなる礼法で祀るべきかで大論

争となったときに）先朝の故事に準ずべきことを論じて、天下の人々はそれが正論であるとした。神宗

皇帝に仕えて翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

御
ぎ ょ う

史
し

中
ちゅう

丞
じ ょ う

となり、夏国の武将である嵬
か い

名
め い

山
ざ ん

と橫
お う

山
ざ ん

の衆が宋朝に降ろうとし

てきたときに、後に必ず紛争を引き起こすもととなるので納
い

れてはならないと強く論じ、果たしてその通りに

なった。神宗皇帝に勧めて生前に尊号を受けるのを止めることにし、それが万世に伝わるべき法となっ

た。王
お う

安
あ ん

石
せ き

が宰相となって、青
せ い

苗
び ょう

、助
じ ょ

役
え き

の制度を定め、農地や水利の開発を行うために新法を定め

ようとしたときに、司馬公は真っ先にその害をいい、身をもって争った。当時の士大夫で、王安石に付

かずに新法に利便がないとする者は、みな司馬公に依拠して自分の議論を重くした。神宗皇帝は司

馬公を枢
す う

密
み つ

副
ふ く

使
し

に任命しようとしたが、司馬公は自身の主張が行われないのを見てその命令を受け
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なかった。端
た ん

明
め い

殿
で ん

学
が く

士
し

となって都を出て永
え い

興
こ う

軍
ぐ ん

の知事となり、留
り ゅ う

司
し

御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

および提
て い

挙
き ょ

崇
す う

福
ふ く

宮
きゅう

の肩

書をもって洛
ら く

陽
よ う

に退き、十五年を過ごした。今上陛下が即位されるに及んで、太皇太后が攝政となり、

司馬公を呼んで門
も ん

下
か

侍
じ

郎
ろ う

とし、正
せ い

議
ぎ

大
た い

夫
ふ

に遷し、左
さ

僕
ぼ く

射
し ゃ

［宰相］とした。司馬公は最初に皇帝の詔

をもって言路を開き、邪正を分別し、甚しく邪なる者十余人を入れ替えさせた。保
ほ

甲
こ う

法
ほ う

、保
ほ

馬
ば

法
ほ う

、市
し

易
え き

法
ほ う

、塩
え ん

鉄
て つ

茶
さ

法
ほ う

を廃止し，最後に助
じ ょ

役
え き

法
ほ う

、青
せ い

苗
び ょう

法
ほ う

も廃止した。また士を採用する方法を議論し、守
し ゅ

令
れ い

監
か ん

司
し

を選んで民を養い、民を富ませる方策を建てた。こうして最良の治世へと素早く向かって行ったの

だった。 

しかし、司馬公は病に臥し、元
げ ん

祐
ゆ う

元年九月一日に宰相の位にあるまま亡くなった。享年は六十八で

あった。太皇太后はその知らせを聞いて慟哭され、皇帝陛下も涕を流されて止まらなかった。時に明
め い

堂
ど う

を祀る儀礼が宮中で行われることになっていたのだが、式は行ったものの賀することはなかった。二

聖は葬儀に臨まれて哭して哀しまれること甚しく、朝儀をしばし止めることとなった。太
た い

師
し

温
お ん

国
こ く

公
こ う

を贈り、

一
い っ

品
ぴ ん

官
か ん

の礼服で亡骸を包み、謚
おくりな

を文
ぶ ん

正
せ い

とした。その親属十人を官員に取り立てた。司馬公は張
ち ょ う

氏

を娶り、礼
れ い

部
ぶ

尚
し ょ う

書
し ょ

張
ち ょ う

存
そ ん

の娘で、司馬公より先に亡くなった。男子は三人で、司
し

馬
ば

童
ど う

と司
し

馬
ば

唐
と う

は若年

で亡くなり、司
し

馬
ば

康
こ う

は現在秘
ひ

書
し ょ

省
し ょ う

校
こ う

書
し ょ

郎
ろ う

である。孫は二人で司
し

馬
ば

植
し ょ く

、司
し

馬
ば

桓
か ん

は承
し ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

となってい

る。 

元祐三年正月辛
し ん

酉
ゆ う

、陜
せ ん

州の夏
か

県の涑
そ く

水
す い

南
な ん

原
げ ん

の晁
ち ょ う

村
そ ん

に葬った。皇帝陛下はその墓道に碑を建て

て、「忠
ちゅう

清
せ い

粋
す い

徳
と く

之
の

碑
ひ

」と名付け、そこに刻む文を私に書くよう命じられた。私はすでに司馬公の行状記

を作り、また端
た ん

明
め い

殿
で ん

学
が く

士
し

の范
ぼ ん

鎮
ち ん

がそれを要約して墓誌を作った。そのために詳細をまた書くようなことは

しないで、概略をここに論じることとした。 

人々は皇帝陛下と太皇太后が司馬公を速やかに昇進させて十二分に活躍するようになさったことは

見たけれども、神宗皇帝が司馬公を深く知っておられたことはわかっていない。士
し

庶
し ょ

人
じ ん

から卿
け い

大
た い

夫
ふ

に

至るまで、師として敬い友と交わるときには、力としては互いに依存し合うには足りなくても、道義として信

じ合うことができて、己と同じであるのなら親しみ合い、異なるならば疎んじるものである。師や友の過ち
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を聞いて喜ぶ者はいないし、侮られて怒らない者はいない。まして君臣の間であるのならなおさらであ

る。熙
き

寧
ね い

年間に朝廷の政事は司馬公のいうところと一つも相違するところはなく、数十回も書を提出し、

十分に議論し尽くして憚るところがなく、政敵はそれに堪えられなかったのだが、先帝は安んじてそれを

受け入れ、怒らなかっただけでなく、左右の輔弼の臣として用いようとした。さらに、その著わすところの

書物［『資
し

治
じ

通
つ

鑑
が ん

』］に序文を与え、邇
じ

英
え い

閣
か く

において自らそれを読まれた。司馬公を深く知らずして、そ

のようなことになるものだろうか。二聖が司馬公を知ることは、自身と同じ考えであるところからくるのであ

って、先帝が司馬公を知るのは、自身と異なる考えでありながらだった。だから私は先帝は最も難しい

ことをされたというのである。 

昔、斉
せ い

朝
ち ょ う

の神
し ん

武
ぶ

皇帝は病気になったときに、その子の世
せ

宗
そ う

にこういった。「侯
こ う

景
け い

が河
か

南
な ん

を自分勝手に

統治すること十四年、もろもろの将軍でそれに敵う者はいない。ただ慕
ぼ

容
よ う

紹
し ょ う

宗
そ う

だけがそれを制すること

ができる。わしが慕容紹宗を重く用いなかったのは、そなたのために遺しおいたからなのだ」。また、唐
と う

朝
ち ょ う

の太
た い

宗
そ う

皇帝はその子の高
こ う

宗
そ う

にこういった。「そなたは李
り

勣
せ き

には何らの恩を与えていない。いまわしは

李勣を遠ざけて朝廷から出すから、そなたは李勣を大臣にして用いるがよい」。そして李勣を出して畳
じ ょ う

州都
と

督
と く

とした。斉の神武、唐の太宗はその隆盛をもたらした点において先帝に比べて足りないものが

あったけれど、昔の君主も子孫のために遠く慮った点では皆類似している。つまり、自分自身はむしろ

その人のことを知らずにいたといわれようとも、その子が賢者を得る利を享受できるようにしたのである。

先帝が司馬公を知るのも同じで、十分にそれを用いることがなかったのは、このような理由からだったの

である。 

私は以上のように司馬公の事を書き、拝
は い

手
し ゅ

稽
け い

首
し ゅ

して詩を作るものである。 

 

於皇上帝、［於
あ あ

皇
おおい

なる上
じ ょ う

帝
て い

］ 

子恵我民。［我
わ

が民
た み

を子
こ

として恵
め ぐ

む］ 

孰堪顧天、［孰
だ れ

れか天
て ん

を顧
かえり

みるに堪
た

えん］ 
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惟聖与仁。［惟
た

だ聖
せ い

と仁
じ ん

と］ 

聖子受命、［聖
せ い

子
し

 命
め い

を受
う

ける］ 

如堯之初。［堯
ぎ ょ う

の初
は じ

めの如
ご と

し］ 

神母詔之、［神
し ん

母
ぼ

 之
こ れ

に詔
みことのり

す］ 

匪亟匪徐。［亟
すみやか

なるに匪
あ ら

ず 徐
おもむろ

なるに匪
あ ら

ず］ 

聖神無心、［聖
せ い

神
し ん

 心
こころ

無
な

し］ 

孰左右之。［孰
だ

れか之
こ れ

を左
さ

右
ゆ う

する］ 

民自択相、［民
た み

自
みずか

ら相
し ょ う

を択
え ら

び］ 

我興授之。［我
わ れ

 興
お こ

りて之
こ れ

に授
さ ず

く］ 

其相惟何、［其
そ

の相
し ょ う

は惟
こ

れ何
な ん

ぞ］ 

太師温公。［太
た い

師
し

温
お ん

公
こ う

］ 

公来自西、［公
こ う

 西
に し

自
よ

り来
き

たる］ 

一馬二童。［一
い ち

馬
ば

二
に

童
ど う

］ 

万人環之、［万
ば ん

人
に ん

 之
こ れ

を環
め ぐ

る］ 

如渇赴泉。［渇
か つ

の泉
せ ん

に赴
おもむ

くが如
ご と

し］ 

孰不見公、［孰
だ

か公
こ う

を見
み

ざらん］ 

莫如我先。［我
わ

が先
さ き

に如
し

くは莫
な

し］ 

二聖忘己、［二
に

聖
せ い

 己
おのれ

を忘
わ す

れ］ 

惟公是式。［惟
こ

れ公
こ う

に是
こ

れ式
の っ

とる］ 

公亦無我、［公
こ う

も亦
ま た

我
わ れ

無
な

く］ 

惟民是度。［惟
こ

れ民
た み

を是
こ

れ度
は か

る］ 

民曰楽哉、［民
た み

曰
い わ

く「楽
た の

しいかな］ 

既相司馬。［既
す で

に司
し

馬
ば

を相
し ょ う

とす］ 
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爾賈於途、［爾
なんじ

は途
み ち

に賈
あきない

せよ］ 

我耕於野。［我
わ れ

は野
の

に耕
たがや

さん」］ 

士曰時哉、［士
し

曰
い わ

く「時
と き

なるかな］ 

既用君実。［既
す で

に君
く ん

実
じ つ

を用
も ち

う］ 

我後子先、［我
わ れ

は後
お く

れん子
し

は先
さ き

んぜよ］ 

時不可失。［時
と き

 失
うしな

う可
べ か

からず」］ 

公如麟凰、［公
こ う

は麟
り ん

凰
ほ う

の如
ご と

く］ 

不鷙不搏。［鷙
し

せず搏
は く

せず］ 

羽毛畢朝、［羽
う

毛
も う

 畢
ことごと

く朝
ち ょ う

し］ 

雄狡率服。［雄
ゆ う

狡
こ う

 率
ひ き

い服
ふ く

す］ 

為政一年、［政
まつりごと

を為
な

す一
い ち

年
ね ん

］ 

疾病半之。［疾
し っ

病
ぺ い

之
こ れ

に半
な か

ばす］ 

功則多矣、［功
こ う

は則
すなわ

ち多
お お

く］ 

百年之思。［百
ひゃく

年
ね ん

の思
お も

いあり］ 

知公於異、［公
こ う

を異
い

に知
し

り］ 

識公於微。［公
こ う

を微
び

に識
し

る］ 

匪公之思、［公
こ う

を之
こ

れ思
お も

うに匪
あ ら

ず］ 

神考是懐。［神
し ん

考
こ う

を是
こ

れ懐
お も

う］ 

天子万年、［天
て ん

子
し

 万
ま ん

年
ね ん

］ 

四夷来同。［四
し

夷
い

来
き

たり同
ど う

ず］ 

薦於清廟、［清
せ い

廟
び ょう

に薦
す す

む］ 

神考之功。［神
し ん

考
こ う

の功
こ う

］ 

【補足】［（1）終わりの詩の読み下しは笹川種郎訳註『国訳唐宋八家文』（1920 年）に
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依拠した。古めかしい四言詩で『神
しん

道
どう

碑
ひ

』に重々しさを加えたもので、意味は気にせ

ずに眺めていただきたい。（2）司
し

馬
ば

光
こう

は王
おう

安
あん

石
せき

が立案した新法を全て廃止する方針を

執り、それに対して蘇軾はしばしば異なる意見を述べ、司馬光が不快感を露わにした

こともあり、蘇軾は地方官として外に出ることを願い出たりもした。しかし、この

『神道碑』では司馬光に最大級の賛辞を贈っている。（3）余論ながら、「四方の諸民

族は頭を下げて中国に指示を仰ぐようになった」とあるのは、いわゆる中華意識が露

骨に出た過大な自国礼賛の虚言である。この文章の性格として、司馬光および宋
そう

朝
ちょう

を

賞揚することが求められているので、このようにならざるを得ない面もあるのだが、

蘇軾にしても時代の偏見から免れることができかったのは事実である。当時の宋国を

巡る国際情勢を先入観なしに眺めるなら、どこかの国において「中国に指示を仰ぐ」

といったことはなかった。遼
りょう

、西
せい

夏
か

、羌
きょう

といった国々との多国間関係のバランスの

中で、むしろ宋にとっては不利な条約を結ぶことによって、唐
とう

代
だい

よりもかなり縮小し

た領土を保っていられたのだった。ただし文化的には宋は圧倒的な先進国で、日本も

含めて宋から懸命に学ぼうと努めていたので、その点では「四方の諸民族は頭を下げ

て」という言い方をしてもおかしくはないのだろう。（4）司馬光という求心力を働か

せることのできる人がいればこそ、蘇軾のように異論を唱える者も内に含めて保守派

はまとまりを保っていられた。しかし、司馬光が亡くなった途端、保守派内に亀裂が

生じた。その一因となったとされる一つのエピソードが伝えられている。いろいろな

書物にいろいろに書かれているが、ここでは、これまでにも何度か見てきた邵
しょう

博
はく

の随

筆『邵
しょう

氏
し

聞
ぶん

見
けん

後
こう

録
ろく

』［→作品番号07-1-083など］の記事を引用しておこう］ 

 

【訳文】 

邵
し ょ う

博
は く

：『邵
し ょ う

氏
し

聞
ぶ ん

見
け ん

後
こ う

録
ろ く

』 
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司
し

馬
ば

光
こ う

が宰相の位に就いたまま亡くなったときに、程
て い

頤
い

が葬儀を取り仕切り、もっぱら古
いにしえ

の礼法に基

づいて行おうとした。折しも宮中の明
め い

堂
ど う

で式典があったので官僚はそれに参加し、蘇軾はその後で司

馬光の家に弔問に出かけた。 

すると、程頤が引き留めて、 

「あなたはお目出度い式典に参加されました。孔
こ う

子
し

は『哭
こ く

すればすなわち歌わず』［悲しみと喜びは両

立しない］とおっしゃったではありませんか。ここから中に入ってはなりません」 

と、いった。 

蘇軾は顧みることなく入り、程頤にこういった。 

「『論
ろ ん

語
ご

』に『哭すればすなわち歌わず』とあるのは聞いています。しかし、『歌えばすなわち哭さずとは聞

いておりません」 

程頤は反論できなかった。 

【補足】［程
てい

頤
い

は兄の程
てい

顥
こう

とともに、宋
そう

代
だい

の儒学研究の礎を築いた大学者。それを基

盤として、後に朱
しゅ

熹
き

がいわゆる朱
しゅ

子
し

学
がく

を樹立する。程頤は長らく官職には就かずに学

問に専念していたのだが、司馬光の推薦で哲
てつ

宗
そう

皇帝の家庭教師となった。程頤は極度

に厳格かつ非妥協的な性格で、融通無碍なところのある蘇軾とはもともとそりが合わ

なかった。程頤は、黄
こう

州に流されている蘇軾の羽目をはずした振る舞いを耳にしては

なはだ憤慨していたように［→作品番号 06-5-035］、とにかく蘇軾のすることが全て気

に食わなかったようだ。上に引用した記事によると、程頤が司馬光の葬儀を遠い昔の

礼法通りに厳粛に行おうとしていたところへ、蘇軾が大勢の人々を引き連れて、たぶ

んがやがやと弔問に訪れたので、むっとなって、『論
ろん

語
ご

』の言葉を引いて、「音楽が演

奏されるような晴れやかな儀式に参加した後で弔問にくるのはけしからん」と難癖を

付けた。それに対して、「『論語』にあるのは、（人情の自然な流れとして）悲しみの

あまり泣いた後で歌って楽しむことはできないといっているのであって、その逆では
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ない」と蘇軾が即座に応じたので、程頤は次の言葉に詰まり、悔しい思いをした。さ

らに、ある書物によれは、蘇軾は「田舎教師がごちゃごちゃうるさいことをいう」と

いうような意味の下品なことをつぶやき、それを耳にした程頤は非常な恨みを抱いた

という。このあたりのエピソードの真偽のほどは必ずしも明らかではないが、蘇軾が

当意即妙の皮肉交じりの言辞を吐いてしまうことはよくあり、それが後々までも尾を

引くこともあった。原因はそれだけではなかっただろうが、司馬光の死後、保守派は

程頤等の保守反動派と、蘇軾等の革新的保守派と、そのどちらにも属さない一派の三

つに分裂してしまうのだった］ 

 

■【08-1-052】題王晋卿詩後 

【解題】王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］［→作品番号08-1-050］の詩の後ろに記した短文。 

 

【訳文】 

王
お う

詵
し ん

に私の罪の累が及び、私が黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

となったとき、王詵は武
ぶ

当
と う

郡に流された。飢寒に迫ら

れて困窮するのは、もとより書生［士
し

大
た い

夫
ふ

］には常にあることで、私自身はそれをよしとしてくよくよすることは

なかった。しかし、王詵が貴公子でありながらこの憂患に患わされたことを非常に心配した。王詵は正

しさを失うことなく、詩詞はますます工
た く

みになり、超然として世の外にあって楽しむようになった。 

孔
こ う

子
し

はいった。 

「不
ふ

仁
じ ん

の者は久しく約
や く

［窮乏］するところにいることはできないし、久しく楽しむところにいることもできない」 

この言葉は王詵とは真逆のことをいったのであろう。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年九月八日。 

【補足】［この短文では『論
ろん

語
ご

』の一節を引いて王
おう

詵
しん

を褒めている。実はかくありた

いものだとの激励の文なのだろう］ 
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■【08-1-053】与仏印 

【解題】9月 12日、蘇軾は翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

知
ち

制
せい

誥
こう

に任命された。翰林学士というのは皇帝の

ブレーン集団の中でも特に将来を嘱望される優秀な人が任用されるポストで、多くの

者がここを経て大臣、宰相へと昇るようになる。これは栄えある新しい職務に就いた

ことを金
きん

山
ざん

寺
じ

の仏
ぶつ

印
いん

大
だい

師
し

了
りょう

元
げん

［→作品番号07-1-061］に報告した手紙。 

 

【解題】 

塵の世の労苦が後から後から続く中、お手紙を頂戴し、拝見しましたところ、金
き ん

山
ざ ん

寺
じ

への奥ゆかしい

道を歩みつつ、禅
ぜ ん

師
じ

殿のお声を聞くような気がし、言葉にならないほどの慰めと悦びが湧き上がってま

いりました。このところ安らかにお過ごしであることも知られ、まことに結構に存じます。私は御恩を蒙り、

翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

に抜擢されて、陛下のお近くでお仕えすることとなりました。これは儒者として栄誉の極みであ

ります。これも禅師殿のお導きによるものでありましょう。暑さが残るなか、千万自重されますように。 

【補足】［蘇軾が就いた翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

知
ち

制
せい

誥
こう

の職は、皇帝に代わって各種の詔勅の原稿を

書くことを求められる。中国の官僚政治は徹底した文書主義であったから、皇帝は常

に大量の文書を発しなければならず、従って知制誥はなかなかに多忙である。蘇軾が

それをどのように務めたのか、興味深いエピソードが伝えられている。ただし、それ

を記録して後世に伝えたのは周
しゅう

密
みつ

の随筆『斉
せい

東
とう

野
や

語
ご

』で、その書名は「片田舎のよた

噺」という意味の成句で、しかも周密は蘇軾より 200 年後れて生まれた人であるから、

真実であるとの保証はない。ただし、周密は宋末期の代表的な知識人であるから、少

なくとも当時は事実であるとして語り継がれていたことを記録したのだろう］ 

 

【訳文】 
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周
し ゅ う

密
み つ

：『斉
せ い

東
と う

野
や

語
ご

』より 

洪
こ う

邁
ま い

が翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

であったときのこと。ある日、詔勅の執筆に当たって、朝早くから夕方までにおよそ二

十余篇を書いた。仕事が終わり、庭に出て歩くと、老人が花のもとで日向ぼっこをしていた。 

誰かと問うと、老人は、 

「開
か い

封
ほ う

の者で、代々翰林院の小間使いをし、いま八十歳を超えました。幼いころに、元
げ ん

祐
ゆ う

年間のもろ

もろの学士様のお姿を拝見しました。いまは孫がここで御用を勤め、こうして老いの日々を過ごしておりま

す」 

と、いい、そして、 

「聞くところでは、近頃は書類がはなはだ多くなりまして、学士様もさぞ御苦労をなさっておられましょう」 

と、いったので、洪邁は喜んで、 

「そうなのだよ。今日は二十篇以上も書かなければならなかった。しかし、もうすでに全部終わったのだ」 

老人は感心していった。 

「学士様は目から鼻に抜けるお方、二十篇ありましても、学士様にとってはそれほど多くではないのでご

ざいましょう」 

洪邁は誇らしげに、 

「蘇
そ

学士［蘇軾］だって、たぶんこれほど速くはなかったと想うぞ」 

老人はうなずき、 

「さようでございますなあ。蘇学士様もお速くはありましたけれど、そこまでではございませんでした。ただし、

決して書物を調べたりはなさいませんでした」 

洪邁は顔を赤らめ、自分の失言を恥じた。 

その後、客人に向かってこの話をし、 

「人間は自慢してはならない。このときは本当に穴があったら入りたかった」 

と、いった。 
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【補足】［（1）洪
こう

邁
まい

は蘇軾よりも 100 年ほど後の人で、非常に博識で、『容
よう

斎
さい

随
ずい

筆
ひつ

』や

『夷
い

堅
けん

志
し

』といった巨大な著作物を遺した。南
なん

宋
そう

の朝廷に仕え、そのときの都は臨
りん

安
あん

［杭
こう

州］にあった。それで老人は開
かい

封
ほう

の人間だといって、北
ほく

宋
そう

の時代から朝廷に仕え

ていたことを明かしたのである。老人が80歳をかなり超えていれば、年代的にぎりぎ

り嘘ではない範囲におさまる。（2）詔勅は、その内容に合致した古典を縦横に引用し、

含蓄ある堂々の文章に仕立てる必要があり、洪邁といえどもあれこれ書物をひっくり

返して調べなければ書くことができなかった。蘇軾は、詔勅であれ詩であれ、古典か

らぴったりの故事を引いてくるのはお手のもので、書物を参照することなく正確に引

用するのはまさに神業であったのだろう］ 

 

■【08-1-054】自題臨文与可画竹、臨篔簹図並題 

【解題】親友の亡き文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］［→作品番号 08-1-032］の竹の画を見てこの詩

を詠んだ。蘇軾自身による跋文も残っているので、それも合わせて訳す。 

 

【訳文】 

石
せ き

室
し つ

先生［文
ぶ ん

同
ど う

］の内面で清らかな興趣が湧き出すと、 

筆が縦横に動き、 

あたかも鳳
おおとり

が舞い飛ぶかのようになる。 

先生はいう、 

「君［蘇軾］の風雅な心を借りて篔
う ん

簹
と う

谷
こ く

の竹を写してみたのだよ」 

その画がここに留まって、 

詩人［蘇軾］に吟
ぎ ん

諷
ぷ う

を発せしめるのである。 
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跋 

蘇軾は、石室先生のこの墨の戯れに臨み、この日、李
り

廷
て い

珪
け い

の墨を試してみた。元
げ ん

祐
ゆ う

元年十月二十

三日。 

【補足】［（1）石
せき

室
しつ

先生は文
ぶん

同
どう

の号である。（2）文同は篔
うん

簹
とう

谷
こく

の竹を好み、画に描い

たことは作品番号 05-5-086 などで見ている。画師は亡くなっても画はそのままにある。

そこに微妙な違和感があって、この詩が生まれたという解釈で訳してみた。（3）李
り

庭
てい

珪
けい

の墨は当時最高級品とされていた［→作品番号07-1-067］］ 

 

■【08-1-055】送賈訥倅眉二首 

【解題】蘇軾の故郷は蜀
しょく

の眉
び

州である。賈
か

訥
とつ

という人が眉州の副知事として赴任する

ことになり、この送別の詩を贈った。 

 

【訳文】 

 其の一 

かの年に私は蜀
し ょ く

の地に空しく入ることを嘆いた。 

あれから峨
が

眉
び

山
さ ん

を見ることはなく、 

再び帰るのはいつであろうか。 

遥か遠くにいても知るのは、 

質素な衣服で赴任してくる貴君を歓迎する歌を童子たちが歌い、 

李
り

知事が先祖を敬ってよくその地を治めているということ。 

貴君は道すがら鹿
ろ く

頭
と う

関
か ん

に昇って、都の方へと飛ぶ雁に逢うであろうか。 

人
じ ん

日
じ つ

の節
せ つ

［一月七日］に、眉
び

州の人々は町の東に出て蟆
ば く

頤
い

山
ざ ん

に遊ぶ、 

きっとそこには私が見た梅がまだあるだろう。 
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その昔、王
お う

褒
ほ う

は詩を歌って才能のある人を募ったというけれど、 

私は老いてもうそのようなこともできないので、 

王褒の子の王
お う

淵
え ん

に比すべき貴君のような人を求めるのである。 

【補足】［（1）「かの年に蜀
しょく

に帰った」とあるのは、父の喪に服して帰郷したことをい

う。喪が明けて上京してからすでに18年、蘇軾は一度も帰っていない。（2）李
り

知事と

あるのは、李
り

琪
き

という人物であろうとされる。（3）終わりの部分の王
おう

褒
ほう

云々は、昔の

著名人を引いて賈
か

訥
とつ

のような優秀な後輩に期待したいとの思いを述べたもので、王褒

についての解説は特にいらないだろう］ 

 

 其の二 

我が父の墓所は蟆
ば く

頤
い

山
ざ ん

の東二十余里の老
ろ う

翁
お う

泉
せ ん

。 

王
お う

淵
え ん

のような貴君がそこに行ってくれたなら、 

私が植えた三万本の松が青 と々繁っているのを見るであろう。 

眉
び

州の父老はこの詩を見て私がまだ生きていることを知り、 

貴君のために水に臨む部屋を開いて招き入れてくれることだろう。 

そこから見てほしいのは、 

松の一本一本がまるで竜のように活き活きとしているありさま。 

そして聴いてほしいのは、 

蕭
し ょ う

蕭
し ょ う

と降る雨の哀しげな音。 

昔、召
し ょ う

公
こ う

を慕った民は、かつて召公が雨宿りした甘
か ん

棠
ど う

の木を切らなかったという。 

それと同じく、眉州の人々は我が父の墓所の松を切らずに、 

いつか我が父が蒼
そ う

髯
ぜ ん

白
は く

髪
は つ

の姿で帰ってくるのを待っているのである。 

【補足】［（1）蘇軾が父母の墓所に松を植えたことは作品番号 03-1-007や作品番号 05-
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1-029 などで見ている。（2）召
しょう

公
こう

は周
しゅう

の時代の伝説的な賢者。立派な君主を後々まで

慕うことを意味する「甘
かん

棠
とう

之
の

愛
あい

」という成句がある］ 

 

■【08-1-056】送程建用 

【解題】これも故郷眉
び

州に関わる詩。眉州の人の程
てい

建
けん

用
よう

は、かつて蘇軾の父と交流が

あり、科挙に合格して長らく官職にあった。このたび職を退いて帰郷することになり、

その送別の詩。程建用は蘇軾の母方の程
てい

氏と同族なのだろうが、詳しいことはわから

ない。 

 

【訳文】 

先生［程
て い

建
け ん

用
よ う

］は元来舌
ぜ つ

耕
こ う

の士
し

［言論に生きる士］、 

文章を作るなら、千頃
け い

の湖のようにその言説は広がってゆく。 

ところが、先生の倉の方はいまも空っぽ、 

苕穎
のうぜんかずら

の花が自ずと開く［子孫の繁栄］のを待っている。 

この十年、世の中は新説［王
お う

安
あ ん

石
せ き

が経典の解釈を自説で統一したこと］に苦しみ、 

児女は影のような拠り所のないものを捕えようとしてきた。 

垣根を崩してわざわざ雑草だらけにし、 

穀物のよい苗を誰も顧みなくなってしまった。 

父に孝行を尽くす心は虚しく放り出され、 

母を大切にする人は冷え冷えとした部屋で嘆息するばかりとなった。 

昔は、履
く つ

を織り、薪を采って、子を導いた母がいて、 

辛勤して一つの道を守り、いかなる御馳走よりも真心から捧げる水がまさるとした子がいた。 

今年聞くことになったのは、 
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過ちを廃し、正しきを起こすということ、 

『春
しゅん

秋
じ ゅ う

』もまたかつての光を取り戻すことになった。 

ここに先生は官職を改め、馬を飾って帰路に就く。 

帰郷して晴れ晴れと笑うなら、 

さっと襟のあたりを爽やかな風が撫ぜるであろう。 

必ず都から金の花をあしらった詔書が届き、 

名誉官職が授けられるであろう。 

天は我らを欺くことはなく、 

先生の寿命は亀や鶴のように永く続くのだ。 

【補足】［王
おう

安
あん

石
せき

が独自の解釈で経典の読み方を統一しようとしたことは08-1-042で、

王安石が「官報の切れ端のようなものだ」と断じた『春
しゅん

秋
じゅう

』を再び太
たい

学
がく

で講義する

ようになったことは作品番号08-1-043で見ている］ 

 

■【08-1-057】次韻李修孺留別二首 

【解題】やはり蜀
しょく

の人である李
り

修
しゅう

孺
じゅ

が帰ることになり、その送別の詩。李修孺がど

のような人であるのかわかっていない。 

 

【訳文】 

 其の一 

私は十年流落の歳月を過ごし、 

帰郷するとは、敢えて口から出していわないようにしていた。 

ただ、江
こ う

湖
こ

の魚や鳥が私の心を知っているのだった。 

思いがけず、雲や霧が掃われて晴天が現れ、 
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人々は白髪の老人たちを呼び集めてこの先の安危を託すこととなった。 

貴君の風流はまことに我らの先導として仰ぐべきで、 

時代を済
す く

う人物としてかねてから人々の記憶に刻まれていた。 

私は何としてでも貴君を都に留めたく思う。 

孔
こ う

子
し

が賢者を希求する詩を歌ったように、 

誰かこの人を讃える詩を作ってくれないだろうか。 

 

 其の二 

この人生において、何度別れの袖を振ればよいのか。 

私は夢の中で、いまも黄
こ う

州にあるかと疑うことがある、 

この老いを託す山はどこにもなく、 

一緒にいてくれるのは明るい月だけ…… 

窮迫のときも栄達のときも、家を思う意
こころ

は同じ、 

衰病のなかで人を見送るのは堪え難く悲しい。 

さあ行くがよい、 

剣
け ん

南
な ん

［成
せ い

都
と

］への帰路には、 

孝婦がいたことで知られる姜
き ょ う

師
し

鎮
ち ん

がある、 

その孝婦が母に差し上げた魚を、 

故郷の水で煮て食べるのがよろしかろう。 

【補足】［最後の部分は、子や孫に囲まれて平穏な余生を過ごすことをいうのだろう］ 

 

■【08-1-058】次韻黃魯直赤目 

【解題】蘇軾は時に黄
こう

州での日々を懐かしみ、我々もその時期の作品群をよかったと



第8章 栄光と失意 

第 7 章：86 
 

思うのだが、都には都ならではのよさもあった。その一つは、蘇軾のまわりに気を許

せる人々が大勢集まってきたことである。これまでに何度かその名を見た黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］［→作品番号 06-4-015 など］はこの年の始めに都に来ていた。黄庭堅が蘇軾

の門下生を自任する一方で、蘇軾は黄庭堅を友人として遇し、たびたび詩を贈答し合

ってきた。意外なことに、実際に会うのはこの年になってからだったようだ。さらに

意外なことに、都において黄庭堅と詩を和したとして残っているのは、この年も終わ

ろうとするころのこの詩が最初であった。赤目を患ったことを詠んだ黄庭堅の詩に蘇

軾が次韻した。 

 

【訳文】 

詩を誦ずる者は、誰もが孔
こ う

子
し

の弟子の子
し

夏
か

を見習わずにはいられない、 

子夏が『詩
し

経
き ょ う

』の序文を書いたからだ。 

子夏は子を喪った悲しみのあまり失明したというけれど、 

貴君は目を患うことまでも子夏に学ぼうとしたのか。 

歴史を記述する者は、誰もが孔子が讃えた左
さ

丘
きゅう

明
め い

を見習うべきである、 

左丘明が立派な歴史書を作ったからだ。 

左丘明は失明してもなお史書を書き継いだというのだから、 

いま史官の任にある貴君はまさしく左丘明を学ぶのがよいだろう。 

天
て ん

公
こ う

［天の擬人化］は悪ふざけを好んで人に辛い運命を授けるのか、 

優れた人々の明るい珠
た ま

［眼］に幻の醫
か げ

を生じさせたりもする。 

頼りとなるのは、 

このところずっと貴君が魚や肉を斥けて食べずにいること、 

それに、わずか一つの燈火も、百の燈光、千の燈光に等しいという仏教の真理を貴君が得ていること
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だ。 

蠅の頭のような小さな文字がまだまだ書けるのなら、 

郷里に帰ることを願い出る 表
ささげぶみ

を書いて差し出すのも悪くはないだろう。 

【補足】［（1）黄
こう

庭
てい

堅
けん

とは親しい間柄であることから、失明という最悪の事態をも想

定して、孔
こう

子
し

に関連した故事を引いて励ましの言葉を与えたのだろう。（2）蘇軾自身

も赤目を患ったことは作品番号 06-4-004 で見ている。その経験を踏まえて、魚や肉を

食べることが目によくないというアドバイスをしている］ 

 

■【08-1-059】書黄泥坂詞後 

【解題】黄
こう

州の臨
りん

皐
こう

亭
てい

から東の坡
たかまり

に行く途中に黄
こう

泥
でい

坂
はん

という坂があり、その坂を詠

んだ『黄
こう

泥
でい

坂
はん

の詞
し

』があった［→作品番号 06-3-081］。これはその詩の顛末を記した短

文。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州にいたとき、大いに酔って『黄
こ う

泥
で い

坂
は ん

の詞
し

』を作った。子供らがそれを草稿の束の中に納め、

酔いから醒めた後でまた見ることはなかった。 

昨夜、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

、張
ち ょ う

耒
ら い

、晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

が我が家に集まった。三客は机案
つ く え

をひっくり返したり、篋笥
は こ

をひっかきま

わしたりしたあげく、たまたまその草稿を得た。字の半分は読むことができなかったが、意味から推測して、

その全貌をまた得た。 

張耒は非常に喜び、自分で写したものを一つ作って私に遺し、元本を持ち去った。 

その明くる日、王
お う

詵
し ん

からの手紙を得たところ、 

「私は毎日毎日飽くことなく先生の書
し ょ

を買い集めています。近ごろ三匹の絹で先生の二枚の書と交

換しました。最近先生がお書きになったものがありましたら、少々恵んでいただけませんでしょうか。そうす
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ることで、私の手元にある絹がどんどんなくなってしまうのを止めてほしいのです」 

とあったので、澄
ち ょ う

心
し ん

堂
ど う

紙
し

を用い、李
り

承
し ょ う

晏
あ ん

の墨でこの詞を書いて王詵に遺
お く

るものである。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年十一月二十一日。 

【補足】［（1）この短文は、王
おう

詵
しん

［→作品番号 08-1-052］のために『黄
こう

泥
でい

坂
はん

の詞
し

』を書

き、その後書きとして添えたものである。（2）蘇軾を師と仰ぐ門下生はたくさんいた

が、その中で最も優秀であったとされるいわゆる「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」のうちの黄
こう

庭
てい

堅
けん

、張
ちょう

耒
らい

、晁
ちょう

補
ほ

之
し

の3人が集まり、蘇軾が書き散らかしたものをあちこち漁ったとあるのは、

厳格な師弟関係とは無縁の、気の置けない友人のような仲であったのだろう。「学士」

とあるのは、この4人がいずれも皇帝のブレーンである館
かん

職
しょく

［学士院のメンバー］を

授けられたからで、特にこの年は、次の詩で見るように蘇軾が学士の選考に関わり、

張耒と晁補之が館職を授かっている。なお、「四学士」の残りのもう一人、秦
しん

観
かん

［→

作品番号 07-2-026 など］は、このころは蔡
さい

州の学校の教授を務めていた。（3）王詵は

貴公子で、蘇軾の書を買い集めるだけの財力があった。ここに絹三匹で蘇軾の書二枚

を得たとあるが、それはどれくらいの価格だったのだろうか。程民生『宋代物価研

究』、人民出版社（2008年）によると、宋
そう

朝
ちょう

は絹一匹＝銅銭一貫［1000文］を基準と

して物価を安定させようとしていたが、次第に物価が上昇して、哲
てつ

宗
そう

皇帝の頃は絹一

匹が銅銭 1貫 300文程度であったという。一方で、同じころに一人の人間が最低の生

活を維持するには1日に20文を必要としたという試算がある。とすると、20文が5000

円に相当すると考えても極端な誤りにはならないであろう。ならば、絹一匹は約32万

5000 円となり、蘇軾の書は 1 枚約 50 万円ということになる。王詵にとっては買える

価格帯であっても、数多く集めるのは厳しいということなのだろう。ついでながら、

蘇軾の詩に、ある人が高級な硯を40貫で買ったという記述があり、ここでの計算に基

づくと、それは 200日分の最低の生活費、約 100万円ということになる。（4）最後に
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ある「澄
ちょう

心
しん

堂
どう

紙
し

」は南
なん

唐
とう

時代から作られるようになった上質の紙。李
り

承
しょう

晏
あん

は宋代前

期の著名な墨工である。このころ蘇軾は都の高官であったから、このような高級品も

使えたのだろう］ 

 

■【08-1-060】武昌西山、并叙 

【解題】11 月、蘇軾は学士院［皇帝所属のブレーン集団］に新たに加えるメンバーを

選抜する試験の委員となり、同じ役に就いた鄧
とう

潤
じゅん

甫
ほ

［字
あざな

は聖
せい

求
きゅう

］とこの詩を詠み合

った。序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

承
し ょ う

旨
し

の鄧
と う

潤
じゅん

甫
ほ

は、嘉
か

祐
ゆ う

年間［二十数年前］に武
ぶ

昌
し ょ う

県知事となり、いつも寒
か ん

溪
け い

、西
せ い

山
ざ ん

に

遊んでいた。山中には今でもこのことを言い伝える者がいる。私は黄
こ う

州に謫
た く

居
き ょ

となり、武昌をいつも向

こうに望み、しばしば寒溪、西山の間を往来した。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年十一月二十九日、私は学士院の試験官となり、鄧潤甫とともに玉
ぎ ょ く

堂
ど う

に宿直し、たまたま

昔話をした。鄧潤甫はかつて『元
げ ん

次
じ

山
ざ ん

の窪
お う

樽
そ ん

の銘
め い

』を作り、西山の岩にそれを刻んだといった。そこでこ

の詩を作り、鄧潤甫に和するよう求めた。武昌に我等の二詩を送って、先の銘の脇に刻ませようと思う。 

【補足】［（1）黄
こう

州の対岸に武
ぶ

昌
しょう

があり、蘇軾がその西
せい

山
ざん

にしばしば遊んだことは、

作品番号06-1-045などで見ている。（2）唐
とう

の時代の元
げん

結
けつ

［字
あざな

は次
じ

山
ざん

］は西山に遊び、

窪んだ石を杯として酒を飲んだ。鄧
とう

潤
じゅん

甫
ほ

の『元
げん

次
じ

山
ざん

の窪
おう

樽
そん

の銘
めい

』はそのことを記した

ものである］ 

 

憶
お も

い出す―― 



第8章 栄光と失意 

第 7 章：90 
 

春の長
ち ょ う

江
こ う

に漲るのは漉した葡萄の酒、 

誰が栽
う

えたのか武
ぶ

昌
し ょ う

の官道の柳、 

私は、樊
は ん

口
こ う

から春の酒を携え、歩いて西
せ い

山
ざ ん

の野の梅を尋ねた、 

西山を上り始めて十五里、 

両
り ょ う

腋
わ き

の風に乗って険しい頂
いただき

へと飛んだ、 

共に遊ぶ者は疲れ果てて九
きゅう

曲
き ょ く

嶺
れ い

で倒れ伏したが、 

私は独り衣を褰
か か

げて呉
ご

王
お う

台
だ い

に至った、 

北を望み、中
ちゅう

原
げ ん

［中国の中心地］はどこかと見た、 

あるのは、夕陽が落ち行くなかの黄色い埃だけだった、 

解
か い

剣
け ん

亭
て い

の前の路へと帰り来ると、 

蒼い崖は、雲の波のうずくまるなかに半ば埋もれていた、 

かつて唐
と う

の浪
ろ う

翁
お う

［元
げ ん

結
け つ

の号］が、石を杯として酔ったという場所はなおあっても、 

その古い意
こころ

を嗣
つ

ぐ者はもはや誰もいないだろうと思っていると、 

山の隈
く ま

に公
こ う

［鄧
と う

潤
じゅん

甫
ほ

］の妙語が留められていた。 

好事の者は、その碑が覆われてしまわないよう草や棘を除き、 

ゆかりの蒼い苔が野火に焼かれてしまわないかといつも恐れていた、 

そのとき、公に会ってみたいと思っても見ることはできなかった―― 

まさか、金
き ん

鑾
ら ん

殿
で ん

［仙宮＝皇居］に向かうここ玉
ぎ ょ く

堂
ど う

で、 

白髪頭を並べて夜直をし、 

蝋燭が短くなってゆくのを臥してともに眺めようとは。 

暁の夢に、長江のほとりにいると見て、 

春の雷のように鳴る銅
ど う

環
か ん

、玉
ぎ ょ く

鎖
さ

の音［宮中の建物を開く音］に驚かされる。 

山中にあるべき我等は帳
とばり

の内で空しく目覚め、 
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山の猿や鶴は我等がいないのを怨んでいるだろう。 

江
か わ

や湖は水が増えて鴻
おおとり

や雁が渡り来る季節、 

せめて公よ、詩を作って武昌の父老に寄せようではないか。 

その詩は万
ば ん

壑
が く

の松風の哀しい響きと和すであろう。 

【補足】［（1）冒頭で長
ちょう

江
こう

の水を葡萄酒に見立てているが、同じことを黄州で作った

詞でも詠んでいた［作品番号 06-1-062］。（2）樊
はん

口
こう

は武
ぶ

昌
しょう

側にある長江の渡し場で、

潘
はん

一家の営む酒店があった。そこで酒を誂えて西
せい

山
ざん

に登ったのだろう。（3）この詩に

は鄧
とう

潤
じゅん

甫
ほ

だけでなく 30 人余りが和し、それらに応じて蘇軾もまた和した。その詩は

「波
は

瀾
らん

壮
そう

闊
かつ

の至
いた

り」であるとの古い評がある。しかし、難しい語句を並べてひどく理

屈っぽく、蘇軾の才力にぐうの音も出ないという感じにさせられるだけのものである

のでここでは割愛する。ともあれ、こうした詩のやりとりによって武昌の西山は一躍

有名になった。（4）学士院の新メンバーを選抜する試験の結果は 12 月 7 日に発表さ

れ、「蘇
そ

門
もん

六
ろく

学
がく

士
し

」の張
ちょう

耒
らい

と晁
ちょう

補
ほ

之
し

を含む13人が選ばれた。これは蘇軾が当時の知識

人の頂点に立つことを示すような出来事であった。なお 13 人の中に劉
りゅう

安
あん

世
せい

［字
あざな

は器
き

之
し

］がいた。劉安世については作品番号 01-2-007 ですでに触れたように、蘇軾の晩年

に親しい関係になり、様々なエピソードを後世に伝えてくれた。（5）目立った活躍を

すれば嫉妬や憎しみを呼ぶもので、学士院の選抜試験の問題には神
しん

宗
そう

皇帝や仁
じん

宗
そう

皇帝

を誹謗する意図が隠されていたとして、蘇軾を非難する声が俄かに沸き起こった。そ

の先鋒となったのが先に名を挙げた朱
しゅ

光
こう

庭
てい

であった［→作品番号 08-1-039］。朱光庭は

程
てい

頤
い

［→作品番号 08-1-052］の弟子で、師匠が恥をかかされた仇をとろうとしたのか、

激しく蘇軾を攻撃した。すぐに蘇軾は弁明し、高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

はそれに理があるとして不

問に付すとしたのだが、その後もしばらく尾を引くのだった］ 
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■【08-1-061】記虜使誦詩 

【解題】12 月 8 日の興
こう

竜
りゅう

節
せつ

、すなわち哲
てつ

宗
そう

皇帝の誕生日を祝う遼
りょう

国
こく

［契
きっ

丹
たん

］の使者

がきて、蘇軾はその接待役として食事をともにした。これはそのときのことを後にな

って書いた短文。 

 

【訳文】 

昔、私は北
ほ く

使
し

［遼
り ょ う

国
こ く

の使者］の劉
り ゅ う

霄
し ょ う

と会食をした。 

劉霄は、詩を誦した。 

 

痛飲従今有幾日、［貴君と痛飲できる日々はあと幾日あるのか］ 

西軒月色夜来新。［西の軒端にさす月の光がいよいよ冴えてきている］ 

 

それは私がかつて作った詩であった。そして、 

「貴公がお飲みにならないはずはありませんでしょうに」 

と、いった。 

虜
り ょ

［異民族］もまた私の詩を喜ぶのであろうか。怪しむべきことである。 

【補足】［（1）推測をするに、元来酒が強くない蘇軾は、大事な役目の最中に酔って

はなるまいと酒量を控えたのだろう。相手は、蘇軾自身の詩を唱えて、もっと盃を重

ねましょうと勧めたのである。友好の使者であるから、歓を尽くすのが役目で、その

ために遼
りょう

国
こく

の使者は周到な準備をしてきたのだろう。ここで使者が誦した詩は、作品

番号 05-2-018 で見ていて、酒を飲もうと蘇軾が友人を招いた詩であるから、まさにそ

の場にぴったりであった。（2）末の句の「虜
りょ

も亦
ま

た吾
わ

が詩
し

を喜
よろこ

ぶ、怪
あや

しむ可
べ

き也
なり

」は、

異民族を見下した書き方であるが、あけすけな自慢にならないようこのような表現に
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したのかもしれない］ 

 

■【08-1-062】徳威堂銘、并叙 

【解題】これは 6年後に書かれた文章であるが、遼
りょう

国
こく

の使者を迎えたときのことが書

かれているので、ここで読んでおこう。 

 

【訳文】 

叙 

元
げ ん

祐
ゆ う

年間の初めに、詔
みことのり

をもって太
た い

師
し

潞
ろ

公
こ う

［文
ぶ ん

彦
げ ん

博
は く

］を洛
ら く

陽
よ う

から呼んで、国の重大な任務に就くよう

命じた。公は仁
じ ん

宗
そ う

、英
え い

宗
そ う

、神
し ん

宗
そ う

の三代の皇帝のもとで重職を努め、老いをもってすでに退居していた。

しかし、詔を受けると、辞退することなく杖をついて朝廷に赴いた。それから一年を経て去ることを求めた。

……［皇帝によって引き留められたことを記す］……公はその詔を読んで聳
し ゅ う

然
ぜ ん

として、もはや去るとはい

わなくなった。さらに四年の間都に留まり、天下は無事に治まり、朝廷は安らかであり、それでまた強く

帰ることを願い出たのだった。 

公が朝廷にあるときに、契
き っ

丹
た ん

の使者として耶
や

律
り つ

永
え い

昌
し ょ う

と劉
り ゅ う

霄
し ょ う

が来た。私は詔を奉じて接待役となり、使

者を宮中へと案内した。門の外に公が立っているのを使者は望み見て、立ち止まって身なりを改め、 

「あれは潞公様でありましょうか。徳をもって人を服させるお方であると伺っております」 

といい、公の年齢を尋ね、 

「何ともお元気でありますな」 

と、感心した。それで私はこのようにいった。 

「貴君はお姿を御覧になっただけで、まだそのお語を聞いておられません。公が全ての条理に通じて、

あらゆることに即座に応答することでは、学問に鍛錬した若い者でも及ぶものではありません。さらに、

古今を貫く博覧強記で、それぞれの専門の学者でも敵わないのです」 
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「まことに天下の異人でありますな」 

と、使者はいって、公に丁寧に会釈をした。 

公がついに洛陽に帰った後に、西
せ い

羌
き ょ う

［西方の異民族］の首領の温
お ん

溪
じ ゅ う

心
し ん

という者が、国境の役人に、

公に良馬を献じたいと願い出た。役人がそれを朝廷に伝えると、詔をもってそれを許可した。公は天下

の人々を心服させ、それが四方の夷
えびす

［外国］にも及んだのである。……［古典を引用して、文彦博が

「徳の威」を具えていることを述べる］……公の子の文
ぶ ん

及
きゅう

甫
ほ

が河
か

陽
よ う

の知事になると、公はその地を見

に行くことになり、人々は甚だ歓び、洛陽から河陽まで歓呼の声に溢れた。文及甫は堂を作って公の

到着を待ち、堂の銘を作るよう私に頼んできた。そこで「徳威」の名を付けることにした。……［銘の本文

は省略］…… 

【補足】［文
ぶん

彦
げん

博
はく

は政界の大長老で、蘇軾とも縁が深かった［→作品番号 06-2-017］。

司
し

馬
ば

光
こう

の政界復帰に伴って、朝廷に呼び戻された。この時代の人としては驚くべき長

寿で、遼
りょう

国
こく

の使者を迎えたときは81歳、この銘が書かれたときには87歳で、なお息

子の勤務地を視察しに行くほどに元気であった］ 

 

■【08-1-063】書狄武襄事 

【解題】宋
そう

朝
ちょう

は文官を武官の上に置いて文民統制を徹底したために、歴代の王朝の中

でも軍事的に特に弱体で、名のある武将はほとんど出なかった。例外は狄
てき

青
せい

で、一介

の兵士から目覚ましい軍功によって枢
すう

密
みつ

使
し

［国防大臣］にまで昇り、死後は武
ぶ

襄
じょう

公
こう

の

諡
おくりな

を皇帝から賜った。これは狄青の若い日のできごとを記録した短文。 

 

【訳文】 

武
ぶ

襄
じ ょ う

公
こ う

［狄
て き

青
せ い

］はもとは農家の子であった。十六歳のときに、兄の狄
て き

素
そ

が、姓名はわからないが同じ

村の鉄
て つ

羅
ら

漢
か ん

と号する者と水辺で喧嘩をし、兄はその男を溺死させた。村の自警団が狄素を捕縛しよ
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うとしたときに、武襄公はたまたま畑に食事を届けようとしていてその様子を見た。 

武襄公はいった、 

「鉄羅漢を殺したのは僕です」 

人々は狄素を釈放して武襄公を縛った。 

武襄公はいった、 

「僕は死から逃れようとは思いません。ただ、僕は鉄羅漢を救うことができます。生き返らせたいのです。

もし僕をどうしても死罪にするのなら、その後で縛っても遅くはないでしょう」 

人々はそれに従った。 

武襄公は黙って神に誓った。 

「もしも僕が貴人になるのなら、鉄羅漢を蘇らせてください」 

そして、屍
しかばね

を挙げ、数斗の水を吐き出させると、鉄羅漢は生き返った。 

その後、このことを知る者はいなかった。武襄公が亡くなり、その子の狄
て き

諮
し

と狄
て き

詠
え い

が棺を護って故郷の

西
さ い

河
が

に帰って葬ったときに、土地の父老がこのことを話した。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年十二月五日、私は狄詠と同じ官舎に勤め、夜に話をしてこのことを聞いた。 

眉
び

山
ざ ん

の蘇軾が記す。 

 

■【08-1-064】狄詠石屏 

【解題】上の文にあった狄
てき

青
せい

の三男の狄
てき

詠
えい

［字
あざな

は子
し

雅
が

］が所蔵する石
せき

屏
びょう

を詠んだ詩。

石屏は屏風のような形状の石で、硯の脇などに置いて、風除けにしたり、見て楽しん

だりする。この詩は、石の表面の模様から画を想像して詠んだものであるのだろう。 

 

【訳文】 

霏
ひ

霏
ひ

として軽やかな素
し ろ

［雪］が点 と々散りかかり、 
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重なる陰
く ら

さの中に、渺
び ょう

渺
び ょう

とした光景が開ける。 

風に舞う花［雪］は紫
し

翠
す い

へと乱れかかり、雪の外に煙る林がある。 

近くの雪は勢いが盛んで、遠くの林は意
こころ

が殊に深い。 

たまたま無事の人［俗世に煩わされない人］が顎を支えてこの石に見入るなら、 

私の心を識
し

ってくれるであろう。 

 

■【08-1-065】雪林硯屏率魯直同賦 

【解題】上の詩によるのか、狄
てき

詠
えい

の石
せき

屏
びょう

は「雪
せき

林
りん

硯
けん

屏
びょう

」の名を持ち、それを黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］［→作品番号08-1-058］とともに見てこの詩を賦した。 

 

【訳文】 

西
せ い

山
ざ ん

［石
せ き

屏
び ょう

の中の山］には春という時がない。 

切り立った巌
いわお

は頑なな陰
か げ

に鎖されている。 

くっきりと天に倚
よ

り立つ壁には、林のかけらもない。 

物はもとより人のために生じたとされる。 

しかし、ここから誰がいったい深い興を発するのか。 

奇
き

があまりに窮まると、心を蠹
むしば

んでしまう。 

だから、心を娯
たのし

ませる詩句があるのだろう。 

 

■【08-1-066】虢国夫人夜游図 

【解題】『虢
かく

国
こく

夫
ふ

人
じん

游
ゆう

春
しゅん

図
ず

』という画が、現在、中国の遼
りょう

寧
ねい

省博物館にある。虢国夫

人は楊
よう

貴
き

妃
ひ

の3人の姉の1人で、同じ時代の画家の張
ちょう

萱
けん

が、馬上に乗る男装の麗人と

してその姿を描き、その画が北
ほく

宋
そう

の皇室に伝えられ、北宋の最後の皇帝である徽
き

宗
そう

が
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模写したのが現存するその画であるという。一方、蘇軾は宋
そう

朝
ちょう

の高官である劉
りゅう

有
ゆう

方
ほう

が所蔵する『虢
かく

国
こく

夫
ふ

人
じん

夜
や

游
ゆう

図
ず

』を見て、劉有方の求めに応じてこの詩を詠んでいる。

『夜游図』も『游春図』と同じく張萱が描いたものとされ、五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代の南
なん

唐
とう

の皇

室に伝えられ、後に宋朝の宰相を務めた妟
あん

殊
しゅ

の手に渡り、劉有方を経て徽宗の元に帰

したという。この詩の冒頭に「佳人自鞚玉花驄」［佳
か

人
じん

自
みずか

ら玉
ぎょく

花
か

驄
そう

［馬の名］の鞚
こう

を

とる］と、虢国夫人が馬の轡
くつわ

を手にしているありさまを詠んでいるのは、現存する

『游春図』の図柄［麗人たちが馬に跨って画面左から右へと歩み行く］と一致するの

で、『游春図』の原画が『夜游図』であったのかも知れない。 

 

【訳文】 

玄
げ ん

宗
そ う

皇帝の愛馬、玉
ぎ ょ く

花
か

驄
そ う

、 

佳人［虢
か く

国
こ く

夫
ふ

人
じ ん

］は自らその手綱を取る。 

走るありさまは、 

燕が竜にまたがって翻り飛ぶかのようである。 

金の鞭を挙げ、 

誰が最初に明
め い

光
こ う

宮
きゅう

［玄宗皇帝の宮殿］に入るかと道を争い、 

宝玉の付いた釵
かんざし

が落ちても気が付かない。 

宮中では、玉
ぎ ょ く

奴
ど

［楊
よ う

貴
き

妃
ひ

の小名という］が琴を奏し、 

花
か

奴
ど

［女官の名］が羯
か っ

鼓
こ

［西方伝来の鼓］を叩くと、 

花が開き、柳の若葉が萌え出てくる。 

座中に待ち受ける秦
し ん

国
こ く

夫人［楊貴妃の姉］こそはまことに貴い人、 

そこに、馬を走らせて虢国夫人が現れ、 

塵一つ動かすことなく到着する。 
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このときに居並んだ明
め い

眸
ぼ う

皓
こ う

歯
し

［美女の喩え］の誰をまた見ることができるのか、 

ただ丹
た ん

青
せ い

［画］の中に涙の痕を残すだけである。 

人間世界の出来事は、俯き仰ぎ見る間に、今がすでに昔となる。 

かつて、陳
ち ん

［南朝最後の王朝］の最後の皇帝に張
ち ょ う

麗
れ い

華
か

［宮女の名］が微笑みかけたときには、 

すでに隋
ず い

の猛将、韓
か ん

擒
き ん

虎
こ

が門外に迫っていた。 

かくて天下統一を成し遂げた隋の煬
よ う

帝
だ い

も、 

揚
よ う

州で遊宴に耽る間に臣下に殺害され、 

呉
ご

公
こ う

台
だ い

の下、雷
ら い

塘
と う

の路に葬られたのだった。 

【補足】［この詩の後半に詠まれている陳
ちん

朝
ちょう

の最後の皇帝の陳
ちん

叔
しゅく

宝
ほう

は一国の君主とし

ては最低、最悪の人物であった。それだけに皇帝という存在がいかに愚劣であるかと

いうことを徹頭徹尾具現化した点である種の壮快感を漂わせている。すなわち、皇位

にあったときは、国政を愚昧な大臣に任せ、自身は張
ちょう

麗
れい

華
か

を始めとする美女たちとの

遊びにうつつを抜かし、隋
ずい

に攻め込まれて張麗華は殺され国は滅ぼされたけれども、

己は生き延び、その後は、隋の皇帝の幇間
たいこもち

となって15年余りのアル中生活を送った。

蘇軾は陳叔宝や煬
よう

帝
だい

や玄
げん

宗
そう

皇帝のようになってはならない戒めとしてこの詩を作った

のだが、『游
ゆう

春
しゅん

図
ず

』を模写した徽
き

宗
そう

皇帝が数十年後に陳叔宝とよく似た運命をたどる

ことになるとは、むろん知る由もなかった］ 

 

■【08-1-067】如夢令二首 

【解題】黄
こう

州知事の楊
よう

寀
さい

［字
あざな

は君
くん

素
そ

］［→作品番号06-4-083］に送った詞。 

 

【訳文】 

 其の一 
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為向東坡伝語、［東の坡
たかまり

へ言伝
こ と づ て

してください］ 

人在画堂深処。［かの人は皇城の奥深いところにいるのです］ 

別後有誰来、［坡と別れてからそこに誰が来たのでしょうか］ 

雪圧小橋無路。［小さな橋は雪に埋もれてしまっていませんか］ 

帰去、［帰り去
ゆ

こう］ 

帰去、［帰り去こう］ 

江上一犁春雨。［江
か わ

のほとりへ、春雨のもと、一本の犁
す き

へ］ 

【補足】［都にあってあらぬ非難にさらされ、黄
こう

州の東の坡
たかまり

を耕す日々に戻りたいと、

切に懐うこともあったのだろう。いまは冬、すぐに帰れば春の耕作に間に合うであろ

う］ 

 

 其の二 

手種堂前桃李、［私が植えた雪
せ つ

堂
ど う

の前の桃と李
すもも

］ 

無限緑陰青子。［緑の蔭は無限に広がり、青い実がついたりしているでしょうか］ 

簾外百舌児、［簾
すだれ

の外の百舌鳥
も ず

たちが］ 

驚起五更春睡。［春の午後の眠りを驚かすのです］ 

居士、［居
こ

士
じ

よ］ 

居士。［居士よ］ 

莫忘小橋流水。［忘れてはなりません、小さな橋の流れる水を］ 

【補足】［蘇軾は東の坡
たかまり

の雪
せつ

堂
どう

の春を思い起こしている。その雪堂を蘇軾が去って86

年後に訪れた陸
りく

游
ゆう

の紀行文［→作品番号 06-5-026］に、「堂の真南に橋がかかっていて、

札に「小橋」と書いてある。「小橋 流水を忘るる莫
な

かれ」の句から名付けられたもの

である」とあったのは、この詞のことである。詞の終わりは、黄州の百舌鳥
も ず

が「居士
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よ、居士よ、忘れるなかれ」と鳴いている声を、都にあって聞いているのである。そ

れがすなわち、第一首で東の坡へ送った伝言に対する返事である］ 

 

■【08-1-068】跋鄧慎思石刻 

【解題】鄧
とう

忠
ちゅう

臣
しん

［字
あざな

は慎
しん

思
し

］［→作品番号 06-4-058］が石に刻んだ文章の写しを見て

この跋文を記した。それは亡き母を悼む文章であった。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州にいたときに、先
せ ん

太
た い

夫
ふ

人
じ ん

［母］の棺を守って長
ち ょ う

沙
さ

に帰る鄧
と う

忠
ちゅう

臣
し ん

学
が く

士
し

に会った。飲食、起居、

そして哀慕を表す礼節はどれも古
いにしえ

からの礼法の通りで、先人が行うのがよいとしてきたものはすべて全

力で求め、服喪の期限が満ちてよくやく止めたのであった。嗚呼
あ あ

、まことの孝というべきである。今この

石に刻んだ文章を見ると、かつて感心したのは全く不十分だったのだ。 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年十二月、眉
び

山
ざ ん

の蘇軾書く。 

【補足】［鄧
とう

忠
ちゅう

臣
しん

が母の棺を携えた郷里に帰る途中で黄
こう

州に立ち寄ったことは作品番

号06-4-058で見ている］ 

 

■【08-1-069】上呂相公 

【解題】呂
りょ

公
こう

著
ちょ

［→作品番号 07-2-033］への手紙。このとき呂公著は宰相となってい

た。 

 

【訳文】 

昨日、御前において議論した邢
け い

夔
き

の一件でありますが、その後で私は次のように考えました。 

刑
け い

鼻
び

は善良な庶民で、邢
け い

夔
き

は刑鼻が盗みをしたと妄りに思い込んでこれを殺してしまったものでありまし
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た。もしも犯行時に正常な判断ができない状態にあって、何をしているのかわからぬままに為してしまっ

た場合には、その者に対しては普通の法の裁きを用いないとなっているわけですが、それに従って邢

夔を赦してしまいますと、今後、人を殺そうと考える者は、皆がその真似をして死罪を免れようと、「盗人

だと思ったのです」と証言するようになってしまうのを、私は深く恐れたのでした。公
こ う

［呂
り ょ

公
こ う

著
ち ょ

］は、だからと

いって、今後は人を殺した場合に、どのような事情からそれを行ったのかを勘案しないとなったならば、そ

もそも取り調べる必要さえなくなってしまうだろうといわれました。 

私は帰ってから公のお言葉をよくよく考えてすっかり納得しました。近ごろ西
せ い

京
け い

からの報告によりますと、

秦
し ん

課
か

児
じ

がひどく酔って前後不覚となった中で南
な ん

貴
き

を打ち殺し、逮捕された後で酔いから醒め、人々

の証言によってそのときの状況が認定され、憐憫を加えるべきとの奏上があって、すでに命は赦すとの

判断が下されたのですが、門
も ん

下
か

省
し ょ う

は断じて死罪にすべきであると主張しました。その議論を聞きますと、

今回の件で命を赦すのは奸
か ん

計
け い

を開くもととなり、人を殺しても酔いをもって免れようとする者が続出して大

いに害をなすということであります。私も最初はそのように思い、すでにその旨で書類が整えられました。

しかし、公の昨日のお言葉を再び考えますと、酔って醒めていないときに殺人を犯しても、その事情を

酌んで死罪を赦すとなった場合に、酔いに託して殺したことにしようと自ら謀って殺すこともありえるでしょう

けれど、それは取り調べによって知れるはずです。邢夔は犯行時には盗人であると思い込み、秦課児

は酔って意識がなく、それぞれに酌むべき事情があります。結果として、邢夔は杖打ちの刑ですみ、秦

課児は死罪となるのは、刑罰の軽重の判断が相遠して、心に納得できないものが残ります。人命は

至って重いものです。公ももしもそのように思われるならば、秦課児に関する書類はなお尚
し ょ う

書
し ょ

省
し ょ う

にありま

すから、追って改めるべきではないでしょうか。 

【補足】［極刑を課す場合には、最終的に宰相がその罪状認定に関わることもあった。

事情を勘案して刑を軽くする方向性で判断を下すべきだとする考え方は、蘇軾の名を

一躍天下に知らせることになった科挙での論文、『刑
けい

賞
しょう

は忠
ちゅう

厚
こう

の至り』を想起させる

ものがある。蘇軾は議論した翌日に、一人の命を救うために急いでこの文章を記して
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宰相のもとに提出したのである］ 

 

■【08-1-070】与王慶源 

【解題】郷里にいる王
おう

淮
わい

奇
き

［字
あざな

は慶
けい

源
げん

］［→作品番号07-2-089］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

……私が北
ほ く

扉
ひ

［翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

］の職に進みましたのは皆様の御推薦と御加護によるものです。江
こ う

湖
こ

に

流落したころには、郷里に帰って貴君の後ろに従い、川べりの草の上に座って遊ぶことを思い、夢の

中でそのようにしているのを見たのでした。今は深く重い国恩を受けて、責任の重さを憂うことが特に大き

く、恩に報いることがいよいよ難しく、郷里に退居できるのはいつの日になることやら、西を望んで惋
え ん

悵
ち ょ う

と

して、その懐
おもい

にほとんど耐えることができません。…… 

 

■【08-1-071】与李方叔 

【解題】李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］［→作品番号07-2-020］への手紙。 

 

【訳文】 

重ねてのお手紙、感謝の念に堪えません。雪の降る寒さのなか、いかがお過ごしでしょうか。お手紙

から孝心のまことに深く切なることを知りました。しかし、私はかねてから銘
め い

や志
し

の類
たぐい

ばかりでなく、子や

孫が先祖のことを追慕して記す文章の類にも手を染めたことがありません。近ごろ温
お ん

公
こ う

［司
し

馬
ば

光
こ う

］のた

めに行状記や墓誌を書きましたのは、かつて温公には亡き母の墓誌銘を作ったいただいたことがあっ

て、その恩に報いないわけにはいかなかったからです。その他の人の依頼には決して応じないようにして

います。私に希望する者が多くいるなかで、貴君のお望みにだけ応えるわけにはいかないのです。…

… 
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【補足】［李
り

廌
たい

が父の葬礼を行うために苦労していたことはこれまでに見た通りで、

厚く葬るために墓誌の執筆を蘇軾に依頼してきたのを、この手紙にあるように断った

のである。蘇軾にはひっきりなしに執筆の依頼があったようで、全てに応じるわけに

はいかないので、断りの手紙も多数残っている。特に墓誌の類は固く断り、事実残さ

れた作品を見ると、司
し

馬
ば

光
こう

のような特別な人か、個人的に深いつながりのある人に限

られている。李
り

廌
たい

は再三懇願したようで、断りの手紙が複数残っている］ 

 

■【08-1-072】与章子厚 

【解題】章
しょう

惇
じゅん

［字
あざな

は子
し

厚
こう

］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

先に少しくお尋ねしましたところ、重ねての御返事を煩わせ、御健勝でありますことを審らかにし、安堵

いたしました。故郷の園に帰ることは、私もともに若いころから願っていましたので、貴君が独り先にそれ

を得ましたのは、羨まないわけにはまいりません。しかし、世の縁は深いものがありますから、果たしてそ

れから脱せられるのかいまはまだ知れません。お会いするのは叶いませんので、まだまだ書きたりない

のですが、使いの者がすぐにも帰ると申しておりますので、これにて失礼いたします。……十二月二十

七日。 

【補足】［章
しょう

惇
じゅん

はこの年の初めまでは、改革派の主要メンバーとして副宰相の地位に

あったが、政争に敗れ、閏二月に汝
じょ

州知事として都の外に出され、さらに11月にはそ

れも免職となった。蘇軾は新法の一部を残そうとしたことでは章惇と共闘もしたので、

このときもまだ友人であるとの意識を持ち続けていた］ 
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第8章 栄光と失意――都 
［第8章その二］ 

元
げん

祐
ゆう

2年［1087年］、蘇
そ

軾
しょく

52歳。 

 

 

■【08-2-001】和周正孺墜馬傷手 

【解題】この年もまた、次韻の詩、送別の詩、謝礼の詩、哀悼の詩など、社交上の詩

を次々に見て行くことになる。それぞれの詩には蘇軾らしいところもあり、興味を繋

いで読み進むことは可能ではあるのだが、うんざりするのが正直な感想であろう。こ

の詩などは、「周
しゅう

尹
いん

［字
あざな

は正
せい

孺
じゅ

］が、酔って馬から落ちて手を傷つけてしまったこと

を詩に詠み、それに和した」という題を見るだけで、読む気がそがれてしまうであろ

う。周尹は成
せい

都
と

出身の官員で、同郷ということもあってかなりお気楽な応答をしてい

る。 

 

【訳文】 

貴君は道
み ち

を学び、 

平生から完全な精神を有しているのであるからして、 

酔って墜
お

ちたからといって、 

子供のように自分のことを可哀そうに思ったりはしないし、 

そもそも内に守っているものが傷つけられたりするようなことはない。 

憂い顔であるのは、 

父母から与えられた身体を損なうのは最大の不孝であると思うからなのだろう。 

嘆く余り、中空に文字を書いた後には、 
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新しい詩はもうさっぱりとしている。 

昔の人の文句ではないけれど、 

右手に酒杯、左手に蟹があればいうことなしだ。 

貴君を落した馬を売り飛ばして酒代に換え、 

郷里の友人を呼び集めて新年を祝って大いに楽しもうではないか。 

【補足】［次韻詩の通例として、幾つもの故事が散りばめられている。真面目腐った

顔でそれらを詮索したのでは、せっかくの楽しい気分がぶちこわしになってしまうだ

ろう］ 

 

■【08-2-002】戯周正孺二絶 

【解題】これも落馬した周
しゅう

尹
いん

［字
あざな

は正
せい

孺
じゅ

］に戯れた詩。二首のうち一首を訳す。 

 

【訳文】 

 其の一 

昔、臂を折って後に高位に昇った人がいた、 

――落馬した貴君の将来はさてどうであろうか。 

昔、大金をお偉方に貢いで高官に就いた人がいた、 

――貧乏な貴君はそのようなことは決してしない。 

貴君に馬を売り飛ばすことを勧めたけれど、 

もっともっと腸
はらわた

が裂けるくらいに辛いのは、 

楊
よ う

柳
り ゅ う

枝
し

［愛妾の代名詞］を手放すことなのかも……。 

【補足】［周
しゅう

尹
いん

は身近に置いている女性を放つかどうか迷っていたようである］ 
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■【08-2-003】玉堂栽花、周正孺有詩、次韻 

【解題】翰
かん

林
りん

院
いん

の中心的な建物である玉
ぎょく

堂
どう

のまわりに花が植えられたのを、周
しゅう

尹
いん

［字
あざな

は正
せい

孺
じゅ

］が詩を詠み、それに次韻した。これは真面目な詩。 

 

【訳文】 

郷里の山は半ば荒れて、 

桃や李は藪に埋もれてしまっているだろう。 

君恩にほぼ報いられたなら、 

すぐに退隠を願おうではないか。 

竹の簟
むしろ

の上を吹く風は、 

老いて帰るのをひたすら招くかのようだ。 

我らがいなくなってしまったなら、 

玉
ぎ ょ く

堂
ど う

の花は誰のために春に咲くのだろうか。 

薄い緑の葉は、人に詩を詠ませるために、 

真っ白な花びらを次々に開かそうとするのだが、 

そのときには私たちはいないので、 

我らの詩をここにあらかじめ残して、 

後の学士たちのためとしようではないか。 

 

■【08-2-004】潘推官母李氏挽詞 

【解題】詩の題にある潘
はん

推
すい

官
かん

とは潘
はん

鯁
こう

のことであるという。潘鯁は、黄
こう

州で親しくし

た潘
はん

丙
へい

の兄である［→作品番号 07-2-078］。その母の李
り

氏が亡くなったので、この挽
ばん

詞
し

を詠んで寄せた。 
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【訳文】 

長
ち ょ う

江
こ う

の岸辺に流された者がいた―― 

その者が住む東の坡
たかまり

に行き来するのは趣
おもむき

豊かな人ばかりだった。 

かくて貴君とも次第に杯をともにするようになった。 

貴君の母君は、 

息子が客をもてなす酒をあつらえるために髪を売った陶
と う

侃
か ん

の母のようであり、 

息子の教育ために三度引っ越した孟
も う

子
し

の母のようでもあった。 

今度また貴君の母君の世話になるとの約束は、 

いまもはっきりと覚えているのに、 

真新しい土がこんもりとお墓に積まれようとは思いもよらなかった。 

今年のうちには江
こ う

湖
こ

に去ろうと私は考えている。 

だから、次の春には、 

山に連なって降る夕暮れの雨のもと、 

母君の墓所へと導く並木の下を歩んでいることだろう。 

【補足】［学士の選抜試験を巡って理不尽な批判にさらされた蘇軾は、都での高い地

位に執着することなく、江
こう

湖
こ

［田舎］に去りたいと本気で思い、意思表示もした。し

かし、そう単純に個人の希望通りに事が進むわけではなかった］ 

 

■【08-2-005】与范子豊 

【解題】蘇軾が地方に出るのを願い出ていたことは、范
はん

百
ひゃく

嘉
か

［字
あざな

は子
し

豊
ほう

］［→作品番

号06-4-041］に宛てたこの手紙にも記されている。 
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【訳文】 

……私の日々は相変わらずでありますが、地方に出ることを願っていて、何度も却下されています。

私は堅くその願いを通して、煩わしい物言いを終わらせたい一心でいます。……一月六日。 

 

■【08-2-006】杜介送魚 

【解題】杜
と

介
かい

［字
あざな

は幾
き

先
せん

］が上京し、魚を贈ってくれた。その謝礼の詩。杜介は揚
よう

州

の平
へい

山
ざん

堂
どう

の近くに住む友人である［→作品番号07-2-053］。 

 

【訳文】 

新年には、お上から黄
こ う

封
ほ う

酒
し ゅ

を賜った。 

するとすぐに旧友が赬
て い

尾
び

魚
ぎ ょ

を分けてくれた。 

狭い路地の奥にある門にも朝日が差し込み、 

小さな庭でも雪を除くと、春の野菜も少しだけなら得られる。 

魚と聞いて、病みがちの妻も起き出して、 

銀の糸のように魚を刻んでくれた。 

子供らは喜び、 

昔の物語のように魚の中から手紙が出てくるのではないかと待ち受ける。 

酔ううちに眼は朦
も う

朧
ろ う

としてきて、 

自分が帰る道はどこかにあるのかと尋ねると、 

夕暮れの雨がしとしと注ぐ松
し ょ う

江
こ う

の流れがぼんやりと見えてくる。 

【解題】［（1）「黄
こう

封
ほう

酒
しゅ

」は黄色い紙で封をした官製の酒。「赬
てい

尾
び

魚
ぎょ

」は赤い尾の魚。

頂いたばかりの二つの品を並べるとちょうど対句になる。（2）終わりの部分は、都か

ら去ろうという思いを抱いていることを詠んでいる。松
しょう

江
こう

は蘇
そ

州のあたりを流れる川。
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有名なその川の名を借りて、常
じょう

州に用意した隠棲地をいうのであろう［→作品番号

07-2-041など］］ 

 

■【08-2-007】送杜介帰揚州 

【解題】杜
と

介
かい

が揚
よう

州に帰るのを見送った詩。 

 

【訳文】 

私も貴君も、 

再び都の門より入って、万事は空しいものだと知った。 

春風のもと、二人して川の流れを見つめる。 

かつての同輩はいま幾人が残っているのか、 

目を皇城へと転じれば、ただ夢の中のよう。 

山で薬草を摘むなら、薊
け い

先生［漢
か ん

代の隠者］に逢うだろうし、 

寺で禅を問うなら、龐
ほ う

翁
お う

［唐
と う

代の禅僧］と知り合いになるだろう。 

そうだ、都から帰ろう―― 

近所の人々が笑って出迎えてくれ、 

馴染みの木立はさらに高く繁りゆくであろう。 

【補足】［杜
と

介
かい

もかつては官員として都で仕事をしたことがあるが、いまは自由の身

である。だから、蘇軾は心の思いをそのまま言葉にしているのである］ 

 

■【08-2-008】題憩寂図詩、并魯直跋 

【解題】蘇軾が杭
こう

州にいた間に親しくした者に柳
りゅう

瑾
きん

［字
あざな

は子
し

玉
ぎょく

］がいた［→作品番

号 04-1-003 以下、すでに故人］。その息子が以下の文に記されている柳
りゅう

子
し

文
ぶん

［字は仲
ちゅう
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遠
えん

］である。柳子文の妻は、蘇軾の伯父の蘇
そ

渙
かん

の娘であるから、姻戚関係にある［→

作品番号 04-3-009］。柳子文がこのとき都で何をしていたのかはわかっていないようだ。 

 

【訳文】 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年正月十二日、蘇軾と李
り

公
こ う

麟
り ん

は柳
り ゅ う

子
し

文
ぶ ん

のために『松
し ょ う

石
せ き

図
ず

』を描いた。 

柳子文はさらに杜
と

甫
ほ

の詩から次の数句を取って、李公麟に画を求めた。 

 

松根胡僧憩寂寞、［松の根もとで外国の僧が寂
せ き

寞
ば く

の内に憩うている］ 

龐眉皓首無住著。［長い眉、白髪の頭、それは住まうところのない僧である］ 

偏袒右肩露双脚、［衣がはだけ、右肩と両の脚が露わになっている］ 

葉裹松子僧前落。［僧の前に、葉の裏から松ぼっくりがぽとりと落ちる］ 

 

その画が『憩
け い

寂
せ き

図
ず

』で、それに蘇轍が詩を添えた。 

 

東坡自作蒼蒼石、［兄は蒼い岩を描き］ 

留取長松待伯時。［李公麟が松を描くのを待った］ 

只有両人嫌未足、［二人はそれでは満足できず］ 

兼收前世杜陵詩。［前世に杜
と

甫
ほ

であったときに詠んだ詩も画にした］ 

 

そこで私はそれに次韻した。 

 

東坡雖是湖州派、［私の画風を湖
こ

州
し ゅ う

派
は

というようだが］ 

竹石風流各一時。［竹や石の風流は時に応じて変化するものだ］ 
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前世画師今姓李、［前世も画師であった者の姓は李
り

］ 

不妨題作輞川詩。［王
お う

維
い

の詩こそ画にするのがよいだろう］ 

 

文
ぶ ん

同
ど う

はかつてこのようにいった。 

「私の墨竹の一派が近ごろは徐
じ ょ

州にいる。私の竹には及ばないとしても、石ならより優れているようだ」 

この一つの公
こ う

案
あ ん

については、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

に一句吐いてもらわなければならないだろう。 

 

ある人はこのようにいった。 

「蘇軾は、李公麟の前身は画師であったといったところ、俗な連中は賛同せずに、詩の上だけでいい

加減なことをいったのだとした。李公麟が一
い っ

丘
きゅう

一
い ち

壑
が く

の人［自然の中で楽しむ人］であることは、古
いにしえ

の人

と比べても劣るものではなく、蘇軾は愚かしいことをいったのではない。蘇軾の語は真実をそのままであ

るのだ」 

黄庭堅、書く。 

【補足】［（1）最後の段落は黄
こう

庭
てい

堅
けん

［→作品番号 08-1-065］による書き込みで、「ある

人」としているのが、もちろん黄庭堅自身の見解である。（2）ここで画を描いた李
り

公
こう

麟
りん

［字
あざな

は伯
はく

時
じ

］は北
ほく

宋
そう

を代表する画家で、その名は作品番号 07-2-016ですでに見てい

る。このとき都で官職に就いていて、蘇軾兄弟と親密な関係になり、この後、頻繁に

登場する。（3）竹を得意とした文
ぶん

同
どう

とその親友の蘇軾に始まる文人画の流れを湖
こ

州
しゅう

派
は

という。2 人とも湖州に縁があったからだ。文同の言葉で「一派が徐
じょ

州にいる」とあ

るのは、蘇軾が徐州知事であったときのことで、当時は都にいた文同は画を求められ

ると、「吾が一派が徐州にいるからそちらに頼むがよい」といって断っていた。（4）

王
おう

維
い

は自分の前世は画師であったといっていた。それで李公麟には杜
と

甫
ほ

より王維の方

がぴったりくると詩に詠んだのである］ 
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■【08-2-009】和黄魯直焼香二首 

【解題】黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］が香を焚いて詩を詠んだのでそれに和した。 

 

【訳文】 

 其の一 

貴君の香を焚く詩の四句は、 

さながら仏法を説く偈
げ

であって。 

香りとともに我が心の内を満たしてくれる。 

観
か ん

世
ぜ

音
お ん

を悟りへと導いた教えにも優るかのうようで、 

私は鼻の端を観
み

る法を試みるのであった。 

【補足】［蘇軾も黄
こう

庭
てい

堅
けん

も古典を縦横に引いて晦渋な詩句を吐く詩風であるので、二

人が詠み合った詩はおおむね訳者には理解不能である。これはかなり無理した「ずっ

ぽ訳」で、出鱈目を続けるのは気が進まないので第二首は割愛し、同じ理由で、さら

に和した二首も割愛する］ 

 

■【08-2-010】与張太保安道 

【解題】昨年の12月に朱
しゅ

光
こう

庭
てい

が先鋒となって始まった蘇軾攻撃［→作品番号08-1-060］

は、年が改まってから傅
ふ

堯
ぎょう

兪
ゆ

、王
おう

巌
げん

叟
そう

といった人々が加わってさらに激しさを増し、

蘇軾は弁明に努めるとともに都の外に出ることを朝廷に求めた。呂
りょ

陶
とう

や王
おう

覿
てき

等が蘇軾

を守ろうと弁護すると、傅堯兪と王巌叟は高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

の前に出て蘇軾批判を繰り返し

た。朱光庭等の言い分は我々から見たら言葉尻を捉えた言いがかりでしかないのだが、

とにかく蘇軾を追い落とすことが目的で、決して口を閉ざそうとしなかった。1 月の
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終わりに高太皇太后は当事者である蘇軾、朱光庭、傅堯兪、王巌叟の 4 人を呼び、副

宰相の范
はん

純
じゅん

仁
じん

から、蘇軾に罪はなく、この問題はこれで終わりにせよと言い渡した。

ここに見るのは、ちょうどこのころに張
ちょう

方
ほう

平
へい

に送った手紙。張方平はこれまでに何度

も見てきたように蘇軾の大恩人でこのときは政界を引退して南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

にいた［→作

品番号07-2-022］。 

 

【訳文】 

私は自分を俯仰
コントロール

するのが下手で、しばしば紛紛
ご た ご た

を引き起こしてまいりました。今回のこともきっと詳しく聞

かれておられることでありましょう。 

ここのところ地方を出ることを四度ほど願い出て、門を閉ざしてお上の御指示をお待ちすること二十日

ばかりになります。 

文
ぶ ん

母
も

［高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

］様は英聖であられ、深く真実を御覧になっておられ、徳
と く

音
お と

［高太皇太后のことば］

が瑯
ろ う

然
ぜ ん

と発せられるや中外は聳
し ょ う

服
ふ く

し、あまねく御指示が行き渡り、諸公は燮和
や わ ら ぐ

のであります。 

これまで物を申してきた数人の者はそのまま職に留まるとの御沙汰があると数日来聞こえ、明日皆が

御前にまかり出ることとなりました。門を閉ざして家に籠ることはこれでなくなりましょうが、都の外に出ること

を願うのは変わらないでありましょう。 

私を深く知ってくださっておられますので、筆を尽くすようなことは敢えていたしません。お察しいただければ

幸いです。 

不肖の私をお許しください。かねてからお教えいただきながらいまだにこのようでありますのが恥ずかしく、

手紙を前に心苦しくてなりません。 

【補足】［（1）大恩人に対して、少しぼかしながらも、己の心情を漏らしている。手

紙の冒頭で「不
ふ

善
ぜん

俯
ふ

仰
ぎょう

」［自分を抑えることが不得手である］と記している。程
てい

頤
い

に

向かって不用意な言辞を吐かなければ［→作品番号 08-1-052］、このようなことにはな
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らなかったかも知れないと反省したりしたのだろうか。腹の内にあるものを包まず出

すのが蘇軾の持って生まれた個性であり魅力でもあった。ほぼ 1 年前に、司
し

馬
ば

光
こう

が改

革以前の法を復活させようとしたときに、蘇軾はあまりにも時代錯誤であるとして強

く反対し、2 人の間で大激論になった。蘇軾が何をいっても司馬光はどうしても聞き

入れようとしないので、蘇軾は席を立って帰る際に、「司
し

馬
ば

牛
ぎゅう

め、司馬牛め」と何度

も叫び続けたという。「司馬牛」とは『論
ろん

語
ご

』の中に出てくる人物で、それを借りて、

音が通じる司馬光を牛のように動きの鈍い奴だと罵ったのである。17 歳上で日頃から

尊敬する人物に対してさえも、こういう皮肉な言葉を発してしまうのである。そのよ

うなことがあっても、司馬光と蘇軾は互いに敬意を払い合う関係であることに変わり

はなかった。なお、不用意な発言が原因で蘇軾批判の嵐が起こったと見るのは、朱
しゅ

光
こう

庭
てい

等からすると問題の矮小化であって、蘇軾は本質的に不届きな人間であることが根

本問題で、だからこそあちこちでちょいちょい襤褸を出すといいたいのであろう。（2）

上に見た高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

の裁きによって一件落着となればよかったのだが、蘇軾に対する

攻撃はこの後何度も繰り返される。宋
そう

代
だい

から元
げん

代
だい

までの歴史を編年体で記した『続
ぞく

資
し

治
じ

通
つ

鑑
がん

』という書物は、この年の 8 月の記事で、この時期の政治情勢を次のように概

括している。「時に呂
りょ

公
こう

著
ちょ

一人が宰相で、群賢が朝廷にありながら、類をもって集う

ということを制止できず、ついに洛
らく

党
とう

、蜀
しょく

党
とう

、朔
さく

党
とう

の名称が生まれた。洛党は程
てい

頤
い

を

もって首
かしら

として、朱
しゅ

光
こう

庭
てい

、賈
か

易
えき

らが集まり、蜀党は蘇軾をもって首として、呂
りょ

陶
とう

等が

集まり、朔党は劉
りゅう

摯
し

、梁
りょう

燾
とう

、王
おう

巌
げん

叟
そう

、劉
りゅう

安
あん

世
せい

をもって首として、ここに集まる者が

最も多かった。このときに、熙
き

寧
ねい

、元
げん

豊
ほう

年間に実権を握っていたかつての大臣たちは

職を停止されて遠くに置かれ、怨みは骨髄に入り、秘かに隙を狙っていた。朝廷にあ

る者はそれを悟らずに、それぞれ党を作って互いに批判し合ってばかりいた。ただ、

呂
りょ

大
だい

防
ぼう

は真正直で無党であり、范
はん

祖
そ

禹
う

、司
し

馬
ば

康
こう

は党を建てることはなかった」。つま
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り、改革派［新
しん

法
ぽう

党
とう

］を追放した保守派［旧
きゅう

法
ほう

党
とう

］は司
し

馬
ば

光
こう

のもとでは一つにまと

まっているように見えていたのだが、たちまち三派に分裂して足の引っ張り合いをす

るようになってしまったのである。ここに列挙されている人々は、すでにその名を見

ているものが多く、特に呂公著は作品番号 08-1-069で、劉摯は作品番号 08-1-024で、

劉安世は作品番号 08-1-060で、范祖禹は作品番号 05-4-058でそれぞれ見ていて、司馬

康は司馬光の息子である。蘇軾は元来党派を作って政治運動をするような人間ではな

く、たまたま同郷の人々を中心に蘇軾を慕う人々が集まっただけであったのだが、あ

たかも地域政党を率いる党首として見られてしまったのだった［蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

とか六学

士とかいわれる人々は必ずしも蜀の人ではないし、郷里の人々に示す親愛の情は、政

治的なこととは無縁である］。出身地を異にする者が政治的に対立する構図ができて

しまったのは蘇軾の本意ではなく、地方官となってこうした抗争から抜け出ることを

これから 2 年にわたって再三願い出るようになる。（3）ついでながら記しておくと、

宋王朝は北中国に興り、南中国の様々な地方政権を武力で征服した経緯から、当初は

南北間の地域対立をいかに解消するかが大きな課題とされていた。すでに見てきたよ

うに、南中国は武力では劣ったものの文化的には先進地であったために、科挙で優秀

な成績を修めるのは南中国出身者が多く、北中国の人々は科挙の合格者が政権の中枢

部を占めるようになってゆくのを歓迎しなかった。そうした南北対立は数十年かけて

一応は解消されたはずだったのだが、ここに至って地域間対立が別の形で生じてしま

ったのである］ 

 

■【08-2-011】跋画苑 

【解題】君
くん

厚
こう

という人のスケッチ帖『画
が

苑
えん

』を平
へい

叔
しゅく

という人から借りて、この跋文を

記した。君厚も平叔も字
あざな

であろうが、どういう人であるのかは不明。 
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【訳文】 

君
く ん

厚
こ う

の『画
が

苑
え ん

』はしまっておくにときには箱をいっぱいにしてしまわずにすみ、持って出るときには牛や馬に

汗をかかせたりしないですむ。明るい窓辺の片付いた机の上に載せてもよいし、くつろいで座ったり横

になったりする友としてもよいし、書斎の壁に立てかけてもよい。巻軸をいちいち広げる面倒はない。それ

でいて、人物、鳥、魚が変化するありさま、山、川、草木の勝れた姿が、粲
さ ん

然
ぜ ん

として前に繰り広げられ

るのである。好事の者の心に適うものだ。 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年二月八日、平
へ い

叔
し ゅ く

より借りて観て、蘇軾が書く。 

【補足】［この跋文はそのまま『北
ほく

斎
さい

漫
まん

画
が

』に当てはまるかのようでもある］ 

 

■【08-2-012】富鄭公神道碑 

【解題】蘇軾が 8歳のときに憧れた 4人のスーパースターのなかに富
ふ

弼
ひつ

［鄭
てい

国
こく

公
こう

］が

いた。富弼は 4 年前の元
げん

豊
ほう

6 年［1083 年］に亡くなっていて、この年の 2 月、神
しん

道
どう

［墓に至る道］に建てる碑に刻む文章を書くよう蘇軾は朝廷から命じられた。これは

富弼の子の要望を受けて朝廷が蘇軾を指名したもので、墓誌の類の執筆は基本的に引

き受けないと決めていた蘇軾であっても［→作品番号 08-1-071］、さすがにこの場合は

辞退するわけにはいかなかった。富弼と蘇軾はそれほど親しい関係ではなかったよう

だが、さすがに書くとなったら、蘇軾ははっきりと自身の富弼観を描き出している。

なお、富弼の墓は洛
らく

陽
よう

郊外に造られ、長い間地下に埋もれて隠れていたのが、周辺の

開発に伴って2008年に再発見され、発掘調査が行われた。 

 

【訳文】 

宋
そ う

朝が興
お こ

ってから百三十年、いまや四方に虞
お そ

れがなく、人も物も年々増加し、秦
し ん

、漢
か ん

以來これほど
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盛んなことはない。このようになった理由は一つではないにしても、その要
かなめ

は兵
へ い

［兵器、軍隊］を用いな

いことにある。用いても長期にわたらないのなら、智者が繁栄を謀り、仁者がそれを守ることで、無窮に

伝えてゆくことが可能である。 

遼
り ょ う

国
こ く

［契丹
き っ た ん

］が晋
し ん

［五
ご

代
だ い

十
じ っ

国
こ く

時代の王朝］の天
て ん

福
ぷ く

年間に幽
ゆ う

州、薊
け い

州を占拠してから、北方の国境

地帯では警戒を怠ることができず、安心できない歳月が六十九年にわたって続いた。 

宋
そ う

の景
け い

德
と く

元年、遼は国を挙げて来寇し、定
て い

武
ぶ

を攻撃し、高
こ う

陽
よ う

を囲んだ。宋は勝つことができず、つい

には徳
と く

清
せ い

が陥落し、天
て ん

雄
ゆ う

も攻め込まれてしまった。真
し ん

宗
そ う

皇帝［宋の第三代皇帝］は宰相寇
こ う

準
じゅん

の提案

を用いて、親征の策を決っした。皇帝が澶
せ ん

淵
え ん

に出向き、諸道の兵が行
あ ん

在
ざ い

所
し ょ

に大集結したことで、敵

は動揺した。戦いが始まると、遼国の猛将、順
じゅん

国
こ く

王
お う

撻
た つ

覽
ら ん

を射殺し、そのために敵は懼
お そ

れ、ついには和

睦を求めてきた。そのとき諸将は黄
こ う

河
が

のほとりに兵士を集め、敵が帰るのを待ち受けて、精兵をもってそ

の背後を突いて全滅させることを求めた。敵は怯え、哀
あ い

を皇帝に求めた。皇帝はいった。「遼国にして

も、幽州、薊州にしても、そこの人民は皆が吾が民である。どうして多くを殺せようか」。かくて諸将に対し、

兵を留めて攻撃しないよう命じた。遼国は帰国を許され、これより好
よしみ

を通じ、約束を守って、国境を犯さ

ないことが三十九年続いた。［この部分は、宋側にひどく傾いた記述になっている。実際には、和平は

かなり際どく成立し、宋から毎年多額の金品［歳
さ い

幣
へ い

］を贈ることで遼国は国境を守ることを約束したのだ

った。これを「澶
せ ん

淵
え ん

の盟
め い

」といい、長く遵守された二国間の和平条約として世界史上特筆されるもので

ある］ 

その後、夏
か

国
こ く

の趙
ち ょ う

元
げ ん

昊
こ う

が宋に叛し、西方で戦争が何年も続き、長く勝敗が決まらなかった。遼国の

大臣の中に貪欲で勲功を喜ぶ者がいて、我が方が臆病かつ戦争を嫌っているとみて、我が方を動

揺させて、晋の高
こ う

祖
そ

がかつて与えたことのある関
か ん

南
な ん

の十県を獲得し直したらどうかと、その主
あるじ

をそそのか

した。慶
け い

暦
れ き

二年、遼国は国境線に厳重に装備した兵を集めた上で、その臣である蕭
し ょ う

英
え い

と劉
り ゅ う

六
ろ く

符
ふ

を我

が方によこした。兵が国境で圧力をかけ、通常の往来とは異なるかたちで使者がきたことで、朝廷の

内外は憤ったが、仁
じ ん

宗
そ う

皇帝はこういった。「遼国と吾等らは兄弟の国である。和平を棄てるべきではな
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い。冷静に相手をなだめようではないか」。宰相に命じて遼国の使者を迎える接
せ つ

伴
ば ん

使
し

を選ばせた。とき

に遼国が何をしてくるのか予測がつかなかったので、群臣は誰もが敢えて行こうとしなかった。 

宰相は右
う

正
せ い

言
げ ん

知
ち

制
せ い

誥
こ う

の富
ふ

弼
ひ つ

公
こ う

の名を挙げた。公はすぐに便
び ん

殿
で ん

で皇帝にお会いし、叩
こ う

頭
と う

していった。

「主
あるじ

の憂いは臣の辱
は じ

にございます。臣は死をも恐れるものではありません」。皇帝は感動し、公を接伴

使とした。遼国の蕭英等は入国し、皇帝は中
ちゅう

使
し

を派遣して道中を労った。蕭英は足の病気にかこつ

けて中使を（皇帝の代理人として）拝
は い

する礼をしなかった。公はいった。「私がかつてそちらの国に使者

として参った折に、私は病気で車の中で臥せっておりましたが、貴国の皇帝のお言葉を聞くためには立

って拝しました。いま中使がきていてあなたが立たれないというのは、いかなる礼儀なのでしょうか」。蕭

英はすぐに立って拝した。公は胸襟を開いて語り合い、夷
い

狄
て き

の人間を見下すような態度はとらなかった。

蕭英等はしばしば公と行き来し、その内心を隠さず、ついに左右の者を退けて、その主の望むところの

ものを公に告げ、このようにいった。「当方の要望に従えるのなら従いなさい。従えないのなら、代替と

なるものを出しなさい」。公はそのことを朝廷に伝えた。 

皇帝は御
ぎ ょ

史
し

中
ちゅう

丞
じ ょ う

の賈
か

昌
し ょ う

朝
ち ょ う

に交渉を命じ、遼国が要求してきた十県の割譲は許さないけれど、歳幣

の増額は許すとし、さらに公を先方に派遣して交渉を続けるよう命じた。公が遼国に行くと、劉六符が

接待役となり、十数回にわたって交渉し、公は領地の割譲はできないことを毎回主張した。かくて公は

遼国皇帝に会って、直接問答をした。 

遼国皇帝はいった。「宋が約束を破ったのだ。雁
が ん

門
も ん

の関
せ き

を塞ぎ、塘
と う

水
す い

の堀を増設し、城壁を修理し、

民兵を集めた。これは何のつもりなのだ。我が群臣は兵を挙げて南に行くことを寡人
わ た し

に要望した。寡人
わ た し

はそれよりは使者を派遣して土地を求める方がよいと考えた。要求しても得られなかったならば、そのとき

に挙兵しても遅くはないからだ」。公はいった。「貴国は我が真宗皇帝の偉大な徳をお忘れになったの

でありましょうか。澶
せ ん

淵
え ん

の役
え き

のときに、真宗皇帝がもしも諸将の言に従っていたならば、貴国の兵は誰も

無事には帰れなかったでありましょう。また、貴国と我が国との通好は、君主がその利を占有し、臣下

の者は獲るところがありません。もしも兵を用いたらな、その利は臣下の者に帰し、君主はその禍
わざわい

を専ら
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被ることになります。貴国の諸大臣が争って兵を動かすことを勧めるのは、その身のためになると思うか

らで、国のためになることではないのです」。遼国皇帝はいった。「それはどういう意味なのだ」。公はい

った。「晋の高
こ う

祖
そ

［石
せ き

敬
け い

瑭
と う

］は天を欺き主君に謀反した者で、助けを貴国に求めました。その息子の末

帝［石
せ き

重
じ ゅ う

貴
き

］は愚かで国を乱し、神にも人にも見棄てられました。このときに晋には狭い領土しかなく、

上下は離反し、貴国は何の損害もなしにやすやすと晋に打ち勝つことができました。いま貴国が戦争

を起こし、財産を獲得できたならば諸臣の家々にそれを与えることはできましょう。しかし、たくさんの壮士

や健馬を失ったならば、その禍はどのようにして補うのでしょうか。いま中国は広大な領地を保有し、精

兵は百万を数え、法令は明確で、上下は心を一つにしています。貴国が戦をしようとして、必ず勝つと

の保証があるのでしょうか」。「難しいだろうな」。「勝負の行く末は誰にもわかりません。たとえ貴国が勝

つとしても、兵士や軍馬は失われましょう。その損失を補うのは群臣のすることなのでしょうか、それとも君

主のすることなのでしょうか。もしも、貴国との通好が絶えなければ、歳幣はことごとく君主のもとに帰し、

臣下が得るものといったら、使者となった者が与えられる褒美くらいのものです。群臣に何の利がある

でしょうか」。これを聞いて遼国皇帝は大いに悟ることがあり、何度もうなずいた。公はまたいった。「雁門

の関を塞いだのは夏国の趙元昊に備えたものです。塘水の工事はもともと何
か

承
し ょ う

矩
く

が始めたもので、そ

れは貴国との通好が定まる以前のことです。地が低く、水が集まるために、堤防を高くしなければなら

ないのです。城壁はどれも修理したまでのことで、民兵もまた欠員を補っただけです。いずれも和平の

約束に違反するものではありません。かつて晋の高祖が盧
ろ

竜
り ゅ う

の一道を貴国に贈ったのも、周
し ゅ う

の世
せ

宗
そ う

が戦で関
か ん

南
な ん

の地を取ったのも、皆過去の王朝の時代のことです。我が宋朝が興ってからすでに九十

年が経ちます。お互いに過去の王朝が保有していたことのある土地を求めたならば、貴国にとってそ

れが必ず利益となるでしょうか。我が朝の皇帝が私に命じられたときにこのような言葉がありました。『朕
ち ん

は祖先のために国を守らなくてはならない。我が土地を人に与えることは断じてできない。遼国が本当

に欲しがっているのは租税を増やすことであろう。朕が土地を巡って争うことを望まないのは、両朝の多

数の民衆を死なせることをしたくないからだ。だから己を屈して、歳幣を増やし、遼国の租税の増加に
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代えようと思うのだ。もし遼国がどうしても土地を欲しいというのなら、その志は和平を破棄することにあっ

て、上辺だけそうではないようにいっていることになる。そうであるなら、朕もまた戦いを避けるものではない。

澶淵の盟［宋遼間の和平条約］は天地鬼神も見るなかで結ばれたものだ。いま遼国から先に兵端を

開くのなら、過ちは朕にはない。天地鬼神を欺けることができようか』と」。遼国皇帝は大いに感悟し、

皇室との通婚を求めた。公はいった。「婚姻はそもそもひびが入りやすいものです。人の命の長短は知

ることができません。それよりも歳幣が確実でしかも長く続くことの方が間違いありません。本朝から皇帝

の息女が嫁入りしても、持参金は十万緡
び ん

にもなりません。歳幣が無窮に続くのとどちらが多いのか明

らかでありましょう」。遼国皇帝はいった。「卿
あなた

は一度帰ってまた来るがよい。婚姻か歳幣かどちらかを選

び、誓
せ い

書
し ょ

を持ってきて差し出すがよい」 

公は帰国して報告し、再び遼国に派遣された。皇帝の国書［手紙］と、口頭で申し述べる詞
ことば

を政府

から授けられた。すでに出発して楽
が く

寿
じ ゅ

で宿泊したとき、公は副使にいった。「私は使者として国書を見

ていない。万が一にも、国書に書いてある詞
ことば

と、口頭で述べる詞
ことば

とが異なっていたならば、今回の交

渉は失敗してしまう」。公は（禁を犯して）国書を開いて視ると、果して同じではなかった。すぐに都に馳せ

帰り、夕方ではあったが宮中に入って皇帝にお会いし、学士院で一夜を過ごし、書き替えられた国書

をもって発った。 

遼国に至ると、もはや婚姻を求められることはなく、もっぱら歳幣の増額を求めてきた。遼国側はいった。

「貴国が我が方に差し出す書に『献
け ん

』とあるが、それではだめだ。『納
の う

』に改めよ」［「献」なら兄弟間のプ

レゼントであり、「納」なら下から上に差し出すというニュアンスになる］。公はそれはできないと争った。遼

国皇帝はいった。「貴国は我が方を懼れておる。わずかな字のことで何を渋っておるのだ。もしわしが軍

団を率いて南に向かったら、後悔するどころではあるまいに」。公はいった。「本朝の皇帝は我が方の

民も貴国の民も等しく愛され、鋒のもとに踏みにじるようなことはできないと考えております。だから己を屈

して、歳幣を増額するのです。懼れてなどいません。やむを得ずして戦うことになるのなら、南北は互い

に敵国となり、どちらが正しいか勝負で決めることになります。そうなれば、私はもはやこの交渉に心を砕
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かずにすみます」。遼国皇帝はいった。「卿
あなた

はそういきりたつでない。『納』という字は昔から使った例が

あるではないか」。公はいった。「昔からといわれましても、唐
と う

の高
こ う

祖
そ

皇帝が突
と っ

厥
く つ

から兵を借りたときに、

へりくだって『臣
し ん

』と称した例があるだけです。その時に与えた文書に『献』とあったか『納』とあったか、そ

れは知りません。その後、突厥の王の頡
け つ

利
り

は（高祖の息子の）太
た い

宗
そ う

皇帝によって擒となったのですか

ら、それがかつてのよい事例となりましょうか」。そういった公の声と顔色は高ぶっていた。遼国皇帝はそ

の勢いに押され、「貴国に人を派遣するから、よく協議するがよい」といった。 

ここにおいて、歳幣を増額するとの誓書を遼国に留め、耶
や

律
り つ

仁
じ ん

先
せ ん

と劉六符が遼国の誓書を持って宋

に来ることとなった。そして、「献」か「納」かの交渉をした。公は朝廷に申し上げた。「臣は死ぬ覚悟でこ

れを拒み、先方の勢いを折りました。ここでまた許してはなりません。相手はどうすることもできないはずで

す」。皇帝はこれに従い、歳幣を増すこと二十万で遼国との和平は成り立った。これによって北方は何

事もなく、それから四十八年が過ぎたのだった。遼国の君臣はいまも公の語ったことを顧みて、その約

束を守って破らないようにし、通好と用兵の利害がどこにあるかを心の内ではっきりと確認しているので

ある。 

このようであるから臣
わたし

［蘇軾］はかつてこのように論じたことがある。百余年の間に兵を大きく用いることが

なかったのは真宗皇帝、仁宗皇帝の徳により、また寇準と公の功績によるものであると。 

……［以下略］…… 

【補足】［（1）以上は『神
しん

道
どう

碑
ひ

』の冒頭部分で、この後に、富
ふ

弼
ひつ

の伝記が続き、終わ

りにこの文章を書くことになった経緯と富弼を称える詞が添えられる。碑文の本体で

ある伝記を記す前に、建国以来 130年にして直面した一大危機を富弼がほとんど 1人

で回避したエピソードを掲げたのが蘇軾の工夫である。（2）富弼はこのときまさしく

命がけで遼
りょう

国
こく

［契
きっ

丹
たん

］との交渉に臨んだのであって、この文章はこれでも実は少し抑

え気味に書いている。富弼が 1 回目の交渉で契丹に向かったのは慶
けい

暦
れき

2 年で、そのと

き蘇軾は7歳であった。その6年ほど後になって、蘇軾は父の蘇
そ

洵
じゅん

とこの件について
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論じ合ったことは作品番号 01-2-007 ですでに見ている。（3）富弼自身は理不尽な遼国

の要求は断固退けるべきであると考えていた。しかし、国のために自身の信念を曲げ

て交渉に臨んだのであって、そのことについて朱
しゅ

弁
べん

の随筆『曲
きょく

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶん

』［→作品番号

05-5-086］は次のように伝えている。 

 

【訳文】 

朱
し ゅ

弁
べ ん

：『曲
き ょ く

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶ ん

』より 

晁
ち ょ う

説
せ つ

之
し

先生が崇
す う

寧
ね い

の初めの頃に私にこのようにいった。 

「富
ふ

弼
ひ つ

は晩年、遼
り ょ う

国
こ く

に使者として行ったときの功績を客人が褒めるのを聞くと、首まで顔を赤くした。

人々はその理由がわからなかった。子弟がある暇な日に富弼に尋ねると、このように答えた。『北に使

者として行ったときに、かつての元勳や名将は皆ずっと前に老いて死んでしまっていて、その後の者は

戦争の仕方を知らないし、兵士は実戦で習ったことがなかった。ただあれこれ口でいって、うまくしのごう

とするだけであった。我が方に非はなくても、相手と比べたなら、何しろ向こうは心の内に何年も悪さを

抱いてきているのだから、どうなるか知れたものではなかった。恥を忍んで歳幣を増したのは、私の意
こころ

で

はなかったのだ』」。 

このことを聞いて、私は兄弟で論じ合った。そして、蘇軾が『神
し ん

道
ど う

碑
ひ

』を書いたときに、富弼の本心を知

らずにいたのを残念に思った。 

【補足】［朱
しゅ

弁
べん

は、ここに記してあるように、富
ふ

弼
ひつ

のエピソードを師の晁
ちょう

説
せつ

之
し

から聞

いている。晁説之は作品番号 05-5-086 ですでに触れたように、蘇軾と同じ年の科挙で

合格した晁
ちょう

端
たん

彦
げん

［→作品番号 05-1-051］の息子で、晁説之自身もこの年の終わり頃に

蘇軾に会っている。だから、『曲
きょく

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶん

』に記されている蘇軾やその時代の人々に関

する記事は信憑性が高いとされる。ただ、富弼の本心を知らずに蘇軾が『神
しん

道
どう

碑
ひ

』を

書いたとするのは必ずしも妥当ではないだろう。己の信念を貫くよりも、当時の状況
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下で最善の選択をして、命を賭してそれを成就させ、長期にわたる平和をもたらした

ことを蘇軾は高く評価したと思われる。蘇軾は年齢とともにより総合的、多角的に物

事を考え、文治主義をより求める方向に思索を深めていったようだ］ 

 

■【08-2-013】呂公弼招致高麗人 

【解題】外交問題に関連して、高
こう

麗
らい

国
こく

に関するこの文章を見ておこう。宋
そう

国
こく

は北から

圧力をかけてくる遼
りょう

国
こく

［契
きっ

丹
たん

］を常に警戒しなければならず、その脅威を取り除くた

めに、改革派は、朝鮮半島にある高麗国との友好を深めて挟撃態勢を作ろうとした。

その政策に対して蘇軾が強い懸念を抱いていたことは作品番号 07-2-070 で見ている。

これはその政策がそもそも何が発端で始まったのかについて記している。 

 

【訳文】 

元
げ ん

祐
ゆ う

五年二月十七日、王
お う

伯
は く

虎
こ

に会うと、このようなことをいった。 

「かつて枢
す う

密
み つ

院
い ん

礼
れ い

房
ぼ う

検
け ん

詳
し ょ う

文
も ん

字
じ

であったときに、高
こ う

麗
ら い

に関する公文書を見たことがあります。それで、張
ち ょ う

誠
せ い

一
い ち

が契
きったん

丹［遼
り ょ う

国
こ く

］に使者として行ったことから事が始まったとわかりました。契丹の宮廷の帳
とばり

の中に

高麗の人がいるのを見て、張誠一は私的にその人と語り、高麗の本国には中国［宋
そ う

国
こ く

］を慕う意が

あると知り、帰国するとそのことを奏上しました。先帝［神
し ん

宗
そ う

］はそれで初めて高麗の人を招致しようと考

え、枢
す う

密
み つ

使
し

の呂
り ょ

公
こ う

弼
ひ つ

がその意向に迎合して、自ら招致する議案を書いて奏上し、その結果として、発
は つ

運
う ん

使
し

の羅
ら

丞
じ ょ う

に命じて商人を高麗に派遣して、高麗の人を招くようにしたのでした」 

いま天下の人々は羅丞に罪があるのを知っているが、呂公弼に罪があったのは知らない。張誠一に

ついては言うに足りないことだ。 

【補足】［王
おう

伯
はく

虎
こ

について詳しいことは知られていないが、国家の機微に関する文書

に触れることができた官員であった。呂
りょ

公
こう

弼
ひつ

は仁
じん

宗
そう

皇帝時代に長く宰相職にあった呂
りょ
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夷
い

簡
かん

の息子で、そのまた息子の呂
りょ

希
き

彦
げん

に贈った詩を作品番号 03-3-025 で見ている。こ

のときはすでに呂公弼は他界していた］ 

 

■【08-2-014】書鬼仙詩 

【解題】鬼
き

［亡霊］や仙人が詠んだ詩を集めた一巻の後ろに記した短文。 

 

【訳文】 

忽然湖上片雲飛、不覚中流雨湿衣。……［八首の詩を記す］…… 

 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年二月二十一日の夜、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

、孫
そ ん

安
あ ん

、蔡
さ い

啓
け い

とともに李
り

公
こ う

麟
り ん

の書斎に集まった。この一巻に

記したのは、仙
せ ん

鬼
き

が作ったものか、夢の中で作ったものである。 

『太
た い

平
へ い

広
こ う

記
き

』の中にこのような話がある。 

ある人［崔
さ い

書
し ょ

生
せ い

］が鬼
き

物
ぶ つ

によって墓の中に連れて行かれた。見るとまわりは立派な建物で、豪華な広

間へと引かれて行った。たちまち墓を荒らす者の侵入に遇い、驚いて逃げ出ると、何もかもなくなって

いた。ただ、あたりは「芫花半落、松風晩清」［芫
ふじもどき

の花が半ば落ち、清らかな松の風が夕暮れに吹

いている］というありさまであった。 

私はこの両句が気に入っているので、巻末に合わせて書いておく。 

【補足】［（1）集まった四人がそれぞれに珍しいものを披露したのだろう。黄
こう

庭
てい

堅
けん

の

名は作品番号 08-2-009で、李
り

公
こう

麟
りん

の名は作品番号 08-2-008で見ている。孫
そん

安
あん

について

はこの 5年後に 37歳で亡くなったことが知られている。蔡
さい

啓
けい

は不詳。（2）『太
たい

平
へい

広
こう

記
き

』

は宋
そう

の初めに編纂された巨大な書物で、それまでに記録された怪奇談を網羅しようと

したものである。蘇軾はそのようなものも丹念に見ていたのである］ 
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■【08-2-015】記鬼詩 

【解題】鬼
き

仙
せん

の詩に関連してこの短文を見ておこう。参
さん

寥
りょう

［道
どう

潜
せん

］［→作品番号 07-1-

016］が秦
しん

観
かん

から聞いた話を人々に披露したのを蘇軾が記録した。これを書いたのは、

参寥が黄
こう

州にきていたころのことであろうか。 

 

【訳文】 

秦
し ん

観
か ん

がかついてこのようなことをいっていたという。 

 

宝
ほ う

応
お う

県の民が嫁を迎えたので、客人を招いて酒宴を開いたところ、その半ばで客の一人が急に立ち

上がって門から飛び出して行った。主人が追いかけると、客人は激しく酔っていたためなのか、そのまま

水の中に入ってしまおうとした。主人は急いでそれを止めると、客人はいった。 

「女の人が詩でもって私を招いたのです。その詩は、 

 

長橋直下有蘭舟、［橋の下にきれいな舟がありますのよ］ 

破月衝煙任意游。［おぼろ月の下で気ままに遊びましょう］ 

金玉満堂何所用、［宝物もお屋敷もいらないわよね］ 

争如年少去来休。［ぐずぐずしていると若さはなくなってしまうのよ］ 

 

それで急いでここにきたのです。ここが水辺があるとは気づきませんでした」 

結局その客人の身には何事もなくすんだ。 

 

夜に集まって鬼
き

について語り合っていると、参
さ ん

寥
り ょ う

がこのことを話したので、いささか記したまでである。 

【補足】［インターネットもテレビもない時代であるから、人々が話を持ち寄って語
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り合うのが楽しみであったのだろう。そうしたものを文人が記録すると後世に伝えら

れ、先に掲げた『太
たい

平
へい

広
こう

記
き

』に収録されたものをいまの我々は読むことができる］ 

 

■【08-2-016】次韻子由送家退翁知懐安軍 

【解題】この詩に添えた蘇軾自身の注に、「吾が州の同
どう

年
ねん

の友は十三人、今存する者

は六人のみ」とある。「同年」とは同じ年の科挙で合格した仲間で、蘇軾の故郷眉
び

州

はさほど大きくもないのに、その年の全合格者877人中に眉州出身者が13人もいたと

はかなり驚きの数字である。「今存する者は六人のみ」の中に、蘇軾、蘇轍の兄弟と、

家
か

定
てい

国
こく

、家
か

安
あん

国
こく

の兄弟がいた［→作品番号 01-2-008、05-3-053］。その家定国［字
あざな

は退
たい

翁
おう

］が懐
かい

安
あん

軍
ぐん

［軍は行政単位の呼称］の知事として赴任することになり、弟の蘇轍が

送別の詩を作り、兄がその詩に次韻した。詳しい考証によるとそれは3月10日のこと

であったという。 

 

【訳文】 

吾が州の同
ど う

年
ね ん

の友は、 

十三弦の琴の上に並ぶ星のように燦然と輝いていた。 

そのときに功名を立てようとする意
おもい

の先は、 

朝廷に居並ぶ者になろうとするのに止まるものではなかった。 

事は願いとは異なり、あるいは天が寿命を貸し与えなかったために、 

いまでは、画題によくある「六羽の鶴が一
い っ

庭
て い

で俯
ふ

仰
ぎ ょ う

する」のと同じ図柄になってしまった。 

貴君は昔の約束を守り、 

霜を経て後になお香りを放つ菊のような存在である。 

あちらの地に着けば、 
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宮中で奏せられるような玄妙な曲を聴くことはないだろうが、 

貴君は天をも破るすばらしい詩を詠むであろう。 

遠く西南の地はまさに春の日照りのときに当たり、 

沼は干上がって枯れた水草が泥にへばりついているであろう。 

貴君が身を翻してその地に至れば、 

たちまち恵みの雨がしたたり落ちるのだ。 

かの李
り

白
は く

は宮中の沈
ち ん

香
こ う

亭
て い

で皇帝のお召しを待って立派な詩を作ったけれど、 

私にはその才もなくたまたま都にいるだけで、 

糸筋一本たりとも国家に貢献するところとてなく、 

お上より馬を賜わり、雲の上の人々に空しく付き従っている。 

貴君ばかりが遠い地の知事であるのはなぜなのか。 

私は郷里の山の叟
おきな

に対し、恥ずかしくも面目なく思い続けなければならない。 

どうか貴君から丁寧に言葉を寄せていただきたい。 

【補足】［（1）最後にある「山の叟
おきな

」とは、蘇
そ

兄弟も家
か

兄弟も師事した劉
りゅう

巨
きょ

［字
あざな

は微
び

之
し

］を指す。家
か

定
てい

国
こく

が赴任する懐
かい

安
あん

軍
ぐん

は蜀
しょく

に属するので、劉巨への挨拶を家定国に託

すといったのである。（2）同じ 3 月 10 日に、郷里にいる従兄の蘇
そ

不
ふ

危
き

［字
あざな

は子
し

安
あん

］

［→作品番号 06-3-015 など］に宛てて手紙を書いていて、地方官として外に出ること

を再三願い出ているけれども叶わないことや、遼
りょう

国
こく

からの使者の接待役を務めたこと

で遼国の織物をプレゼントされたので、その一段を送ることなどが記されている］ 

 

■【08-2-017】送楊孟容 

【解題】これも郷里の人に贈った送別の詩。楊
よう

孟
もう

容
よう

［字
あざな

は礼
れい

先
せん

］は眉
び

州眉
び

山
ざん

県の先輩

で、このとき広
こう

安
あん

軍の知事として赴任することになった。広安軍は同じく蜀
しょく

の地であ
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る。黄
こう

庭
てい

堅
けん

が作った送別の詩に次韻した。 

 

【訳文】 

我が家は峨
が

眉
び

山
さ ん

の北にあって、 

先生と邦
く に

を同じくする。 

隔たること六十里、 

同じく玻
は

璃
り

江
こ う

の水を飲んで育った。 

そこでは江
か わ

も山も人と親しくし、 

一千の家の窓を遍く青色で満たしてくれる。 

それでも窓の内にある人［楊
よ う

孟
も う

容
よ う

］は、 

心を安らかにすることはなかった［天下のために身を役立てたいと思っていた］。 

先生は蜀
し ょ く

に帰って小さな町を治めることになり、 

大きな鐘を自在に鳴らせないのを噎
む せ

び泣くのだろうか。 

私は玉座の近くに侍っているとはいえ、 

よろよろとやっと歩いているだけだ。 

若い人には高い才能の持ち主がいて、 

漢
か ん

代
だ い

に天下無双と称えられた黄
こ う

童
ど う

に並ぶ者もいる。 

先生は帰郷してからはもう州の役所に入ることもなく、 

山の隠者と遊ばれるのがよろしいのではないだろうか。 

丁寧にお尋ねするのは、 

黄童の詩と私の詩のどちらがよろしかろうか。 

追って私も帰郷するはずだが、 

冬に仕込んだ酒がよい香りを発する春を待つのがよかろうかと思っている。 
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【補足】［「黄
こう

童
どう

」とあるのは、後
ご

漢
かん

時代の黄
こう

香
こう

のこと。ここでは同じ黄
こう

姓の黄
こう

庭
てい

堅
けん

に

なぞらえている］ 

 

■【08-2-018】見子由与孔常父唱和詩、輒次其韻。余昔在館中、同舎出入、輒相聚飲

酒賦詩。近歳不復講、故終篇及之、庶幾諸公稍復其旧、亦太平盛事也 

【解題】孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

、孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

、孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

は当時有名な三兄弟であった。孔文仲の名は作品

番号04-1-061で、孔平仲の名は作品番号06-3-062ですでに見ている。孔武仲［字
あざな

は常
じょう

父
ふ

］はこのとき蘇軾と同じく学士館の職にあった。この詩の題は、「弟と孔武仲が唱

和した詩を見たので、それに次韻する。私が昔［34 歳の頃］館中にあったときには、

職を同じくする者が自由に出入りし、酒を飲み詩を賦し合った。最近はそのようなこ

とがないので、詩の終わりでこのことについて言及した。諸公が以前と同じようにす

ることを願うものである。それもまた太平の盛事であるのではなかろうか」。 

 

【訳文】 

貴君の先祖は魯
ろ

の東の家の人［孔
こ う

子
し

］、 

その門戸の光は千古より天下を照らしてきた。 

であるから、貴君の文章はもとより立派であり、 

風貌もまた似たところがあるのだろう。 

孔子の顔は鬼の面を付けたようだといわれたこともあったが、 

貴君の顔には各地を経てきた労苦が刻まれている。 

書を誦するときは口から波が翻るかのよう、 

鳩と杜鵑
ほ と と ぎ す

が一緒に鳴き続けるかのように、 

滑らかな弁舌は止むことがない。 
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十年の間、困難の中を走りまわり、 

風で髪をとかし、雨に沐浴する苦労をした。 

「私の道は間違っているのか。私は野の獣ではないのだが」 

と、孔子も困難な日々に嘆いたことがあった。 

貴君等三兄弟が都に帰還してからは、 

鼎
かなえ

の脚のように互いに補い合うところがある。 

蓬
ほ う

山
ざ ん

［朝廷］にかつて集っていた老人は皆いなくなり、 

そのころのことは削り去られてしまったのだが、 

貴君を迎えてからは、おいおい故事も甦りつつあり、 

私もまた先輩たちの振る舞いをかろうじて知っているので、 

館職の同輩とともに詩酒を盛んにしたいと思っている。 

願わくは、貴君も盃を挙げてこの風雅を楽しむことを唱導してほしい。 

【補足】［原詩では後半に漢
かん

代
だい

の様々な人の名を挙げている。それによって孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

の

ような人にとっては含蓄のある作品として深い味わいを得られるのだろうが、我々に

とってはひどく煩わしいだけであるので、おおまかな意味を酌んで訳した］ 

 

■【08-2-019】黄魯直以詩饋双井茶、次韻為謝 

【解題】黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］［→作品番号 08-2-009］が詩を添えて双
そう

井
せい

茶
ちゃ

を贈ってく

れたので、その詩に次韻して謝礼とした。 

 

【訳文】 

双
そ う

井
せ い

には天下無双といわれる茶が栽培され、 

六
ろ く

一
い ち

居
こ

士
じ

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］がかつてそのことを誇らしげに記した。 
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磨き上げた技で作られた茶は僮僕に任せるのではなく、 

自ら湯を沸かして泡が立つのを看るのでなければならない。 

この茶を好む貴君は、痩せてあかたも仙人のよう、 

この茶を飲みたがる私は、喉がからからの病人のよう。 

来年は東南の地に去ろうと思っているので、 

太
た い

湖
こ

に浮かべた舟の上でゆったりと茶を味わえるのだろう。 

【補足】［退隠の地として用意してある常
じょう

州の陽
よう

羨
せん

は太
たい

湖
こ

のごく近くである］ 

 

■【08-2-020】次韻張昌言給事省宿 

【解題】給
きゅう

事
じ

中
ちゅう

の職にある張
ちょう

問
もん

［字
あざな

は昌
しょう

言
げん

］が省中に宿泊したときに詠んだ詩に次

韻した。張問は新法に反対して不遇の日々を送り、この 2 月に給事中になり、8 月に

退職して11月に75歳で亡くなった。 

 

【訳文】 

貴君は長く同じ地位に留め置かれ、 

白髪を風に靡かせるまでになった。 

眼光は鋭く、落暉
ゆ う ひ

に向かっても目が眩んだりしない。 

飢えた民を救うためならと、遠く北の地へも歓び勇んで出向き、 

いま省中で目を閉じて座っているときには、仙界を飛ぶことを想っている。 

貴君の自慢は、年少の者ともわけへだてなく一緒にいられること、 

もし酒樽の前で闘うならば、勝てる者は世に稀であろう。 

貴君が故郷の崧
す う

陽
よ う

に隠棲する日を待って、 

煙る雨の中、私も近くで土を耕しくたく思う。 
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【補足】［原詩にある第三句と第四句の対句「朔野按行猶雀躍、東台瞑坐覚烏飛」［朔
さく

野
や

に按
あん

行
こう

して猶
なお

お雀
じゃく

躍
やく

、東
とう

台
だい

に瞑
めい

坐
ざ

して烏
う

飛
ひ

を覚
おぼ

える］は、「雀」と「烏」のペアが

面白いのだがうまくそれを生かして訳すことができなかった。飢民救済のために張
ちょう

問
もん

が北方に向かったのは前年のことで、高齢にもかかわらず意気盛んであったことを

「雀
じゃく

躍
やく

」と言い表した。一方で、「烏
う

飛
ひ

」は意味が取り難いだろうと、蘇軾自身の注

が付されていて、「道家の説で、烏は飛んで兔
と

宮
きゅう

［仙宮］に入るという」とある］ 

 

■【08-2-021】和三舎人省上 

【解題】3 月 30 日、皇帝は景
けい

霊
れい

宮
きゅう

において祭事を行った。その前日に曽
そう

肇
ちょう

、劉
りゅう

攽
はん

、

孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

の三人の舎
しゃ

人
じん

［官僚集団のトップクラス］が省舎で詩を詠み合い、蘇軾がそれ

に和した。曽肇は先に亡くなった曽
そう

鞏
きょう

［→作品番号 06-4-016］の弟、劉攽は作品番号

05-1-064などで、孔武仲は作品番号08-2-018でその名を見ている。 

 

【訳文】 

世上の栄枯は紛
ふ ん

紛
ぷ ん

として久しく保てるものではない。 

雲と雨が手を翻すようにして入れ替わり、 

あるいは、枕の上でぼんやりとして夢に落ちるのと同じ。 

一つだけはっきりしているのは、 

江
こ う

右
ゆ う

より起った三人［曽
そ う

肇
ち ょ う

、劉
り ゅ う

攽
は ん

、孔
こ う

武
ぶ

仲
ちゅう

］が揃って賢者であることで、 

諸賢は、宗廟で祭祀に用いる器のように本来的に優れているのだ。 

この私はときたら、星空の箕
み

や斗
ま す

のように見かけだけ大きくて役に立たない。 

明日の朝は、貴人が正装して大勢居並び、 

天子の御車に扈
こ

従
じ ゅ う

して宣
せ ん

光
こ う

殿
で ん

より出発する。 
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陛下は白
は く

雲
う ん

郷
き ょ う

［神聖な場所］において成長され、 

もろもろの帝王と竜馬を並べて駆けるまでになられた。 

しかも、明
め い

堂
ど う

［皇帝の学問所］においては、 

杞
き

梓
し

［良材＝三賢人にたとえる］の扶
た す

けを得ているのである。 

【補足】［（1）詩の前半に「江
こう

右
ゆう

より起った三人」とあるのは、蘇軾自身の注による

と、曽
そう

肇
ちょう

、劉
りゅう

攽
はん

、孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

がともに江右、つまり長
ちょう

江
こう

の右側のいまでいう江
こう

西
せい

省の出

身であるからだ。（2）この詩に続いて、天子の行幸に従った曽肇が詠んだ詩に次韻し

た蘇軾の詩があり、さらにもう一度それに和した詩がある。いずれも朝廷に仕える者

にふさわしい典雅な作品で、同様の詩を詠む必要に迫られた場合には手本とすべきも

のであるのだろうけれど、我々には特に興味を覚えるものではないので訳さない］ 

 

■【08-2-022】送銭承制赴広西路分都監 

【解題】銭
せん

暉
き

が広
こう

西
せい

路
ろ

に赴任するのを見送った詩。銭暉は五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代に杭
こう

州に都を

置いた呉
ご

越
えつ

国
こく

の王族の流れを酌む者。蘇軾が呉越国に特別な思いを懐いていたことは

しばしば見ていて、特に『表
ひょう

忠
ちゅう

観
かん

の碑
ひ

』［→作品番号 05-3-066］に詳しく記されてい

る。この詩では呉越国の文化の遺風が自然物にも宿っているとして「江
こう

山
ざん

の気
き

」と表

現している。 

 

【訳文】 

かつて私は『表
ひ ょう

忠
ちゅう

観
か ん

の碑
ひ

』の文章を作ったときに、 

銭
せ ん

氏の遺
の こ

した「江
こ う

山
ざ ん

の気
き

」がいまも衰えずにあるのをまざまざと感じた。 

天
て ん

目
も く

山
ざ ん

［杭
こ う

州の西
せ い

湖
こ

のほとりの山］からはなお鳳
おおとり

が舞いつつ下り、 

水辺には時に神 し々い駿
しゅん

馬
め

が姿を現す。 
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どこもが貴君が床几を置いて笛を吹くに適した場所であり、 

勇ましくも槊
ほ こ

を横たえて、誰も及ばない詩を詠むのである。 

かつてある寺で仏像が動く異変を現したときに、 

貴君は仏像を砕いて川に投げ入れた。 

そのような人であるから、 

貴君が赴任すると聞いただけで、 

もろもろの悪者どもはすでに震え上がっていることだろう。 

【補足】［仏像を川に投げ入れたエピソードは、銭
せん

暉
き

が実際にそのようなことをした

と蘇軾自身が注記している。人を惑わすような怪異を見せるのなら、仏像といえども

棄てるべきだとするのが、宋
そう

代
だい

官僚の合理主義であった。この部分は、原詩では丹
たん

霞
か

禅
ぜん

師
じ

の故事を引いているのだが、訳では割愛した。ただし、丹霞禅師の話はなかなか

に面白いので、ここに記しておこう。丹霞禅師はある寒い夜に暖を取るために木の仏

像を焼いた。ある人がなんてひどいことをするのかと詰
なじ

ると、禅師がいうには「焼い

て仏
ぶっ

舎
しゃ

利
り

［釈迦の骨］を得ようとしたのだ」。「木を焼いたら何も残らないぞ」。「だっ

たら焼いてしまってよいではないか」。――いかにも蘇軾が好みそうな話である］ 

 

■【08-2-023】次韻劉貢父省上 

【解題】先に見た三
さん

舎
しゃ

人
じん

の一人の劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］が雨を喜ぶ詩を役所で詠み、蘇

軾が次韻した。常に干害が心配される北中国では、春の雨は特に喜ばしいものであっ

た。 

 

【訳文】 

厚い雲が西の郊外から破れ、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 8 章：135 
 

ぱらぱらとまばらな雨が降り出した。 

土はまだ泥になるほどではない。 

官の仕事にあっても、ここは閑を得て、 

雨が降る歓びを笑い合って語ろうではないか。 

行く行くは病み衰えてしまう身なのだから、 

いまは花の前で、雲から落ちてきたような美しい酒を傾けようではないか。 

貴君は兄が一緒ではないことを詩中で嘆いているけれど、 

貴君の家では竹林のように俊才が次々に出てきているではないか。 

【補足】［（1）蘇軾自身の注で、劉
りゅう

攽
はん

は兄の劉
りゅう

敞
しょう

［字
あざな

は原
げん

甫
ほ

］とともに朝廷にいる

ことができないのを詩中で嘆いていて、その一方で、兄の子がいま朝廷にいると記し

ている。劉攽としては蘇軾と蘇轍が兄弟で朝廷にあるのには及ばないということで自

身の兄について言及したのだろう。（2）劉攽の兄の劉敞との楽しい交遊を回顧した文

章を作品番号 02-1-016 ですでに見ている。それは元
げん

祐
ゆう

4 年、つまりこのときより 2 年

後に書いたものである。それによれば劉敞はすでに亡くなっているので、劉攽が嘆く

のも無理はないとわかる］ 

 

■【08-2-024】再和 

【解題】上の詩にもう一度和した。詩の始めに劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］とのかねてからの

縁が詠み込まれている。すなわち、蘇軾が密
みつ

州知事であった時期には、劉攽も曹
そう

州知

事として地方に出ていて［→作品番号05-3-067］、盗賊を教導する功績があった。 

 

【訳文】 

かつて貴君は曹
そ う

州に、私は密
み つ

州にあって、 
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ともに世の濁りの中に入って自らを汚してしまうのを嫌っていた。 

昔から、人は土地の習俗に染まって悪事を為すというが、 

貴君のおかげで、曹
そ う

州では刀を手放して農耕に就く者が大勢いた。 

貴君は生きて都に還ってきて、なお山に遊ぶ心を保ち、 

病を経ても小さな字を書き記すことができる。 

皆様方はどうかあやしまないでほしい、 

二人がこうも頻繁に詩を贈答し合っていることを。 

かつて獄中に置かれていた者の生命を全て生かした二人であるのだから。 

【補足】［（1）「世の濁りの中に入る」［原文は「泥
どろ

に汨
しず

む］とは、尾を振って改革政

治側に靡くことを指すのだろう。（2）最後の部分は、2 人が地方官として無闇と罪人

を処罰しなかったといっているのである］ 

 

■【08-2-025】送顧子敦奉使河朔 

【解題】この詩の題は「顧
こ

臨
りん

［字
あざな

は子
し

敦
とん

］が朝廷の使者として河
か

朔
さく

に行くのを送る」。

顧臨は程
てい

頤
い

［→作品番号 08-2-010 など］と合わないところがあって河
か

北
ほく

都
と

転
てん

運
うん

使
し

とし

て北西の地に行くことになった。顧臨は朝廷に必要な人物だとして、蘇軾等多くの

人々が引き留める運動をしたが、叶わなかった。 

 

【訳文】 

我が友人の顧
こ

臨
り ん

君は躯
からだ

も膽
き も

もともに俊偉である。 

堂 と々した腹回りは十囲
い

もあり、 

中に書物がうずたかく貯えられているだけでなく、 

数百人の君子を容れるだけの広さがある［狭量な程
て い

頤
い

への皮肉？］。 
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顧臨君は一つ笑う間に万事を解決してしまう。 

十年の間、江
こ う

海
か い

に臥し［地方で不遇の日々を送り］、 

一度も怒りや喜びの感情を表に出すことがなく、 

刀を磨いて自ら豚や羊をさばいて、近隣の人 と々酒を酌み交わした。 

都に帰り来れば、一つの夢のようで、 

ふくよかな頬はますます豊かに輝き、 

詔
し ょ う

勅
ち ょ く

の文案を吟味する役を担って、手心を加えずにびしばし書き改め、 

黄
こ う

紙
し

［勅書用の紙］に黒 と々清書した。 

ここに急遽、河
か

朔
さ く

に向かって行くことになったのだが、 

顧臨君こそは必ずや辺境の地で勲功を挙げ、 

剣を帯びたまま皇帝の前に立つのを許される人である。 

思うのは、漢
か ん

の時代に勇
ゆ う

をもって聞こえた王
お う

尊
そ ん

のこと―― 

王尊が東
と う

郡
ぐ ん

の太守となったとき、 

黄
こ う

河
が

が決壊して洪水が押し寄せた、 

人々は逃げるようにいったのだが、 

王尊は屹
き つ

立
り つ

して去ることがなかった［防水に務めて町を救った］。 

顧臨君はまさしく王尊と並ぶ勇の持ち主である。 

【補足】［「十
じゅう

囲
い

」というのは、腹回りが両腕を伸ばした長さの 10 倍もあるというこ

とで、人間の腹はさすがにそこまで大きくはならない。昔の中国にメタボなどという

概念はなく、でっぷりとした体型を理想とした。蘇軾の肖像画もふくよかに描かれて

いる］ 

 

■【08-2-026】諸公餞子敦軾以病不往復次前韻 
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【解題】4月30日、顧
こ

臨
りん

［字
あざな

は子
し

敦
とん

］を見送るために范
はん

祖
そ

禹
う

［→作品番号08-2-010］

等大勢の人々が都の外にまで出て送別会を開いた。蘇軾は病気のために欠席したので、

上の詩と同じ韻を用いて詩を作って贈った。 

 

【訳文】 

貴君は江
こ う

南
な ん

の俊英であり、 

その容貌は河
か

朔
さ く

の魁
か い

偉
い

である。 

唐
と う

の時代に則
そ く

天
て ん

武
ぶ

后
こ う

が人間界第一の好漢を求めるといったときに、 

狄
て き

仁
じ ん

傑
け つ

は張
ち ょ う

柬
か ん

之
し

を勧めたのだが、 

貴君こそはまさしくそのような人物である。 

私は上
じ ょ う

書
し ょ

して貴君を懸命に引き留めようとした、 

しかし、言葉が拙劣であったために結果が出せなかった。 

それはもういわずにおこう、 

大人物たる貴君は、 

出処がいかなることになっても喜んで受け入れるのであって、 

皇帝が英豪に与える六尺の輿
こ し

に坐し、 

大いに肉を食らいつつ万里の彼方へと飛び行くのである。 

都から近いとか遠いとかは取り立てていうようなことではないのだろう、 

天下の内はどこでも等しく朝廷の美徳の及ぶところであるのだ。 

遥かに想うのは、 

送別の宴で諸公が争って紙に墨を滴らせているであろうこと。 

私は病気のために門を閉ざして籠り、 

諸公が貴君を讃える歌を聞くことができない。 
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この後、貴君と会えるのはいつであろうか、 

覆った水が再び戻るようにきっと歓びをまたともにできるだろう。 

善
よ

く千金の身を保たれよ、 

前言はすべて戯れであった。 

【補足】［（1）この詩の冒頭に、江
こう

南
なん

＝俊英、河
か

朔
さく

＝魁
かい

偉
い

と並べてあるところが面白

い。江南［南中国］の特色は文に優れ、河朔［北中国］の特色は武に優れ、顧
こ

臨
りん

はそ

の両者を合わせ持っているというのである。（2）一説によると、顧臨は前の詩を読ん

で喜ばなかったということを蘇軾は聞き、この詩を作って言い訳をしたという。どこ

が気に入らなかったのか訳者には理解できなった。それがわかったならば訳を改めた

い］ 

 

■【08-2-027】和張昌言喜雨 

【解題】張
ちょう

問
もん

［字
あざな

は昌
しょう

言
げん

］［→作品番号 08-2-020］が雨を喜ぶ詩を詠んだので、それ

に和した。 

 

【訳文】 

二
に

聖
せ い

［皇帝と太皇太后］は憂いのあまり寝食を忘れ、 

その御
み

心
こころ

に百神も奔走して風と雲が会うこととなった。 

宮中に宿直していた私は、 

夜の間に、川の流れの音が高鳴るのを聞き、 

朝になって、清らかな流れが水かさを増しているのを見た。 

夢から覚め、歓びの酒を酌み、その酔いから醒めたころに、 

貴君からの好句を聞き、その余薰が我が部屋を満たしてくれた。 
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秋になればきっと豊年の喜びがあるだろう。 

そのときに備えて、 

貴君に先を越されぬよう新しい詩をいまから用意しておくとしよう。 

 

■【08-2-028】次韻劉貢父西省種竹 

【解題】劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］［→作品番号 08-2-023］が西
せい

省
しょう

［皇城の西側の官舎］に竹

を植えて詩を詠んだのでそれに次韻した。仲間内で楽しく詠み合っただけの詩で、訳

すまでもないのだが、敢えて太平の勝事であるかのような振舞いをしているのが面白

いので、一応読んでおこう。 

 

【訳文】 

太平のときの西
せ い

掖
え き

［西
せ い

省
し ょ う

＝中
ちゅう

書
し ょ

省
し ょ う

］の故事は何かといったら、 

何はともあれ、劉
り ゅ う

君が竹を種
う

えたこのことを思い出すべきだろう。 

ゆかしい徳は本名の他にも立派な称号を与えられるようになって、 

劉君が作ったあの笑い話を語り継ぐであろう。 

ゆくゆくは空を遮るまでに竹は成長するだろうが、 

劉君の心づもりは、まさか、 

筍を取って台所に持っていくということではないだろう。 

そのころには、私はすっかり白髪頭になって、 

竹の彼方の遥か天の上を望んで、 

劉君たちがいまも太平の世を支える仕事を続けている報せを聞くのである。 

【補足】［（1）「あの笑い話」とは、この詩に添えた蘇軾自身の注に記してある。かつ

て李
り

常
じょう

が官舎に竹を植え、同僚に戯れて、「後世の人は、これは李
り

文
ぶん

正
せい

公
こう

が手ずから
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植えたものだというだろうね」といった。「文正」は、文官として顕著な功績にあっ

た人に死後に贈られることのある号で、李常は若干の自負心からこれから大いに活躍

する気概を冗談交じりに示したのだろう。ところが、そのときに、本名がまさしく李
り

文
ぶん

正
せい

という筆作りの職人がいたので、劉
りゅう

攽
はん

が笑って、「ほう、李文正先生は筆職人か

と思っていたら、植木職人でもあったのかね」と、李常に戯れた。李常は蘇軾と親交

が厚く［→作品番号 06-4-040］、劉攽は蘇軾と並んで諧謔の士として当時有名であった。

この詩はいわゆる楽屋落ちで、千年後の我々がその楽しさを共有するのは難しい。な

お李常とは黄
こう

州時代にさかんに手紙の往来があり［→作品番号06-3-048など］、このこ

ろ都にいたようなのだが、なぜかここまで交遊の痕は残されていない。（2）同じころ

に、「たまたま客人と酒を飲んでいると、孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

［字
あざな

は常
じょう

父
ふ

］［→作品番号 08-2-018］

が訪ねてきたので、席を設けて招き入れようとすると、たちまち馬に乗って走り去っ

てしまい、詩が残されていた。戯れにその韻を用いてそれに答えた」という題の詩が

あって、当人たちは大いに楽しんだのであろうが、訳者としては、英語のジョークを

聞いてまわりに合わせて笑っているふりをするようなことしかできないので、訳は割

愛せざるを得ない。また、同じころに、劉攽が宿直中に詠んだ詩に次韻して、太平の

盛事を演出するように「君恩」を称えた作品もあるが、それも割愛する］ 

 

■【08-2-029】答李方叔 

【解題】5月 20日に、蘇軾と深い縁があった鮮
せん

于
う

侁
しん

［字
あざな

は子
し

駿
しゅん

］［→作品番号 06-1-

110、05-5-090 など］が亡くなった。鮮于侁の伝記を李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］［→作品番号

08-1-071］が書き、蘇軾はその文章を賞賛した。 

 

【訳文】 
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新たに書かれた文章を見せてくださり、とりわけ鮮
せ ん

于
う

君の行状記は内容も文体も立派で、甚だ貴ぶべ

きものです。このような文章が書けるのですから、大成しないことを心配する必要はありません。……

［以下、李
り

廌
た い

を励ます文言が続く］…… 

【補足】［5月25日に范
はん

百
ひゃく

嘉
か

［→作品番号08-2-005］が亡くなり、その父である范
はん

鎮
ちん

［→作品番号 08-1-021］に宛てて慰めの手紙を記している。荘重な文体で書かれた手

紙で、訳者の手には負えないので割愛する］ 

 

■【08-2-030】答龐安常 

【解題】黄
こう

州で親しくした医者の龐
ほう

安
あん

時
じ

［字
あざな

は安
あん

常
じょう

］［→作品番号 06-3-034 など］に

宛てた手紙。龐安時が幾つかの医学書から傷
しょう

寒
かん

［発熱を伴う疫病の類］についての記

事を引いて整理した書物を編集していたことは作品番号 06-4-065 で見ていて、その完

成版が送られてきたので、それに対する返事である。 

 

【訳文】 

久しくお尋ねすることもなく、日に日に思いが深まります。……見せてくださいました『傷
し ょ う

寒
か ん

論
ろ ん

』はまことに

古
いにしえ

の聖賢が人を救った意
こころ

を得ていて、不朽の書として世に伝えられて行くだけでなく、その意義は幽
ゆ う

明
め い

界
か い

にまで貫くものでありましょう［いわば閻魔大王も感心するというような意味］。これに寄せる文章を

謹んでお作りいたしましょう。ただ、事の多さに苦しんでいて、いまはまだ人に託してお送りすることができ

ません。きっと久しからず書けるでありましょう。私は倦むこと甚しく、秋の初めには必ず都から去るのを求

めるつもりです。いつまたお会いできるかと思うと、手紙を前にしてぼんやりしてしまいます。時節柄万万

自愛されますように。 

 

■【08-2-031】次韻子由書李伯時所蔵韓幹馬 
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【解題】李
り

公
こう

麟
りん

［字
あざな

は伯
はく

時
じ

］［→作品番号 08-2-008］が所蔵する韓
かん

幹
かん

の馬の画を見て、

弟の蘇轍が詩を作り、それに蘇軾が次韻した。韓幹は唐
とう

代
だい

の画家で、特に馬を描くの

を得意としたことは作品番号05-3-015などで見ている。 

 

【訳文】 

垂れこめた雲の下、 

皇城の奥深くにある古びた建物、 

公文書が絡み合った糸のように乱雑に置かれている。 

不意に目に飛び込んできたのは、 

李
り

公
こ う

麟
り ん

が所蔵するところの天馬の画。 

そこからは北の風が吹き出し、 

ぱらぱらと砂漠の砂が降り落ちてくる……。 

天馬は西のまた西の果てから来て、 

その勢いは落ち行く日と速さを争う。 

竜の膺
む ね

、豹の股、頭の高さは八尺、 

奮迅するありさまは人間界の羈
きずな

を受けるものではない。 

漢
か ん

の武
ぶ

帝
て い

のときの虎
こ

脊
せ き

［馬の名］だけが友としてどうにか並ぶことができ、 

唐
と う

の玄
げ ん

宗
そ う

のときの玉
ぎ ょ く

花
か

［馬の名］などは物の数ではない。 

李公麟は道
み ち

を得て、真に吏
り

隠
い ん

というべき人。 

山の雉は、たとえふんだんに飲みかつ啄
ついば

むことができるとしても、 

人に飼われるのを好まない。 

李公麟が絵筆を弄するのはただの戯れにすぎず、 

意
こころ

は万里の彼方にあるのを、誰も知らない。 
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韓
か ん

幹
か ん

の画は肉を描いて骨を描いていない、 

実質を失って皮相だけを留めている。 

我が弟は、李公麟の腹中にあることを詩にして巧みに説いた。 

その妙語を黄
こ う

泉
せ ん

の下［死者の世界］に眠る韓幹に知らせてやりたいと思う。 

それでも韓幹はこういうであろう―― 

「自分は誰かに学んだのではない、 

 一万匹の馬、それが吾が師なのだ」 

【補足】［（1）この詩は、韓
かん

幹
かん

と李
り

公
こう

麟
りん

が画に向かう姿勢の違いを詠んでいるのだろ

う。李公麟はあたかも韓幹が描いた天馬のようであり、なおかつ李公麟は韓幹が及ば

なかった高みに到達しつつあると蘇軾はいっているのだろう。（2）「吏
り

隠
いん

」とは公職

に就いてはいても、心の本質は隠者と同じであるような人。（3）「韓幹の画は肉を描

いて骨を描いていない」とは、杜
と

甫
ほ

の韓幹評［→作品番号 05-3-015］である。韓幹の

画は、杜甫がいうように最高水準のものではないのだろうけれども、それでも、画師

としての姿勢は確かに優れていたというのがこの詩の終わりの部分であるのだろう。

（4）蘇轍のもとの詩にはいろいろな人が次韻しているが、蘇軾のこの詩がやはり最

も躍動的である］ 

 

■【08-2-032】軾以去歳春夏、侍立邇英、而秋冬之交、子由相継入侍、次韻絶句四首、

各述所懐 

【解題】この詩の題は「私は去年の春と夏の境から邇
じ

英
えい

殿
でん

に侍立するようになり、続

けてこの秋と冬の境に弟も入侍することとなった。弟が絶句四首を詠んで懐
おも

うところ

を述べたので、それに次韻する」。邇英殿は、皇帝に学問を講義する場で、兄弟揃っ

て若い皇帝を教育する大役を授かったのである。2 人が左遷されていた時期からする
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と、夢にも思わぬ栄誉ある任に就いたのである。 

 

【訳文】 

 其の一 

瞳
き ら

瞳
き ら

と暁の日
ひ

脚
あ し

が清らかに射
さ

しくる。 

暖かくなるにつれて細細
は ら は ら

と槐
えんじゅ

の花が零
お

ちてくる。 

邇
じ

英
え い

殿
で ん

に坐して思い見るなら、 

かつてここで講義を行った人の多くはいま国家の重職にあるのだ。 

かくてして皇城の庭にはいつしか黄昏の色が起こる。 

【補足】［邇
じ

英
えい

殿
でん

で過ごす一日の流れを厳かに詠んだ］ 

 

 其の二 

御進講の前に上
じ ょ う

尊
そ ん

［酒］を賜り、早朝の寒さを破る。 

御進講の半ばで茗
め い

碗
わ ん

［茶］を賜り、乾いた舌を沾
うるお

す。 

護衛の兵士は雨のなかでも階
きざはし

のもとにひたすら立ち続け、 

学問を修めなかったことを定めし残念がっているのだろう。 

 

 其の三 

二羽の鶴は、病み疲れ、声も出せないほどであった。 

二羽の鶴は、近頃あい継いでまた軒に昇るまでになった。 

高雅な音楽を聞きつつ舞い飛ぶのは何かの間違いであろうか。 

果たして自由に動き回って啄
ついば

むことがまたできるのだろうか。 

【補足】［二羽の鶴はもちろん蘇軾、蘇轍兄弟のことである。皇帝に向かって講義を
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する身になったことを手放しで歓ぶような詩、まして自慢するような詩を蘇軾は詠ま

ない。邇
じ

英
えい

殿
でん

の外で雨に打たれている護衛兵は蘇軾を羨み、蘇軾は何物にも束縛され

ない鶴を羨むのである。かつて書いた『放
ほう

鶴
かく

亭
てい

の記
き

」［→作品番号 05-4-106］を思い起

こすなら、蘇軾の心情をより理解できるであろうか］ 

 

 其の四 

ささやかな人生を生きるこの身は、 

風
ふ う

波
は

の地からたまたま脱することができ、 

老いてなお鉄や石のように堅固な心がここに存在している。 

私は香
こ う

山
ざ ん

寺
じ

の老
ろ う

居
こ

士
じ

［白
は く

居
き ょ

易
い

］に似ていたりするのだろうか、 

世間との縁はついに浅くとも、道
み ち

に根ざすものは深いのである。 

【補足】［白
はく

居
きょ

易
い

［白
はく

楽
らく

天
てん

］と蘇軾が似ているとする論は昔から今に至るも多く、蘇

軾自身もかなり意識している。この詩には蘇軾自身の注があって以下のように記され

ている。「白居易は（左遷されて）江
こう

州
しゅう

司
し

馬
ば

となり、次いで忠
ちゅう

州
しゅう

刺
し

史
し

となって、（そ

の後に中央に呼び戻されて）たちまち主
しゅ

客
きゃく

郎
ろう

中
じゅう

知
ち

制
せい

誥
こう

となり、ついには中
ちゅう

書
しょ

舎
しゃ

人
じん

［朝廷の大官］となった。私は敢えて比べるわけではないけれど、黄
こう

州に謫
たく

居
きょ

し、登
とう

州知事に起用され、都に召されて儀
ぎ

曹
そう

となり、かたじけなくも侍
じ

従
じゅう

となった。出処の

流れはほぼ似ているといえるだろう。できれば白居易のように晩年の閑適の楽しみを

享受したいものである」。一方、これまで見てきたように、白居易に対する蘇軾の評

価には微妙なところがある。蘇軾が 8歳で憧れたスーパースターの 1人、韓
かん

琦
き

を大い

に讃えた文章を書いたときには［→作品番号 05-1-067］、白居易にいろいろケチを付け

るようなかたちで韓琦と比較し、結論として白居易よりも韓琦がずっと立派であった

としている。二者の最大の差は、韓琦が「晩年の閑適の楽しみを享受」しようとはし
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なかったことにあった。果たして、蘇軾の晩年が白居易に似るのか韓琦に似るのかは

これから見てゆくことになる］ 

 

■【08-2-033】送宋構朝散知彭州迎侍二親 

【解題】宋
そう

構
こう

という人が彭
ぼう

州知事として赴任するのを見送った詩。都にいると官員の

出入りがひっきりなしにあって、求められるままに送別の詩を作っていたら、それこ

そ日々詠んでいなければならないであろうから、蘇軾といえどもさすがに詩を贈る相

手にはある程度の制限をかけていたのだろう。結果として故郷の蜀
しょく

に関連する詩が多

くなる。宋構は成
せい

都
と

の人であり、彭州は成都から比較的近い。 

 

【訳文】 

知事殿の車が東から来た、 

その車で誰を迎えようとしているのか。 

車の到着を最初に知るのは、 

屋上の烏、 

そこは知事殿の老親の家。 

二親は今年初めて白髪が生じたばかりであるから、 

楼閣に登るのも馬にまたがるのも人の助けを必要としない。 

それでも知事殿が弓を負って前触れとなり、 

老親を乗せた車を彭
ほ う

州へと案内するのだ。 

そのありさまを、蜀
し ょ く

人
じ ん

はこれから長く語り草とするであろう。 

いまからは彭州では老幼ともに知事殿の教化に服し、 

何事もなく平穏に治まるであろう。 
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昔、罪人を罰するのに鞭の代わりに蒲
が ま

の穂を用いた賢知事がいた。 

知事殿はそれすら使わないのだ。 

春の波が天に漲
みなぎ

るかのように平らな湖面に広がる、 

――そこは彭州の西
せ い

湖
こ

、 

花の光が一座を照らし、花の香りが膚からも生じる、 

――彭州は牡丹の名産地、 

ここに知事殿は白
は く

玉
ぎ ょ く

の壺を捧げて老親の長寿を祝い、 

たくさんの孫が集ってまわりで笑い合い、 

古くゆかしい歌を皆が踊りながら歌う。 

そうしたありさまを画にして蜀人は後世に伝えることだろう。 

 

■【08-2-034】郭熙画秋山平遠 

【解題】中国の山水画の歴史を概観したときに必ず名を挙げられる人物として宋
そう

代
だい

の

郭
かく

熙
き

がいる。郭熙は神
しん

宗
そう

皇帝によってその画才が認められ、自由に活動する場を与え

られた。神宗皇帝は郭煕のために翰
かん

林
りん

院
いん

のもとに特別なポストを設け、画業に専念で

きるようにし、翰林院の中心的な建物である玉
ぎょく

堂
どう

の壁や扉には郭煕の画が飾られた。

これは『秋
しゅう

山
ざん

平
へい

遠
えん

』と題した郭熙の画に添えた詩。この詩から推測するに、蘇軾は政

界の大長老［このとき83歳］で宰相である文
ぶん

彦
げん

博
はく

と、郭煕自身とともに玉堂で、春の

山と秋の山の2枚の画を見たようだ。『秋山平遠』の画には文彦博が記した跋文が添え

てあった。 

 

【訳文】 

玉
ぎ ょ く

堂
ど う

は、春の日差しのもと、昼も門を閉ざして静かである。 
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中の扉に郭
か く

熙
き

の画いた春の山の画がある。 

鳩の雛も燕の雛も睡
ね む

りから起きたばかり、 

白い川波、青い峰は人間世界のものではない。 

『秋
し ゅ う

山
ざ ん

平
へ い

遠
え ん

』はほんの小さな画幅でありながら、 

遠く広大な景色が開け、 

漠
ば く

漠
ば く

としてまばらな林に秋は終わろうとしている。 

あたかも江
こ う

南
な ん

の地で旅人を見送るところなのか、 

川の中ほどで頭
こうべ

を回らして雲の頂きを望み見る人がいる。 

その人はあるいは伊
い

川
せ ん

の長老［文
ぶ ん

彦
げ ん

博
は く

］か、 

鬢の毛は霜のように真っ白で、 

いつもは臥しつつ秋の山を眺め、故郷の洛
ら く

陽
よ う

を想っている。 

長老は郭煕のために画の隅に草書をしるし、 

その墨の痕は、嵩
す う

山
ざ ん

と洛
ら く

水
す い

に浮かぶ秋の光と同じように輝いている。 

私は長老に従ってここに遊ぶ……、 

これまでに過ぎ去った歳月もわずか一日のよう、 

すでに白髪まじりとなった頭に山の青さが映るのを覚える。 

洛陽に行って泉
せ ん

石
せ き

を臨む地を買おうかと思う、 

そこで長老のために竜
り ゅ う

門
も ん

の八
は ち

節
せ つ

灘
た ん

［洛陽の景勝地］の図を描くのだ。 

 

■【08-2-035】次韻張昌言喜雨 

【解題】張
ちょう

問
もん

［字
あざな

は昌
しょう

言
げん

］［→作品番号 08-2-027］が雨を喜ぶ詩をまた詠んだので、

それに和した。 
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【訳文】 

かつて黄
こ う

河
が

の水が千里にわたって流れ出て、 

大勢の人々が家を失ったところでも、 

いまは、逆に赤裸の土地が広がっている。 

皇帝よりそのような地の民を慈しむ詔
みことのり

が下ると、 

あたかも天子が六尺の輿に乗って巡られるかのように、 

陛下のお声が遥か遠くにまで聞こえ、 

その一言は天をも動かし、 

雲が湧き、谷にも溝にも霊妙な水がほとばしるのである。 

貴君は雨を喜ぶ詩を作ったかと思うと、 

たちまちお上を諫める書を奏上し、 

まことにかつての名臣のようである。 

 

■【08-2-036】和穆父新涼 

【解題】銭
せん

勰
きょう

［字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

］［→作品番号 08-1-033］の「新
しん

涼
りょう

」の詩に和した。これは

相手を楽しませるために珍奇な対句を並べた戯れの作で、それに応じた訳し方をして

みた。 

 

【訳文】 

働かないでいると、家では妻や子がぎゃあぎゃあうるさい。 

官に仕えると、山では猿や野の鶴が寂しがって恨みごとをいう。 

利潤は一割という商売のイロハもわかっていないし、 

俗世を離れて九万里の彼方に飛んで行くことなどもとよりできるはずもない。 
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自分が独活
う ど

の大木であることは百も承知だが、 

この大木にまとわりつく蔓
つ る

が冠
かんむり

［官員のしるし］の紐であるのはどういうわけなのか。 

お上の御恩を受けるのは巨大な借金を背負うようなもの、 

さっさと返済して証書を焼いてしまいたいものだ。 

貧乏のあまり、たとえ牛小屋で眠るようなことになったとしても、 

お偉いさんを喜ばせるためならと、虎とダンスをするようなことはしない。 

貴君の詩にあるように、折よく雨が降り、涼しい風が吹いてきた。 

稲は稔り、飯を炊くよい香りがもう漂ってくるかのようだ。 

紫の蟹は肥えただろうし、白い新酒を勧めてくれる人だっているだろう。 

貴君ときたら、文章を生み出す手は昔の文豪に等しく巧みで、 

政事をとりおこなう腕は昔の名臣と同じく力強い。 

いずれはきっと三
さ ん

公
こ う

［政界のトップスリー］に昇るはずであるから、 

私がいまからイの一番に祝いの言葉を献じておこう。 

その返礼として、 

江
こ う

湖
こ

に帰って魚や鳥とともに過ごすという我が願いを叶えてくれたまえ。 

 

■【08-2-037】書晁補之所蔵与可画竹三首 

【解題】昨年に学士院の新メンバーに選ばれた晁
ちょう

補
ほ

之
し

［字
あざな

は無
む

咎
きゅう

］［→作品番号 08-

1-060］は、文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］［→作品番号 08-1-054］が描いた竹の画を所蔵していた。

それに書き添えた詩。 

 

【訳文】 

 其の一 
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文
ぶ ん

同
ど う

が竹を画くとき、竹を見て、人を見ない。 

人を見ないだけではない、 

嗒然
う っ と り

としてその身を遺
わ す

れる。 

その身は竹に化し、 

窮まることなく新しいものが出てくる。 

荘
そ う

子
し

がすでにいないこの世において、 

誰がこの「凝
ぎ ょ う

神
し ん

」［真実の精神］を知るのだろうか。 

【補足】［これまでにも文
ぶん

同
どう

の竹の画について記した蘇軾の詩文を幾つも見てきた。

ここでは、文同が竹に化して描き、無限に新味が生まれ出ると詠んでいる。竹と文同

との区別がつかない状態、それは精神が完全［凝
ぎょう

神
しん

］であることを意味し、そのとき

に最高の芸術が生まれるのである。そのようなことは、古く荘
そう

子
し

の哲学が指し示すと

ころであった］ 

 

 其の二 

このような人は今はすでにいない。 

このような竹はもう描かれることはない。 

（俗な画工が）春の蚯蚓
み み ず

のようなたどたどしい墨痕で描くのは、 

風の中に揺れる柳のような竹。 

見るがよいこの画の竹を、 

断崖の上で、痩せた節は竜が走るようではないか。 

いつの日かこの竹は、 

湖で釣りをする隠者が手にする竿になるのであろう。 
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 其の三 

晁
ち ょ う

君は世渡りに拙く、 

一家は粥を啜っているとのこと。 

今朝聞いて笑い転げたのは、 

人に媚びて墓誌を記した謝礼でこの竹の画を買ったのだと。 

先生の食卓はますます哀れなことになって、 

朝日に照らされるのは馬が食らう苜蓿
う ま ご や し

だけ。 

もっとも、私はかつて詩にこう詠んでいた。 

「食うに肉はなくてもよいけれど、 

 竹がなくては住むことができない［高潔な精神を養えない］」 

晁君がそれを真に受けてしまったとは。 

【補足】［（1）「墓誌を記した謝礼」という記述がある。昔の中国では、平和な時代が

続くと墓を立派にしようとする傾向が強まり、名文家に墓誌の執筆を求めるようにな

り、その潤筆料は結構な収入になった。蘇軾が墓誌の類の執筆を極力避けていたこと

は作品番号 08-1-071 で見ている通りで、蘇軾にとってはむしろ潤筆料が執筆の妨げに

なったのかもしれない。（2）晁
ちょう

補
ほ

之
し

は元
げん

豊
ほう

2年［1079年］に科挙に合格して官員にな

っているので、少なくともそれ以降はまぐさを食べなければならないほど貧乏であっ

たわけではないだろう。（3）蘇軾はかつて詩に詠んだとして「食うに肉はなくても…

…」［可使食無肉、不可居無竹］という句を挙げているが、現存する蘇軾の詩集に同

一の句を見出すことはできない。同じ趣旨のことは書いているので、いまは伝わらな

い詩に詠んでいたのかもしれない］ 

 

■【08-2-038】戯用晁補之韻 
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【解題】晁
ちょう

補
ほ

之
し

の詩に戯れに次韻した。内容は上の詩につながる。 

 

【訳文】 

私はかつて酔
す い

翁
お う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］に御相伴して酔ったことがある、 

貴君はいま詩老［梅
ば い

暁
ぎ ょ う

臣
し ん

］の詩をもっぱら吟じている。 

よい詩はいくら咀嚼しても飽くことないが、 

痩せた竹はいくら瀟
し ょ う

灑
れ い

であっても人の飢えを救うものではない。 

試しに鳳
ほ う

凰
お う

に問うなら、飢えたら竹を食らうと答えるだろうけれど、 

そこらの駄馬が苜蓿
う ま ご や し

を食らって肥えているのとどちらがましなのだろうか。 

とにかく貴君は飢えを忍んで空しく詩を誦しているのだから、 

貴君の口はそのうち鳴き続ける布穀
か っ こ う

のようになってしまうのではなかろうか。 

 

■【08-2-039】書皇親画扇 

【解題】皇族の誰かが扇に描いた画に寄せた詩。 

 

【訳文】 

私はこの十年の間、 

浮き沈みの身を江
こ う

海
か い

に寄せ、 

いまも夢では、江
こ う

南
な ん

の黄色くなった葦の原を巡っている。 

風流を知る貴公子の筆の端から、 

まさにかの地を思う心が描き出されようとは……。 

 

■【08-2-040】書李世南所画秋景 
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【解題】これも画に添えた詩。李
り

世
せい

南
なん

［字
あざな

は唐
とう

臣
しん

］は北宋
ほくそう

を代表する画家の一人。そ

の李世南が描いた『秋
しゅう

景
けい

』の画に詩を記した。このとき李世南は都で官職に就いてい

た。 

 

【訳文】  

 其の一 

参差
あちらこちら

に野の水が流れ、 

水かさが落ちた痕が残る。 

まばらな林は斜めに倒れかかり、 

霜の落ちる根が露わである。 

小さな舟が一艘…… 

「どこに帰って行くのかい」 

「家は江
こ う

南
な ん

、黄葉する村にあります」 

 

 其の二 

人間世界では斧がふるわれ、 

山林は日に日に傷を受ける。 

百尺の竜が躍るような大木は誰が見られるのか。 

渓でも山でも独り往く者でなければ、 

枝に掛かる猿の姿をこのように知ることはできない。 

【補足】［政争の渦巻く都にあって、蘇軾は画の中に遊ぶことで精神のバランスを取

っていたのかもしれない］ 
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■【08-2-041】与李方叔 

【解題】李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］［→作品番号 08-2-029］に宛てた手紙。始めの部分は先に

見た手紙と内容が重なっていて、李廌の文章が上達してきているのを誉めている。し

かし、途中からは一転して李廌をかなり強い調子で戒めている。李廌は再三手紙を蘇

軾に送って、自分を引き上げてくれるよう懇請していたのだろう。それに対して蘇軾

は、己に真の力が付けて自ら名を挙げるように努めよと諭している。これは蘇軾の一

貫した姿勢である。もちろん蘇軾は冷たく突き放すのではなく、機会があればちゃん

と周囲に李廌の名を広めるようなことはするのである。 

 

【訳文】 

しばしばお手紙を頂戴しながら、ぐずぐずとどれにもお答えしておらず、何とも恐縮の限りです。このごろは

秋とはいえなお暑いなかで、いかがお過ごしでしょうか。 

送ってくださった『子
し

駿
しゅん

行
こ う

状
じ ょ う

』［鮮
せ ん

于
う

侁
し ん

の伝記］と数篇の詩は、言葉の意味も文章の整い方も以前より

も前に進んでいて、拝見して極めて喜ばしく感じます。……君子が人を知るのは、道
み ち

において勉めるこ

とをともするためであって、利においてともに引き上げ合おうとするためではありません。……［以下に、李
り

廌
た い

の文章を批評しつつ、より勉学に励むべきことをいう］…… 

古
いにしえ

の君子には、賎
せ ん

位
い

の者が貴
き

位
い

の者によって名を得たり、先に顕
あらわ

れた者が後から来た者を助けたり

することは、もとより多くありました。私も敢えてその道を廃する者ではありません。普段から知る相手で、

心の内で賢者であると思えば、大勢の人に向かってそれを誉めるでありましょう。その誉めた言葉とその

人の実質を合わせ見て、実質がその通りであるならば、名声は自ずと現れて、覆い隠そうとしてもできる

ものではなく、自ずから世に用いられるようになるのは、理の勢いとして当然で、それは誰かの力によるも

のでありません。陳
ち ん

師
し

道
ど う

君［字
あざな

は履
り

常
じ ょ う

］は都に何年もいて、一人の貴人もその家を訪問する者はなく、

章
し ょ う

惇
じゅん

君が会って朝廷に招こうとしたところ、陳師道君はついにその誘いに応じませんでした。傅
ふ

堯
ぎ ょ う

兪
ゆ
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君［字は欽
き ん

之
し

］と孫
そ ん

覚
が く

君［字は莘
し ん

老
ろ う

］が推薦し、私もそれに関わり、たまたま朝廷の中に陳師道君を

知る者が増えていき、かくて一つの官職を授かったのでした。私一人の言葉などは軽いもので、かね

てから私独りだけで人を推薦したことはありません。人臣に爵禄を与えて世を砥
み が

くのは人主だけが行いう

ることであって、宰相であっても思うようにすることはできません。私が責められることではないのではない

でしょうか。……［さらに重ねて、蘇軾の推薦を期待するのではなく、自力で名を成すように努めるべきこ

とを述べる］…… 

【補足】［ここで一例として挙げられている陳
ちん

師
し

道
どう

は後に李
り

廌
たい

とともに「蘇
そ

門
もん

六
ろく

学
がく

士
し

」

の一人として称せられる人で［→作品番号 08-1-043］、傅
ふ

堯
ぎょう

兪
ゆ

や孫
そん

覚
がく

の推薦によって

徐
じょ

州の学校の教授になったのだった。なお、傅堯兪は作品番号 08-2-010 で見たように、

いまや蘇軾を批判する急先鋒の一人であり、孫覚とは作品番号 07-2-002 などで見てき

たようにかつては非常に親しい間柄であったのだが、都ではほとんど交遊の痕が残さ

れていないのは、やはり政治的立場を異にしたからなのだろう］ 

 

■【08-2-042】書鄢陵王主簿所画折枝二首 

【解題】王
おう

という主
しゅ

簿
ぼ

の職にある人が描いた『折
せつ

枝
し

』の図に詩を添えた。王
おう

主簿につ

いては、この詩の題から鄢
えん

陵
りょう

の人であることがわかるだけで、その名も知られていな

い。 

 

【訳文】 

 其の一 

形が似ているかどうかで画を論じるのは、 

児童の見方と変わるところがない。 

詩を賦して、詩は必ずこうでなければならないと主張するのは、 
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きっと詩を知る人ではない。 

詩と画は本源的に同じ調べで、 

大切なのは天
て ん

工
こ う

と清
せ い

新
し ん

である。 

唐
と う

の辺
へ ん

鸞
ら ん

は雀の生きているありさまを画に写し、 

宋
そ う

の趙
ち ょ う

昌
し ょ う

は花の神
こころ

を画で伝えたといわれている。 

王
お う

君のこの両幅はそれと比べてどうであろうか。 

王君の画は疎
そ

［空間的不均一性］にして淡
た ん

［空間的拡張性］、そして精
せ い

［固有性］と匀
い ん

［普遍性］を含

んでいる。 

見るがよい、 

画に加えられた一点の紅は、 

無限に広がりゆく春に寄せられたものなのである。 

【補足】［（1）この詩の冒頭に蘇軾の芸術観が端的に示されている。一つの単純な基

準で優劣を測ることはできない。（2）詩も画も書も音楽もその根源は同じであるとの

蘇軾の主張はこれまでにも何度も見ている。3句目、4句目の「詩画本一律、天工与清

新」［詩
し

画
が

もと一
いち

律
りつ

、天
てん

工
こう

と清
せい

新
しん

］はその考えをみごとに 10 文字に凝縮している。天

の工
たくみ

を常に清く新らたなものとして表現するのが詩と画なのである。（3）後半の疎
そ

、

淡
たん

、精
せい

、匀
いん

は訳しにくい。カッコ内に添えた説明はあくまでも理解のためのヒントで

しかない。言葉では言い表すのが難しい概念を、蘇軾はこの 4 つの漢字に託して伝え

ようとしたのだろう。（4）最後に置かれている、一点から無限が広がるという見方も、

蘇軾はしばしば提示している］ 

 

 其の二 

痩せた竹は幽
ゆ う

人
じ ん

［底知れぬ深みのある人］のようで、 
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幽
ゆ う

花
か

は汚れなき乙女のようである。 

枝の上を低くためらいがちに飛ぶ雀、 

花の間に揺れてただよいつつ降る雨。 

二羽の鶺
せ き

鴒
れ い

がいまこそ飛び立つとき、 

あまたの葉がそれに先んじて跳ね上がろうとする。 

愛らしくも花に集まる蜂、 

二本の脚に蜜をせっせと引き寄せる。 

天の巧
たくみ

の豊穣さを知る貴君であるから、 

春のこのありさまを筆と紙に捉えることができたのだ。 

貴君は詩もよくするとかねてより聞いている、 

私が寄せるこの声は、 

貴君の妙語を求めるものなのである。 

 

■【08-2-043】和張耒高麗松扇 

【解題】蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

の一人の張
ちょう

耒
らい

［字
あざな

は文
ぶん

潜
せん

］［→作品番号 08-1-043］が、高
こう

麗
らい

国
こく

で

作られた松
しょう

扇
せん

を詩に詠んだのでそれに和した。松扇は、松の細い枝を削って編んだ扇

だという。 

 

【訳文】 

昔のとある人が夢に松を見た―― 

「松という字は、分けると『十八公』である、 

 ならば、わしは十八年後に公
こ う

の地位に昇るであろう」 

と占い、その通りになったのは御同慶に堪えない。 
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昔のとある皇帝が豪奢な宮殿を建てた―― 

山で老死した巨大な松は、その建築材料にならずにすんだ、 

というのも、たとえ我が身を皇帝に献じようとしても、 

一万頭もの牛に曳いてもらわなければならなかったからだ。 

ところが、この松ときたら、 

なんと細かく刻まれ、手の内に納まる扇にされ、 

人前で身を屈する恥辱をこうむってしまった。 

それでも、張
ち ょ う

耒
ら い

君の詩集にその名を掲げられたことで、 

いささか屈辱を洗い流すこともできたのではなかろうか。 

ともあれ、昔、皇帝の愛を失った班
は ん

婕
し ょ う

妤
よ

が嘆きのあまり、 

我が身をたとえて詩に詠んだ秋の扇よりはずっとましであろう。 

 

■【08-2-044】故李承誠之待制六丈挽詞 

【解題】李
り

師
し

中
ちゅう

［字
あざな

は誠
せい

之
し

］の挽歌。李師中の名は作品番号05-3-007や07-2-080で見

ていて、蘇軾と李師中の間にはそれほど深い関りはなかったようだが、改革派によっ

て冷遇されても信念を貫き通した点で、蘇軾は李師中に尊敬の念を抱いていた。李師

中はこれより 8 年ほど前に亡くなっていて、この時期に挽歌を作った経緯はわからな

い。 

 

【訳文】 

青く芽生えたわずか一寸の松、 

その中にすでに立派な梁
は り

や棟
むなぎ

になる姿が具わっている。 

天の馬は地上に落ちたなら、 
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すぐに走って、万里の向こうへと楽々駆けて行く。 

松が支えなければ、五丈の旗を振れるような大建築はできないし、 

駿馬がいなければ、西方遥かな地で遊ぶこともできない。 

しかし、大きな才能は古
いにしえ

から用いるのは難しいとされ、 

多くの場合に虚しく老死してしまう。 

大才の人はそうした定めからは免れられないのを知っているので、 

己が世に埋もれたままであってもとりたてて患いはしない。 

李
り

公
こ う

［李
り

師
し

中
ちゅう

］はまことは松であり天の馬で、 

若いときから偉
い

奇
き

と称えられ、 

すぐに朝廷に並び立つこととなり、 

笑って話すうちに辺境の脅威を消し去りもした。 

しかし、朝廷は公の才能を十分に用いることができず、 

公は老齢に及んでも時世を憂い続け、 

自ら前線に出て敵将を斬ることを願い、 

あるいは、不正を為す役人どもを自ら処罰することを願った。 

公の願いは省みられたわけではなかったが、 

公の気概は悪事を企む者たちの気を挫いたのだった。 

私は公のかなりの後輩で、 

江
こ う

湖
こ

に漂う間に鬚が白くなり、 

都に帰ってくると、長老たちはほとんどいなくなってしまい、 

わずかな人々だけが残っているのだった。 

公は昔の誰に比すればよいのだろうか、 

竜のような素質は並みの人間の遠く及ぶところではなく、 
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堂々の言葉を並べた文章は慷
こ う

慨
が い

極まるものであった。 

かつて五人の名士の非遇を悼
い た

んだ『五
ご

君
く ん

詠
え い

』とか、 

八人の名臣の非遇を悲しんだ『八
は ち

哀
あ い

詩
し

』とかの詩があり、 

それらを見るなら、 

久しい時間の後には必ず邪正は明らかになるのであって、 

公もまたやはり人々がいつまでも思いを寄せるようになるのだ。 

それでも、九
きゅう

原
げ ん

［冥界］に去った公を再び興すことはできないのであるから、 

悲しみは千年にわたって続く。 

 

■【08-2-045】送張天覚得山字 

【解題】張
ちょう

商
しょう

英
えい

［字
あざな

は天
てん

覚
がく

］［→作品番号 06-3-015］が河
か

東
とう

提
てい

刑
けい

となって都を出てゆ

くことになり、幾人かで韻を分け合って送別の詩を詠み、蘇軾には「山」の字が当た

った。張商英はかつて改革派によって左遷された時期に蘇軾と黄
こう

州で会っていて［→

作品番号 06-3-015］、その後、中央に呼び戻され、今回は新法が続々と廃止されてゆく

ことに強く反対して地方に出された。張商英は、新法党vs旧法党という単純な二項対

立の図式には収まらない人で、独自の道を歩んだ。 

 

【訳文】 

貴君はこれから西に進んで太
た い

行
こ う

山
ざ ん

の嶺を登り、 

北に清
せ い

涼
り ょ う

山
ざ ん

［五
ご

台
だ い

山
さ ん

］を望むであろう。 

晴れた空に山が五つの髻
たぶさ

のように浮かび、 

雲の間に瑞
ず い

気
き

が宿され、 

岩石の中にまで霊妙な光が入り込み、 
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茅や菅からも仙草が生え出てくる。 

太行山では、かつて寒さのために、兵士が指を落として苦しみ、 

ある人がその仙草を人々に与えて兵士を喜ばせたとか。 

貴君は同じように、民衆の窮状を救うことだろう。 

私は老いてしかも病んでいる、 

目は利かないし腰も足も不自由である。 

河
か

東
と う

のあたりの人は昔から物惜しみをするというけれど、 

貴君はそれに染まることなく、 

己の才能を惜しまず使うであろう。 

【補足】［（1）五
ご

台
だい

山
さん

［清
せい

涼
りょう

山
ざん

］は古来有名な霊山で、現在ではユネスコの世界遺産

に登録されている。張
ちょう

商
しょう

英
えい

は 6 月 27 日に清涼山に至って詩を詠み、それは当時の

人々に広く知られた。（2）同じときに、孔
こう

武
ぶ

仲
ちゅう

［→作品番号 08-2-018］が張商英を送

る詩を詠み、蘇軾が次韻している。それは難しい典拠を駆使した作品で、蘇軾自身も

わかりにくいとの自覚があったのだろう、幾つもの自注を付けている。そのような詩

であるから訳は割愛する。さらに、蘇軾は都にいる間に張商英に宛てて幾つかの詩を

送っていて、いずれも道教に関連する内容でかなり難解なので割愛せざるをえない］ 

 

■【08-2-046】贈李道士、并叙 

【解題】李
り

道
どう

士
し

［李
り

得
とく

柔
じゅう

］に贈った詩。序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

李
り

宗
そ う

固
こ

は誠実な役人であった。景
け い

祐
ゆ う

年間に漢
か ん

州知事であったときのこと、仙薬を作り画をよくする道
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士の尹
い ん

可
か

元
げ ん

が火事をおこし、死罪に当たるとされた。李宗固は尹可元を獄中に置き、しかし刑の執

行を見合わせていたところ、たまたま大赦があって尹可元は放免された。そのとき八十一歳であった。

尹可元は、自分は間もなく死ぬけれど、必ず李
り

氏の子として生まれてこの恩に報いると誓った。 

尹可元が死んで二十余年後、李宗固の子の李
り

世
せ い

昌
し ょ う

の妻は、夢で尹可元が部屋に入ってくるのを

見た。そして生まれたのが李
り

得
と く

柔
じ ゅ う

で小名を蜀
し ょ く

孫
そ ん

といった。李得柔は幼いときから画が上手で、成長

すると荘
そ う

子
し

や老
ろ う

子
し

の書を喜び、ついに道士になり、妙
みょう

応
お う

の号を賜った。母に仕えて孝謹であると聞こ

え、その母を画に写したものは絶妙であるとの評判である。 

 

世間の人は画の名人というと、 

とかく唐
と う

の時代の曹
そ う

覇
は

将軍ばかりを挙げて、 

晋
し ん

の時代の顧
こ

愷
が い

之
し

などはおつむがおかしかったかのようにいう。 

曹覇は、腰に大きな羽団扇をはさんだ武将を描いたのだが、 

顧愷之が、頬にあえて三本の毛を加えてより真実味を増したのには及ばない。 

顧愷之は普段から諸公子を侮り、 

宮中にいるべき人物を深山の巌石の上に載せて描いてみせたところ、 

その子孫は代々道士となり、旅装束で雲水の間を巡り歩いた。 

道士一千年の始まりといったら門番をしていた尹
い ん

喜
き

で、 

老
ろ う

子
し

［李
り

耳
じ

］は尹喜の求めに応じて書物を書き置いた。 

その尹喜の子孫の尹
い ん

可
か

元
げ ん

は最後の一念によって、 

李耳の子孫の李
り

宗
そ う

固
こ

の孫［李
り

得
と く

柔
じ ゅ う

］となって生まれた。 

香火の旧縁［道家の縁］は尽きることがなく、 

画によるつながりもまた今に伝わっている。 

私は五十歳を二年過ぎたところだ、 
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かくも衰えた我が顔を李道士が描いてくれるなら、 

後々の人はそれを見て、 

これは白
は く

居
き ょ

易
い

の晩年の画であるというであろうか。 

【補足】［（1）曹
そう

覇
は

、顧
こ

愷
がい

之
し

、尹
いん

喜
き

、老
ろう

子
し

と、昔の人物を次々に挙げて、主題の李
り

道
どう

士
し

を導き出す知的技法を面白いと思うか、煩わしいと思うかは表裏一体の関係であろ

う。（2）ここでも蘇軾は白
はく

居
きょ

易
い

との類似を意識している［→作品番号08-2-032］］ 

 

■【08-2-047】次韻張舜民自御史出倅虢州留別 

【解題】御
ぎょ

史
し

台
だい

の任にあった張
ちょう

舜
しゅん

民
みん

［字
あざな

は芸
うん

叟
そう

］が虢
かく

州の副知事として出て行くこ

とになり、別れの詩を詠んだのでそれに次韻した。張舜民は蘇軾より 8 年後れて科挙

に合格し、蘇軾が黄
こう

州にいたときに、改革派に嫌われて左遷の身となり、任地に赴く

途中で蘇軾を訪問していた［→作品番号 06-4-052］。そのことがこの詩の中に詠まれて

いる。皇帝の代替わりに伴い、張舜民は司
し

馬
ば

光
こう

によって中央に召されたのだが、司馬

光の死後、宰相等と意見が合わず、地方に出された。 

 

【訳文】 

貴君が詩を記した紙には気迫が漲り、 

雲が湧き立つばかりである。 

貴君は初め湘
し ょ う

累
る い

の地に流され、 

貴君とともに遊んだ樊
は ん

口
こ う

は遠い思い出の地となった。 

後に貴君は朝廷の官員として銀印を佩
お

びる身となり、 

御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

において聳え立つばかりの長身の姿を見た。 

江
こ う

湖
こ

でのかつての日々はすでに夢、 
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いずれ鄠
こ

杜
と

［張舜民がこれから行く地］で隣同士で住むことになるだろう。 

都を去ってともにまた嘯
うそぶ

くことがあるならば、 

主人も客人もみな（俗世を離れた）詩人だけとなるであろう。 

 

■【08-2-048】書黄子思詩集後 

【解題】黄
こう

孝
こう

先
せん

［字
あざな

は子
し

思
し

］の詩集の後ろに添えた文章。黄孝先は黄
こう

寔
しょく

［→作品番

号 07-1-101］の祖父で、黄寔の娘と蘇轍の息子が結婚していたことから、蘇軾にとっ

て黄寔は姻戚関係にあって、その縁からこの文章を書くことになった。このころ黄寔

は都にいたようである。 

 

【訳文】 

私はかつて書
し ょ

について次のように論じたことがある。 

（三国時代の魏
ぎ

の）鍾
し ょ う

繇
よ う

、（晋
し ん

の）王
お う

羲
ぎ

之
し

の墨の跡は蕭
し ょ う

散
さ ん

簡
か ん

遠
え ん

で、その妙は筆画の外にあった。唐
と う

の顔
が ん

真
し ん

卿
け い

、柳
り ゅ う

公
こ う

権
け ん

に至って、古今の筆法を集めて、その全てを使いこなせるようになり、書の変化を

極め尽くしたので、天下は揃って一斉にそれを宗師とした。それからは鍾繇、王羲之の法はいよいよ廃

れてしまったのだった。 

詩もまた同様である。 

（漢
か ん

の時代の）蘇
そ

武
ぶ

、李
り

陵
り ょ う

の詩は天成のもの、（魏の時代の）曹
そ う

植
し ょ く

、劉
り ゅ う

禎
て い

の詩は自ら得たもの、（晋

の時代の）陶
と う

淵
え ん

明
め い

、謝
し ゃ

霊
れ い

運
う ん

の詩は超然として至上のものであった。（唐の時代の）李
り

白
は く

、杜
と

甫
ほ

の詩

は英
え い

瑋
い

にして絶世の姿を得て、百代の詩を凌ぎ、古今の詩人の全てを超えたのだった。そして詩にお

いても，魏、晋以来の高
こ う

風
ふ う

絶
ぜ つ

塵
じ ん

のありさまは少しく衰えたのである。李白、杜甫の後も詩人は作り続け、

ときに遠
え ん

韻
い ん

のあるものがあっても、才が意に及ばず、韋
い

応
お う

物
ぶ つ

と柳
り ゅ う

宗
そ う

元
げ ん

だけが素朴な中にも細やかな

美しさが、淡白な中にも至味があって、ほかの人の及ぶものではなかった。唐の末の司
し

空
く う

図
と

は兵乱
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の間に辛苦しつつも詩文は高雅で、なお承平の遺風があった。司空図は詩を論じて、「梅はただ酸
すっぱ

く、

塩はただ鹹
しおから

い。飲食は塩と梅がなくてはならないが、料理の美は常に鹹
か ん

、酸
さ ん

の外にある」といい、自

らそれを実践した二十四篇の詩を作ってみせた。残念なのは当時はその妙所を誰も理解できなかった

ことで、私は再三それを悲しむものである。 

閩
び ん

の人の黄
こ う

孝
こ う

先
せ ん

は慶
け い

暦
れ き

から皇
こ う

佑
ゆ う

の間に能文家として知られた。私はかつて先輩方が黄孝先の詩

を誦しているのを聞いて、その佳句、妙語を得るたびになんども繰り返し、まことにそれが聖人の言葉を

表して、鹹
か ん

と酸
さ ん

の外に美があって、一唱するたびに三嘆すべきものであると知ったのだった。私はその

子の黄
こ う

好
こ う

謙
け ん

［字
あざな

は幾
き

道
ど う

］やその孫の黄
こ う

寔
し ょ く

［字は師
し

是
ぜ

］と遊び、その家集を窺い見ることができ、また、

黄孝先が篤
と く

行
こ う

高
こ う

志
し

の人であって、役人として異材であったことをその墓誌から詳しく知ることができた。

私はだから黄孝先についてそれ以上に論じることはしないが、詩について司空図に対するのと同じ思

いを抱くことを書いておくのである。 

【補足】［前半は唐
とう

代
だい

までの書
しょ

や詩の歴史を俯瞰していて、同じ内容のことをこれま

でに何度か見ている。司
し

空
くう

図
と

について特に取り上げているのは、当時はあまり司空図

の詩が読まれていなかったのでそれを顕彰しつつ、黄
こう

孝
こう

先
せん

の詩も合わせて忘れてはな

らないものであると強調しようとしたのだろう。なお、司空図について記した短文を

作品番号07-1-019で見ている］ 

 

■【08-2-049】次韻王定国倅揚州 

【解題】揚
よう

州副知事となる王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］から詩が届き、それに次韻した。王鞏

は前年に潁
えい

州の副知事に任命されていたが［→作品番号 08-1-003］、潁州に赴任したの

か、あるいは都に留まっていたのかは不明。これまでの詩やこの詩から察するに、身

の振る舞いにわがままなところがあったようだ。 
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【訳文】 

この身は天の遊びに任せ、江
こ う

海
か い

に置くものであるのだが、 

ひとたび紅
こ う

塵
じ ん

［俗世のごたごた］の内に落ちてしまうと、もとに戻るのは容易ではない。 

私は司
し

馬
ば

相
し ょ う

如
じ ょ

のように蜀
し ょ く

への道を帰ることができないし、 

貴君は何
か

遜
そ ん

のようにしばし揚
よ う

州で花をめでる詩を詠んでいなければならない。 

驚くのはすでに菊がもう黄色くなったこと、 

なお喜ぶのは貴君の顔が朱く髪が黒いことだ。 

たとえ意に染まないことがあっても、 

虞
ぐ

卿
け い

はむしろそれを糧として歴史書を編んだのであるから、 

厭うべきことではないのだ。 

【補足】［この詩は、司
し

馬
ば

相
しょう

如
じょ

、何
か

遜
そん

、虞
ぐ

卿
けい

という 3 人の才人の名を挙げて、王
おう

鞏
きょう

に

心構えらしきものを説いたのであろう。訳者が回避した煩わしさを厭わずに 3 人の事

績を研究するなら、王鞏に何をいいたかったのかがわかるであろう］ 

 

■【08-2-050】次韻米黻二王書跋尾二首 

【解題】米
べい

黻
ふつ

［字
あざな

は元
げん

章
しょう

］［→作品番号 07-2-090］が二
に

王
おう

［王
おう

羲
ぎ

之
し

とその息子の王
おう

献
けん

之
し

］の書
しょ

の後ろに記した詩に次韻した。米黻は自由で不羈な文人で、蘇軾はその人柄

を愛し、それをからかうような口調でこの詩を詠んでいる。 

 

【訳文】 

 其の一 

虫の害を防ぐために三
さ ん

館
か ん

［宮廷の図書館］で曝
ば く

書
し ょ

を行ったところ、 

王
お う

羲
ぎ

之
し

の『来
ら い

禽
き ん

帖
じ ょ う

』と王
お う

献
け ん

之
し

の『青
せ い

李
り

帖
じ ょ う

』を見ることができた。 
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草書というと、このごろは秋の蛇やら春の蚯蚓
み み ず

やらがやたらとのたくるだけで、 

野の鶩
あひる

と評された王羲之と家の雞
にわとり

と評された王献之のどちらが美しいのかさえ、まるでわかっていな

い。 

天の上［宮中］から持ち出された函
は こ

は玉
ぎ ょ く

で飾られ、 

紫の衣を纏った敕使が見守る中で金の鑰
か ぎ

が開かれた。 

現れ出た二帖は、 

ちらりと眼を過
よ ぎ

っただけではまだ十分に識
し

ることができず、 

ばさりと壁に掛けて雲に委ねられた。 

三館から帰り来て、その妙意を一人で追求しつつ、 

思うのは、私がかつて朝廷にいたのは二十年も前、 

そのときにこの二帖はなかったのだから、 

一体どこから得たのかと怪
あ や

しまずにはいられない。 

巧みに偸
ぬ す

んだり、無理やり奪ったりすることは古来よくあることで、 

顧
こ

愷
が い

之
し

［著名な画家］が描いて厨
く り や

に掛けていた画を、 

桓
か ん

玄
げ ん

［当時の権力者］はその厨の壁を穿って盗み取り、 

その後も顧愷之とはにこやかに笑いながら会っていたというのだが、 

よもや貴君は桓玄に似ていたりするのだろうか。 

唐代の王
お う

涯
が い

は書画の収集家で、塀を廻らして厳重に守っていたのだけれど、 

死罪に処せられたとたんに塀は破壊されて書画は四散してしまったとか。 

そのときの穴がきっとまだ塞がっていないのだろう。 

【補足】［この詩は、米
べい

黻
ふつ

が二
に

王
おう

の書
しょ

を禁断のルートから入手したのではないかと、

疑ってみせたのである。それだけ貴重な品だということであろう］ 
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 其の二 

貴君は一日に千枚の紙に書を記すとか。 

それだけ努力して得た美を誰に与えるのか。 

地面に書いた餅はいくらそっくりでも食えない。 

知恵の足りない子供が見てよだれを流すくらいのものだ。 

錦の嚢
ふくろ

に収められ玉の飾りを施した軸は、 

見かけが立派だからといって本物であるかどうかはわからない。 

粲
さ ん

然
ぜ ん

と輝いて、正しい知恵さえごまかしかねない。 

耐えがたき飢えの中でも書を見て涙を流した人もいた。 

顔
が ん

真
し ん

卿
け い

の米を乞う書こそが今に至る最高のものではないだろうか。 

【補足】［蘇軾は唐
とう

代
だい

の顔
がん

真
しん

卿
けい

の書
しょ

を高く評価していることはすでに何度か見ていて

いる］ 

 

■【08-2-051】次韻宋肇恵澄心紙二首 

【解題】官員仲間の宋
そう

肇
ちょう

が、澄
ちょう

心
しん

紙
し

という貴重な紙を贈ってくれたので、その謝礼

にこの詩を詠んだ。二首のうち一首を訳す。 

 

【訳文】 

 其一 

詩
し

老
ろ う

［梅
ば い

堯
ぎ ょ う

臣
し ん

］は貧乏で、囊
ふくろ

の中はいつもからっぽで、 

欧
お う

陽
よ う

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］は、一枚が百金に値する澄
ち ょ う

心
し ん

紙
し

を、 

詩老に百幅もぽんと贈ったのだった。 

貴君がこの紙を分けてくれたのは、 
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やはり物に拘泥するのを嫌うからであろう。 

思えば、この紙には江
こ う

南
な ん

の愁いがたっぷり籠っているのかもしれない。 

【補足】［澄
ちょう

心
しん

紙
し

は五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代の南
なん

唐
とう

国
こく

の最後の皇帝が作らせた紙で、当時の製紙

技術の粋を集めたものであった。南唐国は文化の先進地であったが、最後は政治が乱

れ、武力によって宋
そう

朝
ちょう

に屈服したので、澄心紙には愁いが籠っていると蘇軾は見たの

である］ 

 

■【08-2-052】郭熙秋山平遠二首 

【解題】先に郭
かく

熙
き

が描いた『秋
しゅう

山
ざん

平
へい

遠
えん

』の画を詠んだ詩を見た［→作品番号 08-2-

034］。再び同じ画を詩に詠んだ。二首のうち一首を訳す。 

 

【訳文】 

 其の二 

葉が落ちゆくとき、 

心が騒ぎ、人は秋を怨む。 

遠く眺めやるのはむしろ堪え難く、 

詩の愁いが生まれる。 

ああ、一万の谷に争う流れを見たい…… 

だから貴君を煩わしてこの画を描いてもらうのだ。 

 

■【08-2-053】送欧陽弁監澶州酒 

【解題】欧
おう

陽
よう

弁
べん

が澶
せん

州で酒税を管理する役人として赴任するのを見送った詩。欧陽弁

は欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の末の息子である。 
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【訳文】 

千里を走る汗
か ん

血
け つ

馬
ば

も、 

荷車を引っ張ったのでは存分に動けない。 

酒粕の臭いの中に抛り込まれるのは、 

賢公子を試そうとするものであろう。 

貴君の家は江
こ う

南
な ん

の英俊、 

清き流れに身を洗っていたのだが、 

かえって黄
こ う

河
が

の濁流を渡って、 

馬の耳までも漲る砂に埋もれてしまうようなところに行く。 

もともと人の運命は造物者に任せるまでのこと、 

禍も福も始めから窮まっているわけではない。 

孔
こ う

子
し

が子
し

文
ぶ ん

を褒めた言葉を思うがよい―― 

「三回用いられても、三回放たれても怒ることも喜ぶこともなかった」 

 

■【08-2-054】九月十五日、邇英講論語、終篇、賜執政講読史官燕於東宮。又遣中使

就賜御書詩各一首、臣軾得紫薇花絶句、其詞云、糸綸閣下文書静、鐘鼓楼中刻漏長。

独坐黄昏誰是伴、紫薇花対紫薇郎。翼日、各以表謝、又進詩一篇、臣軾詩云 

繍裳昼袞雲垂地、不作成王剪桐戯。 

【解題】長い詩の題は次の通り。「九月十五日、邇
じ

英
えい

殿
でん

で『論
ろん

語
ご

』を講じてきたのが

最後まで終わった。執
しっ

政
せい

講
こう

読
どく

史
し

官
かん

は東
とう

宮
ぐう

において宴を賜り、中
ちゅう

使
し

が派遣され、それぞ

れに陛下御自身が書かれた詩一首ずつが与えられた。私は紫薇花
さ る す べ り

を詠んだ絶句を頂戴

した。その詩は、 
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絲綸閣下文書静、［絲
し

綸
りん

 閣
かく

下
か

 文
ぶん

書
しょ

 静
しず

かに］ 

鐘鼓楼中刻漏長。［鐘
しょう

鼓
こ

 楼
ろう

中
ちゅう

 刻
こく

漏
ろう

 長
なが

し］ 

独坐黃昏誰是伴、［独
どく

坐
ざ

 黃
こう

昏
こん

 誰
だれ

か是
こ

れ伴
ともな

う］ 

紫薇花対紫薇郎。［紫
し

薇
び

花
か

は対
たい

す紫
し

薇
び

郎
ろう

と］ 

翌日、おのおのが御礼の文書を差し出し、一篇の詩を添えた。私の詩は以下の通り」。

蘇軾が邇
じ

英
えい

殿
でん

で皇帝に学問を講義したことは作品番号 08-2-032 ですでに見ていて、こ

こに到って『論語』の講読が完了したのである。皇帝の詩は、唐
とう

の時代には皇帝の詔

勅の草稿を作る役所の庭に紫薇花
さ る す べ り

を植えたという故事を踏まえて、知
ち

制
せい

誥
こう

の職にある

蘇軾について歌ったものである。それに応じた蘇軾の詩は、皇帝に差し出すのにふさ

わしいよう、香り高い語句を選んで並べた工夫の作で、読み解くのはかなりの労力を

要する。しかし、それに見合うだけの中身があるわけではないので、外見のよさを原

文で示し、訳文としてはざっとした流れがわかればよいという程度の安直なものを添

えておく。時に哲
てつ

宗
そう

皇帝は数えで11歳、現代でいえばまだ小学生の年齢であるから、

自ら詩を作り、蘇軾の詩を自ら理解したとは思えない。 

 

【訳文】 

繍裳昼袞雲垂地、［雲が地に垂れるような天子のお姿］ 

不作成王剪桐戲。［少年ながらも戯れの遊びなどなさらない］ 

日高黄繖下西清、［日の高いころに邇
じ

英
え い

殿
で ん

にお出ましされ］ 

風動槐竜舞交翠。［折からの風に槐
えんじゅ

の影が揺れる］ 

壁中蠹簡今千年、［ここには千年を経た書物が納められ］ 

漆書科斗光射天。［開けば漆のような黒 と々した文字が光を放つ］ 

諸儒不復憂吻燥、［ここに集まる学者は苦も無く詩を詠み］ 
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東宮賜酒如流泉。［東宮において、流れる泉のように酒が振る舞われる］ 

酒酣復拝千金賜、［酒たけなわのとき、頂戴するのは千金に相当するもの］ 

一紙驚鸞回鳳字。［鶯
ら ん

が舞い鳳
おおとり

が踊るような字が記された一枚の紙］ 

蒼顔白髮便生光、［それは我らの白い髪や青い顔を輝かし］ 

袖有驪珠三十四。［私は袖の内に珠のような三十四文字を納める］ 

帰来車馬已喧闐、［帰れば早くも車馬を連ねて人々が集まり］ 

争看銀鉤墨色鮮。［陛下の墨痕の鮮やかさを争って見ようとする］ 

人間一日伝万口、［このことは一日のうちに一万の口によって伝えられ］ 

喜見雲章第一篇。［陛下がこのたび初めて臣下に賜った御書を喜び見る］ 

玉堂昼掩文書静、［玉
ぎ ょ く

堂
ど う

で日中職務にあるときは、静かに］ 

鈴索不搖鐘漏永。［時は緩やかに流れる］ 

莫言弄筆数行書、［筆を弄して数行の書を記すまでもなく］ 

須信時平由主聖。［お上の御聖徳によって平和な世になる］ 

犬羊散尽沙漠空、［外敵は犬や羊のように砂漠の彼方に逃げ去り］ 

捷烽夜到甘泉宮。［都には勝利の知らせが届く］ 

似聞指揮築上郡、［英雄が西方の地を開くのを聞いて］ 

已覺談笑無西戎。［談笑の内にもはや争う者はいなくなるのである］ 

文思天子師文母、［天子は文を重んじられ、その師［高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

］もまた文を重んじられる母］ 

終閉玉關辭馬武。［ついには西方の関を閉ざして武力の行使をやめるであろう］ 

小臣願對紫薇花、［小臣
わ た く し

は紫薇花
さ る す べ り

に対しつつ］ 

試草尺書招贊普。［諸外国に帰順を促す手紙の草稿を書くのである］ 

【補足】［皇帝から直接に詩を賜るというのはまことに栄誉なことであったが、ここ

に至るまでの間にも、蘇軾を要職から降ろそうとする運動が執拗に続けられ、蘇軾も
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地方に転出することを願い出るなどしていた］ 

 

■【08-2-055】狄山論匈奴 

【解題】蘇軾が皇帝に講義したのは『論
ろん

語
ご

』だけではなく、歴史に題材を採った講義

もした。その論点を整理して 8 篇の短文を記して皇帝に提出している。その中から、

『唐
とう

宋
そう

八
はっ

家
か

文
ぶん

』に収録されている 1 篇を見ておこう。これは『史
し

記
き

』の「酷
こく

吏
り

伝
でん

」の

張
ちょう

湯
とう

の条について論じたもの。まず予備知識として、『史記』の当該の部分を読んで

おこう。小川環樹・今鷹真・福島吉彦訳『史記列伝』、岩波文庫（1975 年）から訳文

をそのまま引用する。なお酷吏とは、法を厳格に適用して恐怖政治を執行する官僚で、

冤罪を量産して己の手柄とし、それを推進力に昇進の階段を駆け上るのを常とする。

その典型が漢
かん

の武
ぶ

帝
てい

に仕えた張湯だった。 

 

【訳文】 

小川環樹・今鷹真・福島吉彦訳『史記列伝』、岩波文庫（1975年）より 

匈
き ょ う

奴
ど

が和
わ

睦
ぼ く

を申しいれてきて、群臣一同は天子の前で会議を開いた。そのとき博士の狄
て き

山
ざ ん

が主張し

た、「和睦が有利でございます」。天子がその理由を尋ねると、狄山は答えた。「『兵（兵器・軍隊）は

凶器である』と申します。たびたび動かすものではございません。高帝（高祖）さまは匈奴征伐を思いた

たれましたが、平城でたいそう苦しめられたあげく、やっとのことで和睦を結ばれたのでした。恵帝さまと

呂
り ょ

后
こ う

さまのみ世は、天下は平穏安泰でした。文帝さまのみ世では、呉や楚など七国が謀反して、景

帝さまが二つの宮殿の間を往復してみ心を悩ましたまうこと数か月、呉や楚などはうち破られましたが、

そのあとも景帝さまは最後まで〔匈奴に対する〕軍事行動のことは口にのぼされず、そのために天下は

富み豊かでありました。このたび陛下が兵を動かして匈奴を攻撃なさいましてからは、わが中国は空
か ら

と

なり、国境地帯の人民ははなはだ貧窮し苦しんでおります。これらのことをから考えますれば、和睦が第
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一でございます」。天子はそこで張湯に尋ねた。張湯は答えた、「あれは愚かな儒
じ ゅ

者
し ゃ

で、なにも知って

はおりません」。狄山は言った、「わたくしはもちろん愚かな忠義者なのでしょう。しかし御史大夫の張湯

はといえば、それこそ偽りの忠義者です。張湯が淮南王や江都王の事件を裁いたやりかたなど、法

文をあやつって諸侯を過酷な罪におとし、〔陛下の〕の肉親を離ればなれにさせ、皇室守護の臣（諸

侯）に不安をいだかせたのでした。張湯が偽りの忠義者であることを、わたくしはもとからはっきりと存じて

おります」。そこで天子はむっとした顔色になって尋ねた、「先生（狄山をさす）に一つの郡をまかせたら、

外夷の侵入と略奪をなくすことができるか？」 答え、「できません」。尋ねて、「一つの県では？」 答え、

「できません」。もう一度尋ねて、「一つの障
とりで

のうけもつ地域をまかせたらどうだ？」 狄山は、返答につま

ると裁きにかけられることになろう、と推察して、答えた、「できます」。その場で天子は狄山を障
とりで

に送り任

につかせた。一か月あまりあと、匈奴は狄山の首を斬りとって引きあげた。それ以来、群臣は恐れおの

のいた。 

【補足】［蘇軾がこの部分を特に取り上げて少年皇帝に講義した意図は容易に推測で

きるだろう。神宗
しんそう

皇帝のもとで改革派は西方の夏
か

国
こく

に対して積極策を取り、手痛い敗

北を被った。また、改革派は、改革に反対する者を厳しく弾圧し、蘇軾自身もその標

的となった］ 

 

【訳文】 

謹んで漢
か ん

代の制度について検討してみますと、博
は く

士
し

［皇帝に仕える学者］の俸禄はわずかに六百石

でした。それでも、朝廷は、大切な事柄があるときには、丞
じ ょ う

相
し ょ う

、御
ぎ ょ

史
し

、九
きゅう

卿
け い

、列
れ つ

侯
こ う

とともに、必ず博士

を可否の議論に参加させました。皇帝は日ごろから儒者と親しみ、学問を尊重し、博士はたとえ身分

は低くても意見を申し述べることを妨げられなかったのであります。 

それで、狄
て き

山
ざ ん

は皇帝の前で張
ち ょ う

湯
と う

と議論を争うことができたのでした。このようなことは、一般の者にはな

かなかできないことでありますが、人の上に立つ君主はこうありたきものなのであります。君主がおだや



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 8 章：177 
 

かな顔で、意見を申し上げようとする者を促し、虚心にそれを受け入れようとしても、恐れてなかなかい

おうとはしないものです。まして、武
ぶ

帝
て い

のように顔色を変え、怒りに任せて、意見をいった者を死に追いや

るようなことをしたらどうなるでしょうか。つまり、張湯が権勢を振るい、盜賊が天下の半ばを占め、漢朝

がほとんど乱れるに至ったのは、狄山の意見が容れられなかったことから始まったのであります。 

【補足】［少年皇帝の教育を、蘇軾などの保守系文化人が担い、理想の皇帝像に現実

の少年を近づけようと皆で鋭意努力を重ねていた。文化国家のあるべき麗しい姿であ

るのだが、教育はインプットとアウトプットが必ず一対一で対応するほど単純なもの

ではない。皇帝自身は早くから父神
しん

宗
そう

の遺志を継いで改革政治を復活させようとの志

を抱いていたようで、保守系文化人の教えを素直に聞こうとする気持ちは希薄だった

ようだ。また、極端に厳格であった程
てい

頤
い

［→作品番号 08-2-010］を毛嫌いする余り、

保守系文化人全体を嫌うようになったという説もある］ 

 

■【08-2-056】昨見韓丞相言王定国、今日玉堂独坐、有懐其人 

【解題】この詩の題は、「昨日、（先の）宰相の韓
かん

絳
こう

に会うと、韓絳は王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］のことをいわれた。今日私は一人で玉
ぎょく

堂
どう

に座っていて王鞏のことを懐
おも

った」。韓

絳はこの年に政界から退き、潁
えい

州での悠々自適の生活に入っていた。時に都にきてい

たのだろう。玉堂は翰
かん

林
りん

院
いん

にあって、これまでもしばしば見ている。王鞏が政界の大

物である韓絳と親しかったことは作品番号 08-1-004 で見ている。王鞏は揚
よう

州の副知事

に任命され、蘇軾は王鞏が早くに実務に就くことを望んでいたのだが、なぜかまだ赴

任していなかったようだ。 

 

【訳文】 

昼間、玉
ぎ ょ く

堂
ど う

に臥せっていると、 
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微かな風が白い衣に吹き寄せる。 

銅の瓶
か め

が碧
あ お

い井戸の底におろされ、 

引き上げられる瓶から百尺の流れを作って水が落ちる。 

その音によって夢から覚め、ひと掬いの冷たい水を愛でる。 

その水を我が友［王
お う

鞏
き ょ う

］に与えたく思う。 

水だけでなく、苦い言葉もまた肺
は い

肝
か ん

を涼しくするであろう。 

貴君は秀眉にして玉のような両頰、 

翔
か

ける鸞
ら ん

［神の鳥］のような勢いがある。 

貴君は江
こ う

淮
わ い

の地［揚
よ う

州］に行き、川の流れによってその詩を清く洗うのがよい。 

都にあって御馳走やらよい酒やらの並びの前にいたのでは、 

貴君の信美は安んじられはしないのだ。 

貴君も韓
か ん

絳
こ う

のように丞相に昇る功業を成し遂げて後に、 

家に還ってのんびりと酒杯を挙げるのがよいであろう。 

そのときに人間世界において客として招きたい人があるならば、 

手紙を出して呼ぶのは難しいことではない。 

私も貴君の門を叩いて、起舞して歓びを尽くすであろう。 

 

■【08-2-057】上韓持国 

【解題】韓
かん

絳
こう

の弟の韓
かん

維
い

［字
あざな

は持
じ

国
こく

］は 7月まで副宰相であったが、政争に巻き込ま

れて地方に出ることになった。韓絳が韓維のことを心配して詩を詠むと、それに劉
りゅう

攽
はん

が和してさらに蘇軾が和した。その詩は、訳者にはどこがおもしろいのかさっぱりわ

からないので割愛し、ここでは蘇軾が韓維に直接贈った詩を読んでおく。なお韓絳は

8 人兄弟の三男で、五男の韓維、六男の韓
かん

縝
しん

［前年 4 月まで宰相であった］も朝廷の
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枢要の地位に就いた。漢
かん

の時代に揃って高位に昇った賈
か

氏の三兄弟がいて「三
さん

虎
こ

」と

呼ばれた。中でも賈
か

彪
ひょう

が最も畏怖され、この詩の冒頭でそのことを用いている。 

 

【訳文】 

韓
か ん

氏の「三
さ ん

虎
こ

」はいずれも国家の指揮を執り、 

なかでも一虎［韓
か ん

維
い

］はかの賈
か

彪
ひ ょう

に似る。 

家に端居して机にもたれているときには、無心を学び、 

早朝に朝廷に入るときには、常に正しい姿を見せる。 

時流に逆らって独り行くのは聳え立つ山のようであり、 

天下の議論を逆さまにするのも厭わないのは真に効力のある薬のようである。 

二聖［哲
て つ

宗
そ う

と高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

］の政治を担って正しい道に戻し、 

排斥されてもついには衆人の力を一つに合わせた。 

私のような者はただたらふく飯を食うことを思うだけで、 

（韓維のような）君子がいなかったならば国が治まることはない。 

（韓維が希望するように）汝
じ ょ

州の西
せ い

湖
こ

に船を浮かべて春風に酔って臥せたのでは、 

いったい誰が民のために豊年をもたらすのだろうか。 

【補足】［（1）韓
かん

維
い

は汝
じょ

州に行くことを望んだのだが、実際には鄧
とう

州知事に任命され

た。（2）この詩で蘇軾は韓維を讃えている。しかし、後に見るように蘇軾と韓維の関

係は必ずしも良好ではなく［→作品番号 08-3-057］、韓維を要職から降ろす勅書を書い

たのは蘇轍であった］ 

 

■【08-2-058】次韻韓康公置酒見留 

【解題】韓
かん

絳
こう

の酒宴に蘇軾が招かれ、まだ帰るなと詩で引き留められたので、それに
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次韻したもの。 

 

【訳文】 

秋には庭の菊の花のもとで一酔をともにし、 

重ねて来たときには、雪が穹窿
ア ー チ

の形に積まれている。 

昔、謝
し ゃ

安
あ ん

は豪奢を謗られても意に介さなかった、 

私は野暮なことはいわないけれど、 

酒を注ぐのはあまり多くしないでいただきたい。 

鐘
し ょ う

乳
にゅう

だ金
き ん

釵
さ

だといろいろな飾りを付けるよりは、 

人が自ずから玉のごときであろうとするべきだろう。 

昔、丙
へ い

吉
き ち

は馭者が宰相の車の中で眠り込んでしまったのを叱らなかった、 

さらに寛容である貴君のことであるから、 

私が酔いつぶれてもどうか大目に見ていただきたい。 

 

■【08-2-059】書雪堂義墨 

【解題】王
おう

詵
しん

［→作品番号 08-1-059］が墨を贈ってくれたので、それについて記した

短文。 

 

【訳文】 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年十二月二十一日、王
お う

詵
し ん

が墨二十六丸
が ん

、およそ十種余りを贈ってくれた。あれこれ磨って、

数十字を作り、その色の深い浅いを観たところ、そのままで結構なものもあれば、混ぜ合わせて一品と

してちょうど佳
よ

い墨となるものもあった。 

かつて私は黄
こ う

州にいたときに、近隣の四五郡の人から酒が送られてきたので、合わせて一つの器に
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蓄え、これを「雪
せ つ

堂
ど う

の義
ぎ

樽
そ ん

」と呼んだ。 

いままた「雪堂の義
ぎ

墨
ぼ く

」と呼んだらよいだろうか。 

【補足】［王
おう

詵
しん

は裕福な友人で、かねてから折々にいろいろなものが贈られていた］ 

 

■【08-2-060】次韻王都尉偶得耳疾 

【解題】同じころに王
おう

詵
しん

が耳を患い、そのことを詩に詠んだので、それに次韻した。 

 

【訳文】 

人間の体に開いている六つの穴なんぞは、 

貴君も知っている通り、あってもなくもよいものだ。 

私がいいたいのはたったのひと言、 

病
やまい

は疣
い ぼ

！ 

決然と取り去ってしまえばよいのだ。 

眼や耳が利けばよいというものではない―― 

病人は［神経が研ぎ澄まされて］寝床の下の蟻の動きも巧みに聞き取るというし、 

棘
と げ

の先端で猿が踊るのを見たがる愚か者もいる。 

真の聡明は耳や眼にあるのではない。 

薬だなんだと騒ぐのは家の者を煩わせてしまうだけだ。 

三国時代の周
し ゅ う

瑜
ゆ

は耳がよすぎて、 

音楽を聴いて少しでも音程がずれるといちいち首をかしげたという。 

貴君もそんなことがしたいわけではないだろう。 

 

■【08-2-061】跋南唐挑耳図 
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【解題】上の詩に関連して、これより 4 年後に記した文章を見ておこう。五代
ご だ い

十
じっ

国
こく

時

代の南
なん

唐
とう

のときに描かれた『挑
ちょう

耳
じ

図
ず

』という画に添えた短文で、画についてはほとん

ど何も述べず、もっぱら王
おう

詵
しん

との楽しいやりとりを記している。 

 

【訳文】 

王
お う

詵
し ん

はかつて俄かに耳を患って聞こえなくなった。意
こころ

に耐え難く、私に治療法を尋ねた。私はこう答えた。 

「貴君の家は代々の武将でありましょう。頭を断たれようが、胸に穴を開けられようが、惜しむものではな

かったでありましょう。二つの耳が役に立たないのなら、割いて捨て去ったらよいではありませんか。疾
や ま

い

などは、三日もしたら自ずと去るのではありませんか。もし去らないようでしたら、私の耳を割いてお取りな

さい」 

王詵ははっと悟るところがあり、三日で病は良くなった。それで歓びの歌を私に示した。 

 

老坡心急頻相勧、［東
と う

坡
ば

先生はせっかちなことをいうけれど］ 

性難只得三日限。［僕も性格として三日の辛抱がやっとだ］ 

我耳已效君不割、［僕の耳も先生の耳も割かずにすみ］ 

且喜両家都平善。［両家は嬉しいことにこれまで通り仲良しでいられる］ 

 

いま王
お う

鞏
き ょ う

が所蔵する『挑
ち ょ う

耳
じ

図
ず

』を見たところ、これは王詵から得たというので、いささかこのことを記した。 

元
げ ん

祐
ゆ う

六年八月二日。 

【補足】［現在南
なん

京
きん

大学に所蔵されている『勘
かん

書
しょ

図
ず

』［一名『挑
ちょう

耳
じ

図
ず

』］という画があ

る。五代
ご だ い

十
じっ

国
こく

時代の南
なん

唐
とう

の王
おう

斉
せい

翰
かん

の作で、机上に書物を開き、何やら右耳をつまんで

いる人物が描かれている。蘇軾が見たのは恐らくその画であったのだろう］ 
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■【08-2-062】送喬仝寄賀君六首、并叙 

【解題】これは「異
い

人
じん

」を好む蘇軾らしい作品。序文、喬
きょう

仝
どう

への送別の詩 1首、そし

て賀
が

亢
こう

に寄せた詩5首から成る。 

 

【訳文】 

叙 

昔から伝え聞いているのは、靖
せ い

長
ち ょ う

官
か ん

と賀
が

水
す い

部
ぶ

は唐
と う

末
ま つ

五
ご

代
だ い

の人で、道
み ち

を得て不死であったということ。 

真
し ん

宗
そ う

皇帝［宋
そ う

の三代皇帝］が泰
た い

山
ざ ん

で封
ほ う

禅
ぜ ん

の儀を行ったときに、道の左側で皇帝に挨拶する者がい

た。その者は、「晋
し ん

［唐
と う

と宋
そ う

の間の五代の三番目の王朝］のときに水
す い

部
ぶ

員
い ん

外
が い

郎
ろ う

であった賀
が

亢
こ う

にござい

ます」といって、再拝して去った。皇帝は気づかずに通り過ぎ、後に、道辺で出迎えた人々の名簿を

見て大いに驚いて探させたのだが、見つけることができなかった。 

天
て ん

聖
せ い

［四代皇帝の仁
じ ん

宗
そ う

の世］の初めに、賀水部はその弟子の喩
ゆ

澄
ち ょ う

を都に使わして、仏像を進呈した。

それは数千万の価値があった。張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

は喩澄と遊び、以上のことを具
つぶさ

に知った。 

ここにまた喬
き ょ う

仝
ど う

という者がいる。若いときに大病を患ってほとんど死にかけた。賀水部は喬仝に道を学

ばせた。喬仝は今年八十歳で、ますます元気である。世間の人は賀水部をまた見ることはないが、

喬仝はしばしば賀水部と会っている。 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年十二月、喬仝は都に来て十日ほど滞在した。私は引き留めたが、喬仝はこういって断った。 

「吾が師［賀水部］と上
じ ょ う

元
げ ん

の日に蒙
も う

山
ざ ん

でお会いする約束をしているのです」 

そして、 

「吾が師はかつて密
み つ

州で遊ばれたときに、貴公が常
じ ょ う

山
ざ ん

への道を登るのを知り、貴公のことを心に喜ん

でおられるようでした」 

ともいった。 

この詩を作って喬仝を送り、合わせて賀水部に五首の絶句を寄せる。 
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【補足】［（1）賀
が

水
すい

部
ぶ

という仙人が実在して、五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

の晋
しん

朝
ちょう

のときに水
すい

部
ぶ

員
いん

外
がい

郎
ろう

と

いう名目上の官を授けられていたとしたら、晋朝が滅んだ946年に20歳だったとして

も、このとき元
げん

祐
ゆう

2年［1087年］には 161歳ということになる。（2）賀水部と並んで

名を挙げられている靖
せい

長官については作品番号 05-3-013 に記述がある。（3）真
しん

宗
そう

皇帝

が行った封
ほう

禅
ぜん

の儀
ぎ

については作品番号 07-2-031 で触れた。真宗皇帝は神秘的なことが

大好きな人であった。（4）蘇軾が密
みつ

州知事であったときに、州庁舎を建て増しして蓋
がい

公
こう

堂
どう

を作り、そのときに書いた文章に、「隠れた君子は実際には見ることができない。

もしも見られたとしても招き入れることはできないであろう。……民衆にまじってそ

のあたりを行き来しているのだろうか。どうかして会えたりしないだろうか」と記し

ていた［→作品番号 05-2-035］。喬
きょう

仝
どう

のいっていることが事実なら、まさに一人の仙

人が蘇軾のごく近くにいたのである］ 

 

 喬
き ょ う

仝
ど う

に贈った詩 

かのとき貴君の年齢は二十、 

美しくかつ華やかであった。 

ところが、悪い病にかかって眉も鬚も落ち、 

紅顔は白髮に変わり、妻や子を驚かした。 

鏡を見て自分自身を嫌い、この体を棄ててしまおうと考え、 

奥深い山に茅の庵を結び、 

松の腴
あぶら

を食べる暮らしに入り、 

道辺で俗世を逃れた博士［賀
が

水
す い

部
ぶ

］と出会った。 

博士は清らかに痩せ、四角い瞳からの光が野を照らした。 

再拝して起き上がる前に、 
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声を一つ博士から浴びせられ、 

この身は決して吾ではないと覚った。 

泥の中から、蓮の花が白く輝き出たかのように感じ、 

師に従って東に行き、（密
み つ

州にある）濰
い

水
す い

と
ふ

水
す い

の二つの川を渡った。 

貴君は師とともに山の頂から、 

私の車の跡が密州の地に付けられるのを見ていたのだが、 

私は俗人の間に仙人が混ざっているとは知りもしなかった。 

貴君はいまや年は八十、喉の肉が胸にまで垂れ下がっている。 

しかし、飛ぶようにして山を登り、人が手助けしようとすると嗔
い か

るほどだ。 

貴君は都に来たものの、東に帰る約束を違えることはない、 

新らたな年には師の老
ろ う

仙
せ ん

儒
じ ゅ

［賀水部］のもとに詣でるのである。 

望むのは、 

秋風とともに二羽の鳧
け り

が西へと飛んで来て下り降りること。 

仙界で採れるという瓜のように大きな棗
なつめ

を私にも分けてくださるだろうか。 

【補足】［鳬
けり

が仙人のイメージであることはこれまでにも何度か見ている］ 

 

 賀水部に贈った詩 其の一 

師は戦乱の時代に成長され、 

早くに俗世から身を逃れ、 

晩年に至って元
げ ん

祐
ゆ う

太平の人となられた。 

渤
ぼ つ

海
か い

が桑
そ う

田
で ん

になるような大変化にも驚くことなく、 

春雨のころに亀
き

山
ざ ん

、蒙
も う

山
ざ ん

のあたりに行こうとされている。 

【補足】［亀
き

山
ざん

は作品番号07-1-106などで見ている。蒙
もう

山
ざん

はその東の山。序文にあった
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真
しん

宗
そう

皇帝が封
ほう

禅
ぜん

の儀を行うために泰
たい

山
ざん

に向かった道筋に当たる］ 

 

 其の二 

師はかつて封
ほ う

禅
ぜ ん

の儀のためにお出ましになった皇帝に挨拶しようとした。 

簡素な平服であったので前に出るのをためらわれた。 

夜に皇帝がお泊りになる行
あ ん

宮
ぐ う

で師の名が空しく奏せられ、 

皇帝は、師が雲の間に遠く去ってしまったのを残念がられた。 

 

 其の三 

老いた身をもって時に言葉を発せられるのは、 

自身のためではない。 

わずかな語句にも千鈞の重みがある。 

漢
か ん

の高
こ う

皇帝に会うことはできなくても、 

高皇帝が驚き見
ま み

えた商
し ょ う

山
ざ ん

の四人の隠者に相当するお方は現にいまもいるのだ。 

 

 其の四 

昔から言い伝えらえているように師は晋
し ん

朝の人であった。 

すでに天に飛び上がって仙人に変化するありさまを見せている。 

聞くところではいまは東の蒙
も う

山
ざ ん

におられるとか。 

師のもとで薪を集め水を汲む奉仕をして、 

仙薬を焼くありさまを拝見したいものである。 

 

 其の五 
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千年に伝わる風流人といえば唐
と う

代
だ い

の賀
が

知
ち

章
し ょ う

、 

賀知章が最も愛したのは謫
た く

仙
せ ん

人
に ん

こと李
り

白
は く

であった。 

しかし、二人のように詩を吟じて酔って舞うことを終生続けるのは無益であろう。 

粟の飯と藜
あかざ

の汁を食らって、精神を養う法を問うべきである。 

 

■【08-2-063】送家安国教授帰成都 

【解題】蘇軾と同郷で同じ年に科挙に合格した者に家
か

定
てい

国
こく

と家
か

安
あん

国
こく

の兄弟がいたこと

は作品番号 08-2-016で見ている。これは、家安国が成
せい

都
と

の学校の教授となって蜀
しょく

に帰

るのを見送った詩。この詩は様々な故事を引き、しかもかなり高度な用い方をしてい

るために解釈が相当に難しい。したがってこの訳はレベルの低い「ずっぽ訳」である。 

 

【訳文】 

貴君と別れてから二十年、 

私が歩んできた道は艱難に満ち、 

両鬢の黒さはすでに失われてしまった。 

それでも、学問ばかりはついに不変である。 

鳥は飛びつつもしばしば退かなければならないことがある。 

それでも、蛍が草にしがみついたまま干からびて死んでしまうようなことはしない。 

私はひとたび罪に落とされてから、 

葉が霜によって零落するのを五回見た。 

夜は空しく世の興亡を一人論じ、春の夢にもなお経典を読んでいた。 

思いがけないことに、新設の学説は廃されて旧に復し、 

若い学徒は伝統を守ってきた人を師として教えを受けようと、 
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雲を凌ぐ見識の持ち主の手を煩わすことになり、 

貴君は蜀
し ょ く

の人々を導く星となるべくかの地へと向かう。 

成
せ い

都
と

の学校には苔むす伝統があり、 

庭には古い柏
は く

の木が高く聳え立っている。 

生徒らは学問の真の香りを貴君から聞き、 

これまで学んできたものが偽物であったと知るであろう。 

蜀にはたくさんの鳳
おおとり

の雛がいるから、 

竹のごとき貴君のもとで立派な翼を伸ばしてゆくだろう。 

かくて、貴君の奏でる音律の整った音楽に合わせて、 

鳳たちは古
いにしえ

の聖天子の庭で飛び舞うようになるのだ。 

私も蜀に帰り、残り少ない歳月を貴君とともに楽しみたいものだ。 

 

■【08-2-064】与千之侄 

【解題】甥の蘇
そ

千
せん

之
し

［→作品番号08-1-031］に与えた手紙。従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

の子で、科

挙の地方試験に落第した後、郷里に帰っていた。 

 

【訳文】 

独り立って何も恐れないのは、司
し

馬
ば

光
こ う

殿と君の叔父兄弟［蘇軾と蘇轍］でした。万事を天命に委ね、

真直ぐな道を進んで、それによって罪を得て放逐されても、むしろ獲るところが多くあったのです。風によ

ってこの手紙を寄せるのは、とにかく学問に勤めて、自ら励むよう告げるためです。近ごろは史学が衰

え、去年、学士を選抜する試験を行い、史書にある事柄を問うたのですが、詳しく知る者は誰もいませ

んでした。史書を読むべきで、読めば益するところは少なくないのです。 

【補足】［（1）冒頭の一文は、甥に向かってであるから、やや大きなことをいったも
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のであろう。改革政治が始まったときに、最後まで批判を続けたのは確かに蘇軾であ

った。皇帝が代替わりして、保守派による政治が行われるようになったときに、蘇軾

と司
し

馬
ば

光
こう

は意見が分かれ、「この司
し

馬
ば

牛
ぎゅう

め」と蘇軾が罵るようなこともあったが［→

作品番号08-2-010］、それは司馬光への尊敬の念を少しも減じるものではなかった。

（2）蘇軾は学士の新メンバーを選びはしたけれど、試験結果には不満があった。驚

異的な記憶力［→作品番号06-5-014、08-1-053など］を有する蘇軾からしたら、誰も

が勉強不足に見えたのだろう。蘇
そ

千
せん

之
し

にとっては偉大過ぎる叔父で、その励ましはか

えって重圧であったのかもしれない］ 

 

■【08-2-065】記楽天西掖通東省詩 

【解題】省庁間の風通しが悪くなったことを嘆いた短文。 

 

【訳文】 

元
げ ん

祐
ゆ う

元年、私は中
ちゅう

書
し ょ

舎
し ゃ

人
じ ん

となった。そのとき、執
し っ

政
せ い

は本
ほ ん

省
し ょ う

［門
も ん

下
か

省
し ょ う

］の事柄がしばしば外に漏れるの

で、中書舎人の詰所の後ろに籬
まがき

を設けて、両省［中書省と門下省］の間の往来を禁じようとした。私

は、「皆様方は事柄の本質をわきまえ、道理に通じておられるのですから、どうしてその間に籬を設けて

棘を挿し込む必要があるのでしょうか」といった。諸公は笑って、沙汰止みになった。 

しかし、翌年になるととうとう籬が作られてしまった。 

暇な折に『楽
ら く

天
て ん

集
し ゅ う

』［白
は く

居
き ょ

易
い

の詩集］を読んでいると、「西
せ い

省
し ょ う

の北
ほ く

院
い ん

に新らたに小亭を構え、竹を種
う

え、

窓を開くと、東に騎
き

省
し ょ う

［中書省と門下省］が通じ合った。李
り

常
じ ょ う

と窓辺において酒を飲み詩を作った」と

いう作品があった。つまり、唐
と う

の時代には西
せ い

掖
え き

［中書省］から東省［門下省］は通じていたのである。し

かし、今では往来ができなくなった。残念なことである。 

【補足】［蘇軾は開けっ広げな性格であったから、閉鎖的な密室主義を嫌った。政争
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の厳しさがこのようなところにも現れたのであろう］ 

 

■【08-2-066】憲宗姜茶湯 

【解題】この年、文
ぶん

彦
げん

博
はく

［→作品番号 08-2-034］が病み、蘇軾が薬を処方するという

ことがあった。そのことを記した短文。 

 

【訳文】 

唐
と う

の憲
け ん

宗
そ う

皇帝は、馬
ば

聡
そ う

が下痢、腹痛を病んだときに、治療法を授けた。それは、生姜を皮とともに砕

いて米粒大にし、大きな盃を用いて、草茶を合わせて煎じて服するのである。 

元
げ ん

祐
ゆ う

二年、文
ぶ ん

潞
ろ

公
こ う

［文
ぶ ん

彦
げ ん

博
は く

］が病を得て、どの薬も効果がなかった。私がこの処方を伝えたところ、

癒えたのであった。 

 

■【08-2-067】楽全先生文集叙 

【解題】楽
らく

全
ぜん

先生の文集の序文。楽全先生は、蘇軾の大恩人張
ちょう

方
ほう

平
へい

［→作品番号 08-

2-010］の号である。蘇軾はこのころに張方平の文集の編集を頼まれ、この序文を書い

た。文集が完成したのはしばらく後のことである。 

 

【訳文】 

三
さ ん

国
ご く

時代の孔
こ う

融
ゆ う

は志が大きく議論は高遠であった。当時の世において著しい功績が現れることはな

かったのだが、それでも英偉豪傑の気
き

は一時代の手本となり、孔融が盛
せ い

憲
け ん

や郗
ち

慮
りょ

の人物を論じた

文章は激しく高ぶる大丈夫の風儀があった。 

同じ時代の諸
し ょ

葛
か つ

亮
り ょ う

は文章をもって名を顕
あらわ

したのではなかったが、万物の理
ことわり

に通じて事を成就させるあ

りさまと、理論と実際を深く知り抜いた洞察力は自ずから言葉となって現れ出た。諸葛亮が書いた『出
す い
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師
し

の表
ひ ょう

』は簡明でありながら意を尽くし、率直であっても放縦にはならず、実に偉大な言論文で、太古

の『伊
い

訓
く ん

』、『説
せ つ

命
みょう

』に並ぶ名文で、秦
し ん

や漢
か ん

以降の君主の歓心を得ようとして仕えた者が全く及ぶとこ

ろのものではなかった。 

私が常々残念でならないとしているのは、孔融と諸葛亮の文章を完全な形で読めないことだ。 

現代の楽
ら く

全
ぜ ん

先生はほとんどこの二人に近いのではないだろうか。 

嗚呼
あ あ

、士
し

として天下の重みを自らのこととして任ずる者がいなくなってすでに久しい。議論が不得手な

のではない。政事や文学について機敏に応じないわけでも、該博な知識を持っていないわけでもな

い。大きな事に臨んだときにも、根本を忘れず、己の日ごろの言説を失ってしまうことのない者が少な

いのだ。つまりいまの士は器量が小さいのである。 

楽全先生はまだ普通の庶民であったときから、我が身を成長させて国家の仕事を補おうとの望みが

あった。若くして出仕し、老いて帰隠するに至るまで、言葉を使って時の流れに乗じたり、人に媚びたり

することは決してなく、君主に対するときにも、よく考えて後に発言した。評判は常に一定で、利害に左

右されることがなく、まことに孔
こ う

子
し

がいうところの「道
み ち

をもって君に仕える大臣」である。孔子から時代が遠

く離れ、道が曖昧となり、志のある士、あるいは仁を具えた人であっても、少しでも低い地位に置かれる

と、高く用いられることばかりを望んでしまうのだが、楽全先生だけは一人邁進する気概に溢れ、公明

正大な言論を行ってきた。これもまたまことに孔子のいうところの「用いられるのなら道を行い、用いられ

ないのなら世間から隠れて道を楽しむ」というものである。上に対しては、君主と合致することを求めはし

なかったので、貴ばれつつも用いられず、用いられても十分に力を発揮できなかった。下に対しても、

士
し

大
た い

夫
ふ

と合致することを求めなかったので、楽全先生のことを悦ぶ人は少なく、悦ばない人が多かっ

た。しかし、究極的に天下の偉大な人を挙げるとなると、必ず楽全先生が第一であるとされているの

だ。 

楽全先生は自身の本性を発揮し尽くし、天命も知り抜いて、自然のままに振る舞い、やむを得ずして

為さねばならないことだけを行った。文章を書くことで世に名を顕そうと思うことはなかったけれど、慶
け い

暦
れ き
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年間から元
げ ん

豊
ほ う

年間に至るまでの四十余年に、天下のことを論じて皇帝に示した文章は数多くあり、あ

るものは用いられ、あるものは用いられなかったけれども、全てが礼と義に基づき、人の情に合い、是

非の判断はどれもが先人の議論の内に根拠があり、結果としての得失は後に必ず正しいものであっ

たと検証された。その他の詩文に及んでは、どれも清遠雄麗で、読む者は楽全先生の人となりを想

い見ることできる。まことに孔融、諸葛亮に似ているとわかるのである。 

私は二十歳のときに、楽全先生の門下生となるべく成
せ い

都
と

でお目にかかった。ひとたびお会いすると、

楽全先生は私のことを天下の俊英と同じように遇してくださった。それから三十余年の間に、私を啓発

して成就させるところのものは至って多く、しかし、先生にお返しするものはほんのわずかすらもない。私は

先生の文集を求め、自分で校合して家に大切にしまってきた。ここに先生の文章の大略を論じ、もって

後世の君子の評価を仰ぐものである。 

昔、曽
そ う

公
こ う

亮
り ょ う

は私にこのようにいった。「皇帝の前で重要な問題を議論するときに、他の者が一日かか

って繰り返し述べても言い尽くせないことを、張
ち ょ う

公
こ う

は数言で結論を導き出し、そのまま輝くような文章にな

り、書いて誦じてもすばらしいものである」。先生がいわれたことは全てが採用されたわけではなかったけ

れど、慶暦以来の名臣として先生以上に敬われた人はいないのである。 

先生は今年八十一歳、門を閉ざして訪問客もなく、終日正座して、造物者とともに無何有之郷
ユ ー ト ピ ア

に遊

んでいて、いまはその言葉が聞かれることもなく、ましてその文が記されることもない。 

【補足】［（1）要するにこれは歯が浮くばかりの過剰な賛辞を書き連ねた文章である

のだが、蘇軾が書くと不思議と気品があり、説得力がある。文章の底に、大恩人への

深い感謝の思いが流れているからなのだろう。（2）「造物者とともに無何有之郷
ユ ー ト ピ ア

に遊

ぶ」とあるのは、『楞
りょう

伽
が

経
きょう

の後に書く』［→作品番号 07-2-011］で見たように、晩年は

仏教にはなはだ傾倒していたことをいうのだろう］ 
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第8章 栄光と失意――都 
［第8章その三］ 

元
げん

祐
ゆう

3年［1088年］、蘇
そ

軾
しょく

53歳。 

元
げん

祐
ゆう

4年［1089年］、蘇
そ

軾
しょく

54歳。 

 

 

■【08-3-001】和子由除夜元日省宿致斎三首 

【解題】弟の蘇轍は除夜から元旦にかけて省中に宿直し、斎戒して朝を待ちつつ 3 首

の詩を詠んだ。これはそれに和したもの。 

 

【訳文】 

 其の一 

僕らが江
こ う

湖
こ

に流落したのは、天が運命に関与したからではあるまい。 

兄弟でいま禁中に仕えているのはただの偶然によるものだ。 

世は等しく年が新たになったけれど、 

僕ら兄弟はまだ会えないでいる。 

それは帰郷できない境遇に置かれているためなのだ。 

【補足】［かつて流罪になったのも、いま宮中にあるのも全てが偶然であるとここで

はいっている。末の句は、故郷に住む田舎紳士であるならば、新年になってただちに

兄弟が顔を合わせられるのにという意味］ 

 

 其の二 

僕は白髮にして蒼顏
やつれがお

、歳は五十三、 
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こんな僕であるのに、家の者ときたら、 

この春のために新調した衫
うわぎ

を無理やり着せたのだ。 

新年の朝会から帰ってくると、その両袖にはまだ天の香りが満ちていて、 

頂戴してきた銀の幡
は た

が頭上から子供らに微笑みかける。 

【補足】［元旦には宮中で新年の儀が行われる。蘇轍が斎戒したのは、それに臨む準

備であった。儀式が終わると、朝臣は美しく飾った幡
はた

をもらって帰る］ 

 

 其の三 

かの年の春、 

僕らは月明かりを踏んで試験場へと急ぎ向かった。 

そのときの試験委員長は酔
す い

翁
お う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］、 

酔翁は試験期間中は鎖された扉の内に籠った。 

酔翁の門下生はみな白髪の老人となり、いま幾人が残っているだろうか。 

そんな僕が酔翁と同じ役目を仰せつかって若者たちの新しい詩句を審査するのだ。 

【補足】［蘇軾はこの年、科挙の二次試験の試験委員長を務めることになった。かつ

て蘇軾が科挙に合格したときに欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が試験委員長だった。32年を経て同じ役割を担

うのである］ 

 

■【08-3-002】韓康公坐上侍児求書扇 

【解題】1月16日に韓
かん

絳
こう

［康
こう

公
こう

］［→作品番号08-2-058］が主催する酒宴に招かれ、そ

の場で作った座興の詩。趙
ちょう

徳
とく

麟
りん

の随筆『侯
こう

鯖
せい

録
ろく

』に記事があるので、それと合わせて

読んでおこう。趙徳麟は蘇軾と親しくした人で、第10章で登場する。 
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【訳文】 

趙
ち ょ う

徳
と く

麟
り ん

：『侯
こ う

鯖
せ い

録
ろ く

』より 

韓
か ん

康
こ う

公
こ う

［韓
か ん

絳
こ う

］が引退した後のこと、上
じ ょ う

元
げ ん

節
せ つ

を見物するために潁
え い

州から上京し、一月十六日に韓康

公の私邸に朝廷に並ぶ人々九人が集まった。いずれも門下生やかねてから親しい官員で、当時の

徳名の高い人ばかりであった。傅
ふ

堯
ぎ ょ う

兪
ゆ

、胡
こ

宗
そ う

愈
ゆ

、銭
せ ん

勰
き ょ う

、東
と う

坡
ば

、劉
り ゅ う

攽
は ん

、顧
こ

臨
り ん

といった人々が集まった

のである。 

このとき、錢勰は仕事があって遅れてしまい、韓康公は渋い顔をした。すると、東坡は、 

「今日は定めし本殿で焼香を受けておられて、大勢の人々に引き留められているのでありましょう」 

といったので、人々は大笑いをした。 

全員が揃うと、十人余りの家妓が出て、人々の接待をした。宴酣
たけなわ

のころに、韓康公の寵愛を新たに

受けていた魯
ろ

生
せ い

が出て舞った。舞い終わったときに、魯生は蜂に刺されてしまい、韓康公はひどく心配

した。しばらくすると、魯生は白い団扇を持って現れ、東坡に詩を求めた。 

 

窓揺細浪魚吹日、［窓に細かい浪が揺れるのは、魚が日差しを吹いているからであろう］ 

手弄黄花蝶透衣。［手に黄色い花を弄ぶ間に、蝶が衣を通り抜けてしまった］ 

不覚南風吹酒醒、［春の風がたちまち酒を醒ましてしまったので］ 

空教明月照人帰。［人々が帰るのを虚しく月が明るく照らすことになった］ 

 

これは初句に妓女の姓を記し［魚と日を合わせると魯になる］、二句目に蜂のことを記したのである。 

韓康公が大いに喜ぶと、東坡は、 

「私がいままことに恐れておりますのは、ほかの女性方も詞をほしがるのではなかろうかと」 

と、いったので、一同はまた大笑いした。 

【補足】［（1）宴席を盛り上げることでは誰にも引けを取らない蘇軾の面目躍如とい
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ったところである。こんなことをしていたのでは、厳格無比の程
てい

頤
い

とは全く合わない

はずである［→作品番号 08-1-052］。（2）ここに集まった人々はいずれもすでに登場し

ていて、傅
ふ

堯
ぎょう

兪
ゆ

は作品番号08-2-010で、胡
こ

宗
そう

愈
ゆ

は作品番号08-1-011で、銭
せん

勰
きょう

は作品番

号08-2-036で、劉
りゅう

攽
はん

は作品番号08-2-028で、顧
こ

臨
りん

は作品番号08-2-025で見ている。な

お、傅堯兪は作品番号 08-2-010 では蘇軾を攻撃する陣営にいたのだが、この宴席では

蘇軾のジョークに笑っているところを見ると、度量の広い人物であったのだろう。（3）

銭勰が焼香を受けているというジョークは説明がないと全くわからない。当時都に九
く

子
し

母
ぼ

神
じん

を祀った祠があり、人々の信仰を集めて焼香に訪れる人が絶えなかった。九子

母神のルーツは印度にあって、日本の鬼
き

子
し

母
ぼ

神
じん

と同根で、要するに子宝を恵む神様で

ある。九子母神の隣には美しく作られた夫の人形が置かれていて、銭勰にはちょうど

9 人の息子があって、かつ美男子であったことから、人々は戯れて銭勰のことを「九

子母の夫」と呼んでいたのである。（4）この宴席で団扇に書いたとされる詩がもう一

首あり、蘇軾が恐れていたようにさらに詩を所望されたのだろう。それは、韓
かん

絳
こう

の屋

敷を讃えただけの詩なので訳は割愛する］ 

 

■【08-3-003】書試院中詩 

【解題】1月17日、蘇軾は科挙の試験委員長に正式に任命され、1月21日に孫
そん

覚
がく

［→

作品番号 08-2-041］、孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

［→作品番号 08-2-021］ら 20 人ほどの関係者ととともに

科挙を統括する役所［試
し

院
いん

］に入り、それより 1 カ月余りそこに籠った。一切の不正

を防ぐために、外に出ることを禁じられたのである。これは試院から解放された直後

に記した文章。 

 

【訳文】 
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元
げ ん

祐
ゆ う

三年一月二十一日、科挙の監督としての仕事が始まり、李
り

公
こ う

麟
り ん

を採点委員に招いた。三月

初めに採点が終わり、諸庁から関係した者などが集まった。そのうちの数人とともに李公麟のもとを訪

れた。このとき李公麟は水
す い

悸
き

の病に苦しみ、気が塞いで食欲がなかった。皆で地面に転ぶ馬の詩を

詠んで李公麟の煩悶を払おうということになり、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

が最初に詩を作った。 

 

儀鸞供帳饕虱行、［試院に閉じ込められていた間は、寝床は虱
しらみ

がぞろぞろで］ 

翰林湿薪爆竹声、［役所から支給された薪は湿ってぱちぱち撥
は

ね］ 

風簾官燭涙縦横。［隙間風で蝋
ろ う

燭
そ く

の蝋があちこちに乱れるありさまだった］ 

木穿石盤未渠透、［石に穴を穿つようにしても外には全く通じず］ 

坐窓不遨令人痩、［窓辺に座して痩せてゆくばかりで］ 

貧馬百噛逢一豆。［貧しい家の馬がたった一粒の豆を百回噛んでいるようなものだった］ 

眼明見此玉花驄、［ここに転んだ馬をまざまざと見て］ 

径思著鞭随詩翁、［すぐに思ったのは、詩
し

翁
お う

［蘇軾］の乗る馬を鞭打ち］ 

城西野桃尋小紅。［郊外に出て桃の紅い花を尋ねるということだ］ 

 

この詩に私が次韻した。 

 

少年鞍馬勤遠行、［若いときは馬にまたがって遠くに行き］ 

臥聞嚙草風雨聲、［夜には馬が草を噛む音を寝床で聞いた］ 

見此忽思短策橫。［転んだ馬を見て思うのは、横たえたままの鞭だ］ 

十年脾肉磨欲透、［十年の間に足の筋肉がすっかり衰えてしまったので］ 

那更陪君作詩痩、［黄庭堅の詩に和そうとさらに身を削るようなことはしたくない］ 

不如芋魁歸飯豆。［芋の蔓と豆の粗末な飯でもいいから食べたいものだ］ 
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門前欲嘶御史驄、［門前で馬が嘶くのは試験期間の終了を告げにきたのだ］ 

詔恩三日休老翁、［老いた我が身にこれから三日の休暇が与えられるのだが］ 

羨君懷中雙橘紅。［黄庭堅には母上が待っておられるのを羨ましく思う］ 

 

蔡
さ い

肇
け い

、晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

、舒
じ ょ

渙
か ん

、廖
り ょ う

正
し ょ う

一
い ち

がそれに続いた。それらの全てをここには記さない。 

私は戯れにもう一つ絶句を作った。 

 

竹頭搶地風不挙、［地に付くばかりに曲がった竹は風が吹いても頭を挙げない］ 

文書堆案睡自語。［採点する答案に埋もれた私も同じようにうな垂れて眠ってしまった］ 

看馬欲▲頓風塵、［馬を見て思うのは、とにかく風の中を走って］ ［▲は馬＋展］ 

亦思帰家洗袍袴。［家に帰って垢にまみれた衣服を洗うことだ］ 

 

これらの詩に対して李公麟は笑っていった。 

「馬がようやく私の筆に入ってきましたぞ」 

紙を取ってさっと画を描いた。その後にこれらを記す。 

三月六日、眉
び

山
ざ ん

の蘇軾が書く。 

【補足】［（1）画を得意とする李
り

公
こう

麟
りん

ら気の置けない仲間たちとともに楽しんだひと

ときをこの短文に記録した。試験監督として 1 カ月余りも続いた拘束から解放されて、

わいわい賑やかに詩を詠み合い、絵筆を振ったのだろう。詩は意味のよくわからない

ところがあるので、大意を示した「ずっぽ訳」である。（2）これより 3 日前の日付が

ある文章をすでに作品番号 06-2-080 として見ている。その日までには試院から解放さ

れていたのだろう。なお、蘇軾が試院にいる間も、蘇軾は朝廷に置くべき人物ではな

いと批判する声がやまずに続いていた］ 
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■【08-3-004】韓康公挽詞三首 

【解題】3月7日、韓
かん

絳
こう

［康
こう

公
こう

］［→作品番号08-3-002］が亡くなった。77歳だった。

1月 16日には楽しい酒宴を開いていたのに、たちまちこの世を去ってしまったのであ

る。蘇軾はこの挽詞を詠んだ。 

 

【訳文】 

 其の一 

故国は高い木々に覆われている、 

だから貴いのではない。 

王を助け国を興す大臣がいるときにこそ貴いのである。 

私は公
こ う

［韓
か ん

絳
こ う

］よりも後
お く

れて世を去る者、 

公のような老成人［円熟した大人物］がおられる時代にどうにか間に合った。 

公の徳業は文武全般に及び、 

公の風流は高位高官を代表した。 

公が遊びに巡ったところはいまや公を喪って空しくあるのみ、 

あちこちで残された民衆が泣いている。 

 

 其の二 

公は父子二代にわたって忠清の徳を顕
あらわ

し、 

公は三代の皇帝に仕えて功績があった。 

功を成した後も郷里に帰ることなく、 

栄誉を極めてからも君主に尽くすことを忘れなかった。 
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学問は正しい伝統を厳しく守り、 

武威は国境の不穏な空気を鎮めた。 

古代の名臣、韓
か ん

奕
え き

の後を継ぐ者として、 

全ての官員が優れた仕事をするよう指導されたのだった。 

【補足】［最後は韓
かん

絳
こう

と同姓の韓
かん

奕
えき

を持ち出して韓絳を讃えたのだが、韓奕がいかな

る人物であったかをわざわざ調べなくてもよいだろう。なお韓絳の実像はここに詠ま

れているほどではなかったようだ］ 

 

 其の三 

公は屋敷の東に部屋を設け、 

後輩たちを呼び寄せ、その人物を見定めるとともに、 

笙
し ょ う

歌
か

をもって白髮の先輩方も迎え、 

燈火のもと、老いも若きも楽しみを尽くし、 

真夜中に及んで、それぞれ人を添えて帰したのだった。 

――そうしたことも頭を回らせば一つの夢、 

詩を賦して墨がなお湿っているのを見つつ、 

独り私は涙をぬぐうのである。 

【補足】［韓
かん

絳
こう

の宴席で客人たちを楽しませていた魯
ろ

生
せい

［→作品番号 08-3-002］のよう

な女性は、主人がいなくなった後にどのようになったのか、それを伝えるものは一切

ない。旧来の漢詩文はそうした庶民の実情を描くことが少なく、宋
そう

代
だい

に流行した詞が

その一部を拾い上げ、宋代に萌芽期を迎えた白話小説が明
みん

代
だい

に至って大いに発展した

ことでようやく庶民の哀歓も文学として掬い取られるようになるのだった］ 
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■【08-3-005】余与李廌方叔相知久矣、領貢挙事、而李不得第、愧甚、作詩送之 

与君相従非一日、筆勢翩翩疑可識。 

【解題】この詩の題は次の通り。「私は李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］とは以前からの長い知り合

いである。私は科挙を執り行い、李廌は合格しなかった。私は非常に愧
は

じ、この詩を

もって帰郷する李廌を見送った」。李廌は作品番号08-2-041でも見たように、蘇軾の推

薦を得て世に出ることを願っていた人物である。唐
とう

の時代であれば、試験委員長が推

す人物は確実に科挙に合格したのだが、科挙は宋
そう

代
だい

に入ってから極めて厳格に実施さ

れるようになり、試験委員長であろうとも、知人を有利に扱うようなことは一切でき

ないようになっていた。蘇軾がここで「愧
は

じる」といっているのは、李廌が書いたは

ずの優秀な答案を見逃してしまった不明を恥じるという意味である。かつて蘇軾の答

案を特に優れているとして梅
ばい

堯
ぎょう

臣
しん

が取り上げていなかったら、蘇軾の人生は大きく変

わっていただろう。 

 

【訳文】 

李
り

君と知り合ったのは昨日今日のことではない。 

李君の文章の勢いは一目でわかるはずだった。 

唐
と う

代
だ い

の李
り

程
て い

は普段から李
り

華
か

の文章は優れていると説き、 

自信をもってこれは李華の文章であると見抜いた。 

私は自信なく迷ってしまったことを慚
は

じ、 

それからは家に籠っているのだが、 

李君は大いに笑って、 

「行
こ う

止
し

［及第か落第か］は天の定めるところ、 

 あなたが責められることはありません」 
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と、いってくれる。 

このたびの受験生は五千人、 

李君には怨みはなく、私には徳がない。 

羊を買い、酒を沽
か

ってせめて李君に謝ろうと思う。 

どうか春風の前で私のために十分に酔ってほしい。 

家に帰ったなら、雲を凌
し の

ぐすばらしい詩を賦すがよい。 

私が見るに、李君の相
そ う

は痩せた隠者になるものではないのだ。 

 

■【08-3-006】和宋肇遊西池次韻 

【解題】都の西側、順
じゅん

天
てん

門
もん

の外に周囲九里三十歩の金
きん

明
めい

池
ち

があり、皇室の園林として

美しく整備され、都の景勝地の一つとなっていた。都の西にあることから西
せい

池
ち

ともい

われ、広い水域に船を浮かべて水軍の訓練をすることもあった。宋
そう

肇
ちょう

［→作品番号

08-2-051］が金明池で遊んだ詩を詠み、それに次韻した。 

 

【訳文】 

皇帝は慈愛と節倹のお心があって外国との戦争をなさらないが、 

ここでは千艘の軍船が瀬を下る訓練を指導される。 

人は艨
も う

艟
ど う

［軍艦］が飛ぶように動きまわるさまに目を見張り、 

仙界の巨大な亀が空に舞うのはかくあろうかと想像する。 

西を見れば、我が故郷は三千里の彼方、 

回顧すれば、そこを出てよりすでに二十年。 

笑ってしまうのは、こうしてちまちまと官職にしがみついていること、 

貴君が神仙の地の近くで日々を過ごすのには遠く及ばないのである。 
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【補足】［宋
そう

肇
ちょう

は巫
ふ

山
ざん

県の知事として赴任することになっていた。巫山は蘇軾の故郷

である蜀
しょく

にあり、昔から仙人が住むところとして知られていた。この詩の後半はそう

したことに基づいて詠まれている］ 

 

■【08-3-007】僕領貢挙未出、銭穆父雪中作詩見及、三月二十日、同游金明池、始見

其詩、次韻為答 

【解題】この詩の題は、「私が科挙の監督をしていて試
し

院
いん

から出られずにいた間に銭
せん

勰
きょう

［字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

］が雪中の詩を作った。三月二十日に一緒に金
きん

明
めい

池
ち

で遊んだところ、

初めてその詩を見せてくれた。それで次韻して答えた」。銭勰は作品番号08-3-002で見

た「九
く

子
し

母
ぼ

神
じん

の夫」である。 

 

【訳文】 

私がここに来るのを知って、雪は全て消え去り、 

貴君が来るのを待って、花はまだ風に飄
ひるがえ

らないようにしていた。 

私は同行の者を避けて一人だけで少しばかり飲んでいたところ、 

馬で走り来る使いに出会い、貴君のお招きを得ることとなった。 

魚
ぎ ょ

竜
り ゅ う

［軍船］が千里を翔けるような絶技に見入るのは、 

四朝［四人の皇帝の治世］を経た白髪交じりの老人である。 

かつて遊んだことのある酒店はいまもこうしてあるけれど、 

衰えた顔は遥かな時を隔ててしまったものだ。 

【補足】［（1）金
きん

明
めい

池
ち

は都の一大景勝地で、試験委員長の大役から解放されて、気の

置けない友人とそこに遊べば、春の風光を大いに愛でる詩が生まれてよいはずなのだ

が、この詩はおざなりの感がある。ここまで蘇軾が都で詠んだ詩を改めて振り返ると、
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都の風光を喜ぶような詩が一つもなかったことに気づくであろう。例えば、杭
こう

州に赴

任したときと比べると、その差は歴然としている。蘇軾には、当時世界第一の大都会

であった都開
かい

封
ほう

に憧れるような気持ちがなかったことは、作品番号 01-1-006 で見た詩

から一貫しているように思われる。（2）この詩には3月20日との日付があり、翌日の

21日に孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

が亡くなっている。孔文仲は蘇軾とともに科挙の試験委員を務め、その

任を終えたばかりだった。蘇軾は孔文仲の棺を撫して、「このような勁
けい

直
ちょく

の士はもう

いない」と嘆いたという。（3）さらに翌日の3月22日が、この年の科挙の最終試験の

合格発表であった。蘇軾が関わったのは科挙の二次試験で、皇帝自身が行う最終の三

次試験は 3月 10日に実施された。合格者は首席の李
り

常
じょう

寧
ねい

ら 508人であった。欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

は試験委員長のときに唐
とう

宋
そう

八
はち

大
たい

家
か

に選ばれるような門下生を 3 人も得たが、残念なが

ら蘇軾の場合には、合格者の中に後世に燦然とその名を輝かすような者はいなかった。

それはやはり、欧陽脩のときは北
ほく

宋
そう

がまさに最盛期に向かいつつあったのに対して、

蘇軾のときは北宋がすでに右肩下がりになっていたことが大きく影響しているのだろ

う。北宋は、新法党と旧法党の争い、そして旧法党内の争い、さらに新法党と旧法党

の争いの再燃といった具合に政争に明け暮れたために、いくら科挙で優秀な人材を集

めても、その力を結集できなくて、急速に国勢を衰えさせてしまったる。なお、この

ときの合格者の中に、章
しょう

惇
じゅん

［蘇軾のかつての親友］の息子の章
しょう

援
えん

や、周
しゅう

敦
とん

頤
い

［著名

な大学者］の息子の周
しゅう

燾
とう

がいて、次の第9章で2人との交流を見ることになる］ 

 

■【08-3-008】与李端伯宝文 

【解題】李
り

之
し

純
じゅん

［字
あざな

は端
たん

伯
はく

］に宛てた手紙。李之純は官界の先輩で、このとき成
せい

都
と

府の知事であった。 
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【訳文】 

貴君が河
か

朔
さ く

におられたときにお手紙を差し上げて以降、紛紛
が や が や

とした声はやむことがなく、次のお手紙を

書くことができずにいました。このところは成
せ い

都
と

を治められて暇も多いとのこと、まことにお喜び申し上げま

す。蜀はもとより治めやすいところで、もしも擾
み だ

す者がおりましても、貴君が深く民情を御承知の上からは

民は貴君の政
まつりごと

に素直に服すはずです。想い見ますのは、貴君がそちらに赴かれてから、談笑される

うちに日々事もなく治まり、春のお出ましを楽しまれておられる御様子、それにお供する方々の末に私が

加われるのを望むばかりです。弟は庁舎に籠っていていまはまだお手紙を記すことができずにいます。 

【補足】［この手紙は、文章の表面的な意味をそのまま受け止めるべきではなく、成
せい

都
と

の民衆に優しく接してくれるよう李
り

之
し

純
じゅん

に特に頼んだものであると読むべきであろ

う。約30年前に成
せい

都
と

知事の王
おう

素
そ

に送った手紙［→作品番号01-2-021］を思い起こさせ

るものがあり、蘇軾の強い郷土愛を感じることができる。ただし、この郷土を思う気

持ちが、保守派内の派閥争いの一因になっていたのは否定できない］ 

 

■【08-3-009】書艾宣画四首 

【解題】蘇軾よりも少し前の時代に活躍した艾
がい

宣
せん

という画師がいた。その画を見て詠

んだ詩。画によって刺激を受けた蘇軾の感性が、該博な知識と連動して生み出された

作品で、我々がそれと共鳴するのはたやすいことではない。4 首のうちから 1 首だけ

を訳す。 

 

【訳文】 

 其の三 杏花白鷴［杏
あんず

の花と白い鷴
やまきじ

］ 

天の工
たくみ

は、誰のために花の妍
あでやか

さを刻むのか、 

蕊
し べ

を抱えて群がる蜂たちのためなのか。 
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人が酒を手に把
と

って春を惜しんでもすべては夢…… 

この閑
か ん

客
き ゃ く

［画中の白い鷴
やまきじ

のこと］が永遠に見続けているのには及ばない。 

【補足】［終わりの句は、画中の春は永遠に続くということをいっているのだろう］ 

 

■【08-3-010】次許沖元韻送成都高士敦鈐轄 

【解題】4 月 2 日、高
こう

士
し

敦
とん

が国境地帯の治安確保の任務を帯びて成
せい

都
と

に行くのを許
きょ

将
しょう

［字
あざな

は沖
ちゅう

元
げん

］が見送った詩に次韻した。高士敦は高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

の従弟であることから

官職を授かった人物。蘇軾は2年前の元
げん

祐
ゆう

元年8月、遼
りょう

国
こく

皇帝の誕生日を祝賀する使

者に選ばれ、高士敦が副使とされた。しかし、何らかの理由で蘇軾は辞退し、代わっ

て林
りん

旦
たん

が正使、高士敦が副使となって遼国に派遣された。そのことがこの詩の中に詠

み込まれている。宋と遼は、正月とそれぞれの皇帝の誕生日などに祝賀の使者を交換

し合い［→作品番号 08-1-061］、友好関係を維持する上で大切な年中行事となっていた。 

 

【訳文】 

高
こ う

君［高
こ う

士
し

敦
と ん

］は皇族との縁によって官職に就いた、 

地位の高下などはもとより虚名、 

高君は真に優れた人物である。 

私はものぐさのために高君とともに遼
り ょ う

国
こ く

に行くのを辞退し、 

北へと飛び行く鴻
おおとり

を眺めつつ、 

高君が堂々の使節として遼国に迎えられるのを想見したのだった。 

高君は、高い才能は勛
く ん

閥
ば つ

とは無関係であることを証明し、 

帰り来ると、あり余る力で蜀
し ょ く

の治安を担当することとなった。 

高君が成
せ い

都
と

に行くなら、 
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西に遠く雪に覆われた山を臨み見ても、 

もはやそこに変事を知らせる烽
のろし

が上がることはない。 

だから、高君は日々酒樽の横で過ごしていればよいのである。 

【補足】［4月 4日に蘇軾が非常に感動したと伝えられる出来事があった。それはいろ

いろな書物に記されているが、ここでは邵
しょう

博
はく

の随筆『邵
しょう

氏
し

聞
ぶん

見
けん

後
こう

録
ろく

』［→作品番号

08-1-051］の記事を見ておこう］ 

 

【訳文】 

邵
し ょ う

博
は く

：『邵
し ょ う

氏
し

聞
ぶ ん

見
け ん

後
こ う

録
ろ く

』 

蘇軾が翰
か ん

林
り ん

院
い ん

にいたときのこと、ある夕暮れ時、中
ちゅう

使
し

［皇帝の使いの宦官］が来て、お召しであると

いった。すでに半分酔い心地であったが、急いで水を汲んで口を漱ぎ、少し意識をはっきりさせると、東

門から入って小殿で皇帝のお出ましを待った。 

御簾の内から声がし、呂
り ょ

公
こ う

著
ち ょ

を（宰相に加えて）司
し

空
く う

平
へ い

章
し ょ う

軍
ぐ ん

国
こ く

重
じ ゅ う

事
じ

に、呂
り ょ

大
だ い

防
ぼ う

と范
は ん

純
じゅん

仁
じ ん

を左
さ

右
ゆ う

僕
ぼ く

射
し ゃ

［宰相］にするとの仰せがあった。三人が承ると、高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

がいわれた。 

「学士殿［蘇軾］は前年は何の官にあったのか」 

蘇軾は答えた。 

「臣
わたくし

は前年は汝
じ ょ

州
し ゅ う

団
だ ん

練
れ ん

副
ふ く

使
し

でございました」 

「いまは何の官にあるのか」 

「 忝
かたじけな

くも翰林学士を仰せつかっております」 

「何をもってこれほど俄かに翰林学士になったのか知っておるか」 

「太皇太后陛下の思
お ぼ

し召
め

しにございましょうか」 

「私は何も関わっておりません」 

「では、皇帝陛下の思し召しにございましょうか」 
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「陛下も何も関わっておられません」 

「よもや大臣の間から臣
わたくし

を薦めてくださったのでありましょうか」 

「大臣も何も関わっていません」 

蘇軾は驚き、 

「臣
わたくし

は無遠慮でありますけれど、自分から敢えて望むようなことはしておりません」 

高太皇太后はいわれた。 

「学士殿にこのことをずっとお伝えしたく思っておりました。これは先の皇帝陛下の御心によるものです。

先帝はお食事の間も箸を止めて文章を御覧になり、いま読んでいたものについてそっと私に向かって

お語りになることがありました。そのようなときは、必ず学士殿の作でありました。先帝はそのたびに毎回

『奇才である、奇才である』とおっしゃられました。しかし、学士殿を十分にお用いなることなく亡くなられて

しまったのです」 

蘇軾は思わず泣き声を挙げ、何もいえなくなった。高太皇太后も皇帝も泣かれ、他の者も皆泣いた。 

すでに任命が終わると、皆は茶を賜わった。 

高太皇太后は蘇軾にいわれた。 

「学士殿はどうかお上のために心を尽くし、先帝の御恩に報われるように」 

蘇軾は座を下って拝した。 

高太皇太后の御指示で、御前の金の燭台が取られ、それによって蘇軾は翰林院に送られた。 

以上のことを蘇軾は王
お う

鞏
き ょ う

に語った。 

【補足】［（1）蘇軾が答えた汝
じょ

州
しゅう

団
だん

練
れん

副
ふく

使
し

は、黄
こう

州
しゅう

安
あん

置
ち

から罪を赦されて完全に復権

する前のかりそめの地位であった。高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

の言葉は、東の坡
たかまり

を耕していたころ

からしたら、夢にも聞けるようなものではないので、蘇軾が感動したのも当然であっ

た。都における蘇軾の栄光のシーンである。（2）このときの任命によって、宰相は文
ぶん

彦
げん

博
はく

、呂
りょ

公
こう

著
ちょ

、呂
りょ

大
だい

防
ぼう

、范
はん

純
じゅん

仁
じん

の4人なった。いずれも保守派である］ 
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■【08-3-011】跋宋漢傑画 

【解題】この文章は作品番号 05-4-114としてすでに見ている。そのときは宋
そう

子
し

房
ぼう

［字
あざな

は漢
かん

傑
けつ

］の伯父の宋
そう

迪
てき

［字
あざな

は復
ふく

古
こ

］［→作品番号05-4-113］が主役として読んでいたの

で、ここで宋子房を主役として読み直しておきたい。都に滞在する宋子房と会い、そ

の画を見ての感想である。 

 

【訳文】 

私はかつて宋
そ う

迪
て き

君［宋
そ う

子
し

房
ぼ う

の伯父］と遊び、その画『瀟
し ょ う

湘
し ょ う

晩
ば ん

景
け い

』を見て三首の詩を作った。その一部

に、 

 

径遙趨後崦、［曲がりくねった道は後ろの山へと趨
は し

り］ 

水会赴前溪。［水は前の渓へと赴いて合流する］ 

 

と、あった。それ見て、宋迪君はいった。 

「君も画を描くのだね」 

その甥の宋
そ う

子
し

房
ぼ う

もまた画を学んでいる。これから数年もすれば宋迪君に並ぶようになるだろう。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年四月五日、書く。 

【補足】［かつて宋
そう

迪
てき

の画を詠んだ三首の詩から、蘇軾は二句だけをこの文章に引い

ている。実は、作品番号 05-4-113 では訳者の理解が及ばないので割愛した第三首に含

まれていて、この二句だけなら意味は明快である。画に描かれた遠近感を巧みに言葉

で表現したもので、それが、「君も画を描くのだね」という宋迪の言葉を引き出した

ということになる］ 
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■【08-3-012】又跋漢傑画山二首 

【解題】宋
そう

子
し

房
ぼう

［字
あざな

は漢
かん

傑
けつ

］の画はどうであったのか。同じときに書いた二つの短文

が残っている。なお、宋子房は、蘇軾が初めて官職に就いて赴任した鳳
ほう

翔
しょう

府で知事で

あった宋
そう

選
せん

［→作品番号 02-1-018］の息子である。つまり、蘇軾の最初の上官として

特に蘇軾を厚遇してくれた人の子であるから、ここの画評はやや甘いのかもしれない。 

 

【訳文】 

（1）唐
と う

代
だ い

の人である王
お う

維
い

、李
り

思
し

訓
く ん

の流れの人々が描いた山
さ ん

川
せ ん

峰
ほ う

麓
ろ く

は、自ずから変化に富み、蕭
し ょ う

然
ぜ ん

として出
しゅつ

塵
じ ん

の姿があり、しばしばその間に雲が描かれ、空に浮くその雲は遠く霞み、一羽の鳥が夕日

の向こうへと飛び行き、江
こ う

天
て ん

の外へとまさに消え去ろうとしている。世の人々はこれを手本とし、唐人の

画の典型として窮められたのである。 

近年では、ただ范
は ん

寬
か ん

だけがこの古法をやや残しているものの、わずかながら俗気がある。宋
そ う

子
し

房
ぼ う

のこ

の山の画は、不
ふ

古
こ

不
ふ

今
き ん

、新
し ん

意
い

を少し出していて、これをさらに極めるならば、山に色が著
つ

くかのようにな

るであろう。 

 

（2）士
し

人
じ ん

の画を観ると、天下の名馬を閲
み

るかのようで、いかなるところにも到ろうとする意気が感じられる。

画工が描いたものは、往往にしてやたらと鞭や毛皮や飼葉桶や秣
まぐさ

を並べて、数尺の巻物を埋めて

いるだけで、優れたところが一点もない。宋子房の画は真に士人の画である。 

 

■【08-3-013】謝宋漢傑恵李承晏墨 

【解題】宋
そう

子
し

房
ぼう

［字
あざな

は漢
かん

傑
けつ

］から李
り

承
しょう

晏
あん

の墨が贈られたので、その謝礼の詩。李承

晏は墨を作る名手であったのだろう。 
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【訳文】 

年老いた松を焼き尽すと軽い花のような煤となる。 

それに墨にする妙法は唐
と う

代
だ い

の李
り

超
ち ょ う

に始まった。 

それを受け継いだこの墨は、 

翠
みどり

色のような黒、冷ややかな光沢、 

それが何に似るかといったら、 

寒空から降りてきた鴉の翼のような女性の髮であろうか。 

 

■【08-3-014】与李方叔 

【解題】李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］［→作品番号08-3-005］に送ったメッセージ。 

 

【訳文】 

ここのところ連日、殿門に伺候し、お会いするのを果たせずにおります。お手紙をいただき、お変わりな

いとのこと。明日は韓
か ん

康
こ う

公
こ う

［韓
か ん

絳
こ う

］の弔問に伺い、晩には家に帰ります。もし貴君の御都合がよろしけ

れば、夜に訪問してお別れ前のお話ができるでありましょう。 

【補足】［李
り

廌
たい

は科挙に不合格になってから後も、韓
かん

絳
こう

［康
こう

公
こう

］［→作品番号 08-3-004］

が亡くなったころまでは都に滞在していたのだろう。多忙ななかでも、後輩を思う蘇

軾の心遣いがわかる］ 

 

■【08-3-015】次韻子由五月一日同転対 

【解題】蘇軾を何とかして陥れようとする者は、あれがだめならこれと、次々にほじ

くり出し、このころは科挙を巡って不届きなことがあったとして趙
ちょう

挺
てい

之
し

らの批判にさ
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らされていた。蘇軾は弟とともに反論を記して 5月 1日に朝廷に提出した。そのこと

を弟が詩に詠んだので次韻した。 

 

【訳文】 

漢
か ん

の時代に、賈
か

宜
ぎ

は意を決して思うところを記して皇帝に差し出した―― 

僕らもまた同じこと、堂 と々正しいことを論じるだけであって、 

そうするのは、農夫や樵
きこり

に笑われないためである。 

唐
と う

の高
こ う

祖
そ

皇帝は、晋
し ん

陽
よ う

で隋
ず い

を討つための旗揚げをした―― 

そのとき、高祖皇帝は「これは我らのためにだけにするのではない」といった、 

天下のことを思う天子のお言葉を僕らも聞けるに違いない。 

唐
と う

朝
ち ょ う

は五月一日を皇帝が文武百官と顔を合わせる日と定めた、 

まさに今日は五月一日である。 

僕らの半生の出処進退は常に憂患とともにあり、 

郷里に帰るのが上策であることは早くからわかっていた。 

それでも、「後
こ う

生
せ い

畏
お そ

るべし」、後に続く者たちの評価を思わずにはいられない。 

ああ、それにしても僕は衰えてしまった。 

僕は見くびられたのか、それとも見かけ倒しだったのか。 

 

■【08-3-016】張士遜中孔道輔 

【解題】蘇
そ

頌
しょう

［字
あざな

は子
し

容
よう

］から、50 年ほど前の事件の裏話を聞き、それを記録した

文章。馮
ふう

士
し

元
げん

という人物がからんだスキャンダルで、その告発をした孔
こう

道
どう

輔
ほ

が途中で

日和ったために失脚となった。政争の渦中にあった蘇軾としては、身につまされるも

のがあっただろう。蘇頌の名は作品番号 05-3-038 などで見ていて、蘇軾の先輩で、北
ほく
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宋
そう

第一の機械学者とされている。 

 

【訳文】 

かつて孔
こ う

道
ど う

輔
ほ

が御
ぎ ょ

史
し

中
ちゅう

丞
じ ょ う

であったときに、馮
ふ う

士
し

元
げ ん

の事件を審理し、人に阿
おもね

ることなく法に従って判断

を下した。仁
じ ん

宗
そ う

皇帝はそれを称え、孔道輔を高位に就けようとした。時の大臣は馮士元と利を通じ合っ

ていて、特に宰相の程
て い

琳
り ん

が最もひどかった。孔道輔がその実情を掴んだとき、張
ち ょ う

士
し

遜
そ ん

は不快に感じ、

孔道輔を陥れようとした。皇帝は孔道輔が作成した書類を中
ちゅう

書
し ょ

省
し ょ う

に送るよう指示した。孔道輔が中

書省に行く途中で、張士遜はそれを引き止めてしばし語り、おもむろに、「貴君は間もなく大きな地位に

就くでありましょう」と、いった。孔道輔が喜ぶと、張士遜は、「貴君がこのようにまでなったのは、誰のお

力によるのか御存知でしょうか。程
て い

公
こ う

［程琳］がいらっしゃらなければこうはならなかったでありましょう」と、

いった。孔道輔はうなだれ、程琳には徳があると考え、己の行為を恥じた。日を置かずして孔道輔は

皇帝の前で、力を尽くして程琳を救おうとした。皇帝はひどく立腹し、程琳を罰するとともに、孔道輔を

左遷して都の外に出した。孔道輔は張士遜に陥れられたと知り、憤慨の余り病気になり、赴任する途

中で死んでしまった。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年五月三日、これを蘇
そ

頌
し ょ う

から聞いた。 

 

■【08-3-017】録陶淵明詩 

【解題】このころ欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の息子の欧
おう

陽
よう

棐
ひ

［字
あざな

は叔
しゅく

弼
ひつ

］も朝廷にいて、若干の交流が

あった。そのことが記されている短文。最初に陶
とう

淵
えん

明
めい

の詩をそのまま掲げている。 

 

【訳文】 

清晨聞叩門、［すがすがしい朝、門を叩くのが聞こえた］ 

倒裳往自開。［あわてて衣をさかさまにひっかけて、門を開いた］ 
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問子為誰与、［「どなたでしたか」と尋ねると］ 

田父有好懐。［気のよい農家のおやじさんで］ 

壺漿遠見候、［壺に酒を入れて、遠くから様子を見にきてくれたのだった］ 

疑我与時乖。［私が時世に背を向けているのをいぶかしく思って］ 

襤縷茅檐下、［「茅葺屋根の下での襤縷
お ん ぼ ろ

の日々は］ 

未足為高棲。［高尚なお暮らしとはいえますまい］ 

一世皆尚同、［世間は、みんなが同じようにするのが結構であるとしておるのです］ 

願君汨其泥。［あなたも、世俗の泥をかぶるのがよいのではありませんかな」という］ 

深感父老言、［「先輩のお言葉に深く感じ入ります］ 

禀気寡所諧。［それでも、私のもって生まれた性質で、うまく合わせるのが不得手なのです］ 

紆轡誠可学、［たづなを取り直して、進路を曲げるよう努めるべきなのでしょうが］ 

違己詎非迷。［自身をいつわるのは、迷いというものなのではないでしょうか］ 

且共歓此飲、［まあ、それはそれとして、これを飲んで楽しみましょう］ 

吾駕不可回。［私の車は方向転換がきかないのです」］ 

 

この詩を欧
お う

陽
よ う

棐
ひ

君は愛し、私もまた愛するものである。 

私はかつてこのようなことをいった。 

「言葉が心に発して、口を衝いて出ようとする。これを吐き出すと人に逆らうことになる。これを呑み込む

と己に逆らうことになる。ならばどうするのか。むしろ人に逆らうのがよい。だから、私はついにそれを吐い

てしまう」 

陶淵明のこの詩の意
こころ

は謀
は か

らずもそれと合致する。それでこの詩を書いておく。 

【補足】［（1）陶
とう

淵
えん

明
めい

のこの詩は、『飲酒』という題の連作の第九首である。ひとつ前

の文章と合わせて読むと、蘇軾の覚悟が見えてくる。（2）後に蘇軾の次男の蘇
そ

迨
たい

が欧
おう
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陽
よう

棐
ひ

の娘と結婚するのを第10章で見るようになる］ 

 

■【08-3-018】与王慶源 

【解題】郷里にいる王
おう

淮
わい

奇
き

［字
あざな

は慶
けい

源
げん

］［→作品番号06-1-084］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

御所望の紅
くれない

の帯を一条ここにお送りします。翁［王
お う

淮
わ い

奇
き

］が私にこれをお求めになったと、そこらの連

中が聞いたなら、なんやかやといい出すかもしれません。好きにさせておけということでありましょうか。私

の詩を一首と、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

君と秦
し ん

観
か ん

君の二首も添えます。いま詩文をもって世に名のある者がそれぞれ

一首ずつ賦してくれたのです。『黄
こ う

素
そ

経
き ょ う

』一巻を写し、合わせて孫
そ ん

子
し

発
は つ

君［字
あざな

は宣
せ ん

徳
と く

］に託してお送りし

ます。…… 

【補足】［郷里の方に行く孫
そん

子
し

発
はつ

に託して王
おう

淮
わい

奇
き

にいろいろなものを贈ったのである。

その経緯は次の詩の題に記されている］ 

 

■【08-3-019】慶源宣義王丈、以累挙得官、為洪雅主簿、雅州戸掾。遇吏民如家人、

人安楽之。既謝事、居眉之青神瑞草橋、放懐自得。有書来求紅帯、既以遺之、且作詩

為戯。請黄魯直学士、秦少游賢良各為賦一首、為老人光華 

【解題】長い詩の題は次の通り。「王
おう

淮
わい

奇
き

［字
あざな

は慶
けい

源
げん

］は、しばしば科挙に応じた末

にようやく官職を獲得し、洪
こう

雅
が

の主
しゅ

簿
ぼ

、雅
が

州の戸
こ

掾
じょう

となった。民衆や下役人に対して

家族のように接したので人々は喜んだ。すでに職を辞め、眉
び

州青
せい

神
しん

県の瑞
ずい

草
そう

橋
きょう

に住み、

悠々自適の暮らしを送っている。老人から手紙がきて紅
くれない

の帯を求めたので、それを

贈り、戯れの詩を作った。黄
こう

庭
てい

堅
けん

と秦
しん

観
かん

にも一首ずつ作ってもらい、老人に華を添え

ることにした」。かつて王淮奇に宛てた手紙を作品番号06-1-084などで見てきたが、そ
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れらからは王淮奇が官職に就いている様子は窺えなかったので、最近になってようや

く短期間ながらも念願を果たせたのだろう。「紅の帯」の意味するところはよくわか

らないが、職を退いた老人が華やかに身を飾るためのもので、それを都にいる蘇軾か

ら贈られたならこの上ない名誉であるということなのだろう。郷里の先輩を大切に思

う蘇軾は紅の帯だけでなく、黄
こう

庭
てい

堅
けん

と秦
しん

観
かん

にも詩を作らせた。なお秦観は蔡
さい

州の学校

の教授を務めていたので［→作品番号 08-1-059］、何らかの用事があってこのころに都

にきていのだろうか。 

 

【訳文】 

貴君は書生のまま、霜に遭った葉のように枯れるところであった。 

かろうじて官職を得ると、 

子のように民を遇し、我が家の使用人のように下役人に接したので、 

人々は貴君のことをお役人様として見上げるようなことはなかった。 

貴君は、「自分はたまたま字が読める農夫であるだけなのだ」といっていた。 

いつまでも貧乏であったので妻は泣くし、子供は飢えて叫ぶし、 

時に野
や

人
じ ん

が来て馴れ馴れしく貴君の髭をひっぱったりもした。 

貴君は、役人としての成績は下の下であると自ら採点して職を辞し、 

芋と豆くらいならどこへ行ってもついてまわるはずだと、 

郷里に帰ったのだった。 

いま貴君は瑞
ず い

草
そ う

橋
き ょ う

あたりの路を独り歩き、 

携えるのは酒の入った壺が一つ、 

慈
じ

姥
ぼ

巌
が ん

の前で自ら渡し舟を呼び寄せ、 

青
せ い

衣
い

江
こ う

のほとりをぶらぶらすると、人々が争って貴君の手を取ろうとする。 
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春の蚕の市
い ち

に行くと、数州から集まってきた人の中に、 

貴君が務めた土地の者がいて貴君を取り囲むので、 

市の人々は貴君を指さして一体誰なのだろうか怪しむ。 

そのとき貴君は、紅い帯に白い髯が映え、老いてなお堂々の姿である。 

私は西に帰って貴君の隣に住もうと思う、 

垣根を隔て、貴君の歌声に合わせて手を打つのだ、 

懐旧の情に空しくふけるようなことはしないつもりだ。 

【補足】［（1）「野
や

人
じん

」には、田舎者、庶民、礼儀を知らぬ者、飾らぬ真心のある人な

どの広い意味がある。都で高い位にあって上辺ばかりを飾る偽善者の真逆の人間であ

る。（2）詩の中ほどにある慈
じ

姥
ぼ

巌
がん

と青
せい

衣
い

江
こう

は眉
び

州青
せい

神
しん

県の地名。蘇軾の郷里では春に

賑やかに蚕の市が開かれることは作品番号02-3-002で見ている］ 

 

■【08-3-020】次前韻送程六表弟 

【解題】従兄弟の程
てい

之
し

元
げん

［字
あざな

は徳
とく

孺
じゅ

］が楚
そ

州知事から江
こう

南
なん

西
せい

路
ろ

転
てん

運
うん

判
はん

官
がん

に転任するこ

ととなり、蘇軾は先の詩［→作品番号08-1-028］に次韻して贈った。 

 

【訳文】 

貴君の家の兄弟はいずれ劣らぬ宝
ほ う

玉
ぎ ょ く

揃い、 

門には赤い車輪の車が十台も並び、一万石もの貯えがある。 

知事の印
しる し

の竹の符
ふ

を授かっただけでなく、 

いずれは尚
し ょ う

書
し ょ

の位の者が履く舄
くつ

も頂戴することになるだろう。 

先の年の災害時に、貴君は官の倉庫を開いて窮民を救い、 

行く先々で武器を売って農産を増やす策を実施した。 
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都に帰ってくると、己の功績については口を閉ざしたまま何もいわず、 

すぐにまた長
ち ょ う

江
こ う

を渡って別の任地に向かうことになった。 

私は残念に思う―― 

貴君は才能がありながら十分に用いられていない、 

あたかも谷間に聳え立つ松のようだ。 

私は全く違う―― 

役に立つところがないので、いたずらに大きくなれただけの木なのだ。 

貴君は頭が白くなっても青い衫
うわぎ

を着て百官の底あたりに置かれている、 

それでもどうか腐らずにいてほしい、 

旧い薪の上に新しい薪が積まれてゆく例は世間に多い。 

思うに、私はかつて江
こ う

南
な ん

の江
こ う

湖
こ

に釣り舟を浮かべ、 

無数の山を我が筆の内に収める経験をした。 

いまのところは、 

降りかかる火の粉を扇で払わなければないほどの状況にはないけれど、 

恐れなければならないのは、 

俗世に染まり切って、山の方から出入りを止められてしまうこと。 

貴君に頼みたいのは、 

江南の老人たちにどうか謝ってほしい、 

私が再び会おうといった約束を果たさずに、 

空しく都で太陽を仰ぎ見ていることを。 

いつか長江に浮かんで蜀
し ょ く

へと遡るのだ、 

その志はしかとここにある、 

長江の水にかけて嘘はいわない。 
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■【08-3-021】題崔布袋真儀 

【解題】20年ほど前に一度見ていた布袋
ほ て い

和
お

尚
しょう

の像に書き添えた短文。崔
さい

白
はく

と呉
ご

元
げん

瑜
ゆ

は

当時よく知られた画工であった。かつて見たのは改革政治が始まろうとしていたとき

で、それからの歳月を思わずにはいられなかっただろう。 

 

【訳文】 

熙
き

寧
ね い

年間に、画工の崔
さ い

白
は く

が布袋
ほ て い

の姿を描いたこの画を見せてくれた。その筆は清く、古風で、優れ

て呉
ご

元
げ ん

瑜
ゆ

を超えていると思った。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年七月一日、眉
び

山
ざ ん

の蘇軾が記す。 

 

■【08-3-022】跋盧鴻学士草堂図 

【解題】これも画に添えた短文。唐
とう

代
だい

の玄
げん

宗
そう

皇帝のころの盧
ろ

鴻
こう

が描いた『草
そう

堂
どう

図
ず

』に

添えた短文。 

 

【訳文】 

これは唐
と う

の盧
ろ

杞
き

丞相や段
だ ん

文
ぶ ん

昌
し ょ う

のもとにあった画で、いまは内
な い

侍
じ

都
と

知
ち

の劉
り ゅ う

有
ゆ う

方
ほ う

君の家にある。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年七月、私は北
ほ く

使
し

［遼
り ょ う

国
こ く

の使者］の接待役を都
と

亭
て い

駅
え き

で務め、そのときに劉君が見せてくれた。

それで詩を賦して書くものである。息子の迨
た い

と過
か

も遠く見にきたので、同じく詩を賦させて書かせた。 

【補足】［（1）遼
りょう

国
こく

の使者は坤
こん

成
せい

節
せつ

［皇帝の即位記念日］を祝うためにきたもので、

都の東にある都
と

亭
てい

駅
えき

で蘇軾はその接待に当たった。（2）蘇軾は詩を賦したとここに書

いているが、その作品は残っていない］ 
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■【08-3-023】送周正孺知東川 

【解題】7月、周
しゅう

尹
いん

［字
あざな

は正
せい

孺
じゅ

］［→作品番号08-2-003］が梓
し

州［東
とう

川
せん

］の知事に任命

され、その送別の詩。梓州は蜀
しょく

に属する地である。 

 

【訳文】 

学問を実践する者は、 

昔は一郡の知事にでもなれればもう十分な栄誉だとしたもので、 

任を終えて帰郷すれば、人々から大いに敬われた。 

まして、梓
し

州は堂々の土地柄、 

千人を引き連れて墓参りに行くほどたくさんの人がいる。 

門から村に入るときには、 

知事もきちんと車から降り、村の老人たちが迎えに出るくらいに、 

礼儀を重んじるところ。 

貴君の端正な姿は賢人とされた漢
か ん

の何
か

武
ぶ

のようで、 

司
し

馬
ば

相
そ う

如
じ ょ

を知事として迎えるのを人々が誇りとしたことなど物の数ではない。 

清らかに世の中が治まっているときには、 

人を養うことが大切で、 

木だって育て方によってはどれもが有用なものになる。 

貴君に一郡を指揮する力量があるのに比べ、 

私自身を顧みると、丘に帰って耕すのがよく、 

職を去って悔いないことこそが勇気ある決断なのだ。 

貴君に先立って帰るべきで、 

廉潔を慕って退くといえば聞こえがよいけれど、 
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実のところは、自分が衰えて役立たずだとわかっているのだ。 

蜀
し ょ く

の地では、知事になった人物の画を描く習慣があるから、 

貴君の画の隣に並べてもらえるよう、 

先に我が画を用意して待つつもりである。 

【補足】［蜀
しょく

に関係するとなると蘇軾も力が入るのか、この詩と同じ韻を用いてもう1

首送別の詩を周
しゅう

尹
いん

に贈っている。煩を厭い訳は割愛する］ 

 

■【08-3-024】楽苦説 

【解題】楽と苦について考察。 

 

【訳文】 

楽な事を慕い、苦しい事を畏れる。これは己の身にまだ苦や楽が至っていないときの心持ちである。

すでに苦や楽が至り、身をもってその中にあるときには、慕うとか畏れるとかの心持ちなどあるはずもな

い。まして、苦や楽が過ぎ去った後には、慕うとか畏れるとかそのようなものはどこにもない。 

声を尋ねる、影を捕らえる、風に繋ぐ、夢を追う――この四者は上に記したことと似ているけれど、声、

影、風、夢はまだしも彷
ほ う

彿
ふ つ

としてそこに存在している。 

楽な事を慕い、苦しい事を畏れる――このことばかりを考え過ぎるのは病
やまい

のもとである。そのような病をど

のように治せばよいのかと思案を重ねるのなら、その先に楽な事が得られるのであろう。 

いま理屈でもって諸君等に語ろうとしてもそれは難しい。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年八月五日、書く。 

【補足】［理屈では語りにくいことを書いている文章であるから、訳文は原文から離

れずに作りつつもはなはだ自信がない。問題はどうしてこの時期にこのようなことを

書いたのかということだ。黄
こう

州に流され、いま朝廷の高官となっているのは、普通に
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いえば苦から楽への大転換を経て、得意の最中にあってよいはずなのだが、前の幾つ

かの詩でも見たように、蘇軾は次の苦がすぐそこに、もしくはすでにそこにあると感

じていたのだろう］ 

 

■【08-3-025】虚飄飄 

【解題】虚しく飄
ひょう

飄
ひょう

とするもの［実態なくゆらゆらするもの］を詠んだ詩。これだ

けを見ると、一種の物尽くしの戯
ざ

れ歌、あるいは俗な教訓詩のようだが、ここの一連

の詩文と合わせるといささか味わいが違ってくるであろう。 

 

【訳文】 

虚飄飄、［虚しく飄
ひ ょう

飄
ひ ょう

とするもの］ 

画檐蛛結網、［軒端に結ばれた蜘蛛の網］ 

銀漢鵲成橋。［天の川を渡るという鵲
かささぎ

の橋］ 

塵漬雨桐葉、［塵を漬
ひ た

すようにして降る雨に落ちる桐の葉］ 

霜飛風柳條。［霜を飛ばす風に揺れる柳の枝］ 

露凝残点見紅日、［ぽつんと残った露が紅い日を見るとき］ 

星曳余光橫碧霄。［星がわずかな光を曳いて青空に橫たわるとき］ 

虚飄飄、［虚しく飄
ひ ょう

飄
ひ ょう

とするものだって］ 

比浮名利猶堅牢。［浮ついた名
みょう

利
り

に比べたらどれも実に堅牢なものだ］ 

【補足】［この詩に黃
こう

庭
てい

堅
けん

と秦
しん

観
かん

が和し、海原に浮かぶ蜃気楼とか、春の水に解ける

氷の橋とか、虚しく飄
ひょう

飄
ひょう

とするものをさらに列挙している］ 

 

■【08-3-026】相国寺題名 
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【解題】宋
そう

の都の第一の寺として名高い相
そう

国
こく

寺
じ

を訪れた記録。 

 

【訳文】 

蘇軾、蘇轍、孫
そ ん

敏
び ん

行
こ う

、秦
し ん

観
か ん

とともに相
そ う

国
こ く

寺
じ

にきて、王
お う

詵
し ん

が描いた墨
ぼ く

竹
ち く

を見た。申
し ん

先
せ ん

生
せ い

も来られた。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年八月五日、申先生は一百一歳である。 

【補足】［孫
そん

敏
びん

行
こう

は官員仲間で、秦
しん

観
かん

はこのころまで都にいて蔡
さい

州に帰ったようだ。

王
おう

詵
しん

［→作品番号 08-2-061］は身分が高く、風雅を愛し、後で見るように画もなかな

かの腕前だった。101歳という申
しん

先
せん

生
せい

は未詳］ 

 

■【08-3-027】碣石庵戯贈湛庵主 

【解題】相
そう

国
こく

寺
じ

の碣
けつ

石
せき

庵
あん

の湛
たん

庵
あん

主
しゅ

に贈った戯れの詩。湛庵主の詳しいことはわからな

い。 

 

【訳文】 

年の初めには保
ほ

康
こ う

橋
き ょ う

の上で夜に燈篭を観て、 

夏には碣
け つ

石
せ き

庵
あ ん

の巌
いわお

の前で氷のような水を飲む。 

山林の趣
おもむき

をもって町の市
い ち

の雑踏を笑わないでほしい、 

この老人［蘇軾］の手の内にも烏
う

藤
と う

［杖のことで、山野を歩く意を宿している］があるのだから。 

【補足】［蘇軾には都の名所を詠んだ詩がほとんどない理由をここから読み取ること

ができなくもない。都の上
じょう

元
げん

節
せつ

の夜景は無数の燈篭で飾られ、当時の世界で並ぶもの

のない盛観であった。相
そう

国
こく

寺
じ

境内では定期的に市
いち

が開かれて、その賑やかさもまた世

界屈指のものであった。それらを楽しむよりも、蘇軾はむしろ烏
う

藤
とう

を手に山林を歩く

ことの方は自身にとって価値のあることだと考えていたのである］ 
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■【08-3-028】和王晋卿題李伯時画馬 

【解題】李
り

公
こう

麟
りん

［字
あざな

は伯
はく

時
じ

］［→作品番号 08-3-003］が描いた馬の画を見て王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］［→作品番号08-3-026］が詩を詠んだのでそれに次韻した。 

 

【訳文】 

飛脚のもとには良馬がある、 

貴君はそんなものに目を向けない。 

紙の上に収められたこの駿
しゅん

骨
こ つ

［馬のこと］、 

果たしてどこから来たのだろうか。 

ひとたび鞭を当てられたならば、 

肉を翻して蟻塚をひらりと跳び越え、 

沙漠の地を縦横に駆け抜けるであろう。 

そのようなときに巡り合えない不遇を嘆くのは、 

馬ばかりではない。 

【補足】［同じころに李
り

公
こう

麟
りん

の馬の画について詠んだ詩がもう一首あるが、訳は割愛

する］ 

 

■【08-3-029】題晁無咎蔵画馬 

【解題】晁
ちょう

補
ほ

之
し

［字
あざな

は無
む

咎
きゅう

］［→作品番号 08-2-037］はいろいろな画を持っていたよ

うで、これは馬の画に添えた短文。 

 

【訳文】 
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晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

が所蔵するこの画には、八頭の野生の馬が描かれ、山や谷の間に見え隠れしている。慘
さ ん

淡
た ん

とした雰囲気で、柳
り ゅ う

宗
そ う

元
げ ん

がいうところの「風鬃霧鬛
ふ う そ う む り ょ う

、千里相角
せ ん り あ い か く す

」［たてがみをなびかせて千里を競い

走る］の趣
おもむき

がある。しかし、その筆法は不器用で、遠い韻
しらべ

を知る人ではあるものの巧みではない。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年、宋
そ う

景
け い

年
ね ん

と張
ち ょ う

耒
ら い

とともに観た。 

【補足】［宋
そう

景
けい

年
ねん

［字
あざな

は遐
か

叔
しゅく

］は当時朝廷にいた人で、張
ちょう

耒
らい

［字
あざな

は文
ぶん

潜
せん

］［→作品番

号08-2-043］は晁補之とともに「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」の一人である］ 

 

■【08-3-030】自跋石恪画維摩賛、魚枕冠頌 

【解題】自作の賛および頌歌を書き、それにこの跋文を加えた。賛は石
せき

恪
かく

が画いた維
ゆい

摩
ま

像
ぞう

に添えたもの、頌歌は魚
ぎょ

枕
ちん

冠
かん

を称えたもので、前者は作品番号06-5-018で、後者

は作品番号06-5-024見ている。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州にいたときに、この二つの作品を戯れに作り、次第に忘れてしまった。元
げ ん

祐
ゆ う

三年八月二十

九日、同僚と早くに出勤し、独りで玉
ぎ ょ く

堂
ど う

に坐していて、たちまちこの二首を思い出した。それでここに記

録しておく。 

翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

、眉
び

山
ざ ん

の蘇軾、記す。 

【補足】［職場で不意に記憶が蘇って書き残したことで、この二篇はいまに伝わった

のである］ 

 

■【08-3-031】跋送石昌言引 

【解題】父蘇
そ

洵
じゅん

の同郷の先輩に石
せき

揚
よう

休
きゅう

［字
あざな

は昌
しょう

言
げん

］がいた。石
せき

康
こう

伯
はく

［→作品番号

06-1-108、08-1-009］の父である。石揚休は朝廷の高い位に昇り、皇帝の使者として遼
りょう
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国
こく

に派遣されたことがあり、蘇洵はそのときに送別の文章を作った。それを石揚休に

渡すために筆を執って清書したのは蘇軾で、嘉
か

祐
ゆう

元年［1056年］9月19日のことで、

蘇軾は 21歳で科挙の受験のために都に滞在中であった。それから 32年を経て、蘇軾

は再び自分が記した父の文章を見て、この跋文を書き添えた。跋文を読む前に、もと

の蘇洵の文章を見ておこう。これは蘇洵の代表作としてよく知られている。 

 

【訳文】 

蘇
そ

洵
じゅん

：『石
せ き

昌
し ょ う

言
げ ん

使
し

北
ほ く

引
い ん

』 

石
せ き

揚
よ う

休
きゅう

が科挙の一次試験に初めて合格したのは、私がほんの五、六歳のころで、私はまだ学問を

習っていなかった。思い出せるのは、そこらの子供たちと父のもとで遊んでいたときに、石揚休が傍ら

から棗
なつめ

や栗の実を手に取って私に食べさせてくれたことだ。家が近く、また親戚でもあることから、非常

に親しくしていたのである。 

石揚休は一次試験に合格して以来、日に日に有名になっていった。私は次第に成長し、少しばかり

書物を読むことを知るようになり、句を区切って読むことや、音律の規則に敵うように字を並べることを学

んだのだが、まだ習熟する前にやめてしまった。石揚休は私が学問をやめたと聞いて、私には何もい

わなかったのだが、その心の内を察するに、きっとひどく残念に思っていたのだろう。 

十余年後に石揚休は第四番目の成績で科挙の最終試験に合格し、地方官として各地を巡り、郷

里に帰ってくることはなかった。私は大人になり、あるとき感じることがあって、それまでの己を折って、再び

学び始めた。 

それから数年して都に行き、石揚休と長
ち ょ う

安
あ ん

で会い、長年の苦労を互いに慰め、かつての通りに楽しく

語り合った。私が十数篇の文章を出して見せると、石揚休ははなはだ喜んで、「善
よ

し」といってくれた。

私は晩学で師匠もなく、毎日文章をひとりで書いてきていたので、心の内では己の未熟さを恥じていた。

石揚休がそのようにいってくれて非常に嬉しく思った。 
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さらに十余年していままた都にくると、石揚休は翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

ならびに中
ちゅう

書
し ょ

舎
し ゃ

人
じ ん

となっていて、天子の使

者として万里の外に出ることとなった。強く悍
たけだけ

しくて我が朝
ち ょ う

に屈しない姿勢を示す遼
り ょ う

国
こ く

に向かって、大

きな旆
は た

を立て、数百騎を従え、車千乗を連ねて都の門を出て行くのである。その意気はまことに盛んで

ある。 

私は思うに、子供であったときに父の傍らで石揚休を見て、将来このようなことなるとは想像すらできな

かった。富貴になるかならないかなどは気に掛けるまでもない。私はいまの石揚休を見て独り感じること

がある――男児として生まれたからには、将軍にはならなくとも、使者となって言論をもって交渉に勝つ

ならもういうことはないのだと。 

かつて彭
ほ う

任
に ん

は富
ふ

弼
ひ つ

に従って遼国に使者として行き、帰ってから後で私にこのようなことをいった。 

「国境を出て駅亭に宿を取ると、鎧
よろい

を身に付けた騎兵が数万騎ばかりも馳せて通過して行った。剣と

槊
ほ こ

がぶつかり合う音が一晩中続いた。それを聞いて従者は恐れて真っ青になった。明け方になって

道に出て無数の馬の跡を見て、心臓がばくばくするのを自分ではどうすることもできなかった」 

遼国が中国に対して威を輝かせて惑わすやり方は多くはこの類
たぐい

で、中国の人は事情がよくわからずに、

ある者は恐れて震え上がり、ある者は言葉を失い、向こうの笑いものとなってしまうのである。ああ、何と

考えの浅いことではないか。 

漢
か ん

の時代に劉
り ゅ う

敬
け い

は匈
き ょ う

奴
ど

の冒
ぼ く

頓
と つ

のもとに使者として行ったときに、兵士も馬も隠れていて一切見ること

がなかった。そのために皇帝は油断し、平
へ い

城
じ ょ う

で匈奴の軍勢に囲まれてしまった。いま遼国のやり方は

その逆であるから、中国に対して何かしかけてくる力など実はないとわかる。 

孟
も う

子
し

はこういった。 

「大きな相手を説き伏せるときには、呑んでかかるのがよい」 

まして相手は夷
い

狄
て き

であるのだから、軽くみてかかればよいのだ。 

以上のことを石揚休に贈る。 

【補足】［（1）宋
そう

は文官優位で、名のある将軍がほとんど現れず、外国に対して軍事
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的に常に劣位に立っていた。だから、平和を維持するための外交交渉が重要であった。

この文章で蘇
そ

洵
じゅん

は、外交交渉を有利に進めるのは戦場での将軍の活躍に勝るとも劣ら

ない重要なことであると、石
せき

揚
よう

休
きゅう

に説いたのである。（2）途中に彭
ぼう

任
にん

が富
ふ

弼
ひつ

に従って

遼
りょう

国
こく

に行ったときのエピソードが記されている。これは富弼の神
しん

道
どう

碑
ひ

［→作品番号

08-2-012］で見た、遼国との非常に難しい交渉のときのことである。遼国は宋の使者

を驚かすために、わざと大げさなデモンストレーションをしたのである。（3）最後の

孟
もう

子
し

の言葉は、各国を遊説して苦労を重ねた孟子ならではのもので、この言葉を選ん

だのは、独立不羈の精神で己の道を拓いてきた蘇洵にいかにもふさわしい］ 

 

【訳文】 

右は嘉
か

祐
ゆ う

元年九月十九日に我が父が書いた『石
せ き

揚
よ う

休
きゅう

が使者として北に行くのを送る』という一文で

ある。この文字は私が二十一歳のときに記し、これは石揚休に贈った原本である。いまは陳
ち ん

師
し

道
ど う

が所

蔵している。 

石揚休は詩が上手で、当時そのことで名が知られ、官員としては知
ち

制
せ い

誥
こ う

にまでなった。 

彭
ほ う

任
に ん

はやはり蜀
し ょ く

の人で、富
ふ

弼
ひ つ

に従って遼
り ょ う

国
こ く

に派遣され、霊
れ い

河
が

県の主簿であったときに亡くなった。石
せ き

介
か い

はかつて彭任についてこのように記した。 

「彭任は道
み ち

をわきまえた人で、背の高さは七尺あり、その膽
き も

はその身体以上に大きい。いつも酒店に

居て、仲間とともに一日中飲み続ける。聞けば、彭任が遼国に行く使者となったのは、遼国の出方

が予測できなかったときのことで、彭任はくさくさとして酒をあおって店の床を拳で叩き、皮膚が裂けて血

がほとばしった。かくして自ら志願したのだった。死ぬ気で遼国に向かったのである」 

彭任のひととなりはおよそこのようで、人を殺
あ や

めるばかりの任侠を好んだのだった。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年九月一日題す。 

【補足】［（1）蘇軾は自分の筆で記した父の文章を 32 年後に再び見て、いろいろなこ
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とを思ったに違いない。蘇軾が筆を執ったのはまだ科挙に合格する前で、自分の将来

は全く予想がつかなかった。いまや蘇軾は石
せき

揚
よう

休
きゅう

が使者として派遣されたときと同じ

く翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

ならびに中
ちゅう

書
しょ

舎
しゃ

人
じん

となっていて、まさしく遼国に行く可能性もあった［→

作品番号 08-3-010］。（2）この跋文では蘇軾自身の感慨を記すことはなく、彭
ほう

任
にん

につい

て記している。蘇
そ

洵
じゅん

の文章をだけを見ると、彭任は臆病者だったかのように思えてし

まうので、そうではないことを明らかにしたかったのだろう。（3）陳
ちん

師
し

道
どう

の名は作品

番号08-2-041で、石
せき

介
かい

の名は作品番号06-4-070でそれぞれ見ている］ 

 

■【08-3-032】送銭穆父出守越州 句二首 

【解題】9月7日、銭
せん

勰
きょう

［字
あざな

は穆
ぼく

父
ふ

］［→作品番号08-3-007］が越
えつ

州知事に任命され、

都を出て行くことになった。これはその送別の詩。銭勰は、朝廷への報告に偽りがあ

ると告発したことが問題視されて地方に出されたのだった。 

 

【訳文】 

 其の一 

公文書に埋もれていると百の憂いが集まってくる。 

いまは酒を手にしてひとつ笑おうではないか。 

都の人々は硬骨漢を失うのを残念がっているのだが、 

会
か い

稽
け い

［越
え つ

州］の人々は古
いにしえ

の仙人のような人が来てくれるのを喜んでいる。 

 

 其の一 

会稽といえば若
じ ゃ く

耶
や

溪
け い

の雲
う ん

門
も ん

寺
じ

、 

唐
と う

の賀
が

知
ち

章
し ょ う

が亡くなって以来、 
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見る者もなく蓮の花は空しく開き続けてきた。 

私は残念ながらなお泥の中にいなければならないが、 

貴君に勧めるのは、 

若耶溪に浮かべる船の棹を返して都に戻ってきたりしないように…… 

【補足】［賀
が

知
ち

章
しょう

は李
り

白
はく

や杜
と

甫
ほ

の先輩で、風雅を愛する脱俗的な人物で、高い地位を

棄てて会
かい

稽
けい

に隠棲した潔さは、心ある士
し

大
たい

夫
ふ

の慕うところであった］ 

 

■【08-3-033】西江月 

【解題】同じ時期に同じく銭
せん

勰
きょう

［字
あざな

の穆
ぼく

父
ふ

］に贈った詞。 

 

【訳文】 

莫歎平齊落落、［大業を成した人は零落の中にあっても志を失いませんでした］ 

且応去魯遅遅。［かの孔
こ う

子
し

にしても故郷を出て行かなければならないときがありました］ 

与君各記少年時、［あなたもわたしも少年の日々からのことを思うなら］ 

須信人生如寄。［まことに人の生
せ い

は寄せるがごときものなのです］ 

 

白髪千茎相送、［送る者も送られる者も白髪が千本］ 

深杯百罰休辞。［よい詩ができなければ罰は酒が百杯］ 

拍浮何用酒為池。［酒の池に舟を浮かべて大いに酔おうといった者がいましたが］ 

我已為君徳酔。［すでにわたしはあなたの徳によってすっかり酔わされてしまっています］ 

【補足】［蘇軾の人生哲学「人の生
せい

は寄せるがごとし」がここで用いられている。そ

れだけ銭
せん

勰
きょう

と心が通じ合うと感じていたのだろう。最後の句の「君の徳の為に酔う」

は単なる美辞麗句ではない］ 
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■【08-3-034】答黄魯直 

【解題】黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］［→作品番号08-3-003］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

先日、張
ち ょ う

耒
ら い

君と晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

君が来てくれました。私がしばらく病に臥せっているので、貴君も連れてきたか

ったといっていました。もとより私の願うところです。来てくれるよう手紙を書こうと思ったのですが、ここ両日

は座っていると痛みがひどく、その毒がまだおさまらないので、ことに無聊をかこっています。そこに貴君

のお手紙と詩を得て、喜びに堪えません。一両日中には痛みもおさまり、数日のうちに苦しみもなくなる

でしょう。人々は病気見舞いにかこつけて訪れようとし、来るといきなり話し始めます。李
り

常
じ ょ う

君が御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

に召されるとのこと、はなはだ喜ばしく思います。会えばいろいろなことを言い合えるでしょう。…… 

【補足】［（1）最初に蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

の張
ちょう

耒
らい

［→作品番号 08-3-029］と晁
ちょう

補
ほ

之
し

［→作品番

号 08-3-003］が病気見舞いにきたことが記してある。このときの病は坐骨神経痛の類

でないかと推測されている。（2）ここで李
り

常
じょう

［→作品番号 08-2-028］について触れら

れている。黄
こう

庭
てい

堅
けん

は李常の甥に当たることから特に言及しているのだろう。その後も、

李常と親しくしたような痕跡は残されていない］ 

 

■【08-3-035】書贈柳仲矩 

【解題】柳
りゅう

仲
ちゅう

矩
く

に書いて贈った短文。柳仲矩は柳
りゅう

瑾
きん

［→作品番号 08-2-008］に繋が

る人物であろうと推測されている。 

 

【訳文】 

柳
り ゅ う

仲
ちゅう

矩
く

君が共
き ょ う

城
じ ょ う

からきた。官米を大きく丸めて私に食べさせつつ、百
ひゃく

泉
せ ん

の奇勝について語ってくれた。
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そして、隣に住んでみたらどうかと勧めてくれた。我が心はそれに誘われてすでに太
た い

行
こ う

山
さ ん

の麓に飄
ひ ょう

然
ぜ ん

と

行ったのであった。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年九月七日、東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

が書く。 

【補足】［共
きょう

城
じょう

は黄
こう

河
が

中流域の町で、北から太
たい

行
こう

山地が迫ってきて、百
ひゃく

泉
せん

は名所とし

て知られていた。蘇軾が都の政争に疲れ地方に出て行きたいとぼやいたので、この文

章のようなことになったのだろう］ 

 

■【08-3-036】文驥字説 

【解題】都で急死した文
ぶん

努
む

光
こう

［→作品番号 08-1-049］の子の文
ぶん

驥
き

の名前について記し

た短文。驥
き

とは駿馬の意味である。 

 

【訳文】 

馬は徳に優れているという。馬は蹄
ひづめ

を踏んで力を尽くし、一方で轡
くつわ

を切って逃れようと智を尽くす。その

力によって千里を走り、その智によって道に迷う。 

文
ぶ ん

驥
き

は文
ぶ ん

同
ど う

の孫、文
ぶ ん

務
む

光
こ う

の子、そして蘇轍の外孫である。小
し ょ う

名
みょう

を驥
き

孫
そ ん

といい、それによってその名を

驥
き

とした。馬の力の方を称えるのではなく、徳の方を称えよう。それで字
あざな

を元
げ ん

徳
と く

という。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年、外
が い

伯
は く

翁
お う

の東
と う

坡
ば

居
こ

士
じ

が書く。 

【補足】［父を早くに亡くした文
ぶん

驥
き

のことを思う蘇軾の気持ちが伝わってくる］ 

 

■【08-3-037】送程七表弟知泗州 

【解題】題にある「程
てい

七
しち

」は「程
てい

六
ろく

」の弟。つまり、蘇軾の姉の夫であった程
てい

之
し

才
さい

の

弟の程
てい

之
し

元
げん

［→作品番号 08-3-020］のそのまた弟の程
てい

之
し

邵
しょう

［字
あざな

は懿
い

叔
しゅく

］である。程

之邵が泗
し

州知事として赴任することになったのでその送別の詩。 
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【訳文】 

都にいたのでは、 

大きな川も広い湖も見ることができない。 

とにかく座っているだけでも顔は塵まみれになってしまう。 

洛
ら く

陽
よ う

からくる流れの末に舟を浮かべるなら、 

たちまち淮
わ い

河
が

の南の山々を見ることになる。 

どの山も美しく、 

ことに暁に鏡のような水面に現れ出る姿は格別である。 

新任の知事殿も公文書に埋もれながらも、 

山を見てふっと笑みをもらすであろう。 

知事殿は天の馬のような人、 

朝には北方の地にいたのに、暮れにはもう南方の地にいる。 

いまは名馬を見分ける眼力の持ち主がいないので、 

馬小屋で虚しく老いてしまうところであったのだが、 

ささやかながらも外を駆ける機会を得たのであるから、 

盗賊でも不逞の民でも徳をもって化
か

服
ふ く

させるのがよいであろう。 

人に知られないと嘆くことはない、 

水辺に臨む泗
し

州の古い仏像はきっと見ている。 

知事殿は泗州の全てに赤ん坊に対するように愛情を注ぎ、 

人の世の細 と々したことは浮草のように見て、 

万事は川辺の茅
ちがや

や菅
す げ

のようにさらりと受け流す―― 

とかくこの人に任せておけばよいという人物なのである。 
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【補足】［（1）詩の始まりの部分は、蘇軾がもともと都の風光をあまり好んでいない

ことを反映しているのだろう。（2）詩の終わりの部分はよくわからないので、いつも

の「ずっぽ訳」である。（3）蘇軾はかつて泗
し

州を訪れていて［→作品番号 07-2-003 な

ど］、その経験を踏まえてこの詩を詠んでいる］ 

 

■【08-3-038】送曹輔赴閩漕 

【解題】曹
そう

輔
ほ

［字
あざな

は子
し

方
ほう

］が閩
びん

州［福
ふっ

建
けん

］に赴任するのを見送った詩。曹輔とはこの

ころから交流が始まった。 

 

【訳文】 

曹
そ う

先生は儒者でありつつ、 

弱きを助け強きを挫く好男児、 

筆の勢いは波を翻すかのようだ。 

これまでは、西方の馬が往来する国境近くの町にいて、 

砂漠からの強風に儒冠は裂かれるばかり、 

槊
ほ こ

が横たわる間で詩を詠み、 

盾
た て

の上で公文書を次々に書き上げていたのだった。 

もっぱら遠く行くことを我が事とし、 

いま都の紅い塵を浴びたかと思うと、 

たちまち巌の潜む急流を越えて南に行くのである。 

これまで炙った羊の肉を噛んでいた口で、 

これからは大海原の塩を舐めるのだ。 

向こうで荔
れ い

枝
し

の実をひとたび食べるなら、 
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もはや苜蓿
う ま ご や し

を盛った皿のことなどは忘れてしまう。 

私もまた江
こ う

海
か い

の人［辺鄙なところに生きる者］、 

都会は安心して住めるところではない。 

常に恐れるのは、青雲の志は遂げられないまま、 

虚しく坐して白髮ばかりが増えること。 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は『帰
き

去
き ょ

来
ら い

の辞』を賦して、談笑のうちに官職を棄てた。 

私はいま何をする者なのか、 

自ら身を索
つ な

いで自ら独り苦しんでいるのである。 

旅行く曹
そ う

先生に問おう―― 

「清き淮
わ い

河
が

の秋の水の深さはいまどれほどでしょうか、 

 私の舟はいつ出発すべきでしょうか」 

季節はもう露から霜へと移り、日々に寒くなっている……。 

【補足】［「我亦江海人、市朝非所安」［我
われ

亦
ま

た江
こう

海
かい

の人
ひと

、市
し

朝
ちょう

は安
やす

ずる所
ところ

に非
あら

ず］や

「今我何為者、索身良独難」［今
いま

我
われ

は何
なに

為
す

る者
もの

ぞ、索
さく

身
しん

良
まこと

に独
ひと

り難
かた

し］の句はこのこ

ろの蘇軾の真情をよく表したものと見てよいであろう」 

 

■【08-3-039】次韻王郎子立風雨有感 

【解題】蘇轍の娘の婿である王
おう

適
てき

［字
あざな

は子
し

立
りゅう

］の名はこれまでにもしばしば見てい

るが［→作品番号07-1-004など］、このころは蘇轍とともに都いたようだ。その王適が

「風雨に感じる」という詩を詠んだので次韻した。 

 

【訳文】 

人の一生とされる百年も、 
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一度俯き一度仰向くうちに過ぎ去る。 

その間に、寒さと暑さが交互に主
あるじ

となり、 

毛皮が重苦しく感じられるようになったかと思うと、 

すぐにまた団扇が邪魔くさくなる。 

栄辱にしてもどちらがよいとかいちいち思う間もなく、 

これを喪えばそれを獲るという具合に入れ替わるのである。 

やたらと音を出そうとしなければ、琴は永久に壊れることがない。 

若者はとかく己を成長させようともせずに、 

自分は才能を抱いたまま空しく置かれていると呻き声を上げる。 

苗を無理に伸ばそうと引っ張るようなことをするよりは、 

菜が大きくなるのをゆっくり待つ方がずっと益が得られる。 

ここに一人の男が世間から離れて静かに暮らしている、 

門の外には訪ね来る人の跡もなく、 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

のように、 

衣の穴を結んでも冷たい風が入り込み、 

門を塞いだ席
むしろ

から雪が吹き込み、 

いつも飢えに迫られてしまうのを恐れている。 

そんなことは笑い飛ばすがよい、 

要するに造物者が君に戯れているだけなのだ。 

君のためにこの詩を賦して筆を置くと、 

風雨が強くなってきたような気がする。 

よそう、君のためには春の上着を作るべきだ、 

科挙に合格した祝いの宴に着ることができるように。 
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【補足】［蘇軾のこの詩から察するに、王
おう

適
てき

のもとの詩は恐らくかなり感傷的なもの

であったのだろう。王適は依然として科挙に合格できず、苦しい心理状態にあったよ

うだ。後に見るように、王適はこのほぼ 1年後の 10月 25 日に 35 歳の若さで他界す

る］ 

 

■【08-3-040】書黄庭内景経尾、并叙 

【解題】『黄
こう

庭
てい

内
ない

景
けい

経
きょう

』という道教の経典がある。「黄庭」とは脾
ひ

臓
ぞう

のことで、そこに

宿る神の働きによって不老長生が得られるというようなことがこの経典には書いてあ

るらしい。蘇軾は筆を執って『黄庭内景経』を記し、葆
ほう

光
こう

道
どう

師
し

［蹇
けん

拱
きょう

辰
しん

］に贈った。

この詩に添えた跋文も残されているので、その内容を序文の中に適宜補って訳す。 

 

【訳文】 

叙 

成
せ い

都
と

の道
ど う

士
し

の蹇
け ん

拱
き ょ う

辰
し ん

［字
あざな

は翊
よ く

之
し

］すなわち葆
ほ う

光
こ う

道
ど う

師
し

が廬
ろ

山
ざ ん

に帰ることになった。私は『黄
こ う

庭
て い

内
な い

景
け い

経
き ょ う

』を書いて葆光道師に贈った。竜
り ゅ う

眠
み ん

居
こ

士
じ

［李
り

公
こ う

麟
り ん

］は先にその経の趣
おもむき

を画に描き、その後で私と

葆光道師を描いた。竜民居士の筆勢は絶妙で世に稀な宝となるもので、感嘆するだけでは足るまい

と、これを賛する詩を作った。 

【補足】［李
り

公
こう

麟
りん

［→作品番号 08-3-028］は果たしてどのような画を描いたのだろうか］ 

 

【訳文】 

太
た い

上
じ ょ う

［最も尊い］なる虚
き ょ

皇
こ う

［虚の道を説く教祖］がこの霊妙な経典を出されると、 

黄
こ う

庭
て い

［脾
ひ

臓
ぞ う

］に宿る真
し ん

人
じ ん

は嬉しさの余り舞い踊った。 

髯
ひ げ

の道
ど う

人
じ ん

［葆
ほ う

光
こ う

道
ど う

師
し

］と老いた儒者［蘇軾］がそこに居合わせた。 
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太上虚皇には髪を束ねた子供がにこやかに仕え、 

十三人の神がしっかりと警護している。 

太上虚皇は堂々のお姿で私に尋ねた。 

「そなたは何の縁があってここにおるのか。 

 朝には心が空
く う

で、夕べには悟る、 

 そのような者でなければこの経典を伝えることはできない」 

太上虚皇はお立ちになり、 

私はその最後に付いて、葆光道師に従って山や谷を越えて行く。 

山の隠者たちは私が帰ってきたのを笑って迎える。 

人間界に残ってしまった竜
り ゅ う

眠
み ん

居
こ

士
じ

は、さてどうするのだろうか。 

 

■【08-3-041】葆光法師真賛 

【解題】上の詩に見た葆
ほう

光
こう

道
どう

師
し

はどのような人物であったのか。蘇軾が、その肖像画

に添えた賛があるので見ておこう。 

 

【訳文】 

嗟
あ あ

、この法師は四十四歳になり、雌雄の欲を知ることなく、身は都にありながら、己の利欲を営むこと

がない。体つきは立派ではなく、口から立派な言葉を発することもない。頭はぼさぼさで、本性は鹿の

ようである。向かおうとするところには、鉄でも石でも隔てることはできないし、鬼神でも押し戻すことができ

ない。皇城の門に降り、帝のいるところ見下ろしても、誰も怪しく疑う者はいないであろう。 

 

■【08-3-042】送蹇道士帰廬山 

【解題】葆
ほう

光
こう

道
どう

師
し

［蹇
けん

拱
きょう

辰
しん

］が廬
ろ

山
ざん

に帰るのを見送った詩。 
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【訳文】 

物を知覚するのはたぶん息によるのだろう、 

息はどのようにして出たり入ったりするのか。 

心が天に遊ぶのなら、何もない部屋にいても空しいものではない、 

心が天に遊ぶのでないときは、目耳鼻の六つの穴ががたがた騒ぎを起こす。 

葆
ほ う

光
こ う

道
ど う

師
し

は人から逃れて廬
ろ

山
ざ ん

に入る、 

山の中には人はおらず、葆光道師が一人行き来する。 

行く者は空
く う

、還る者は失
し つ

， 

葆光道師の身は行くも還るもないところにある。 

綿
め ん

綿
め ん

と永遠に微風の絶えることのない山中で、 

葆光道師は内
な い

丹
た ん

［内なる完全性］と外
が い

丹
た ん

［外からの働きによる完全性］を一瞬のうちに同時に成し遂

げる。 

人間世界で三千年を経たころに、 

葆光道師は鶴にまたがってまた帰ってくるのだろうか。 

【補足】［この訳詩は大意さえも示せていない。岩垂憲徳・釈清潭・久保天随訳解

『蘇東坡詩集』（1927 年）は、この詩を注して、「空
くう

を掴
つか

むが如
ごと

く、雲
くも

を捕
とら

うるが如
ごと

き

もの、一
いっ

貫
かん

せる意
い

味
み

は無
な

きものの如
ごと

くである」と記している。訳者がさっぱりわから

ないのも仕方ないとあきらめよう］ 

 

■【08-3-043】李伯時画像跋 

【解題】李
り

公
こう

麟
りん

［字
あざな

は伯
はく

時
じ

］［→作品番号 08-3-040］はさらさらと画を描く人であっ

たようで、このような跋文も残されている。 



第8章 栄光と失意 

第 7 章：240 
 

 

【訳文】 

李
り

公
こ う

麟
り ん

は初めに私の肖像画を描き、そこに己自身の像を描き添え、「殿
で ん

上
じ ょ う

二
に

人
に ん

」と賛を記した。黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

と我が弟がその後ろに言葉を書いた。すると、李公麟は私と弟の像を描き、葆
ほ う

光
こ う

道
ど う

師
し

を導き手とし

た。皆が山中の人なのである。 

蘇軾が書く。 

 

■【08-3-044】興国寺浴室院六祖画賛、并叙 

【解題】中国の禅宗を発展させた達
だる

磨
ま

、慧
え

可
か

、僧
そう

璨
さん

、道
どう

信
しん

、弘
こう

忍
にん

、慧
え

能
のう

の 6 人の僧を

六
ろく

祖
そ

という。その六祖を描いた画が都の興
こう

国
こく

寺
じ

にあり、蘇軾がその賛を作った。ここ

では賛に添えられた序文だけを訳す。 

 

【訳文】 

叙 

私は嘉
か

祐
ゆ う

年間に初めて科挙の進士科の試験を受けることになり、興
こ う

国
こ う

寺
じ

の浴
よ く

室
し つ

院
い ん

の老僧徳
と く

香
こ う

のも

とに下宿した。浴室院の南に古い建物があり、東西の壁に六
ろ く

祖
そ

像
ぞ う

が画かれていた。東の壁の前に

は木を組んで楼
ろ う

閣
か く

堂
ど う

宇
う

が作られ、それにさえぎられて全体を見ることができなかった。西の壁の三師は、

いずれも神
し ん

宇
う

靖
せ い

深
し ん

［深い精神性を湛える］、中
ちゅう

空
く う

外
が い

夷
い

［外見は魁
か い

夷
い

で内は空
く う

である］であって、道
み ち

を

知る者でなければこのように画くことはできまいと感じた。画の上に「蜀
し ょ く

僧
そ う

の令
れ い

宗
そ う

の筆」とあった。 

私はそのとき令宗の名を知らなかった。我が家に偽
ぎ

蜀
し ょ く

［五
ご

代
だ い

十
じ っ

国
こ く

時代の蜀
し ょ く

国
こ く

］の丘
きゅう

文
ぶ ん

播
は ん

の筆になる

画があり、それと似ていてほとんど区別がつかないくらいであった。それで、私は、「令宗は丘文播を師

とした人だろうか」と考え、蜀の老人たちに尋ねたところ、「丘文播は漢
か ん

州の人で、弟を丘
きゅう

文
ぶ ん

暁
ぎ ょ う

といい、

令宗はその異父弟あるいは従弟である」とのことだった。いずれも山水、人物、竹石を画くことを得意と
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し、その出来栄えは黄
こ う

筌
せ ん

と句
く

竜
り ゅ う

爽
そ う

の間にあった。丘文播の子の丘
きゅう

仁
じ ん

慶
け い

は花実や羽毛の画き方に優

れ、蜀人の趙
ち ょ う

昌
し ょ う

が師と仰いだ人である。 

それから三十一年を経て、中
ちゅう

書
し ょ

舍
し ゃ

人
じ ん

の彭
ほ う

礪
れ い

君が浴室院に宿泊し、私はそこで彭君に会った。寺に

はもはや私を知る人は誰もいなかった。ただ寺の主
あるじ

である恵
え

汶
ぶ ん

が当時は堂上の侍者としてこの寺にい

たようで、いまはもう年老いているのだった。 

恵汶は私を案内して令宗の画を見せてくれた。しかし、東の壁の三祖はやはり蔭になって隠されたまま

だった。私と彭君は顔を見合わせて嘆息し、 

「ああ、これを取り去ったら、何があるだろうか」 

といった。 

そこで、置いてある楼閣堂宇を北側から運び出したところ、六師が互いに向かい合って話をし、笑い

合い、仏法を授け合うようなありさまとなった。 

都の人はこれを聞いて見に行く者が日々に増えた。恵汶は柵を作ってこれを保護するようにし、彭君は

これに賛を添えるよう私にいった。 

【補足】［（1）蘇軾が科挙の受験のために上京したのは嘉
か

祐
ゆう

元年［1056 年］で、翌年

の4月まで興
こう

国
こく

寺
じ

に滞在した。それから31年後に再び興国寺を訪れたのである。（2）

壁の前に置かれていた楼
ろう

閣
かく

堂
どう

宇
う

とはどのようなものなのだろうか。（3）蜀
しょく

の画の伝統

について蘇軾が記した文章を作品番号 06-1-107 で見ていて、そこでは黄
こう

筌
せん

の名が挙げ

られている。（4）彭
ほう

礪
れい

はかつて首席で科挙に合格した人で、王
おう

安
あん

石
せき

に用いられたもの

の新法を批判して左遷され、このころにまた都に戻った］ 

 

■【08-3-045】書魯直浴室題名後並魯直題 

【解題】上に見た興
こう

国
こく

寺
じ

浴
よく

室
しつ

院
いん

の「六
ろく

祖
そ

の画」について、黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］が後

に文章を記し、さらにそれに蘇軾が短文を加えた。少し時間の順序が入れ替わるが先
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に見ておこう。 

 

【訳文】 

浴
よ く

室
し つ

院
い ん

に蜀
し ょ く

僧
そ う

の令
れ い

宗
そ う

が描いた達
だ る

磨
ま

以来の六
ろ く

祖
そ

師
し

の画があり、人物が皆絶妙である。山、川、花、

木、動物、鳥、衣、器物などのもろもろの物について画師はよく知っていて、俗人が目に見えていても

万物が従うところの道
み ち

が何であるのかを言い得ないものを描いている。 

この画を描いた壁は人々の行き来する場にありながら画は隠れ、数十年の間、人に知られていなか

った。長い年月を経て、蜀人の蘇軾がこれを発見した。物は世の変遷とは関わらないようでいながら、

このような興衰の定めがあるのだろう。 

この寺の井戸の水は冷たくて甘い。恵
え

汶
ぶ ん

師
し

が碾
ひ

く建
け ん

溪
け い

茶
ち ゃ

は天下第二に落ちることはない。 

古い友人の陳
ち ん

慥
ぞ う

は林下の士で、たまたまここに簟
むしろ

を敷いて寓居し、蘇軾、范
は ん

百
ひゃく

禄
ろ く

がしばしば訪れてい

る。それで私も興国寺の門を過るときにはここに立ち寄っている。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

が題す。 

 

これから五百年の後には、浴室院のあたりも廃墟となり、六祖の画は消え去り、蘇、范、黄、陳もことご

とく鬼
き

の名簿に入っている。それでもこの書
し ょ

だけが存在しているのなら、ここに来たものは私のこの心を知

って、手を打って笑ってくれるだろう。 

十二月十五日、蘇軾が書く。 

【補足】［ここに注目すべきは陳
ちん

慥
ぞう

［方
ほう

山
さん

子
し

］が都にきて浴
よく

室
しつ

院
いん

に滞在していたこと

だ。蘇軾が陳慥に上京を勧めていたことを作品番号 08-1-024 で見ているが、陳慥が実

際にいつ都にきて何をしたのかなどの詳しいことは不明である。また、作品番号 06-3-

020で見た「柏
はく

石
せき

の図」の詩はこのときに詠んだとする考証もある］ 
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■【08-3-046】乞郡劄子 

【解題】蘇軾を批判する声は、元
げん

祐
ゆう

元年 12 月に館
かん

職
しょく

を授ける試験を担当したころに

始まり、以来止むことがないままに間もなく 2年になろうかという 10月 17日、この

文章を皇帝に提出した。すでに何度か繰り返してきているのだが、地方官として外に

出たいとの切実な願いを改めて強く訴えたのである。 

 

【訳文】 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十月十七日、翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

朝
ち ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

知
ち

制
せ い

誥
こ う

兼
け ん

侍
じ

読
ど く

の蘇軾、劄
さ っ

子
し

にて申し上げます。 

臣
わたくし

は近ごろ左臂
ひ じ

が不調で、両目がよく見えず、そのために、礼儀を失い職を疎かにしかねない恐れ

があり、一つの郡を担当する任に就けていただきたく堅く乞うものであります。……［中略］……臣下とし

ての大義を申せば、たとえ病
やまい

であっても死ぬまで仕事に努め、礼儀を失って職を疎かにしているとのお

咎めがあっても、それを避けずに受け止めるべきでありましょう。臣
わたくし

が敢えて職務に就かぬことを乞いま

すのは、実は理由のあることなのであります。これを申し上げるならば、枢要の方々の機嫌を損ね、軽く

ない罪を得てしまうでありましょう。しかし、言わずにおりますのは、父とも申すべきお上
か み

を欺くことになり、そ

れは誅罰に値する最も大きな罪でありましょう。それでついに申し上げることといたしました。 

……［中略、『易
え き

経
き ょ う

』を引用して、己の身に不安があるときには十分に国に酬いる仕事ができないこと

をいう］……陛下が御即位されました始めに、臣
わたくし

は死の淵から救われたばかりか、半年の間の翰林

学士にまで抜擢していただきました。その御命令に従い、敢えて辞するようなことなく、臣
わたくし

の拙なる身をも

って鋭意国に報いようとしましたところ、台
だ い

諫
か ん

［官僚の違法行為を糾弾する部署］より仇敵であるかのよ

うに批判を受けることとなりました。臣
わたくし

は先の宰相の司
し

馬
ば

光
こ う

と賢愚のほどは違いますが、厚い信頼を

長く頂戴しておりましたことから、司馬光が大任に就きましたときにはすぐにそのもとに馳せ参じたのであり

ました。これは人の情として当然のことで、どこからも異論の出るものではありません。しかしながら、司馬

光が差
さ

役
え き

法
ほ う

について建てた政策については、いまは不適当であるとして強く争わざるをえませんでした。
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しかし、台諫の人々は司馬光の意見に合わせることで昇進しようとしたのでありました。そして、司馬光

が亡くなると、司馬光の考えであるとして陛下の眼をごまかし、徒党を組んで異論を排除しようとし、臣
わたくし

の意見は不適当であると協同で攻撃したのでした。司馬光が民に対して至誠を尽くすことを求め、人

に迎合することを求めることがなかったのを全く知らないのであります。陛下は虚心にして無我であられ

ますことから、そのような徒党の上に立つ主
あるじ

となられるようなことはあろうはずがないのです。 

……［中略、范
ぼ ん

百
ひゃく

禄
ろ く

と韓
か ん

維
い

が論争を起こしたとき、呂
り ょ

陶
と う

が范百禄に立って韓維を批判したことをいう］

……臣
わたくし

はもともと蜀
し ょ く

の人で、范百禄と呂陶とは実は旧知の間柄で、そのことをもって、韓維の一党は

臣
わたくし

のことを憎んで、「川
せ ん

党
と う

」［蜀
し ょ く

党
と う

の別称］を組織する者だとして指弾しました［党派を組んで政治運動

をするのは臣下としてあるまじき行為とされていた］。……［中略、かつて黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

が趙
ち ょ う

挺
て い

之
し

の施策を批

判し、また蘇轍が趙挺之の妻の父の罪を明らかにしたことから、趙挺之は高官に用いられると、蘇軾

を憎んで排斥することに全力を挙げたことをいい、また王
お う

覿
て き

は蘇軾の一味である胡
こ

宗
そ う

愈
ゆ

が問題を起こ

したとし、孫
そ ん

覺
が く

は蘇軾の親類である丁
て い

騭
ち ょ く

雲
う ん

が問題を起こしたことと関係づけて蘇軾を罪に陥れようとし

たことをいう］……それらに対して、陛下は不確かなことはいわないようにとのお言葉をもらされました。朝

廷の内外の人々は、このことをもって陛下のお心を知ったのでありますが、臣
わたくし

は早くに朝廷を去らなけ

れば必ず危いことになると考えもしたのであります。臣
わたくし

は陛下は天より授かった御聡明さをもって臣
わたくし

が無

罪でありますことを御存知であると存じ上げております。しかし、台諫の気炎は朝廷を震動させ、上は執

政大臣から朝廷の百官、下は都の外の各地の知事に至るまで、皆がその鋒先を恐れて、その意向

に添おうとしています。臣
わたくし

は去らなければ勢いとしてこの身を全うできないのであります。天下はこのよう

なことを知っておりましても、陛下は宮中の奥深くにおられて、ここまでは知る由もないのであります。 

臣
わたくし

が考えますに、古
いにしえ

の三代以降で、明主と称えられて、漢
か ん

の宣
せ ん

帝
て い

、唐
と う

の太
た い

宗
そ う

を上回る人はいませ

ん。しかし、宣帝は蓋
が い

寬
か ん

饒
じ ょ う

を殺し、太宗は劉
り ゅ う

洎
き

を殺しました。どちらも讒言を信用したもので、罪がない

のに死んだことは今に至っても哀れまれております。……［中略、例示した二人について詳しく述べる］

……宣帝と太宗の二人が明知を備えていなかったわけではないのです。蓋寬饒と劉洎の二人が皇
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帝に深く理解されていなかったわけではないのです。二人は皇帝に深く理解されていることを恃みとして、

讒言が積み重ねられていくのを避けなかったために、ついには身体と首とが場所を違えて天下の笑

いものとなってしまったのです。いま臣
わたくし

が陛下に理解されておりますことは蓋寬饒や劉洎より優るといた

しましても、臣
わたくし

を悪く言う者は当時の十倍もいるような状況になっております。陛下の明哲、寬仁が先の

二人の皇帝を超えるものでありましょうとも、臣
わたくし

がそれを恃みとして朝廷を去らずにいましては、先の二人

と同じにならずにすむことはないのでありましょう。先の二人の死を見て、天下の人々、後世の人々は

二人の皇帝は讒
ざ ん

邪
じ ゃ

を信じて忠良を害
そこな

ったといい、二人の皇帝の聖徳はひどく傷付いてしまいました。

先の二人の者がもしも変化の兆しをあらかじめ知って、先に去ることを求めていたならば、その身もその

名も、また皇帝の名誉も保たれていたはずなのであります。臣
わたくし

はたとえ自分のことなどは考えなくても、

臣
わたくし

が罪を得た後に、天下の人々、後世の人々が陛下をどのようにいうようになるかを考えないわけに

はいかないのであります。 

昔、先帝は臣
わたくし

を上殿に召され、古今の成敗についてお尋ねになり、今後は事に即して物を申し上げ

るようにとのお言葉を頂戴いたしました。その後、臣
わたくし

はしばしば事を論じ、それは採用されたわけではありま

せんでしたが、さらに詩文を作って、物に寓し、諷
ふ う

に托して、できればお上のお耳に達して、聖意を感悟

申し上げることがあればと務めました。しかし、李
り

定
て い

、舒
じ ょ

亶
せ ん

、何
か

正
せ い

臣
し ん

の三人は、臣
わたくし

がそのようなことをする

のは朝廷を誹謗するものであるとして、遂に臣
わたくし

は罪を得てしまいました。諷
ふ う

諫
か ん

と誹謗とは似たところがあ

りましても、違うものであります。ところが、先ごろ、臣
わたくし

の書いたものにある語句をもって、趙挺之は先の皇

帝を誹謗するものであるとしました。これは白を黑とし、西を東とするもので、まったく似たところさえもないの

であります。臣
わたくし

は趙挺之が臣
わたくし

を害おうとするものは李定、舒亶、何正臣を上回るものであり、臣
わたくし

の讒

言の受け方は蓋寬饒、劉洎を上回るものがあると知ったのであります。 

……［以下略、蘇軾の希望を叶えてくれるよう乞い願う文章が続く］…… 

【補足】［（1）この文章において、司
し

馬
ば

光
こう

の死後に始まった讒言の嵐の中にあって、

それはかつて李
り

定
てい

らが死罪を求めたときよりもひどいものになったので、もはや都を
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去る以外にないと蘇軾は述べている。蘇軾もある程度は警戒していたにしても、都に

来てわずかの間にこのような状況に追い込まれるとは考えもしなかったであろう。（2）

蘇軾に対する主な攻撃を挙げておく。①館職を授けるための試験の問題の中に先帝を

誹謗する文言があったとして、朱
しゅ

光
こう

庭
てい

、傅
ふ

堯
ぎょう

兪
ゆ

、王
おう

巌
がん

叟
そう

らが攻撃した。②呂
りょ

陶
とう

が蘇軾

兄弟と徒党を成し、その背後には文
ぶん

彦
げん

博
はく

がいるとして、賈
か

易
えき

が攻撃した。これはむし

ろオウンゴールとなって賈易は左遷され、程
てい

頤
い

も皇帝の教育係の任を解かれた。③蘇

軾はそもそも国家の大役を担える器ではないとして、王
おう

覿
てき

が攻撃した。④蘇軾はもっ

ぱら軽薄な人士を己のまわりに集めているとして、趙
ちょう

挺
てい

之
し

が攻撃した。⑤もともと関

係のない事件に蘇軾を巻き込もうとして、王覿、孫
そん

覚
がく

が攻撃した。⑥科挙の二次試験

を巡って蘇軾が不正を行おうとしたとの噂が流されるなど、種々の誹謗中傷が間断な

く行われた。（3）蘇軾を批判した人々の中に孫覚の名があるのは少々意外な気がする。

孫覚といえば、作品番号 04-1-030 でその名を見て以来、長く深い付き合いのあった人

物である。かつての友情も、権力抗争の場にあっては顧みられないものとなってしま

うのだろうか。あるいは、孫覚からすると、蘇軾のことを他の人よりもなまじ深く知

っているために、より強く油断のならない人物であると見ていたということであるの

かも知れない。蘇軾を嫌う者はなぜか徹底的に嫌うようになるようで、蘇軾にはその

ように仕向けてしまう何かがあったのだろうか。（4）蘇軾が蜀
しょく

党
とう

［あるいはこの文章

にあるように「川
せん

党
とう

」とも呼ばれた］の領袖と目されて、激しく攻撃されるようにな

ったのは、弟の蘇轍にもかなり大きな要因があったという説もある。蘇轍は一本気で、

常に直線的な物の言い方をして、極めて剛直であったので、若いときから警戒の目で

見られていた。弟の直球を嫌うか、兄の変化球を嫌うかは人それぞれであろうけれど、

兄弟を憎む心は、自ずとより目立つ兄の方に集中して向けられるということだったの

だろう。付け加えれば、この文章には「韓
かん

維
い

の一党は臣
わたくし

のことを憎んで……」とあ
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るが、蘇軾は先に韓維を讃えた詩を作っていて［→作品番号 08-2-057］、その一方で、

蘇轍は韓維を糾弾していたのだった］ 

 

■【08-3-047】書出局詩 

【解題】上の文章を提出した後もまだ都での職務は続いた。これは翰
かん

林
りん

学
がく

士
し

院
いん

の官署

から出た際にふと浮かんだ詩を記した文章。 

 

【訳文】 

急景帰来早、［日の傾くことが急で、早く帰り来たところ］ 

濃陰晩不開。［夜になっても濃く曇ったままだった］ 

傾杯不能飲、［杯を傾けても飲む気になれない］ 

待得卯君来。［卯
ぼ う

君
く ん

［弟］が帰るのを待ってからにしよう］ 

 

今日は官署から早く出たところ、暗く曇って雪が降ってきそうだった。弟はもっと遅くなってから官署を出た。 

この詩を作って、すぐに、十年前に徐
じ ょ

州にいて、王
お う

鞏
き ょ う

が訪ねてきたときのことを思い出した。王鞏は徐

州に十日余り留まってから南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

に帰った。ときに弟は南京応天府にいたので、王鞏は去り際

に、弟への手紙を書くよう求めた。私は酔い伏せってしまっていて書くことができなかったので、一首の

絶句を与えた。 

 

王郎西去路漫漫、［王
お う

君が西に去って行く路は長い］ 

野店無人霜月寒。［野の店には人もなく、寒さのうちにあるのは月だけ］ 

涙湿粉箋書不得。［涙が紙を濡らしてしまって書くことができない］ 

憑君送与卯君看。［王君に託して卯
ぼ う

君
く ん

に与えようと思う］ 
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卯君とは弟の子供のときの名である。 

弟との現在の情味は徐州にあったときよりも勝っている。それでも、一緒に自然の中に帰って、「夜
や

雨
う

対
た い

牀
し ょ う

」をともにする楽しみには及ばない。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十月二十三日。 

【補足】［（1）蘇軾が徐
じょ

州知事であったときに王
おう

鞏
きょう

が訪ねてきたことは作品番号 05-4-

075 で見ている。（2）誹謗の嵐が吹き荒れる都で、蘇軾が切に願ったのは弟との「夜
や

雨
う

対
たい

牀
しょう

」であった［→作品番号 07-1-075］。兄弟は都にともにいながらも、高位に就

いているが故にしみじみ語り合えるような状況にはなかったのだろう］ 

 

■【08-3-048】書林次中所得李伯時帰去來、陽関二図後 

【解題】李
り

公
こう

麟
りん

［字
あざな

は伯
はく

時
じ

］［→作品番号 08-3-043］が描いた『帰
き

去
きょ

来
らい

』と『陽
よう

関
かん

』

の二図に添えた詩。その画は官員仲間の林
りん

旦
たん

［字
あざな

は次
じ

中
ちゅう

］が所有していた。『帰去来』

は何度も見ている陶
とう

淵
えん

明
めい

の『帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

の辞
じ

』［→作品番号 06-2-051］を、『陽関』は唐
とう

の王
おう

維
い

が詠んだ送別の詩を画にしたものである。二首のうちの一首を訳す。 

 

【訳文】 

 其の二 

二つの画は描かれたばかりであるかのように、 

墨の艶やかさから香りが立ち上がる。 

酒の前で別れの詩を唱えるありさまを描き終わると、 

たちまち『帰
き

去
き ょ

来
ら い

』の画を作った。 

それは、悲痛な思いだけを学ぶまいとのことであろう。 
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■【08-3-049】臥病逾月、請郡不許、復直玉堂。十一月一日鎖院、是日苦寒、詔賜官

燭法酒、書呈同院 

【解題】この詩の題は、「病で臥すこと月を超え、郡の職に就くことを願ったものの

許されなかった。十一月一日、また玉
ぎょく

堂
どう

［翰
かん

林
りん

院
いん

の建物］で宿直することになった。

官署の門が鎖され、この夜は寒さが厳しかった。皇帝の御指示によって宮中の蝋燭と

酒を頂戴した。そのことを書いて、翌朝、同院の者に示した」。 

 

【訳文】 

細かな霰がさらさらと玉
ぎ ょ く

堂
ど う

に降りかかる。 

夜になってから文書を起草せよとのことで、 

忙しく衣を付けて職務に励む。 

御
ぎ ょ

燭
し ょ く

の光を分けてくださったのは星が輝くばかり、 

宮中から賜わった壺はよい香りを漂わせる。 

酔って書くと目がちかちかして字が大きくなり、 

仕事を終えても老人は眠ることができなくて、 

時の流れが遅く感じられる。 

いつしか人生の終わりの日々を暖かく過ごし、 

灯火を掲げ、祭りの酒はまだ半分の楽しみを残していると、 

さらに歓を尽くすようなことができるのだろうか。 

 

■【08-3-050】送周朝議守漢州 

【解題】周
しゅう

表
ひょう

臣
しん

という人が漢
かん

州の知事として赴任するのを見送った詩。漢州は蜀
しょく

に
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属する。 

 

【訳文】 

蜀
し ょ く

の地では、茶の取り引きを巡って民衆がたびたび苦しめられてきた。 

近年では李
り

杞
き

と李
り

稷
し ょ く

によって莫大な茶税を絞り取られたために、 

人々はその忌まわしい名を記憶に刻み込んだ。 

この状況を改めたのは、 

周
し ゅ う

表
ひ ょう

臣
し ん

、その甥の周
し ゅ う

尹
い ん

、そして張
ち ょ う

宗
そ う

諤
が く

、呉
ご

師
し

孟
も う

、呂
り ょ

陶
と う

、宋
そ う

大
だ い

章
し ょ う

の六君子で、 

貴君の家が最も力を尽くしたのだ。 

ここに貴君は事に坐して都を出て漢
か ん

州に行くことになった。 

貴君は老齢に及んでも、剣を見つめる気迫をもって、 

歳の暮れに風雪を犯して遠く旅に出る。 

郷里に帰ることを思うのも時宜に敵っていようから、 

自身を顧みてよく考えるのがよいだろう。 

それでも、私が聞いているのは、漢州のあたりは種々の問題があるとか、 

昔、七十歳になった龔
き ょ う

遂
つ い

が地方に派遣されて著しい功績を挙げた例もある。 

貴君も立派に職務を果たすなら、都に召し還そうとの詔
みことのり

が届き、 

漢州の人々は還すまいと貴君の袖を引くであろう。 

まだまだ都の高官として活躍して、 

宮中の庭園の美を詩に歌うことになるであろう。 

【補足】［茶が広く飲まれるようになったのは、作品番号06-4-027にあったように、唐
とう

代
だい

以降のことで、宋
そう

代
だい

に入ると茶は生活必需品となり、国はそれを国家の専売品にし

て多額の税収を得ようとした。国が増税を図れば民衆の負担が増え、一方で闇取り引
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きが盛んになって違法集団が跋扈する。蜀
しょく

は茶の産地で、専売制度はしばしば紛争の

種となった。この詩はそのことを踏まえて詠んでいる。李
り

杞
き

と李
り

稷
しょく

は新法党の人で、

税収の増加に努め、民衆を苦しめた。その政策を、保守派の「六君主」が是正に努め

たのであるが、そうした功績がありながら、周
しゅう

表
ひょう

臣
しん

は左遷されてしまったのである。

「六君子」のうち呂
りょ

陶
とう

の名は蘇軾を擁護する人々の一人として作品番号 08-3-046 など

で見ている］ 

 

■【08-3-051】木山、并叙 

【解題】この詩には短い序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

吾が父はかつて三つの峰を持つ「木
ぼ く

山
ざ ん

」を蓄えていた。父はそれについて文章を書き、また詩を詠ん

だ。すると、梅
ば い

堯
ぎ ょ う

臣
し ん

がその詩を見て詩を詠んだ。それから三十年を経て、甥の蘇
そ

千
せ ん

乗
じ ょ う

が五つの峰の

ある「木山」を得たので、ますます面白いことになった。そこで、梅堯臣の詩に次韻して、「木山」のかた

わらに刻むことにした。 

【補足】［（1）「木
ぼく

山
ざん

」は山のような形をした枯れた木。この序文にある父の文章を蘇

軾の詩の前に見ておこう。（2）蘇
そ

千
せん

乗
じょう

は蘇軾の従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

の長男で、三男の蘇
そ

千
せん

能
のう

とともにこのころに都にきていた。先に蘇不乗と次男の蘇
そ

千
せん

之
し

は科挙に不合格となっ

て帰郷していたので［→作品番号 08-1-031］、何らかの事情でまた上京していたのだろ

う］ 

 

【訳文】 
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蘇
そ

洵
じゅん

：『木
ぼ く

仮
か

山
ざ ん

の記
き

』 

木となって生まれても、不幸にして、ひこばえのままで終わってしまうのもあれば、人の腕くらいになったとこ

ろで枯れてしまうのもある。幸いにも家の棟
む な

木
ぎ

になるくらいにまで成長したところで、人の手で伐られてし

まうのもある。あるいは、不幸にして、風に倒され、水に流されるのもあり、そして砕けて腐ってしまうのもあ

れば、幸いにも砕かれ腐ることから免れても、人に拾われ、木材として使うために斧で伐られ、鋸
のこぎり

で切

られてしまうのもある。最も幸いなのは、浅瀬に流れ着いて砂の下に埋もれ、何百年か後になって、好

事家に掘り出され、その形が山に似ているとかで愛玩され、斧や鋸で傷付けられずにすむものであろ

う。そのようなものでも、遠い辺鄙な地にあったのでは、好事家の目に触れる機会はなく、結局は薪にさ

れてしまうであろう。最も幸いなものになりかけて、不幸なものとなってしまうのである。 

我が家には三つの峰を持った木仮山がある。それを見るたびに、運命とはいかなるものであるかを私は

疑わずにはいられない。この木は生まれて、ひこばえのままで終わってしまうことはなく、人の腕ほどで枯

れてしまうこともなく、家の棟木になるくらいまで成長して伐られてしまうこともなく、風に倒され水に流されて

からも砕かれて腐ることもなく、木材として使うために斧で伐られ鋸で切られることもなく、浅瀬に流れ着

いて砂の下に埋もれ後に薪にされてしまうこともなく、こうして我が家に来たのである。こうなったのは、単

なる偶然ではなく何か理由があるのではないだろうか。 

私がこの木仮山を愛するのはただ形が山に似るからだけではない。運命の玄妙さに感じるところがある

からだ。そしてただ愛するだけではなく、この木を敬う気持ちもある。 

三つの峰の中央は、大きく険しく、まことに重々しく、左右の峰を従えるような勢いがある。左右の二つ

の峰は、中央の峰に勢いでは服しているように見えても、鋭く威厳のあるありさまは、犯すべからざるもの

がある。二つ峰には決して中央の峰におもねる気持ちはない。そのようであるから、三つの峰からなるこ

の山を敬い、感じるところがあるのだ。 

【補足】［三つの峰とは、容易に推測できるように、蘇洵、蘇軾、蘇轍を象徴するも

のである。蘇洵は人に知れないままに空しく薪として焼かれてしまうことを厭い、独
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学で一代の文章家になったのである］ 

 

【訳文】 

木が生まれて願うのは、 

有用な材として伐り出され、一万頭の牛に曳かれて運ばれて行くことではない。 

天寿を全うして後に沙洲に倒れ伏すことである、 

幸いにもその時がきて、 

河の神が活躍する秋に巡り逢う―― 

神は大木を見て勇むけれど、押す流すことができない、 

そのまま、木には、幾年もの風雪によって嶺の形が巧みに彫り出され、 

竜や蟻の働きによって、豪快な姿が作り出される。 

大胆にもそれを持ち出そうとする者がいる…… 

物好きの者を阻止することはできず、河の神でも咎めようがない。 

かくてこの木
ぼ く

山
ざ ん

がある。 

そうだ、我が故郷の町には、地の底に達する古い沼がある。 

その傍らの竹林こそが我が隠棲の地だ。 

二頃
け い

ばかりの良い田を買うのは難しくないだろうし、 

榿
はんのき

を植えれば三年で薪が得られるようになるだろう。 

そこで私はこの五つの峰と向き合うのだ。 

きっと郷里の人々は私が隣に住むのを嫌わずにいてくれるだろう。 

 

■【08-3-052】送千乗、千能両侄還郷 

【解題】上の詩に見た、蘇
そ

千
せん

乗
じょう

、蘇
そ

千
せん

能
のう

の 2 人の甥が郷里に帰るのを見送った詩。2
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人は都に来たものの、その目的を果たせずに帰郷しなければならなかったと推測され

る。 

 

【訳文】 

治
ち

生
せ い

［人々を安らかに治める道］は富を求めるためにあるのではない、 

読書［治生のための学問］は官職を求めるためにあるのではない。 

譬えていうなら、（富も官職も得ないのは）酒を飲んでも酔わないようなもの、 

陶然
う っ と り

としてあり余る歓びがあるのならそれでよいのだ。 

諸君は龐
ほ う

徳
と く

公
こ う

［三国時代の隠者］を知っているだろう―― 

白髪の老人になっても泥の中で蟠
わだかま

っていたのは、 

子孫を念
お も

う心がなかったからではない、 

子孫に遺すべきは、地位でも富でもなく、 

安らかさだけがあればよいと考えていたのだ。 

龐徳公を召し出そうと鹿
ろ く

門
も ん

山
ざ ん

を訪ねて公を拝した為政者もいたが、 

公は自ら耕す暮らしを続け、己の節義を全うした。 

諸君等は若くして多難、衣服には常に氷雪が降りかかる。 

諸君等五人兄弟は志を一つにして、あたかも一人の人間であるかのよう、 

孔
こ う

子
し

も難しいとした孝養を尽くし、 

貧乏のなかでも母には鶏肉を煮て与え、自分たちは苜蓿
う ま ご や し

を噛んでいる。 

食
し ょ く

というものは人を累
わずら

わさずにはおかないもの、 

屑肉のたった一切れにも苦労をしてしまう。 

かくて諸君は西から四千里の道をやって来て、 

破れた着物をまとい、寒さにもへこたれるようなことは口にしない。 
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顔立ちは我が兄［従兄の蘇
そ

不
ふ

欺
ぎ

］に似て、 

心もまた同じように広く穏やかである。 

諸君はいま私を置いて去ろうとしている…… 

歳の暮れに苦い思いが残る。 

私は決して都の高い地位にあるべき人間ではない、 

青雲の志はすでに昔のことになってしまった。 

故郷に帰ったなら、松と菊を植えるがよい、 

そのまわりに青い竹を廻らせるとよい、 

榿
はんのき

は三年で大きな樹陰をつくるというから、 

その下に私が帰ったときに冠を掛けられるようにしてくれたまえ。 

我が町には清らかな川の流れが入り込み、 

小川のせせらぎとなって我が小園も潤してくれる。 

ともに粗末な家に寄り集まり、 

背中に日差しを浴びつつ、 

都の暮らしぶりが上辺だけのものであるのを語り合おうではないか。 

【補足】［最後の句の原文は「曝背談金鑾」［背
せ

を曝
さら

して金
きん

鑾
らん

を談
だん

ぜん］。金鑾は宮中

の豪奢な宮殿のことで、ここでは龐
ほう

徳
とく

公
こう

が子孫に遺すべきとした「安らかさ」との対

比で、外面は立派でもさして価値がないものであるとしているのだろう］ 

 

■【08-3-053】与蒲伝正 

【解題】これは何年か後に蒲
ほ

伝
でん

正
せい

［字
あざな

は宗
そう

孟
もう

］に送った手紙。蒲伝正は蘇軾と同郷の

人で、蘇
そ

千
せん

乗
じょう

、蘇
そ

千
せん

能
のう

の母は蒲伝正の妹であった［→作品番号 08-1-031］。蒲伝正は

奢侈を好み［→作品番号07-2-008］、そのことがこの手紙に記されている。 
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【訳文】 

甥の蘇
そ

千
せ ん

乗
じ ょ う

は、伯父上［蒲
ほ

伝
で ん

正
せ い

］は家計のやりくりができなくて、書画や珍しい物を買うためなら、家の

物もよく質に入れてしまうので、私から苦言を呈してくれないだろうかと、しばしば申しておりました。確かに、

甥のいう通りであると、私も深く思います。退官後の計画は、今からよく考えておかなければ間に合いま

せん。そうしておかないで、退隠の後に、粗食粗衣に甘じ、門を閉ざして客人を絶ち、貧窮に陥った親

類を救わないといったようなことを、果たして平気でできるようになるのでしょうか。これらのことに備えがなく

てはならないのです。よい息子がいるならそれだけで大丈夫というものではなく、家業というものを営まず

におくわけにはいかないのです。書画や珍しい物なんぞは、近頃私は土くれのようにそれを視るようにな

りました。たとえ私のいうことが成る程と思えなくても、亡き甥の顔を思い出して、少し意
こころ

に留めていただき

たいのです。 

【補足】［この手紙がいつどのような経緯から書かれたのかは知られていないが、蘇
そ

千
せん

乗
じょう

は志を果たせずに亡くなり、蒲
ほ

伝
でん

正
せい

は相変わらず浪費家のままであったことがわ

かる］ 

 

■【08-3-054】題李伯時画趙景仁琴鶴図二首 

【解題】趙
ちょう

景
けい

仁
じん

という風雅を愛する人物がいて清
せい

献
けん

先生と呼ばれていた。琴と鶴と亀

を愛し、任地に赴く際には必ずこの三者を携えた。ところが元
げん

豊
ほう

年間に蜀
しょく

に行くに際

して、鶴は空に、亀は川に放ったという。それから何年か経ち、このころは清献先生

は都にいたらしく、李
り

公
こう

麟
りん

［→作品番号 08-3-048］が『清献先生と琴と鶴』の画を描

いた。これはその画に蘇軾が添えた詩。2首のうち1首を訳す。 

 

【訳文】 
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 其の一 

清
せ い

献
け ん

先生は一銭の貯えもない、 

琴も鶴も昔から家に伝わるものだった。 

最高の音楽は、弦のない琴による音のない曲だとか。 

仙宮では、それに合わせて幻
げ ん

仙
せ ん

［鶴］が舞うのである。 

【補足】［（1）画であるから、これこそが無音の音楽であると洒落たのだろう。（2）

このころに李
り

公
こう

麟
りん

は、蘇軾ら 17 人が集まって遊ぶありさまを描いた『西
せい

園
えん

雅
が

集
しゅう

図
ず

』

を作っている。それについて米
べい

黻
ふつ

［→作品番号 08-2-050］が記した文章があるので、

一部を読んでおこう。西園は王
おう

詵
しん

［→作品番号 08-3-028］の私邸の庭。王詵は皇帝の

娘婿だけに堂々とした邸宅を構えていたのである。 

 

【訳文】 

米
べ い

黻
ふ つ

：『西
せ い

園
え ん

雅
が

集
し ゅ う

図
ず

の記
き

』 

李
り

公
こ う

麟
り ん

はこの画では唐
と う

の小
し ょ う

李
り

将軍［李
り

昭
し ょ う

道
ど う

］に倣って泉石に着色し、雲や草や木や花や竹が絶

妙に描かれているありさまは人を感動させる。特に人物は秀抜で、その形をよく写し、自ずと林下の雰

囲気を漂わせ、塵埃の汚れは一点もない。並みの筆では全くない。 

黒い帽子を被り黄色い道服を着て筆を手にし何やら書いているのは蘇
そ

東
と う

坡
ば

先生である。……［以下、

王
お う

詵
し ん

が座ってそれを眺め、蔡
さ い

肇
け い

が少し離れたところに立って眺め、李
り

之
し

儀
ぎ

が椅子にもたれて眺め、そ

の後ろに王詵の家姫が控えている様子が叙述される］……。一本の松が葉を鬱蒼と繁らせ、そこに

凌霄花
の う ぜ ん か ず ら

が絡んで、紅と緑が呼び合い、その下に大きな石の机があって、古い器や琴が並べられ、そ

のまわりに芭蕉がある。石の上に座って、道士の帽子を被り、紫の衣をつけ、右手は石にかけ、左手

は巻軸を持って書を見ているのは蘇轍である。……［以下に、黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

、李
り

公
こ う

麟
り ん

、晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

、張
ち ょ う

耒
ら い

、鄭
て い

嘉
か

会
か い

、秦
し ん

観
か ん

、陳
ち ん

景
け い

元
げ ん

、米
べ い

黻
ふ つ

、王
お う

欽
き ん

臣
し ん

、円
え ん

通
つ う

大
だ い

師
し

、劉
り ゅ う

涇
け い

の様子が叙述される］……。人間世界の
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清らかな楽しみでこれ以上のものはない。ああ、名利の地にあわあわして退くことを知らない者は、この

楽しみを果たして得られるのだろうか。蘇東坡以下の十六人は文章をもって議論し、博学で知識が深

く、堂々の辞、立派な書、古
いにしえ

を好んで多くを知り、雄豪さにおいて俗人を超え、卓然と高い境地にあ

って、名を四方に轟かすものである。後にこれを覧
み

る者は、ただ画として見るのではなく、それぞれの人

物に思いを馳せていただきたい。 

【補足】［（1）ここに挙げられている 17 人のうち、本章でその名をまだ見ていなかっ

たのは、鄭
てい

嘉
か

会
かい

［字
あざな

は靖
せい

老
ろう

］、陳
ちん

景
けい

元
げん

［字は碧
へき

虚
きょ

］、王
おう

欽
きん

臣
しん

［字は仲
ちゅう

至
し

］、円
えん

通
つう

大
だい

師
し

、

劉
りゅう

涇
けい

［字は巨
きょ

済
さい

］である。陳景元は道士で、劉涇は画を得意とした。（5）『西
せい

園
えん

雅
が

集
しゅう

図
ず

』は蘇軾を中心とした文人の集まりを、極めて理想化して描いた画で、それを見て

素直に感心してもよいのだが、蘇軾の政敵からしたら、「ケッ、いい気なものだ」と、

唾でもひっかけてやりたくなったであろう。あるいは、17 人の仲間に入りたくても入

れてもらえない人が嫉妬して、さらには憎悪するようなことにもなったであろう］ 

 

■【08-3-055】書別子開 

【補足】蘇軾と一緒に科挙に合格した同年の仲間に曽
そう

鞏
きょう

がいて、すでに亡くなったこ

とは作品番号 06-4-016 で見たが、28 歳下の異母弟の曽
そう

肇
ちょう

［字
あざな

は子
し

開
かい

］がいて、官界

で活躍していた。蘇軾は12月6日に曽肇のもとを訪れてこの短文を記した。 

 

【訳文】 

曽
そ う

肇
ち ょ う

は、黄
こ う

河
が

の様子を検分するために、これから河
か

北
ほ く

に行く。冬至の一日前に辞令を受け、冬至の

後に出発する。私は冬至の賀節のお祝いをした後、別れを告げるために訪れ、数杯を重ね、頽
た い

然
ぜ ん

とし

てすっかり酔ってしまった。 

机の上にこの佳
よ

い紙があったので、草書を作り、数枚の紙にこのように記す。 
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これから北に行って帰ってくるなら春になっているだろう。そのときに、酒、蟹、山菜、桃、杏を私のために

用意してくれるのなら、また公と一緒に飲みたいと思う。 

 

■【08-3-056】評詩人写物 

【解題】三男の蘇
そ

過
か

のために、詩はどのように物を写すべきかを記した。 

 

【訳文】 

詩人には写
し ゃ

物
ぶ つ

の功がある［物ありさまを的確に写し出すことを功績とする］。 

『詩
し

経
き ょ う

』に、 

 

桑之未落、［桑の葉が落ちる前］ 

其葉沃若。［それはつやつやと若い］ 

 

と、ある。他の木のほとんどはこのようではない。 

林
り ん

逋
ぽ

の「梅花」の詩にこうある。 

 

疏影橫斜水清浅、［まばらな影が横に斜めに映り、水の流れは浅い］ 

暗香浮動月黄昏。［ひっそりと香りが浮いて動く、月が出た黄昏時に］ 

 

これは、断じて桃や李
すもも

の詩ではない。 

皮
ひ

日
じ つ

休
きゅう

の「白蓮」の詩にこうある。 

 

無情有恨何人見、［情がないのか、恨みがあるのか、見る人は誰もいない］ 
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月暁風清欲墮時。［ただ暁の月、清らかな風、そして花は落ちてしまう］ 

 

これは断じて紅い蓮の詩ではない。 

石
せ き

延
え ん

年
ね ん

の「紅梅」の詩にこうある。 

 

認桃無緑葉、［桃かと見れば緑の葉がなく］ 

辨杏有青枝。［杏かと見れば青い枝がある］ 

 

これは実に下卑た語だ。村の学校の生徒の中ぐらいの出来である。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十二月六日、書いて過
か

に渡す。 

【補足】［『詩
し

経
きょう

』はいうまでもなく古典中の古典。林
りん

逋
ぽ

は宋
そう

の初めの人で、蘇軾はた

びたびこの人を讃えている［→作品番号 07-2-031］。皮
ひ

日
じつ

休
きゅう

は唐
とう

の終わりの人で、混

乱する社会の実態を詠んだ詩もある。石
せき

延
えん

年
ねん

は蘇軾の少し先輩で、ここに引かれてい

る句はよほど気に入らなかったのだろう、作品番号 06-3-009 でもやはりこけ
．．

にしてい

る］ 

 

■【08-3-057】次韻王定国会飲清虚堂 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］の清
せい

虚
きょ

堂
どう

で飲んで詩を読み合った。王鞏は揚州知事に任

命されたものの［→作品番号 08-2-056］、果たして赴任してきちんと仕事をしたのかよ

くわからない。この詩は揚州とはまた別の地に王鞏が行くことを歌っているようであ

る。 

 

【訳文】 
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揚
よ う

州の官梅を詩に詠んだ唐
と う

の時代のかの知事と同じく、 

貴君もまた梅によって詩興を発した。 

貴君は誰かと地位を争うようなことは望んでいない、 

つまり聖人［清酒の異称］でも賢人［濁酒の異称］でも構いはしないのだ。 

かくて、貴君は淮
わ い

河
が

のほとりに新しい住まいを定めたので、 

我が胸には剣
け ん

南
な ん

［蜀
し ょ く

］の川へと帰心が湧き上がってくる。 

この身は蚕が老いるのに似ていようか、 

春の光をたっぷり受けて次の眠りに入ろうと思う。 

 

■【08-3-058】興竜節侍宴前一日、微雪、与子由同訪王定国、小飲清虚堂。定国出数

詩皆佳而、五言尤奇。子由又言昔与孫巨源同過定国、感念存没、悲歎久之。夜帰、稍

醒、各賦一篇、明日朝中以示定国也 

【解題】長い詩の題は次の通り。「興
こう

竜
りゅう

節
せつ

［哲
てつ

宗
そう

皇帝の誕生日、12 月 8 日］の祝賀の

宴の前の日、雪がわずかに降った。弟と王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］を訪ね、清
せい

虚
きょ

堂
どう

で少し飲

んだ。王鞏が数篇の詩を出し、どれもよく特に五言詩が最高だった。弟がこのように

いった。『以前に孫洙
そんしゅ

［字は巨源
きょげん

］と一緒に王鞏を訪ね、人々の存没を語り合い、し

ばし悲しく嘆息した』。夜になって帰り、酒から醒めたところで弟とそれぞれ一篇の

詩を賦し、明くる朝、王鞏に示した」。孫洙の名はこれまで何度か見ている［→作品

番号 05-3-058］。この詩は一緒に飲んで楽しかったということ以上の内容はなく、気の

おけない仲間内の飲み会を美辞麗句を駆使して詩にしてみせた、いわば戯れの作であ

ろう。よってきらびやかな漢字の並びを見ていただくことを眼目として、大意を書き

添える。 
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【訳文】 

天風淅淅飛玉沙、［風に雪がさらさらと飛ぶ］ 

詔恩帰沐休早衙。［ありがたくも今日は早く帰るのを許された］ 

遙知清虚堂裏雪、［そうだ、清
せ い

虚
き ょ

堂
ど う

の雪景色はどうだろうか］ 

正似詹蔔林中花。［きっとクチナシの花が咲いたような感じだろう］ 

出門自笑無所詣、［ふらりと門を出て笑うのは、どこに行くあてもない］ 

呼酒持勧惟君家。［やはり君の家で一杯やるのがよいだろう］ 

踏冰凌兢戦疲馬、［氷を踏んで走るのは馬には迷惑なことで］ 

扣門剥啄驚寒鴉。［門をどんどん叩いて烏を驚かせてしまう］ 

羨君五字入詩律、［うらやましいのは君の五言詩が巧みなこと］ 

欲与六出争天葩。［雪と美しさを競うほどだ］ 

頭風已倩檄手愈、［君の詩によって、脳天の病が癒え］ 

背癢恰得仙爪爬。［背中のかゆいところを仙女にかいてもらったかのようだ］ 

銀瓶瀉油浮蟻酒、［銀の瓶から極上の酒を注ぎ］ 

紫碗鋪粟盤竜茶。［紫の碗に極上の茶を入れる］ 

幅巾起作鴝鵒舞、［立って舞う者もいれば］ 

畳鼓誰摻漁陽撾。［鼓を撃つ者もいる］ 

九衢燈火雜夢寐、［夢心地で都の灯火を見ながら帰ると］ 

十年聚散空咨嗟。［この十年のあれこれにため息をつく］ 

明朝握手殿門外、［ともあれ、明日の朝は門の外でまた会って］ 

共看銀闕暾朝霞。［宮殿に朝の霞がただようのを一緒に見よう］ 

 

■【08-3-059】真宗信李沆 
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【解題】興
こう

竜
りゅう

節
せつ

の当日に蘇
そ

頌
しょう

［字
あざな

は子
し

容
よう

］［→作品番号 08-3-016］と話したことを記

録した短文。 

 

【訳文】 

真
し ん

宗
そ う

皇帝のとき、ある者が梅
ば い

詢
じゅん

を重く用いるよう推薦すると、皇帝はいった。 

「かつて李
り

沆
こ う

は梅詢は君子ではないと申していた」 

そのとき李沆は亡くなって二十年余り経っていた。 

そのことで、欧
お う

陽
よ う

文
ぶ ん

忠
ちゅう

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］はかつて蘇
そ

頌
し ょ う

にこのように尋ねた。 

「宰相が亡くなって二十年になるというのに、皇帝がその言葉を信じ続けているというのは、そこにはどの

ような理由があるのだろうか」 

蘇頌は、 

「ただ無心であるからなのでしょう」 

と、いった。 

そのことを私は蘇頌から聞いて、その言葉を讃え、このようにいった。 

「（仁
じ ん

宗
そ う

皇帝のもとで宰相になった）陳
ち ん

執
し つ

中
ちゅう

は俗吏でしかありませんでしたが、公正であることだけをもっ

て皇帝の信頼を得ていました。まして、李公は才識があって、しかも無心で世を済おうとしていたのです

ね」。 

時に元
げ ん

祐
ゆ う

三年の興
こ う

竜
り ゅ う

節
せ つ

に尚
し ょ う

書
し ょ

省
し ょ う

で宴を賜わってこのように論じたのである。 

その日、王
お う

鞏
き ょ う

はその父の王
お う

素
そ

がこのようにいったと話してくれた。 

「陳執中が宰相を辞めたときに、仁宗は、代わりとして誰がよいのかと尋ねられました。陳執中が呉
ご

育
い く

の名を挙げると、皇帝はすぐに呉育を召し寄せ、ちょうど乾
け ん

元
げ ん

節
せ つ

［仁宗の誕生日］の宴があって、呉育

もそれに加わり、たまたま酔って座ったまま眠ってしまい、はっと驚いて目覚めると、床を叩いて従者を呼

んだのでした。皇帝はその様子を見て、（宰相の器ではないと判断して）呉育を御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の任に就けた
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のでした」。 

このようであったとすると、陳執中は俗吏ではあっても、（仁宗に信頼されていたからには）賢いところが

あったのだろう。呉育が宰相になれなかったのは天命というべきであったのだ。呉育は晩年には気を病

むところもあったようで、大きな役目をついに与えられなかったのは、仁宗皇帝が逸材を棄ててしまうよう

な主
あるじ

だったからではないのだ。 

 

■【08-3-060】書王定国所蔵煙江畳嶂図 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］が所蔵する『煙
えん

江
こう

畳
じょう

嶂
しょう

図
ず

』［江
かわ

が煙
けむ

り、山が重なる図］

に書き添えた詩。 

 

【訳文】 

江
か わ

のほとりで生じた愁いの心、 

たちまち千の山のように重なり合い、 

あるいは虚しく浮かぶ翠
みどり

となって、 

空へと積み上げられる、 

それは山なのか雲なのか、 

遠くから知ることができない。 

煙る空が晴れ上がるなら、 

山だけがもとのままに残り、 

ここにくっきりと見えるのは、 

蒼蒼
あ お ぐ ろ

く聳える二つの崖、 

その間に暗い絶
ぜ つ

谷
こ く

がある。 

鳥の道だけが通じる泉があり、 
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水は林を巡り、石に絡み、 

見え隠れしながら下って谷の口へと赴き、 

奔流する大河となる。 

川が平らになるところ、 

山が開けて林の裾野が終わり、 

小さな橋がかかり、野の店がある。 

旅行く人はゆるゆると木立の向こうに去り、 

漁師の舟が一艘、 

江
か わ

に浮かんで天の涯へと流れゆく。 

知事殿［王
お う

鞏
き ょ う

］はどこからこの画を得たのだろうか、 

一つの点、一本の線に至るまで清らかに美しい。 

このようなところが人間世界のどこかにあるのか、 

ただちに行って二頃
け い

の田を買いたいものだ。 

そう、誰もが知っているように、 

武
ぶ

昌
し ょ う

の樊
は ん

口
こ う

は幽絶のところ、 

東
と う

坡
ば

先生はそこに留まること五年、 

春は、風が水を揺らして長
ち ょ う

江
こ う

は漠
ば く

漠
ば く

として天に連なり、 

夏は、夕暮れ雲が雨を巻いて娟
け ん

娟
け ん

として山は煙り、 

秋は、楓
かえで

が赤く染まって鴉
からす

とともに翻って、東坡先生は水の上に宿り、 

冬は、高い松から雪が落ちて、東坡先生は昼寝から目覚めるのだった。 

桃
と う

源
げ ん

郷
き ょ う

は実は人間世界にあって、 

神仙の住むところだけにあるとは限らない。 

江
こ う

山
ざ ん

は我が内なる塵土を清らかにしてくれ、 
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世間に戻る路があってもそれを尋ねてはならない。 

この画を還そうとして私は三度嘆息する、 

ああ、山中の人よ、 

私に帰ってくるよう招く詩を詠んではくれまいか。 

【補足】［（1）詩の中ほどで「知事殿はどこからこの画を得たのか」といっているが、

この画は次の詩にある通り王
おう

詵
しん

［→作品番号 08-3-054］が描いたものである。（2）詩

の後半は黄
こう

州の日々を回顧し、どうして都に出てきたのか悔やんでいるかのような趣

がある。（3）王詵が描いたこの『煙
えん

江
こう

畳
じょう

嶂
しょう

図
ず

』は現在に至るまで伝えられ、上海博

物館の所蔵品となっている］ 

 

■【08-3-061】王晋卿作煙江畳嶂図、僕賦詩十四韻、晋卿和之、語特奇麗。因復次韻、

不独紀其詩画之美、亦為道其出処契闊之故、而終之以不忘在莒之戒、亦朋友忠愛之義

也 

【解題】上に続いて同じ画についての詩。その題は、「王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］は『煙
えん

江
こう

畳
じょう

嶂
しょう

図
ず

』を作った。私が十四韻の詩を賦したところ、王詵はそれに和した。特に美しい

詩であったので、私はここにさらに次韻する。その詩は王詵の詩画の美を紀
しる

すもので

はなく、王詵がその出処において長く苦労してきたことをいうものである。最後に

『莒
きょ

に在
あ

るの戒め』を添えるのは友人としての忠愛の心である」。この詩の終わりに

は、「莒
きょ

に在
あ

るの戒め」を詠み込んでいるのだが、二つの故事を用いていてかなりわ

かりにくいので、ここでは故事について解説することなく含意だけを汲んで訳す。 

 

【訳文】 

山の中で頭
こうべ

を挙げ、日の注ぐ涯
は て

を見る―― 
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長
ち ょ う

安
あ ん

［都］は見えず、 

うすぼんやりとした雲があるだけ。 

長安［都］に帰って山の上を望む―― 

時は移り、事は改まり、 

涙をこらえきれない…… 

かつてここで聞かれた管弦の曲はもはやなく、 

集まっていた大勢の客人は去ったまま、 

豪奢な作りの馬小屋だけがそのままにある。 

一日千里を走る俊足の馬は、 

風雪を好み山川の険しさを軽んじ、 

ここで身を縮めて贅沢な餌を食らうのはまっぴらだと、 

十年の間、戦の旗の前を駆け巡り、 

痩せたことでかえって堂々の骨格が現れ出たのだった。 

貴君が経験した苦難はむしろ天の与えるものだった。 

貴君の風
ふ う

流
り ゅ う

文
ぶ ん

采
さ い

は磨れば磨るほど尽きることがなく、 

画と詩は互いに優美を争うに至った。 

山を画くのは山中の人だけとは限らず、 

田を歌う人は田を知る人ばかりではない。 

唐
と う

の玄
げ ん

宗
そ う

皇帝は鄭
て い

虔
け ん

の三絶［詩、書、画］を讃えたが、 

貴君はすでに二絶［詩、画］を得ていて、 

筆の勢いからして三百年来の三絶となるであろう。 

貴君は、巌
げ ん

谷
こ く

の厳しさをもってなよなよとしたものを、 

眉
び

峰
ほ う

の秀でるのをもってきらきらとしたものを克服したのである。 
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人間世界にあるのはただ春の一つの夢、 

この身は蚕が三度眠る間に老いてしまうのだ。 

山中は幽絶の場であっても永くいることはできない、 

平地の家にいる仙人となるのがよいだろう。 

貴君は山中の水
す い

石
せ き

を長く眼に留めておくことができ、 

私の好むところのものを知っているから、 

この画とこの詩がここにこうしてあるのだろう。 

どうかこれからも山のことを終生忘れることなく、 

画を描き、詩を賦して私を楽しませてほしい。 

【補足】［王
おう

詵
しん

は蘇軾に連座して遠くに流され、苦難の日々を送った。それを経験し

たからこそいまがあるということを、王詵の詩画を讃えつつ、また戒めとしたのであ

る。それはまた蘇軾自身にとっても同じであった。詩の途中に「苦難はむしろ天の与

えるものだった」と訳した原文は「塩車之厄寧非天」［塩
えん

車
しゃ

の厄
やく

 寧
なん

ぞ天
てん

にあらずや］

［塩を載せた車を曳くような苦役を与えたのはきっと天の定めるところなのだ］であ

る］ 

 

■【08-3-062】王晋卿所蔵著色山二首 

【解題】王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］が所蔵する著色された山の画に添えた詩。 

 

【訳文】 

 其の一 

李
り

成
せ い

の画は縹
ひ ょう

緲
び ょう

として、 

雲があるのかないのか、空に出たり消えたり、 
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水墨の仙といわれた。 

それ以来、画は一変し、 

もはや風流はそこに尽きて、 

唐
と う

の昔の李
り

思
し

訓
く ん

の著色された山の画は誰からも顧みられなくなった。 

【補足】［李
り

成
せい

は五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代の終わりから宋
そう

の初めに活躍した人で、水墨画の新し

い世界を拓いた］ 

 

 其の二 

韓
か ん

愈
ゆ

が詩に犖
ら く

確
か く

［怪石がごろごろあるありさま］と詠んだ山に似るのか、 

行こうとして路がなく、導いてくれる人もいない。 

留まっていた雲が離れ出して朝の光が漏れくると、 

そこに見えてきたのは、 

山の紅
あ か

と澗
た に

の碧
あ お

なのであった。 

【補足】［白と黒だけの水墨画ばかりを見ていると、ときに着色されたものが新鮮に

目に映るのだろう］ 

 

■【08-3-063】論周穜擅議配享自劾劄子 

【解題】これは読んで少しも楽しくない公文書である。鄆
うん

州の州学校の教授を務める

周
しゅう

穜
とう

という人物を、蘇軾は「蟣虱
し ら み

のような小
しょう

臣
しん

」と罵倒し、断じて処罰することを

朝廷に求めている。周穜がどれほど悪いことをしたのかというと、神
しん

宗
そう

皇帝の廟に王
おう

安
あん

石
せき

も一緒に祀ることを朝廷に検討するよう求めたのである。皇帝の廟に功臣を合わ

せて祀ることを配
はい

享
きょう

といい、死後に与えられる栄誉として極めて大きなものであると

された。神宗皇帝と王安石の関係からして配享は自然なことであるように思えるのだ
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が、このときの政治情勢からして、蘇軾は何としてでもそれを止めなければならない

と考えた。周穜を弾劾する文章は2通あり、2通目は口調が一段と厳しくなる。 

 

【訳文】 

 其の一 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十二月二十一日、翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

朝
ち ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

知
ち

制
せ い

誥
こ う

兼
け ん

侍
じ

読
ど く

の蘇軾が文書にて申し上げます。 

臣
わたくし

が先に中
ちゅう

書
し ょ

舎
し ゃ

人
じ ん

を拝命しました日に、かつて江
こ う

寧
ね い

府の右
う

司
し

理
り

参
さ ん

軍
ぐ ん

であった周
し ゅ う

穜
と う

は鄆
う ん

州の州学

校の教授になりましたが、近ごろ聞きますところでは、周穜が上疏して、朝廷はもとの宰相である王
お う

安
あ ん

石
せ き

を神
し ん

宗
そ う

皇帝の御
ご

廟
び ょう

に配
は い

享
き ょ う

すべきであると申し上げました。謹んで漢
か ん

代
だ い

の法律を按じますに、皇帝

の廟についてやたらに議論をする者は死刑に処すとされていて、高
こ う

祖
そ

皇帝から景
け い

帝
て い

、武
ぶ

帝
て い

、宣
せ ん

帝
て い

に

至ってもこの法が行われ、それによって宗廟を尊び、朝廷を重んじることが衰えたりしないよう防いだので

ありました。実に深い意味のある法律であります。本朝においては祖
そ

宗
そ う

以来、元
げ ん

勛
く ん

にして天下の人々

から重く仰がれ終始徳を全うした人だけが特に選ばれて、歴代皇帝とともに祀られてまいりました。それ

も天子が御自身で選ぶのではなく、必ず衆議に委ねられ天下の公議が納得する人物でなければな

りませんでした。すでに選ばれたならば、詔に「恭
うやうや

しくも公論に依る」との旨が記され、宗廟にそのことを

申し上げ、その後で配享が実施されたのであります。このようにして厳正に行われてきたものであるのに、

朝廷から遠くにあって地位の低い小臣が私意をもって配享を議論するようなことがあってよいものであり

ましょうか。そのようなことをしても不問に付すならば、宗廟の威厳は損なわれ、朝廷は軽視されてしまう

でありましょう。 

臣
わたくし

が思いますに、王安石が生前に何をしたかというと、非を是とし、正を邪としたことは朝廷の中外の

者が具
つ ぶ

さに知るところで、皇帝の眼からも逃れることのできないものでありました。先帝もそのことをお知り

になって、王安石を閑職に置き、終にまた用いることはなかったのであります。今すでに王安石の定め

た青
せ い

苗
び ょう

法
ほ う

などの法律は改められ、王安石の党人であった呂
り ょ

恵
け い

卿
け い

、李
り

定
て い

等の連中は地位を奪われ
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て遠く退けられ、学校や科挙の制度も改められ、仏教や道教を排斥したことをやめ、王安石が建てた

恣意的な学説を禁止しました。このような大議はすでに確定し、数年にわたって実施されています。ま

た、先帝に配享されるのは富
ふ

弼
ひ つ

であると定められ、天下の人々はそれが至当であると受け止めており

ます。 

敢えてここに議論を引き起こそうとした周穜とは何者でありましょうか。恐らくこれは朝廷を試し、おいおい

邪説を進め、陰
か げ

で群小の者どもが声を合わせるようにと企む者でありましょう。これは孔
こ う

子
し

も指摘したとこ

ろの「危ういことを試して当たればもっけの幸い」「間違った考えに安住して疑わない」ということそのもの

であります。 

臣
わたくし

は 忝
かたじけな

くもお傍にお仕えして、このような誤ったことがあって、このような人物が学校を汚しておりますこと

を聞きました。もし、このことに知らん顔をして申し上げずにおきましたならば、悪だくみをする連中を好きに

させてしまって、大きな罪を臣
わたくし

が犯すこととなりましょう。謹んで臣
わたくし

の出過ぎた行為を自ら弾劾して罪を待

つものであります。伏して聖慈を望み、特に赦してくださいますよう願うものであります。 

【補足】［（1）蘇軾が問題にしたのは、実は王
おう

安
あん

石
せき

を配
はい

享
きょう

するか否かではなく、その

意見を容れた後に起こるであろう事態であった。そのことがこの文章ではあまり明確

ではなかったので、次の 2 通目を書くことになる。当時、保守派は三派に分かれてつ

まらぬ争いばかりをしていた。先に追放された改革派は、その間隙を縫って再び政権

に返り咲くことを狙っていた。配享はその足場を得るための第一歩であると、蘇軾は

察したのである。（2）この文章で王安石は「非を是とし、邪を生とした」と全面的に

批判している。先に王安石を高く評価していた［→作品番号 08-1-042］のとは大きく

異なっている。それぞれの文章の主旨に合わせて、ほとんど正反対の評価を王安石に

対して下しているわけで、どちらが本心であるのかという検討はさほど意味がないだ

ろう。ここではとにかく呂
りょ

恵
けい

卿
けい

や李
り

定
てい

が再び跋扈するのを阻止するために、大親分で

あった王安石を徹底的に悪く言っておく必要があったのだ］ 
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 其の二 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年十二月二十一日、翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

朝
ち ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

知
ち

制
せ い

誥
こ う

兼
け ん

侍
じ

読
ど く

の蘇軾が文書にて申し上げます。 

臣
わたくし

は近ごろ次のように申し上げました。学官に挙げられた周
し ゅ う

穜
と う

は王
お う

安
あ ん

石
せ き

を先帝に配
は い

享
き ょ う

すべきであると

の議論を勝手に起こし、朝廷を試して順次邪説を進め、陰で群小どもが声を合わせるようにしているこ

とに対して、しかるべき部署においてこの妄挙の罪を調べ、重い処分を下し、もって世の中への警告と

するよう願い出ました。しかるにいまに至るも何の御指示も下されておりません。 

臣
わたくし

が考えますに、賞罰を明らかにし、邪正を定めることは国家の根本であります。この二つがなければ、

国は乱れて亡びに向かいます。……［中略、古典を引いてここの論を補強する］…… 

臣
わたくし

が観
み

ますところ、二聖［皇帝と高
こ う

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

］が位を嗣
つ

がれて以來、小
し ょ う

人
じ ん

どもを追い払われました。

呂
り ょ

恵
け い

卿
け い

、李
り

定
て い

、蔡
さ い

確
か く

、張
ち ょ う

城
せ い

一
い ち

、呉
ご

居
き ょ

厚
こ う

、崔
さ い

台
だ い

符
ふ

、楊
よ う

汲
きゅう

、王
お う

孝
こ う

先
せ ん

、何
か

正
せ い

臣
し ん

、盧
ろ

秉
へ い

、蹇
け ん

周
し ゅ う

輔
ほ

、王
お う

子
し

京
け い

、陸
り く

師
し

閔
ぶ ん

、趙
ち ょ う

済
さ い

、それに宦官の李
り

憲
け ん

、宋
そ う

用
よ う

臣
し ん

などは、ある者は国境で戦を起こして次々に禍をもた

らし、ある者は国家が利益を貪って収奪を厳しくしているとの民の怨みを招き、ある者は大獄を起こして

善良の者を罪に陥れました。奸悪を働いた者はとても数えきれないほど大勢いたのでした。王
お う

安
あ ん

石
せ き

は

実はその首領であったのです。いまやそうした連中のうちすでに死んだ者のほかは都から遠ざけられまし

たが、その腹心や手助けをした者はいまも朝廷の中外にいて、かつての私恩を思ってまた用いられるこ

とを願い、そのことを計画して何やらものを言う者がたくさんいます。いずれも実情を曲げ、悪事の跡を隠

し、腹黒さを一つにし、その仲間意識は堅いものがあります。しかし、お上がそのことを御存じでないのを

臣
わたくし

は実に憂うのであります。 

君子は鳳
おおとり

のように集めるのが難しいとされています。鳳はわずかな異変の兆しがあるだけで、すぐに飛

び上がり、様子を見てから後にまた集います。まして追い払われたならもう集まることはありません。小人

は蛆
うじむし

や蠅のように群がりやすいとされています。生臭いものがあるところに集まり、たちまちのうちに千匹、

万匹になります。まして招き寄せたならいくらでも集まってくるのです。朝廷はこのところ少しずつ先の連
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中に対する戒めを緩め、李憲、王
お う

安
あ ん

礼
れ い

、蔡確が朝廷に願い出たことを許しております。崔台符、王

孝先等は再び用いられようとし、楊汲もまた復位しようとしています。呂恵卿はそのような情勢を見て、蘇
そ

州に住むことを願い出ています。これらの者は皆、民にとっての大賊で国を蝕む巨大な害虫です。連

中の首領が復権したならば、この上ない幸いとするでありましょう。罪の小さな者たちはすぐにも用いら

れることとなりましょう。少しでも緩めたならば次第に大きく緩めることになるのです。呂恵卿、蔡確らが用

いられるときには、青
せ い

苗
び ょう

法
ほ う

、市
し

易
え き

法
ほ う

などの法律も復活するでありましょう。 

そこまで申しますのは、李
り

士
し

京
け い

という邪佞な小人が愚か者ども集め、大臣に気づかれないように連絡

し合って、運河を掘り、城壁を修理することを実行しようと企んでいます。これが行われたならば、次には

茶
ち ゃ

磨
ま

の法を運用しようとするでしょう。それを観ると、呂恵卿、蔡確らが用いられて青苗法、市易法が

復活することだってありうると思わなければならないのであります。 

唐
と う

の時代に盧
ろ

杞
き

が責められて宰相から降ろされたときに、しばしばそれを赦すことをいう者があり、徳
と く

宗
そ う

皇帝は盧杞に一つの郡を与えようとしました。朝廷の人々はそれを心配し、宰相の李
り

勉
べ ん

、給
きゅう

事
じ

中
ちゅう

の袁
え ん

高
こ う

、諫
か ん

官
が ん

の趙
ち ょ う

需
じ ゅ

、裴
は い

佶
き つ

、宇
う

文
ぶ ん

炫
げ ん

、盧
ろ

景
け い

亮
り ょ う

、張
ち ょ う

薦
せ ん

、それに常
じ ょ う

侍
じ

中
ちゅう

の李
り

泌
ひ つ

等が死を覚悟して反対しま

した。盧杞が郡知事になったならば、それに留まらずに、また任用されて、一つの松明が原野を焼き

払うようにして、天下を禍に陥れるもととなるのを恐れたのです。いま周穜が草くずのような微小な身でこ

の議を建てるのは、同じように禍のもとを開くものであります。 

漢
か ん

の時代に淮
わ い

南
な ん

王
お う

が謀反を起こしたときに、ただ汲
きゅう

黯
あ ん

だけを憚り、宰相の公
こ う

孫
そ ん

弘
こ う

さえ説き伏せれば、

あとは簡単にうまくゆくと考えました。いま周穜が蟣虱
し ら み

のような小臣の身をもって敢えて大奸をなすのは、

朝廷にはしかるべき人がいないと愚弄するものであって、不幸にして淮南王のような者がいたならば、

何の憚るところもないということなのであります。 

臣
わたくし

は敢えて遠い昔のことを引きましたけれど、執政のうちに富
ふ

弼
ひ つ

や韓
か ん

琦
き

のような人がいて、台諫のな

かに包
ほ う

拯
じ ょ う

、呂
り ょ

誨
か い

のような人がいて、あるいは司
し

馬
ば

光
こ う

がここにいましたならば、鼠のようなこの連中は何も

できないはずでありました。王安石は仁
じ ん

宗
そ う

皇帝、英
え い

宗
そ う

皇帝の御代にいかさまなことを百も言い、妄りに
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己の名を高くして、高い地位を得ようとしましたが、韓琦が独りその奸を見抜き、ついに昇官させることは

ありませんでした。韓琦が宰相の位を去らなかったならば、王安石はその志を得ることはなかったので

す。このことから人物の邪正を見抜いて、禍が現れる前に消すことが宰相の大事な仕事なのでありま

す。 

臣
わたくし

はここ数日、執政の議論を聞きますに、処罰を緩めようとしているとのことで、もしもそうでありますなら、

小人が互いに朝廷へと引き上げ合うようになり、呂恵卿らは朝廷の判断のありようをそこから知るように

なるでしょう。事は天下の行く末、国の治乱に及ぶことなのであります。 

伏して望みますのは、特に御
ご

宸
し ん

断
だ ん

を下されて、周穜の罪を厳しく議論して、軽 し々く赦すことなきように。

周穜はもとは州県の小吏として、その意はわずかでも昇進することにあっただけでしたが、いまたちまち

狂ったように大きな議論を先頭に立って起こしましたのは、必ず陰で何かを企んでいる者がいるからな

のでしょう。そうでなくて周穜が敢えて己の分際を超えて天を揺るがすようなことをするはずがないのです。

もし臣
わたくし

の申し上げることを聞いていただけないならば、再びならず幾度も論じるものであります。 

【補足】［（1）途中に列挙されている呂
りょ

恵
けい

卿
けい

以下の人物は改革派の主要な顔ぶれであ

る。この中に章
しょう

惇
じゅん

の名がないことは注目に値するのかもしれない。章惇は他の連中

とは違って、本来の改革の意義を知って国のためになる政治を行おうとしていたと蘇

軾は認識していたのではないだろうか。（2）蘇軾の他にも配享に反対する者があって

周
しゅう

穜
とう

の議は却下され、周穜は鄆
うん

州の州学校教授の任を解かれた］ 

 

■【08-3-064】夜直玉堂、携李之儀端叔詩百余首、読至夜半、書其後 

【解題】翰
かん

林
りん

院
いん

の玉
ぎょく

堂
どう

に宿直するに当たって李
り

之
し

儀
ぎ

［字
あざな

は端
たん

叔
しゅく

］［→作品番号 08-1-

013］の詩百余篇を携え、読んで夜半に至り、その後にこの短文を記した。 

 

【訳文】 
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玉
ぎ ょ く

堂
ど う

は清浄な場所であるので眠るのは難しい。 

かといって、王
お う

維
い

が宿直の話し相手に孟
も う

浩
こ う

然
ね ん

を呼んだようなことはできない。 

それで貴君の好い詩を借りて永い夜を過ごすことにした。 

佳
よ

い個所に逢うごとに、参
さ ん

禅
ぜ ん

するように深く味わう。 

貴君の詩に導かれて生じた愁いは、硯に入って水を凍らせ、 

貴君の詩に導かれて生じた喜びは、燈
ともしび

に入って輝きを増す。 

貴君の家の子供たちに言葉を寄せよう、 

いつか御父上の詩集を編むときにはこの句も入れてほしいものだ。 

【補足】［王
おう

維
い

が宮中に宿直した夜に孟
もう

浩
こう

然
ねん

を呼んで語り合ったという話は作品番号

07-1-056でも見ている］ 

 

■【08-3-065】次韻王定国得晋卿酒相留夜飲 

【解題】裕福な王
おう

詵
しん

［字
あざな

から晋
しん

卿
けい

］から王
おう

鞏
きょう

［字は定
てい

国
こく

］が酒をもらい、それで蘇

軾を招いた。王鞏が詩でもっとゆっくり飲みましょうと誘ったのに対して応じた戯れ

の詩である。王鞏はなぜかまだ都にいた。 

 

【訳文】 

貴君は衫
うわぎ

から腕を丸出しにし、 

この秋をも圧倒をする気分、 

私が紫の裘
コート

を羽織るのは、 

仙人にでもなった心持ち。 

酒こそは私を有名にしてくれたもの、 

病
やまい

のもとになろうとも、憂いを忘れさせるのは格別。 
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音律の定めなく自在に作る貴君は詩の将軍、 

酔いの真の境地を知っている私はその道の侯爵である。 

樽を倒してこの夜をとことん飲もうではないか、 

蛇のようにぐたぐたに酔いつぶれても、 

まさか鈎
は り

でひっ捕らえて行く人はいないだろう。 

 

■【08-3-066】陳隋好楽 

【解題】陳
ちん

朝
ちょう

の最後の皇帝の陳
ちん

叔
しゅく

宝
ほう

と、隋
ずい

朝
ちょう

の煬
よう

帝
だい

が音楽を好んだことについて記

した文章。大半が史書からの抜き書きで、蘇軾の感想は最後の一文だけである。陳叔

宝は作品番号 08-1-066 でも見たように中国史上で屈指の暗愚な帝王で、煬帝はその陳

を亡ぼす作戦を遂行し、隋による天下統一を果たしたものの、民衆を酷使し過ぎたた

めに短期間で国を亡ぼした暴君として有名。 

 

【訳文】 

笛を吹き、琵琶や琴を弾き、歌い舞う技は、北
ほ く

斉
せ い

の文
ぶ ん

襄
じ ょ う

帝
て い

［高
こ う

澄
ち ょ う

］のころから特に好まれるようになり、

河
か

清
せ い

年間［6 世紀中ごろ］以降に最も甚だしくなった。陳
ち ん

の後
こ う

主
し ゅ

［陳
ち ん

叔
し ゅ く

宝
ほ う

］は胡
こ

戎
じ ゅ う

の楽
が く

［西方伝来の

音楽］をひたすら賞玩し、耽
た ん

愛
あ い

してやまなかった。……［朝廷の人々が挙って音楽に熱中し、後主自

身も作曲に耽ったことが記される］……皇帝は御幸する途中の馬上でも作曲した。楽しみが行き過ぎ

ると哀しみがくるのであって、ついには国を亡ぼしたのだった。 

（隋
ず い

の）煬
よ う

帝
だ い

は音律を理解しなかったので、あまり関心を持たなかったのが、後にたくさんの艶
え ん

曲
き ょ く

を作ら

せ、その詞は淫
い ん

綺
き

であった。……［煬帝が作らせた曲名を並べ、音楽に通じる者に高い位を与えたこ

とを記す］…… 

（南北朝時代の）宋
そ う

の武
ぶ

帝
て い

［劉
り ゅ う

裕
ゆ う

］が皇位を禅譲されたときに、朝廷には音楽が備わっていなかった。
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殷
い ん

仲
ぶ ん

文
ちゅう

がそのことを武帝にいうと、武帝は、「毎日、暇な時間がないし、音楽はわからない」といった。

殷仲文が、「繰り返し聞けばわかるようになります」というと、「わかると好むようになるものであるなら、習わ

ないでおこう」といった。 

こうした帝王の言動を観れば、興亡の理
ことわり

は明らかではなかろうか。 

【補足】［（1）この文章をこの時期に記したのは、このころに朝廷で用いる音楽を一

新する議論があったことと関係しているのだろう。范
はん

鎮
ちん

［→作品番号 08-1-021］がそ

れに関与していて、范鎮がそのことを詩に詠み、蘇軾が和した作品が残っている。訳

者には理解できない内容であるので割愛する。（2）ここで興味深いのは、劉
りゅう

裕
ゆう

の評価

である。家柄が何よりも重要視された唐
とう

代
だい

以前において、下級役人の息子であった劉

裕が己の実力だけで皇位にまで昇り詰めたのは極めて稀有な事例であった。強引に皇

位を奪い、元の皇帝を殺害したのは道義的には非難されるべきだろうが、世襲によっ

て愚かな皇帝が続く非道徳性よりは、国や民にとって遥かによいことであったのは間

違いない。武によるか文によるかの違いはあっても、己の力で世に出て天下に名を馳

せるという点では、宋
そう

代
だい

の士
し

大
たい

夫
ふ

と共通するところがあり、蘇軾も蘇轍も司
し

馬
ば

光
こう

も劉

裕には強い関心を寄せていた。なお、陶
とう

淵
えん

明
めい

は劉裕と同じ時代を生き、頭角を現しつ

つあるころの劉裕を近くで見ていたと推測され、劉裕の生きざまには首肯できないと

ころがあったようだ］ 

 

■【08-3-067】范景仁墓誌銘 

【解題】閏 12月 1日に范
はん

鎮
ちん

［字
あざな

は景
けい

仁
じん

、蜀
しょく

公
こう

］が亡くなった。上の補足でも見たよ

うに、范鎮はその直前まで国政に関わっていた。81 歳であった。蘇軾は祭文を作り、

翌年の 8 月に范鎮が郷里に葬られた折に、墓誌銘を書いた。ここでは墓誌銘の一部を

読んでおこう。 
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【訳文】 

熙
き

寧
ね い

、元
げ ん

豊
ほ う

のころに、いま天下の賢者は誰であるかと士
し

大
た い

夫
ふ

が論じると、必ず司
し

馬
ば

公
こ う

［司
し

馬
ば

光
こ う

］と范
は ん

公
こ う

［范
は ん

鎮
ち ん

］の名が挙げられた。二公の道徳、風流は現代の手本として仰ぐべきであり、二公が可否を

論じると天下の栄辱がそれによって定まるとされた。二公が歓びを一つにすることでは、それに及ぶ者

は誰もいなかった。二公は「私と君は生まれて志を一つにし、死ねば一緒に伝えられるであろう」といっ

ていた。天下の人で二公の優劣を比べる者はいなかった。二公は、後から死ぬ者が先の者の墓誌

を作って互いに伝え合おうと約束した。それで、司馬公はあらかじめ『范鎮伝』を準備しておいた。その

なかに、「呂
り ょ

誨
か い

の先見も、范鎮の勇決も、いずれも私の及ぶところではなかった」と記した。 

私は幸いにも二公と親しくし、その平生を詳らかに知ることができた。大きな節義に照らして二公が用

捨する選択は互いに相談しなくても常に同じであった。例えば、仁
じ ん

宗
そ う

皇帝が皇嗣を立てたときの議論

でも、英
え い

宗
そ う

皇帝のときに濮
ぼ く

安
あ ん

懿
い

王
お う

の呼称をどのように定めるのかという議論でも、神
し ん

宗
そ う

皇帝のときの

新法の議論でも、二公はあたかも一人であるかのように、左右の手が先後を一つにして出るのであっ

た。それで司馬光は常に人に、「私と范君は兄弟で、ただ姓が同じではないだけだ」といっていた。しか

し鐘
し ょ う

律
り つ

［宮廷音楽］について論じたときだけは、繰り返し相手を非としたので、全て同一であったわけで

はなかった。君子はそれで二公は単に同調しているのではないと知ったのである。司馬公が亡くなると、

私はその行状記をまとめて范公に授け、范公はそれを墓に誌し、私は墓道に表を刻んだ。いま范公の

墓を作るに当たって、その子孫は皆で、司馬公はすでに没してしまったので、あなたをおいて他に墓誌

を作る者がいないといい、かつ我が先君子［蘇
そ

洵
じゅん

］の大切な友であったことからも辞退はできなかった。 

……［以下、范鎮の生涯を記す］…… 

 

■【08-3-068】祭古塚文 

【解題】宜
ぎ

興
こう

県の陽
よう

羨
せん

［→作品番号 07-2-045］にある蘇軾の土地を管理にしている者
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が古い墓を発見したので、そこに葬られていた人を祭る文を書いた。序文だけを訳す。 

 

【訳文】、 

閏十二月三日、私の田の管理人は住まいの東南に部屋を築こうとして、大きな塚［墓］を掘り当て、

頭の部分が出てきた。私はそれをまた埋めるよう命じで、その人を祭る文を作った。…… 

【補足】［陽
よう

羨
せん

とは随時連絡を取り合っていたのだろう。人が長く住むと、墓だらけ

になってしまう。墓地として適しているのは高燥な地とされていたから、墓地を永遠

に守っていたら生きている人にとって住むに適切な場所がなくなってしまう］ 

 

■【08-3-069】書正信和尚塔銘後 

【解題】蘇軾の郷里にゆかりのある正
せい

信
しん

和
お

尚
しょう

の「塔
とう

銘
めい

」［墓誌銘］の後に記した短文。

正信和尚についてはここに記されている。 

 

【訳文】 

大
だ い

安
あ ん

［蜀
し ょ く

の利
り

州路に属する］の楊
よ う

氏からは代々名僧が出ている。正
せ い

信
し ん

表
ひ ょう

公
こ う

は三人兄弟で、兄弟の

一人が仁
じ ん

慶
け い

で、眉
び

州の僧
そ う

正
じ ょ う

となり、もう一人が元
げ ん

俊
しゅん

で、極
ご く

楽
ら く

院
い ん

の主
あるじ

となった。いまの大安の治
じ

平
へ い

院
い ん

である。いずれも行いが高く、そして、特に表公は超然として、晩年は静
せ い

覚
が く

をもって聞こえた。三人とも我

が先
せ ん

大
だ い

父
ふ

職
し ょ く

方
ほ う

公
こ う

［祖父の蘇
そ

序
じ ょ

］、我が先
せ ん

君
く ん

中
ちゅう

大
だ い

夫
ふ

［父の蘇
そ

洵
じゅん

］と交遊があり、善い仲であった。 

熙
き

寧
ね い

年間の初めに、私は（父の）喪が明けて都に向かおうとしたときに、表公はたまたま病に臥せって

いたので、部屋に入って別れを告げた。一寸余りの白髪で、眼光は了
り ょ う

然
ぜ ん

として、骨が際立って出てい

て、画にある須
し ゅ

菩
ぼ

提
だ い

のように畏れ多い姿であった。私が立ち去るに忍び難くしていると、表公はいわれ

た。 

「行きなさい、どこであろうとも会えるではないか」 
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私は、 

「公は千里も遠いとはしないで一緒にきてくださるのでしょうか」 

表公は笑っていった。 

「正信の家では仏の言葉を申します。貴君に従って千里を行くこともできなくはありませんし、私にとって

は取るに足りないことです」 

表公はその後すっかり回復され、六年後に亡くなった。そのときに私は銭
せ ん

塘
と う

［杭
こ う

州］にいて、夢に表公

を見て、あたかも別れを告げにきたかのようであった。 

また十五年が経ち、表公の弟子が法要を行い、偈
げ

、頌
し ょ う

および塔
と う

記
き

を作って私に見せてくれたので、そ

の終わりに記す。 

 

■【08-3-070】与弁才禅師 

【解題】杭
こう

州にいる弁
べん

才
さい

大
だい

師
し

元
げん

浄
じょう

［→作品番号 06-1-081、07-1-016 など］に宛てた手

紙。 

 

【訳文】 

（1）長らくお手紙を差し上げることもなく、恥ずかしさが深く増し、切に貴僧の御佳勝を願うばかりです。私

は忝くも過分の処遇を賜りながら、国政に補うところがほとんどありません。東南の一郡を得て移ること

を日夜に望んでおります。老いに臨んで御法音をお聞きできますよう、その時がきますまで、どうぞ御自

愛ください。 

【補足】［これは前の年に書いたものであるようだ。この望みが叶えられたかどうか

は本章の終わりで見ることになる］ 

 

（2）私に少しくお願いするところがあります。……我が弟が絹一百疋を寄進して、先
せ ん

君
く ん

霸
は

州
し ゅ う

文
ぶ ん

安
あ ん

県
け ん

主
し ゅ
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簿
ぼ

累
る い

贈
ぞ う

中
ちゅう

大
だ い

夫
ふ

［父の蘇
そ

洵
じゅん

］と先
せ ん

妣
ひ

武
ぶ

昌
し ょ う

郡
ぐ ん

太
た い

君
く ん

程
て い

氏
し

［母］のために、地蔵菩薩一尊と侍者二人の

像を造って、都の寺で供養したいと考えております。菩薩の大きさは人と同じくらいで、用意できる費用

はその絹だけであります。もし費用が十分でなければ、刻む手間を省いても構いません。どうか、匠の

者を選んで造っていただけないでしょうか。完成しましたら、受け取る船を手配します。はなはだお煩わ

せしまことに申し訳ないことであります。 

【補足】［（1）これは弟の願いを伝えたもの。父母の供養のために観音菩薩像の作成

を依頼したのである。都で造らずに遠く杭
こう

州に依頼したのは、そうした技術が都より

も進んでいたからであろう。（2）もう一通手紙が残されていて、次男の蘇
そ

迨
たい

がかつて

弁
べん

才
さい

大
だい

師
し

のもとで剃髪し、竺
じく

僧
そう

という名を授けられたことで無事に成長し、承
しょう

務
む

郎
ろう

の

官位を受けるまでになったので、その謝礼を贈ると記している。蘇迨が剃髪したのは

三歳のころで、出家する形を取ることで、子の成長を妨げるものを退けられるとされ

ていたのである］ 

 

■【08-3-071】次韻劉貢父春日賜幡勝 

【解題】この年は閏12月があり、年の内に立春になった。劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］［→作品

番号 08-3-002 など］が宮中から立春を祝う幡
はた

の飾りを賜ったことを詠んだ詩を作り、

それに次韻した。この詩は慶賀にふさわしい語句を並べ、原音で朗誦するなら、恐ら

く陶然とした味わいを得られるのだろうが、内容自体は乏しいので、読み下し文を添

えるだけにする。 

 

【訳文】 

寬詔随春出内朝、［寬
か ん

詔
し ょ う

 春
は る

に随
したが

って内
な い

朝
ち ょ う

より出
い

ず］ 

三軍喜気挾狐貂。［三
さ ん

軍
ぐ ん

の喜
き

気
き

 狐
こ

貂
ち ょ う

を挾
さしはさ

む］ 
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鏤銀錯落翻斜月、［鏤
ろ う

銀
ぎ ん

 錯
さ く

落
ら く

として斜
し ゃ

月
げ つ

に翻
ひるがえ

り］ 

剪彩繽紛舞慶霄。［剪
せ ん

彩
さ い

 繽
ひ ん

紛
ぷ ん

として慶
け い

霄
し ょ う

に舞
ま

う］ 

臘雪強飛才到地、［臘
ろ う

雪
せ つ

 強
し

いて飛
と

んで才
わ ず

かに地
ち

に到
い た

り］ 

暁風偸転不驚条。［暁
ぎ ょ う

風
ふ う

 偸
ひ そ

かに転
て ん

じて条
え だ

を驚
おどろ

かさず］ 

脱冠径酔応帰臥、［冠
かんむり

を脱
だ っ

して径
た だ

ちに酔
よ

うて応
ま さ

に帰
き

臥
が

すべし］ 

便腹従人笑老韶。［便
べ ん

腹
ぷ く

 人
ひ と

の老
ろ う

韶
し ょ う

を笑
わ ら

うに従
ま

かす］ 

【補足】［（1）蘇軾自身の注で、この前日に小雪が降ったとあり、それで5句目に「臘
ろう

雪
せつ

」［12 月の雪］の語がある。また、この日に酒を賜ったともあり、それで 7 句目に

「径
ただ

ちに酔
よ

う」とある。（2）この詩に続いて、蘇軾はもう 1回次韻し、さらに葉
しょう

均
きん

と

王
おう

欽
きん

臣
しん

がもとの詩に和したのでそれに応えてまた和し、さらにもう 1 回和している。

いずれも同じような見た目の立派さが取り柄の詩なので、訳は割愛する。（3）ここま

で何度も登場してきた劉
りゅう

攽
はん

は翌年 3月に亡くなる。蘇軾と劉攽とはともに諧謔
ジョーク

を得意

とすることで知られ、いくつものエピソードが伝えられている。そのうちの一つ、こ

の時期の出来事であったと推測されているものを、先にも見た朱
しゅ

弁
べん

の随筆『曲
きょく

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶん

』［→作品番号08-2-012］から引用する］ 

 

【訳文】 

朱
し ゅ

弁
べ ん

：『曲
き ょ く

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶ ん

』より 

蘇軾は劉
り ゅ う

攽
は ん

に向かってこのようなことをいった。 

「かつて弟とともに制
せ い

科
か

の受験勉強をしていたときに、私たちは毎日『三
さ ん

白
ぱ く

』ばかりを食べ、これをはなは

だうまいと思っておりました。世間に『八
は ち

珍
ち ん

』［八種の珍味］とかいうものがあると聞いても、そんなものなん

だという気でいたのです」 

劉攽が、 
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「三白と何ですかな」 

と、尋ねると、 

「一ふりの塩、一つかみの大根、一杯のご飯、これで『三白』であります」 

劉攽は大いに笑った。 

その後しばらくしてから劉攽は手紙で、 

「皛
し ょ う

飯
は ん

を御馳走したいので拙宅にお越しいただきたい」 

と、蘇軾を招いた。 

蘇軾は「三白」の話をしたことをすっかり忘れていて、 

「『皛飯』は何だかわからぬが、劉君はたくさんの書物を読んでいるから、きっと何か出処があるのだろう」 

と人に語って、劉攽を訪ねた。 

食事のときになって、食卓に並べられたのは塩と大根と飯だけだった。それを見てようやく「三白」を戯れ

に「皛」と書いたのだと悟り、笑って箸を取り、全部平らげた。 

蘇軾は馬に乗って帰る際に、 

「明日、お越しくだされよ。『毳
も う

飯
は ん

』を御用意しておきましょう」 

といった。 

劉攽はきっと戯れであろうと思ったが、「毳飯」とは何であるのかわからなかった［毳は毛皮の意］。 

劉攽が約束通りに行くと、蘇軾はべらべらと話に夢中で、食事の時刻を過ぎてしまった。劉攽は腹が

減って仕方ないので、食事を求めた。 

「少しお待ちください」 

といって、また話を続け、一向に食事は出てこなかった。 

同じことが何度も繰り返されたので、劉攽はとうとう、 

「もう腹が減ってどうにもなりません」 

と、悲鳴を上げた。 
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蘇軾がおもむろにいうには、 

「塩も毛
な い

、大根も毛
な い

、飯も毛
な い

。三つ毛
な い

でありますぞ」 

劉攽は腹をかかえて笑い、 

「君がこの前の仇
かたき

をきっととるだろうと思ってはいましたが、ここまでは考えが及びませんでした」 

蘇軾はそこで食事を勧め、夕暮れまで楽しんだ。 

世俗で「無」のことを「模」といい、「模」と「毛」は音が通じる。それで「無」を「毛」とし、「三無」を「毳」とし

たのである。さすがの劉攽もそこまでは考えが及ばなかったのだ。 

 

■【08-3-072】次韻王晋卿恵花栽栽所寓張退傅第中 

【訳文】年が改まって元
げん

祐
ゆう

4年［1089年］、蘇軾は54歳になった。王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］

［→作品番号08-3-061］が花と詩を送ってくれたので、その詩に次韻した。この詩の

題によると、花は張
ちょう

士
し

遜
そん

［号は退
たい

傅
ふ

］の旧居に植えられていたものであった。張士遜

［→作品番号08-3-016］は宋
そう

の第二代から第四代の皇帝に仕えた重臣で、都に立派な

屋敷を構えていた。この詩は禅語めいて意味がなかなか捉えがたい。訳者なりの解釈

を加えることなくほぼ直訳する。 

 

【訳文】 

坐来念念失前人、［座っていると、一念ごとに前の人は失われる］ 

共向空中寓一塵。［前の人も我もともに空
く う

の中に向かい、一つの塵に寓する］ 

若問此花誰是主、［この花に対して誰が主
あるじ

であるのかともし問うなら］ 

天教閑客管青春。［天はいおうか、閑な客人に春うららを管轄させるのだと］ 

 

■【08-3-073】次韻王晋卿上元侍宴端門 
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【解題】上
じょう

元
げん

節
せつ

に皇城の端
たん

門
もん

で皇帝による宴が開かれ、王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］は皇族に

つながる者としてその座に加わり、そのことを詩に詠み、蘇軾が次韻した。 

 

【訳文】 

月［皇帝］が上ると、宮城の門が開かれ、 

門外の露台の上を銀河［群臣］が繞
め ぐ

る。 

貴君はまさに邯
か ん

鄲
た ん

の枕に夢見る心地、 

貴君の詩を見て、私は化してその場に居並ぶ思い、 

仙界の毬のような燈篭に光が動き、 

お上の歩みとともに香りが溢れ出る。 

従うのは一万の名馬の列。 

我が衰病の身はそのお供をするのは叶わないのである。 

 

■【08-3-074】王鄭州挽詞 

【解題】宋
そう

朝
ちょう

初期の勲臣の子孫で、皇族と姻戚関係のある王
おう

克
こく

臣
しん

［字
あざな

は子
し

難
なん

］が亡

くなり、蘇軾はこの挽詞を作った。76歳であった。 

 

【訳文】 

羨
うらや

むのは、 

貴君が白髪に至って琳
り ん

宮
きゅう

［皇城］より出て鄭
て い

州に帰り、 

盛大に太鼓や角
つのぶえ

によって迎えられたこと。 

大水害の後に、貴君は千里にわたって農桑を盛んにしたので、 

人々はその功績を歌い合い、 
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貴君を慕う者が続 と々その門に訪れた。 

しかし、人の世の聚散はあらかじめ知ることはできず、 

悲歓は一瞬のうちに変化する。 

かのとき都の府庁舎で同僚であった者はいま幾人いるのだろうか、 

そのころ貴君が机に向かうと、風が立つ勢いで筆を揮っていたのだった。 

【補足】［（1）王
おう

克
こく

臣
しん

は最後の日々を鄭
てい

州で過ごしていたようである。（2）終わりの

部分には、蘇軾自身の注で、「私が開
かい

封
ほう

府にいたときに、王克臣もそこにいた」と記

している。それは、王
おう

安
あん

石
せき

の改革を強く批判していたときのことである［→作品番号

03-2-008］］ 

 

■【08-3-075】書王定国所蔵王晋卿画著色山二首 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］が所蔵する王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］の画に詩を添えた。それは

着色した山の画であった。王鞏が持つ王詵の画を詠んだ詩は作品番号 08-3-060 でも見

ている。 

 

【訳文】 

 其の一 

白髮の四老人は、 

かつて商
し ょ う

山
ざ ん

にいた隠者なのだろうか。 

貴君を煩わして紙の上から光が射して、 

我が胸中の山を照らし出してくれる［それが画中の山］。 

山の中には何があるのか、 

老いた木、いかめしい土や岩、 
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天からの日光を受けて、渓谷がきらきらと輝く。 

我が心から一切の物が無くなって空
く う

となり、 

言葉は何ら関係するところがない。 

見るがよい、 

ここにある古い井戸の水には万象が往還しているのだ。 

【補足】［王
おう

詵
しん

の画には4人の人物が描かれていたのだろう。この詩の始めは、それを

商
しょう

山
ざん

に隠棲した漢
かん

代
だい

の有名に隠者に譬えたもの。この詩は全体として王詵の画と蘇軾

の心象風景を重ね合わせて詠んでいる］ 

 

 其の二 

南方に流された貴君［王
お う

鞏
き ょ う

］は、 

嶺
れ い

北
ほ く

に帰って初めて雪に逢うことができた。 

私もまた江
こ う

南
な ん

において五回の春を見た。 

この語を、風流を解する王
お う

詵
し ん

君に寄せよう、 

三人はともに山を識
し

る人である。 

【補足】［（1）岩垂憲徳・釈清潭・久保天随訳解『蘇東坡詩集』（1927 年）は、この詩

の解説に「余論」として「若
も

し今
こん

日
にち

此
こ

の画
が

にこの讃
さん

あれば、希
き

世
せい

の国
こく

宝
ほう

なるべきも、

それは要
よう

するに空
くう

想
そう

である」と記している。（2）同じ頃に王
おう

鞏
きょう

に贈った詩があり、少

し皮肉めいたことをいっているようなのだが、はっきりとはわからないので訳は割愛

する］ 

 

■【08-3-076】寄傲軒 

【解題】李
り

之
し

儀
ぎ

［字
あざな

は端
たん

叔
しゅく

］［→作品番号 08-3-064］の弟子に韋
い

許
きょ

［字
あざな

は深
しん

道
どう

］とい
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う人がいて、科挙を目指すことなく自由人として生きていた。その住まいである「寄
き

傲
ごう

軒
けん

」を詩に詠んだ。 

 

【訳文】 

韋
い

先生は英
え い

妙
みょう

の頃［若い盛りに］、 

数多の筆を使いつぶして、千匹の兔を丸裸にしてしまった。 

先生のあり余る才能からしたら、仕官の道などいうに足りないと、 

試験場に足を踏み入れることをしなかった。 

門に「傲
ご う

」の字を掲げているのはなぜなのか、 

俗人に対して傲
お ご

るのではなく、我が名を傲るのである。 

先生はきっと知っておられる、 

高位に昇って栄誉を受けたところで、辱
は じ

を償うものではないと。 

人はそれぞれに自身を安んじる計がないわけではない、 

しかし、「得
と く

」と「失
し つ

」とは車輪が回転するようにぐるぐる入れ替わり、 

「得」のときに、人は、顔に乙の字が浮かび上がった猛 し々い虎のようになり、 

「失」のときに、人は、手も足も首も尻尾も甲羅の内に引っ込めて怯える亀のようになる。 

先生だけは、いつでも揚
よ う

揚
よ う

として、憂患によって汚されることはない。 

住まうところなどは、我が身を寄せて、上を見て下に向くだけの広さがあれば十分だとする。 

私もまたかの東の坡
たかまり

では、小さな住まいにいて、 

無限の春の内で、我が一寸の心に万物を収めていた。 

先生も私も酔えば、傍らに人などいないように哦
う た

い、 

自身に向かって一樽の酒を勧める。 

先生の枕の先は車馬が通る道、 
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月が木々の梢に傾くころ、 

朝廷に臨む役人がざわざわと騒がしく先を急ぐのだが、 

先生はちょうど眠りの真っただ中にある。 

【補足】［（1）途中にある「東坡無辺春、方寸尽蔵蓄」［東
とう

坡
ば

 無
む

辺
へん

の春
はる

、方
ほう

寸
すん

 尽
ことごと

く蔵
ぞう

蓄
ちく

す］は、かつて『赤
せき

壁
へき

の賦
ふ

』［→作品番号 06-3-057］で示した哲学を要約したもので

ある。（2）旧い中国では官庁の朝は早く、官員は暗いうちに出勤した。なお、宋
そう

の都

は夜通し賑わう場所もあり、また夜明け前から商売を始める者も大勢いた］ 

 

■【08-3-077】送呂昌朝知嘉州 

【解題】呂
りょ

昌
しょう

朝
ちょう

が嘉
か

州の知事として赴任するのを見送った詩。呂昌朝については元
げん

祐
ゆう

年間に嘉州知事となって、「清雅にして操行あり」ということだけが伝えられてい

る。呂昌朝は蜀
しょく

の人であったのか、嘉州［蜀に含まれる］に赴任することを、帰郷す

ることとして詠んでいる。 

 

【訳文】 

貴君は、夢に三本の刀を見て大都市の知事になった昔の人を羨んだりしない。 

古
いにしえ

の文人の後を継いで、かの地の八景を詠もうとしているのだ。 

貴君を勅命で嘉
か

州に遣わすのは、 

詩人に町の下にある名
め い

月
げ つ

湖
こ

を見おろさせるためであり、 

古い仏を収める凌
り ょ う

雲
う ん

閣
か く

を臥したまま見上げさせるためである。 

故郷に帰るのを思うのは、土地の名産の味にひかれてのことではなく、 

蜀
し ょ く

の人が描いた名画『竹
ち く

鶴
か く

の図』の縁によって句を得るためである。 

空に横たわる故郷の山は変わらぬ色を湛えているけれど、 
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貴君は白髪となってもなお知事として活躍すべき人なのである。 

【補足】［（1）詩の後半は、このまま故郷に隠棲してしまうのではなく、呂
りょ

昌
しょう

朝
ちょう

には

まだまだ官員として働く場があるはずだといっているのである。（2）この詩は幾つも

の故事を踏まえて詠んでいる。ここでは大意を汲んで訳したのだが、三点だけ説明を

加えておく。「三本の刀を夢に見て」というのは、晋
しん

の時代の話で、ある人が、天井

から三本の刀がぶらさがっているその下で寝ている夢を見た。すると、さらにもう一

本刀が増えた。その人は縁起の悪い夢だと感じたのだが、夢判断をする人が、「三刀

とは州の字に当たり、さらに一本益
ま

したのだから、夢は益
えき

州知事になるという吉兆で

ある」と占い、実際にその通りになった。益州はやはり蜀
しょく

の地で、嘉
か

州より大都市で

ある。「土地の名産の味」とは、やはり晋の時代の話で、都にいて秋風がふくころに

故郷の旬の魚の味を思い出し、ただちに官職を棄てて帰郷した人がいた。『竹
ちく

鶴
かく

の図』

とあるのは、呂昌朝は画の収集家で、その中に蜀人の画いたその画があったのである］ 

 

■【08-3-078】記奪魯直墨 

【解題】黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］［→作品番号 08-3-045］との楽しいやりとりを記した短

文。 

 

【訳文】 

黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

君は私の書
し ょ

を学び、書をもっていまの時代に名を馳せるに至った。好事の者たちは上質の紙

や墨を提供して争ってその書を求めている。だから、黄君がいつも携えている古ぼけた錦の囊
ふくろ

はそれら

の物でいっぱいになっている。ある日、黄君が来たので、その嚢を探ると、半分ばかりになった李
り

承
し ょ う

晏
あ ん

の墨があった。私がほしがると、黄君は甚だ惜しんで、「家で飼っている何羽もの鶏よりも、野生の鶩
か も

の

方が珍重されるのですよ」と、いった。それでも私はついにそれを奪い取った。それがこの墨である。 
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元
げ ん

祐
ゆ う

四年三月四日。 

【補足】［李
り

承
しょう

晏
あん

の墨については作品番号08-3-013で見ている］ 

 

■【08-3-079】書黄魯直恵郎奇筆 

【解題】これは黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］から筆をもらったという話。 

 

【訳文】 

私は科挙を受験したころはいつも郎
ろ う

奇
き

の筆を使っていた。近ごろは郎奇の筆を見ないので、郎奇が生

きているのかどうかも知らずにいた。今日、たまたま黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

君のところで郎奇の筆を得た。黄君がいう

には、「郎奇はここ十年ほど病気であったのですが、近ごろ平癒しました。その筆は試験の答案を書く

者のためには作らず、詩を賦す人の用にのみ供しています」 

【補足】［郎
ろう

奇
き

は筆職人の名で、蘇軾が受験したころすでに評判が高かったのなら、

かなりの年配であろうから、自分の筆の使い道に注文を付けたくもなるのだろう。あ

るいは、黄
こう

庭
てい

堅
けん

が戯れていっただけなのかもしれない］ 

 

■【08-3-080】書魯直所蔵徐偃筆 

【解題】これも筆にまつわる黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］とのやりとり。 

 

【訳文】 

黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

君がよい筆を幾つも出してきて、私に試し書きをさせた。この筆の先は、塩をかけられた蚯蚓
み み ず

の

ように紙の上でぐにゃぐにゃ曲がる。黄君がいうには、「これは徐
じ ょ

偃
え ん

の筆です。筋はあっても骨がなくて、ま

ことにその名を得たというべきでしょう」 

【補足】［徐
じょ

の偃
えん

王
おう

という大昔の伝説的な人物がいて、くねくねと巧みに戦争を避け
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たので、「筋はあっても骨がない」と評された。その故事を使って、黄
こう

庭
てい

堅
けん

が「徐
じょ

偃
えん

の筆」と名付けたのだろうか］ 

 

■【08-3-081】次韻黄魯直寄題郭明父府推潁州西斎二首 

【解題】郭
かく

明
めい

父
ほ

という潁
えい

州で官職にある者がいた。郭明父の住まう西
せい

斎
さい

に黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］が詩を寄せ、蘇軾が次韻した。2首のうち1首を訳す。 

 

【訳文】 

 其の一 

樹
き

の上で鳥がいつも啄
た く

啄
た く

と叩く、 

客人が来たのとまぎらわしく、 

返事などしないでいると、 

客人は帰ってしまった。 

主人は来客を嫌っているのではない、 

真の友が訪れるなら、 

友が乗ってきた車輪を井戸に投げて帰れないようにし、 

衣を解いて自ら料理の腕をふるうのである。 

詩とか酒とかいうものはとかく身を汚すもと、 

文章など去ってしまうならまことの賢人となるのかも知れない。 

遠からず西
せ い

湖
こ

に我らの白髪が映えるであろう、 

小さな舟を水中の天に浮かべるのである。 

【補足】［潁
えい

州に風光明媚な西
せい

湖
こ

がある。潁州は欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が最後に住んだところで、か

つて杭
こう

州に赴任する前に蘇軾は潁州を訪れ、欧陽脩とともに西湖に浮かんだことを作
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品番号03-4-024で見ている］ 

 

■【08-3-082】書次韻王晋送梅花一首後 

【解題】王
おう

斉
せい

愈
ゆ

と王
おう

斉
せい

万
まん

兄弟［→作品番号 06-5-031］に一篇の詩を清書して贈った。

そのことを記した短文。その詩はこの後に見る。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

州を去って丸五年になる。飲食の間にも、眠っているときにも、そのころのことを忘れずにいる。

いままさに江
こ う

湖
こ

の一郡に移ることを求めている。この一篇の詩を王
お う

君に兄弟に寄せる。どうか李
り

楽
ら く

道
ど う

君にもお見せするように。 

【補足】［李
り

楽
らく

道
どう

の名はここにしか挙げられていないので、どのような人物であるか

は不明だという］ 

 

■【08-3-083】和王晋卿送梅花次韻 

【解題】王
おう

兄弟に書いて贈ったのがこの詩。王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］［→作品番号 08-3-073］

から梅の花とそれに添えた詩が送られてきたので、その詩に次韻したもの。 

 

【訳文】 

東
と う

坡
ば

先生がまだ都に帰ってくる前［黄
こ う

州
し ゅ う

謫
た く

居
き ょ

のとき］、 

東坡先生はみずから来禽
り ん ご

と青李
す も も

を植えた。 

長
ち ょ う

江
こ う

沿いのその道に帰らずにいること五年、 

夢は東の風を逐
お

って飛び、 

江
か わ

の水草の上にふわりと浮かぶ…… 
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誰のために咲いたのか、 

江
か わ

べりには梅、山には杏の花が開いている、 

東坡先生は独り微笑み、 

野の小川を眺めつつゆるゆると歩く。 

ここの風物を貴君［王
お う

詵
し ん

］はまだ識
し

らない、 

花の浪が天に翻って雪とぶつかり合うようなありさまを……。 

来年はきっと私はまた江
こ う

湖
こ

にあることだろう、 

そのとき貴君はなお都にいて梅の花に向かって三度嘆息するのだ。 

【補足】［来年の春を都で迎えることはないと、蘇軾はもはや願望としてではなく、

確信していたのだろう］ 

 

■【08-3-084】書李伯時山荘図後 

【解題】ついに蘇軾を地方の知事に任命する辞令が下った。行き先は杭
こう

州、そうと聞

いて蘇軾の心は躍ったに違いない。高
こう

太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

が蘇軾の意を汲んで定めたと推測され

ている。蘇軾が州知事として赴任する都市としてどこが最もよいかといえば、故郷の

成
せい

都
と

が第一に挙げられるだろう。しかし、蘇軾は蜀
しょく

党の領袖であるとして政敵から嫌

われている状況下で、蜀の中心都市に蘇軾を置くわけにはいかない。だとしたら、第

二の選択は、江
こう

南
なん

最大の都市で、蘇軾にはすでに馴染みの杭州ということになる。こ

のあと蘇軾を都に引き留めようとする動きもあって、実際に都を発ったのは 4 月終わ

りであった。これは李
り

公
こう

麟
りん

［字
あざな

は伯
はく

時
じ

］［→作品番号 08-2-031］が描いた『山
さん

荘
そう

図
ず

』

に添えた短文。李公麟は故郷の舒
じょ

州にある竜
りゅう

眠
みん

山
ざん

に籠って勉強していたことがあり、

竜
りゅう

眠
みん

居
こ

士
じ

と号していた。『山荘図』は竜眠山の山荘を描いている。その画に添えて弟

の蘇轍が20首の詩を作っている。その序文を最初に見ておこう。 
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【訳文】 

蘇轍：『題
だ い

李
り

公
こ う

麟
り ん

山
さ ん

荘
そ う

図
ず

』の叙 

李
り

公
こ う

麟
り ん

が『竜
り ゅ う

眠
み ん

の山
さ ん

荘
そ う

の図
ず

』を作った。建
け ん

徳
と く

館
か ん

から垂
す い

雲
う ん

沜
は ん

まで、描き著したところは十六箇所、西

から東およそ数里にわたる。岩
が ん

崿
が く

が隠れ見えし、そこここに泉の源があって、山を行く者の路はそこに窮

まる。道を南の溪
け い

山
ざ ん

に取ると、山と谷が清く深く向かい合い、遊ぶべきところが四箇所ある。勝
し ょ う

金
き ん

巌
が ん

、

宝
ほ う

華
か

巌
が ん

、陳
ち ん

彭
ぼ う

漈
さ い

、鵲
じ ゃ く

源
げ ん

である。それらは簡単には見られないので、特に後ろに描いている。兄がすで

にこの画の記を作り、私に小詩二十首を賦すよういった。王
お う

維
い

が輞
も う

川
せ ん

荘
そ う

について詠んだ作を継ごうと

するものである。 

【補足】［蘇轍のこの序文と詩は、『山
さん

荘
そう

図
ず

』について具体的に叙述している。以下に

見る短文は、それとは対照的に蘇軾の芸術観を語っている］ 

 

【訳文】 

ある人はこのようにいう。 

「竜
り ゅ う

眠
み ん

居
こ

士
じ

の『山
さ ん

荘
そ う

図
ず

』を見て、その後で山に入るなら、その者は足にまかせて行くだけで、自ずと道

がわかるようになる。あたかも、かつて夢に見たところにまたきていると感じたり、前世にもここにきたと悟っ

たりするのと同じようになるのだ。山中で見る泉、石、草、木は問うまでもなくその名を知っていて、山中

に遭う漁師、樵、隠逸の者は名乗らずともその人を識っている。これは、竜眠居士が記憶力に非常に

優れ、一切を忘れることなく画き尽くしたからであろう」 

私はそれに対してこのようにいう。 

「そうではない。太陽を画いているはずなのに、これは丸餅を画いたのではないかと疑ってしまうようなこと

がよくある。それは太陽を忘れてしまって画いたからなのだろうか。酔って何もかも忘れてしまっていても、

鼻から酒を飲もうとはしない。夢の中であっても、足の指で物を掴もうとはしない。天の機
はたらき

と合致している
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ことは、強いて記憶しようとしてできるようになるわけではない。竜眠居士が山にあるときには、何かしら一

つのものだけに心を留めることがない。だから、その精神は万物と交流し、その智恵は百の工
たくみ

と通じる。

それだけではない。一方に道
み ち

［真理］があり、一方に芸［技能］がある。道を会得していても、芸が備わ

っていなければ、心の内では物の形がわかっていても、それを手で画き表すことはできない。私はかつ

て竜眠居士が描いた『華
け

厳
ご ん

経
き ょ う

』の図を見た。どれも自分の意
かんがえ

でもって造っていて、しかも仏の教えと

合致していた。仏が言葉でいったものを、竜眠居士が画に画いたのであって、まるで仏と竜眠居士が

一人でいいかつ画いているかのようであった。まして、この画は竜眠居士自身が見たところのものを画

いたのである」 

 

■【08-3-085】蜀公不与物同尽 

【解題】李
り

廌
たい

［字
あざな

は方
ほう

叔
しゅく

］［→作品番号 08-3-014］との会話を記録した短文。李廌は

科挙に落第した後に帰郷したのだが、このころにまた上京したのだろうか。 

 

【訳文】 

李
り

廌
た い

がこのようなことを話した。 

「范
ぼ ん

蜀
し ょ く

公
こ う

［范
ぼ ん

鎮
ち ん

］が亡くなられる数日前のこと、鬚
ひ げ

も髪もすべて真っ黒になったといいます。あたかも画

に描いたかのようであったのです。公は日頃から心を虚しくして気
き

を養っておられたので、生命が尽きる

ときに至っても血気が衰えることがなく、それが外に発せられてそのようになったのでしょうか。范
ぼ ん

氏には乳

首が四つある人が多いといわれていて、公はもとから人と異なるところがあって、その上、あのように徳

を立てられたので、その終わり方も万物が尽きるのとは異なっていたのでしょうか」 

我等には知りえないことがあるのだろう。 

元
げ ん

祐
ゆ う

四年四月五日。 

【補足】［范
はん

鎮
ちん

が亡くなったのは作品番号 08-3-067 で見たように昨年の終わりであっ
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た。都ではすでにこのような噂話がされていたのだ］ 

 

■【08-3-086】与家退翁 

【解題】同じ年の科挙に合格した同郷の家
か

定
てい

国
こく

［字
あざな

は退
たい

翁
おう

］［→作品番号 08-2-016］

に送った手紙。 

 

【訳文】 

人が来て、お手紙を頂戴しました。お変わりなく健やかにお過ごしのことを審ら
つ ま び ら

かにし、お会いしているか

のように心が慰められます。私はここ連年、都の外に出ることを希望し、越
え つ

州を願ったところ杭
こ う

州が得ら

れました。望外の御恩であります。衰
す い

疾
し つ

の身に便
び ん

であるだけでなく、拙い身を取り沙汰されることから安

らかに逃れられます。ただ故郷からは日に日に離れ、墓所を掃除できるのはいつの日になるのでしょう

か。惘
も う

惘
も う

とした思いになります。……四月十三日。 

 

■【08-3-087】跋邢敦夫南征賦 

【解題】邢
けい

居
きょ

実
じつ

［字
あざな

は敦
とん

夫
ふ

］という青年が二十歳になるかならないかで亡くなった。

邢居実が14歳のときに蘇軾はその詩を読んで期待を寄せていたのだが、思いがけない

事件で若くして命を落としたのだった。これはそのことを悼む短文。 

 

【訳文】 

邢
け い

居
き ょ

実
じ つ

は童子のころから、数多くの優れた人 と々の交流があった。邢居実の志は文学で賞賛を得よ

うとするだけのものではなかった。邢居実の姿を一日見ないと思っていたら、草木が枯れるように亡くな

ってしまった。黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

も晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

も皆が泣き、長く哀しみにひたった。いま邢居実の作ったこの『南
な ん

征
せ い

賦
ふ

』

を見て、少しばかり慰められる気がする。 
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かつて江
こ う

南
な ん

で李
り

覯
こ う

に会ったときに、李覯は自身の文を教えてくれた。そこにこのようにあった。 

「天は私にどれほどの寿命を与えてくれたのか。それでは足りないということがあろうか。古
いにしえ

の人の手を

借りるなら、足りないことはないのだ」 

私は邢居実もまたこうであったと思いたい。 

元
げ ん

祐
ゆ う

四年四月十六日。 

【補足】［李
り

覯
こう

は蘇軾よりも一世代ほど上の人で、科挙には合格しなかったが豊かな

学識があって多いときには百人を超える弟子を指導し、招かれて太
たい

学
がく

で教えたことも

あった。李覯の言葉は己の本分を学者と見てのものであるのだろう］ 

 

■【08-3-088】范文正公文集叙 

【解題】蘇軾は都にいる最後の日々に范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

［諡
おくりな

は文
ぶん

正
せい

］の文集を編み、その序文

を記した。かねてから范仲淹の子の范
はん

純
じゅん

仁
じん

に頼まれていたものを、杭
こう

州に向けて出発

する直前に仕上げたのである。范純仁は范仲淹の次男で、作品番号 08-3-010 で宰相に

任命されたのを見ている。作品番号08-1-005で登場した范
はん

純
じゅん

粋
すい

はその弟。この訳文は

01-2-003 にすでに掲げた。そのときは蘇軾の少年時代を知る恰好の資料として見たの

だが、范仲淹が生涯の課題とした国政の大改革に着手したものの、すぐに頓挫して地

方官として出ていかなければならなかった年齢［56 歳］に蘇軾が近づいたときに、ど

のように范仲淹を見ていたのかということを知る意味で、もう一度ここで読んでおき

たい。范仲淹の改革が失敗した原因は幾つがあるが、改革を実行する手段を十分に整

えておかなかったことが大きく、その点で数々の新法を準備した王
おう

安
あん

石
せき

は用意周到で

あった。范仲淹による改革がもしも当初の目的を達成していたなら、むろん王安石に

よる改革は行われなかった。 
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【訳文】 

慶暦
け い れ き

三年［1043 年］のこと、私は八歳で土地の学校に入った。間もなく、ある文士が都から石介
せ き か い

の作

った『慶暦
け い れ き

聖徳
せ い と く

の詩』を携えてやってきた。学校の先生がそれを読んでいるのを私は横からのぞき見た。 

それが現在特に優れる十一人を讃える詩であると聞いて、 

「どのような方々なのでしょうか」 

と、私は先生に尋ねた。 

「君のような子どもにはまだわかるまい」 

と、先生は言った。 

「それが天の上の人であるのならわからないということもあるでしょう。でも、同じ地上の人であるのならわ

からないことはないはずです」 

私の返答に先生は驚き、その詩を読んでくれた。そして、 

「このなかでも韓
かん

琦
き

、范
は ん

仲
ちゅう

淹
え ん

、富
ふ

弼
ひつ

、欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

の四人は人傑である」 

と、言った。 

このときはまだきちんと理解できたわけではなかったが、四人の名ははっきりと記憶に刻まれた。 

二十二歳のときに［科挙に受験するために］都に行くと、范仲淹はすでに亡くなっていて、欧陽脩が記

した墓誌を読み、私は、 

「その人のあることを知って十五年、しかし、ついにお顔を見ることがかなわなかったのは運命なのだろう

か」 

と、嘆き悲しんだ。私は科挙に合格し、初めて欧陽脩に会うことができ、その紹介で韓琦とも富弼とも

会えた。三人は口を揃えて、 

「残念なのは君が范仲淹に会えなかったことだ」 

と、私に言った。 

それから三年後に私は許
き ょ

州で范仲淹の次男の范
は ん

純
じゅん

仁
じ ん

に会い［これは母の喪が明けて都に上る途
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中のこと［→作品番号 01-2-040］］、また六年後に都でその弟の范
はん

純
じゅん

礼
れい

に会い、さらに十一年後に

末の弟の范
はん

純
じゅん

粋
すい

と同僚になった。皆と会ってすぐに旧知の仲のようになった。 

私は范兄弟から父上の遺稿を託され、文集を編集して、それに序文を添えてほしいと頼まれた。それ

から十三年が経っていまようやくその約束を果たせるに至った。 

范仲淹の功績と徳は、その文章があって初めて世に知れるのではない。その文章は、序文があって

初めて世に遺されるのではない。それでも文集を編集し序文を記すのをあえて辞退しないのは、八歳

で范仲淹を敬うことを知って四十七年になり、他の三傑とは交わりを結ぶことができたのに、范仲淹一

人とは知り合えなかったのを平生の恨みとし、その人の書いた文章の脇に我が名を掲げることでその

人の門下生の最後の一人であるかのようになれるのならば、ついに願いを叶えたのに近かろうかと思

うからだ。 

古
いにしえ

の立派な人々が天下のために貢献した事績を見ると、それを為しとげた基本的な姿勢は、国に仕

えてから学んで得たものではなく、庶民のなかで暮らしていたときからすでに身に備わっていたものであ

った。漢
かん

の劉
りゅう

邦
ほう

が天下を平定するのを助けた韓
かん

信
しん

は、劉邦と会った最初のときすでに遠い見通しを

持っていたし、諸
し ょ

葛
か つ

孔
こ う

明
め い

も草庵に訪ねてきた蜀
し ょ く

の劉
りゅう

備
び

と初めて会ったときすぐに何をすべきかを語り、

終生それを貫いた。人に尋ね、聞いたことを試してみて、成功したらよしとするようなことではなかったので

ある。 

范仲淹は母上が亡くなって喪に服していた間に、天下のありさまを見て、いかにして民衆に泰平をもた

らすかをつらつら考え、［39 歳のときに］一万字に及ぶ文章を書いて時の宰相に送った。天下の人々

はその文章を読んだ。後に范仲淹が国政の改革に取り組んで副宰相にまでなってしたこと、あるいは

平生に為したところのものは、皆この文章に記されていた通りであった。 

范仲淹の遺稿二十巻をここに編み、詩賦は二百六十八、文章は百六十五に及ぶ。これらを見れば、

范仲淹が仁義礼楽忠信孝悌を思うのは、飢えて食するのを思い、渇いて飲むのを思うのと同じで、

片時も忘れようとしてもできなかったことであったとわかる。その心は火のように熱く、その情は水のように潤



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 8 章：301 
 

い、天性からしてそのようであった。慰めに、あるいは戯れに、もしくは瞬時に作った詩文であっても、その

天性から出たものであるから、天下の人々はその真心に打たれ、争って師として尊ぶのである。 

孔
こ う

子
し

は、 

「徳ある者には必ずしかるべき言葉がある」 

と、言った。それはしかるべき言葉が初めにあってその人の口から出てくるのではない。徳のある人の口

が発するからしかるべき言葉となるのである。 

また『礼
ら い

記
き

』には、 

「私は戦えば必ず勝つし、子孫が私を祭るなら福を受けるだろう」 

と、ある。これは戦いの能力について言ったのではない。礼に基づき、徳をもって戦うなら、必ず勝つこ

とを言ったのである。范仲淹は戦う人生であったが、その怒りは徳から現れたものであった。 

元
げ ん

祐
ゆ う

四年［1089年］四月二十一日。 

【補足】［都において批判の嵐にさらされていた蘇軾は、批判を口にする人々の怒り

には、范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

と違って、そのおおもとにおいて徳がないと感じていたのではないだろ

う］ 

 

■【08-3-089】題柳耆卿八声甘州 

【解題】柳
りゅう

永
えい

［字
あざな

は耆
き

卿
けい

］の詞に添えた短い感想。柳永は北
ほく

宋
そう

を代表する詞人。井

戸端でその詞を歌う女性の声が聞かれない日はないといわれたほどに、その詞は大流

行し、作品が広く庶民に愛されたことでは恐らく空前の出来事であった。 

 

【訳文】 

世間の人々は柳
り ゅ う

永
え い

の曲は俗であるという。そうではない。たとえば、『八
は ち

声
せ い

甘
か ん

州
し ゅ う

』を見るなら、 
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対瀟瀟暮雨灑江天、［対
た い

するは、瀟
し ょ う

瀟
し ょ う

たる暮
ぼ

雨
う

の江
こ う

天
て ん

に灑
そ そ

ぎ］ 

一番洗清秋。［一
い ち

番
ば ん

 清
せ い

秋
し ゅ う

を洗
あ ら

うに］ 

漸霜風淒緊、［漸
ようや

く霜
そ う

風
ふ う

 淒
せ い

緊
き ん

となり］ 

関河冷落、［関
か ん

河
が

 冷
れ い

落
ら く

し］ 

残照当楼。［残
ざ ん

照
し ょ う

 楼
ろ う

に当る］ 

 

これらの語は詩句としても、唐
と う

人
じ ん

の至った高みから下るものではない。 

【補足】［蘇軾がこのように評価したこの詞の全体を読んでおこう］ 

 

【訳文】 

柳
り ゅ う

永
え い

：『八
は ち

声
せ い

甘
か ん

州
し ゅ う

』 

対瀟瀟暮雨灑江天、［見れば、一面の暮れゆく空から瀟
し ょ う

瀟
し ょ う

と雨が江
か わ

に降り灑
そ そ

ぎつつ］ 

一番洗清秋。［清らかな秋をすっかり洗い上げます］ 

漸霜風淒緊、［霜を帯びたぴりっとひきしまった風が吹き出し］ 

関河冷落、［あたりをもの寂しげに変えてゆくと］ 

残照当楼。［夕日が楼閣へと射しこんできます］ 

是処紅衰翠減、［ここに紅
あ か

は衰え翠
みどり

は失せて］ 

苒苒物華休。［物の華やかさは苒
じ わ

苒
じ わ

と休まります］ 

惟有長江水、［そして、長
ち ょ う

江
こ う

の水だけが］ 

無語東流。［語ることなく東へと流れゆくのです］ 

 

不忍登高臨遠、［どうなのでしょう、高いところに登って遠くを臨むのは］ 

望故郷渺邈、［遥か遠い故郷を望み見たなら］ 
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帰思難収。［帰ろうとする思いをもう収めることができなくなってしまうのではないでしょうか］ 

嘆年来蹤迹、［この何年もの間、いったい］ 

何事苦淹留。［何がどうしてぐずぐずしていたのでしょうか］ 

想佳人。［想うのは、かの佳
よ

き人］ 

妝楼顒望、［美しい楼閣にあって頭
こうべ

を挙げて］ 

誤幾回、［何度、誤って頭を回
め ぐ

らせたでしょうか］ 

天際識帰舟。［天の際に帰り来る舟が見えたと思って］ 

争知我、［でも、知りはしないのです］ 

倚闌干処、［欄干に身を寄せて］ 

正恁凝愁。［いままさに私が愁いに思いを凝らしていることなどは］ 

【補足】［柳
りゅう

永
えい

は官員の息子で、科挙を目指して勉強しながらも、早くからその詞が

花柳界で流行り、そのために試験で優秀な成績を挙げながらも、仁
じん

宗
そう

皇帝が、そのよ

うな「失態無徳」の人物は我が朝廷には要らないといったために不合格になってしま

ったという伝説がある。以来、柳永は失意の日々を送りつつ詞を作り、それでますま

す女性たちの心に響く詞が生まれるようになった。柳永は50歳を前にして一念発起し

て再度科挙に挑んでようやく合格し、晩年を地方官として過ごした。この『八
はち

声
せい

甘
かん

州
しゅう

』

は柳永の代表作の一つとされ、制作時期は必ずしも明らかではないが、最後の地方官

時代の作品と見てよいのだろう。遠く想う「佳
か

人
じん

」は、具体的な誰かを指すのではな

く、過ぎ去った人生全体であるかのようだ。だから、誰もがこの詞を読んで共感でき

るのだろう。蘇軾もまた、杭
こう

州に向かうに当たって、この詞に触発されて、これまで

の日々をじっと想い見たと想像してもさほど見当違いではないであろう］ 
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第8章 原文 
詩のテキストは孔凡礼点校『蘇軾詩集』（1982 年）に、賦のテキストは李之亮箋注

『蘇軾文集編年箋注』（2011年）に準拠し、その他の散文類は省略する。 

 

 

■【08-1-001】次韻趙令鑠 

東坡已報六年穰、惆悵紅塵白首郎。 

枕上溪山猶可見、門前冠蓋已相望。 

故人年少真瓊樹、落筆風生戦堵牆。 

端向甕間尋吏部、老来専以酔為郷。 

 

■【08-1-002】次韻趙令鑠恵酒 

神山無石髓、生世悲暫寓。 

坐待玉膏流、千載真旦暮。 

青州老従事、鬲上非所部。 

恵然肯見従、知我憎市酤。 

開瓶自洗盞、肴核誰与具。 

門前聴剥啄、烹魚得尺素。 

 

■【08-1-003】次韻王定国得潁倅二首 

其一 

仙風入骨已凌雲、秋水為文不受塵。 

一噫固応号地籟、余波猶足掛天紳。 
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買牛但自捐三尺、射鼠何労挽六鈞。 

莫向百花潭上去、酔翁不見与誰春。 

 

其二 

滔滔四海我知津、毎愧先生植杖芸。 

自少多言晩聞道、従今閉口不論文。 

灔翻白獣樽中酒、帰煮青泥坊底芹。 

要識老僧無尽処、牀前牛蟻不曽聞。 

 

■【08-1-004】次韻王定国謝韓子華過飲 

楚有孫叔敖、長城隠千里。 

哀哉練裙子、負薪躡破履。 

豈無故交親、逝去如覆水。 

不如老優孟、談笑託諧美。 

世家不可恃、如倚折足几。 

祥符有賢相、手握天下砥。 

懿敏亦名公、三貴徳爵歯。 

蓋棺今幾日、公子誰料理。 

誰要卿料理、欲説且止止。 

宅相開府公、久為蒼生起。 

如何垂老別、氷盤饋蒼耳。 

親嫌妨鶚薦、相対発微泚。 

新詩如弾丸、脱手不移晷。 
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我亦老賓客、苦語落紈綺。 

莫辞三上章、有道貧賤恥。 

 

■【08-1-005】送范純粋守慶州 

才大古難用、論高常近迂。 

君看趙魏老、乃為滕大夫。 

浮雲無根蒂、黄潦能須臾。 

知経幾成敗、得見真賢愚。 

羽旄照城闕、談笑安辺隅。 

当年老使君、赤手降於菟。 

諸郎更何事、折箠鞭其雛。 

吾知鄧平叔、不闘月支胡。 

 

■【08-1-006】次韻王震 

携文過我治平間、霧豹当時始一斑。 

聞道吹嘘借余論、故教流落得生還。 

清篇帯月来霜夜、妙語先春発病顔。 

詩酒暮年猶足用、竹木高会許時攀。 

 

■【08-1-007】次韻馬元賓 

流落江湖万里帰、相逢自慰已差池。 

初聞好句驚人倒、悔過東庭識面遅。 

握手寧知無賀監、結交誰復許袁糸。 
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塞鴻正欲摩天去、垂老追攀豈可期。 

 

■【08-1-008】次韻周邠 

南遷欲挙力田科、三径初成楽事多。 

豈意残年踏朝市、有如疲馬畏陵坡。 

羨君同甲心方壮、笑我無聊鬢已皤。 

何日西湖尋旧賞、淡煙疏雨暗漁蓑。 

 

■【08-1-009】祭石幼安文 

 

■【08-1-010】恵崇春江晩景二首 

其一 

竹外桃花三両枝、春江水暖鴨先知。 

蔞蒿満地蘆芽短、正是河豚欲上時。 

 

其二 

両両帰鴻欲破群、依依還似北帰人。 

遙知朔漠多風雪、更待江南半月春。 

 

■【08-1-011】次韻胡完夫 

青衫別涙尚斕斑、十載江湖困抱関。 

老去上書還北闕、朝来拄笏望西山。 

相従杯酒形骸外、笑説平生酔夢間。 
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万事会須咨伯始、白頭容我占清閑。 

 

■【08-1-012】次韻銭穆父 

老入明光踏旧班、染鬚那復唱陽関。 

故人飛上金鑾殿、遷客來従飯顆山。 

大筆推君西漢手、一言置我二劉間。 

便須置酒呼同舎、看賜飛竜出帝閑。 

 

■【08-1-013】次韻答李端叔 

若人如馬亦如班、笑履壺頭出玉関。 

已入西羌度沙磧、又従東海看濤山。 

識君小異千人裏、慰我長思十載間。 

西省隣君時邂逅、相逢有味是偸閑。 

 

■【08-1-014】正月八日招王子高飲 

屋雪号風苦戦貧、紙窓迎日稍知春。 

正如薝蔔林中坐、更対芙蓉城裏人。 

昨想玉堂空冷徹、誰分銀榼送清醇。 

海山知有東南角、正看帰鴻作小顰。 

 

■【08-1-015】送戴蒙赴成都玉局観、将老焉 

拾遺被酒行歌処、野梅官柳西郊路。 

聞道華陽版籍中、至今尚有城南杜。 
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我欲帰尋万里橋、水花風葉暮蕭蕭。 

芋魁径尺誰能尽、榿木三年已足焼。 

百歳風狂定何有、羨君今作峨眉叟。 

縦未家生執戟郎、也応世出埋輪守。 

莫欺老病未帰身、玉局他年第幾人。 

会待子猷清興発、還須雪夜去尋君。 

 

■【08-1-016】与楊元素 

 

■【08-1-017】定風波 

常羨人間琢玉郎、 

天応分付点酥娘。 

自作清歌伝皓歯、 

風起、 

雪飛炎海変清涼。 

 

万里帰来顔愈少 

微笑、 

笑時猶帯嶺梅香。 

試問嶺南応不好、 

却道、 

此心安処是吾郷。 
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■【08-1-018】東林第一代広恵禅師真賛 

 

■【08-1-019】次韻王覿正言喜雪 

聖人与天通、有詔寛獄市。 

好語夜喧街、湿雲朝覆砌。 

紛然退朝後、色映宮槐媚。 

欲誇剪刻工、故上朱藍袂。 

我方執筆待、未敢書上瑞。 

君猶伏閣争、高論亦少慰。 

霏霏止還作、盎盎風与気。 

神竜久潜伏、一怒勢必倍。 

行当見三白、拜舞歓万歳。 

帰来飲君家、酣詠追既酔。 

 

■【08-1-020】元祐元年二月八日、朝退、独在起居院読漢書儒林伝、感申公故事、作小詩

一絶 

寂寞申公謝客時、自言已見穆生幾。 

綰臧下吏明堂廃、又作竜鐘病免帰。 

 

■【08-1-021】与范蜀公 

 

■【08-1-022】送陳睦知潭州 

華清縹緲浮高棟、上有纈林蔵石甕。 
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一杯此地初識君、千巌夜上同飛鞚。 

君時年少面如玉、一飲百觚嫌未痛。 

白鹿泉頭山月出、寒光溌眼如流汞。 

朝元閣上酒醒時、臥聴風鑾鳴鉄鳳。 

旧遊空在人何処、二十三年真一夢。 

我得生還雪髯満、君亦老嫌金帯重。 

有如社燕与秋鴻、相逢未穏還相送。 

洞庭青草渺無際、天柱紫蓋森欲動。 

湖南万古一長嗟、付与騷人発嘲弄。 

 

■【08-1-023】和蒋発運 

夜語翻千偈、書来又一言。 

此身真仏祖、何処不羲軒。 

船穏江吹坐、楼空月入樽。 

遙知思我処、酔墨在頽垣。 

 

■【08-1-024】与陳季常 

 

■【08-1-025】書子由夢 

 

■【08-1-026】書章詧詩 

 

■【08-1-027】題別子由詩後 
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■【08-1-028】送表弟程六知楚州 

炯炯明珠照双璧、当年三老蘇程石。 

里人下道避鳩杖、刺史迎門倒鳧舄。 

我時与子皆児童、狂走従人覓梨栗。 

健如黄犢不可恃、隙過白駒那暇惜。 

醴泉寺古垂橘柚、石頭山高暗松櫟。 

諸孫相逢万里外、一笑未解千憂積。 

子方得郡古山陽、老手風生謝刀筆。 

我正含毫紫微閣、病眼昏花困書檄。 

莫教印綬繋余年、去掃墳墓当有日。 

功成頭白早帰来、共藉梨花作寒食。 

 

■【08-1-029】送王伯 守虢 

華山東麓秦遺民、当時依山来避秦。 

至今風俗含古意、柔桑緑水招行人。 

行人掉臂不回首、争入崤函土囊口。 

惟有使君千里来、欲飲三堂無事酒。 

三堂本來一事無、日長睡起聞投壺。 

牀頭硯石開雲月、澗底松根劚雪腴。 

山棚盜散人安寝、勧買耕牛発陳廩。 

帰来只作水衡卿、我欲携壺就君飲。 
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■【08-1-030】道者院池上作 

下馬逢佳客、携壺傍小池。 

清風乱荷葉、細雨出魚児。 

井好能氷歯、茶甘不上眉。 

帰途更蕭瑟、真個解催詩。 

 

■【08-1-031】次韻子由送千之侄 

江上松楠深復深、満山風雨作竜吟。 

年来老幹都生菌、下有孫枝欲出林。 

白髮未成帰隠計、青衫儻有済時心。 

閉門試草三千牘、仄席求人少似今。 

 

■【08-1-032】題文与可墨竹、并叙 

叙 

故人文与可為道師王執中作墨竹、且謂執中勿使他人書字、待蘇子瞻来、令作詩其側。与

可既没八年、而軾始還朝、見之、乃賦一首。 

 

斯人定何人、游戯得自在。 

詩鳴草聖余、兼入竹三昧。 

時時出木石、荒怪軼象外。 

挙世知珍之、賞会独予最。 

知音古難合、奄忽不少待。 

誰云死生隔、相見如龔隗。 
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■【08-1-033】次韻銭舎人病起 

牀下亀寒且耐支、杯中蛇去未応衰。 

殿門明日逢王傅、櫑具争先看不疑。 

坐覚香煙携袖少、独愁花影上廊遅。 

何妨一笑千疴散、絶勝倉公飲上池。 

 

■【08-1-034】次韻和王鞏 

謫仙竄夜郎、子美耕東屯。 

造物豈不惜、要令工語言。 

王郎年少日、文如瓶水翻。 

争鋒雖剽甚、聞鼓或驚奔。 

天欲成就之、使触羝羊藩。 

孤光照微陋、耿如月在盆。 

帰来千首詩、傾瀉五石樽。 

却疑彭沢在、頗覚蘇州煩。 

君看騶忌子、廉折配春温。 

知音必無人、壊壁掛桐孫。 

 

■【08-1-035】用王鞏韻、送其侄震知蔡州 

九門插天開、万馬先朝屯。 

挙鞭紅塵中、相見不得言。 

夜走清虚宿、扣門驚鵲翻。 
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君家汾陽家、永巷車雷奔。 

夕郎方不夕、列戟以自藩。 

相逢開月閣、画檐低金盆。 

至今夢中語、猶挙燈前樽。 

阿戎修玉牒、未憚筆削煩。 

君帰助献納、坐繼岑与温。 

我客二子間、不復尋諸孫。 

 

■【08-1-036】跋欧陽寄王太尉素詩後 

 

■【08-1-037】法雲寺鐘銘、并叙 

 

■【08-1-038】用旧韻送魯元翰知 州 

我在東坡下、躬耕三畝園。 

君為尚書郎、坐擁百吏繁。 

鳴蛙与鼓吹、等是俗物喧。 

永謝十年旧、老死三家村。 

惟君綈袍信、到我雀羅門。 

緬懐故人意、欲使薄夫敦。 

新年対宣室、白首代堯言。 

相逢問前輩、所見多後昆。 

道館雖云楽、冷卿当復温。 

還持刺史節、却駕朱輪軒。 
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黄髮方用事、白鬚宜少存。 

嗣聖真生知、拯民如救燔。 

初囚羽淵魄、尽返湘江魂。 

坐憂東郡決、老守思王尊。 

北流桑柘没、故道塵埃翻。 

知君一寸心、可敵千歩垣。 

流亡自棲止、老幼忘崩奔。 

得閑閉閣坐、勿使道眼渾。 

聊乘応舎筏、直泝無生源。 

帰来成二老、夜榻当重論。 

 

■【08-1-039】次韻朱光庭初夏 

朝罷人人識鄭崇、直声如在履声中。 

臥聞疏響梧桐雨、独詠微涼殿閣風。 

諌苑君方続承業、酔郷我欲訪無功。 

陶然一枕誰呼覚、牛蟻新除病後聡。 

 

■【08-1-040】奉敕祭西太一和韓川韻四首 

其一 

聖主新除秘祝、侍臣来乞豊年。 

寿宮神君欲至、半夜霊風肅然。 

 

其二 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 8 章：317 
 

玉璽親題御筆、金童来侍天香。 

礼罷祝融参乗、前駆已過衡湘。 

 

其三 

解剣独行残月、披衣困臥清風。 

夢蝶猶飛旅枕、粥魚已響枯桐。 

 

其四 

陂水初含暁淥、稲花半作秋香。 

皂蓋却迎朝日、紅雲正繞宮墻。 

 

■【08-1-041】西太一見王荊公旧詩、偶次其韻二首 

其一 

秋早川原浄麗、雨余風日清酣。 

従此帰耕剣外、何人送我池南。 

 

其二 

但有樽中若下、何須墓上征西。 

聞道烏衣巷口、而今煙草萋迷。 

 

■【08-1-042】王安石贈太傅 

 

■【08-1-043】答張文潜県丞書 
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■【08-1-044】与滕達道 

 

■【08-1-045】次韻子由送陳侗知陜州 

誰能如鉄牛、橫身負黄河。 

滔天不能没、尺箠未易訶。 

世俗自無常、徐公故逶迤。 

別来不可説、事与浮雲多。 

当時無限人、毀誉即墨阿。 

虚声聲了無実、夜虫鳴機梭。 

相逢一笑外、奈此白髮何。 

天驥皆 雲、長鳴飽芻禾。 

王庭旅百実、大貝随弓戈。 

君独一麾去、欲賡五袴歌。 

甘棠古楽国、白酒金叵羅。 

知君不久留、治行中新科。 

過客足嗔喜、東堂記分鵝。 

此外但坐嘯、後生工揣摩。 

 

■【08-1-046】呂恵卿責授建寧軍節度副使本州安置不得簽書公事 

 

■【08-1-047】答湖守呂景純 
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■【08-1-048】与楊元素 

 

■【08-1-049】与親家母 

 

■【08-1-050】和王晋卿、并引 

引 

駙馬都尉王詵晋卿、功臣全彬之後也。元豊二年、予得罪貶黄岡、而晋卿亦坐累遠謫、不相

聞者七年。予既召用、晋卿亦還朝、相見殿門外。感嘆之余、作詩相属、托物悲慨、阨窮而不

怨、泰而不驕。憐其貴公子有志如此、故次其韻。 

 

先生飲東坡、独舞無所属。 

当時挹明月、対形三人足。 

酔眠草棘間、虫虺莫予毒。 

醒来送帰雁、一寄千里目。 

悵焉懐公子、旅食久不玉。 

欲書加餐字、遠托西飛鵠。 

謂言相濡沫、未足救溝瀆。 

吾生如寄耳、何者為禍福。 

不如両相忘、昨夢那可逐。 

上書得自便、帰老湖山曲。 

躬耕二頃田、自種十年木。 

豈知垂老眼、却対金蓮燭。 

公子亦生還、仍分刺史竹。 
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賢愚有定分、樽俎守尸祝。 

文章何足云、執技等医卜。 

朝廷方西顧、羌虜驕未伏。 

遙知重陽酒、白羽落黄菊。 

羨君真将家、浮面気可掬。 

何当請長纓、一戦河湟復。 

 

■【08-1-051】司馬温公神道碑 

 

■【08-1-052】題王晋卿詩後 

 

■【08-1-053】与仏印 

 

■【08-1-054】自題臨文与可画竹、臨篔簹図並題 

石室先生清興動、落筆縦橫飛小鳳。 

借君妙意写簹、留与詩人発吟諷。 

 

■【08-1-055】送賈訥倅眉二首 

其一 

当年入蜀歎空回、未見峨眉肯再来。 

童子遙知頌襦褲、使君先已洗樽罍。 

鹿頭北望応逢雁、人日東郊尚有梅。 

我老不堪歌楽職、後生試覓子淵才。 
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其二 

老翁山下玉淵回、手植青松三万栽。 

父老得書知我在、小軒臨水為君開。 

試看一一龍蛇活、更聽蕭蕭風雨哀。 

便与甘棠同不翦、蒼髯白甲待帰来。 

 

■【08-1-056】送程建用 

先生本舌耕、文字浩千頃。 

空倉付公子、坐待発苕穎。 

十年困新説、児女争捕影。 

鑿垣種蒿蓬、嘉穀誰復省。 

空余南陔意、太息北堂冷。 

織履随方進、採薪教韋逞。 

辛勤守一経、菽水賢五鼎。 

今年聞起廃、魯史復光景。 

公子亦改官、三就繁馬頸。 

帰来一笑粲、素髮颯垂領。 

会看金花詔、湯沐奉朝請。 

天公不吾欺、寿与亀鶴永。 

 

■【08-1-057】次韻李修孺留別二首 

其一 
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十年流落敢言帰、魚鳥江湖只自知。 

豈意青天掃雲霧、尽呼黄髮寄安危。 

風流吾子真前輩、人物他年記一時。 

我欲折繻留此老、緇衣誰作好賢詩。 

 

其二 

此生別袖幾回麾、夢裏黄州空自疑。 

何処青山不堪老、当年明月巧相随。 

窮通等是思家意、衰病難堪送客悲。 

好去江魚煮江水、剣南帰路有姜詩。 

 

■【08-1-058】次韻黄魯直赤目 

誦詩得非子夏学、紬史正作丘明書。 

天公戲人亦薄相、略遣幻翳生明珠。 

頼君年来屏鮮腴、百千燈光同一如。 

書成自写蠅頭表、端就君王覓鏡湖。 

 

■【08-1-059】書黄泥坂詞後 

 

■【08-1-060】武昌西山、并叙 

叙 

嘉祐中、翰林学士承旨鄧公聖求、為武昌令。常游寒溪西山、山中人至今能言之。軾謫居黄

岡、与武昌相望、亦常往来溪山間。元祐元年十一月二十九日、考試館職、与聖求会宿玉堂、
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偶話旧事。聖求嘗作元次山窪樽銘、刻之巌石、因為此詩、請聖求同賦、当以遺邑人、使刻

之銘側。 

 

春江緑漲蒲萄醅、武昌官柳知誰栽。 

憶従樊口載春酒、歩上西山尋野梅。 

西山一上十五里、風駕両腋飛崔嵬。 

同游困臥九曲嶺、褰衣独到呉王台。 

中原北望在何許、但見落日低黄埃。 

帰来解剣亭前路、蒼崖半入雲濤堆。 

浪翁酔処今尚在、石臼杯飲無樽罍。 

爾来古意誰復嗣、公有妙語留山隈。 

至今好事除草棘、常恐野火焼蒼苔。 

当時相望不可見、玉堂正対金鑾開。 

豈知白首同夜直、臥看椽燭高花摧。 

江辺暁夢忽驚断、銅環玉鎖鳴春雷。 

山人帳空猿鶴怨、江湖水生鴻雁来。 

請公作詩寄父老、往和万壑松風哀。 

 

■【08-1-061】記虜使誦詩 

 

■【08-1-062】徳威堂銘、并叙 

 

■【08-1-063】書狄武襄事 



第8章 栄光と失意 

第 7 章：324 
 

 

■【08-1-064】狄詠石屏 

霏霏点軽素、渺渺開重陰。 

風花乱紫翠、雪外有烟林。 

雪近勢方壮、林遠意殊深。 

会有無事人、支頤識此心。 

 

■【08-1-065】雪林硯屏率魯直同賦 

西山無時春、巉巖鎖頑陰。 

分明倚天壁、点綴無風林。 

物固為人出、興誰於此深。 

窮奇真自蠹、詩句且娯心。 

 

■【08-1-066】虢国夫人夜游図 

佳人自鞚玉花驄、翩如驚燕蹋飛竜。 

金鞭争道宝釵落、何人先入明光宮。 

宮中羯鼓催花柳、玉奴絃索花奴手。 

坐中八姨真貴人、走馬来看不動塵。 

明眸皓歯誰復見、只有丹青余涙痕。 

人間俯仰成今古、呉公台下雷塘路。 

当時亦笑張麗華、不知門外韓擒虎。 

 

■【08-1-067】如夢令 
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其一 

為向東坡伝語、 

人在画堂深処。 

別後有誰来、 

雪圧小橋無路。 

帰去、 

帰去、 

江上一犁春雨。 

 

其二 

手種堂前桃李、 

無限緑陰青子。 

簾外百舌児、 

驚起五更春睡。 

居士、 

居士。 

莫忘小橋流水。 

 

■【08-1-068】跋鄧慎思石刻 

 

■【08-1-069】上呂相公 

 

■【08-1-070】与王慶源 
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■【08-1-071】与李方叔 

 

■【08-1-072】与章子厚 

 

■【08-2-001】和周正孺墜馬傷手 

平生学道已神完、豈復児童私自憐。 

酔墜何曽傷内守、色憂当為念先伝。 

書空漸覚新詩健、把蟹行看楽事全。 

売却老驄為酒直、大呼郷友作新年。 

 

■【08-2-002】戯周正孺二絶 

其一 

折臂三公未可知、会当千鎰訪権奇。 

勧君鬻駱猶閑事、腸断閨中楊柳枝。 

 

其二 

天厩新頒玉鼻騂、故人共敝亦常情。 

相如雖老猶能賦、換馬還応継二生。 

 

■【08-2-003】玉堂栽花、周正孺有詩、次韻 

故山桃李半荒榛、粗報君恩便乞身。 

竹簟暑風招我老、玉堂花蕊為誰春。 
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繊繊翠蔓詩催発、皎皎霜葩髪闘新。 

只有来禽青李帖、他年留与学書人。 

 

■【08-2-004】潘推官母李氏挽詞 

南浦淒涼老逐臣、東坡還往尽幽人。 

杯盤慣作陶家客、絃誦常叨孟母隣。 

尚有升堂他日約、豈知負土一阡新。 

今年我欲江湖去、暮雨連山宰樹春。 

 

■【08-2-005】与范子豊 

 

■【08-2-006】杜介送魚 

新年已賜黄封酒、旧友仍分赬尾魚。 

陋巷関門負朝日、小園除雪得春蔬。 

病妻起斫銀糸膾、稚子讙尋尺素書。 

酔眼朦朧覓帰路、松江煙雨晩疏疏。 

 

■【08-2-007】送杜介歸揚州 

再入都門万事空、閑看清洛漾東風。 

当年帷幄幾人在、回首觚棱一夢中。 

采薬会須逢薊子、問禅何処識龐翁。 

帰来隣里応迎笑、新長淮南旧桂叢。 
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■【08-2-008】題憩寂図詩、并魯直跋 

 

■【08-2-009】和黄魯直焼香二首 

其一 

四句焼香偈子、随香遍満東南。 

不是聞思所及、且令鼻観先参。 

 

其二 

万巻明窓小字、眼花只有斕斑。 

一炷煙消火冷、半生身老心閑。 

 

■【08-2-010】与張太保安道 

 

■【08-2-011】跋画苑 

 

■【08-2-012】富鄭公神道碑 

 

■【08-2-013】呂公弼招致高麗人 

 

■【08-2-014】書鬼仙詩 

 

■【08-2-015】記鬼詩 
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■【08-2-016】次韻子由送家退翁知懐安軍 

吾州同年友、粲若琴上星。 

当時功名意、豈止拾紫青。 

事既喜違願、天或不仮齢。 

今如図中鶴、俯仰在一庭。 

退翁守清約、霜菊有余馨。 

鼓笛方入破、朱弦微莫聴。 

西南正春旱、廃沼黏枯萍。 

翩然一麾去、想見霊雨零。 

我無謫仙句、待詔沈香亭。 

空騎内厩馬、天仗随雲駢。 

竟無糸毫補、眷焉誰汝令。 

永愧旧山叟、憑君寄丁寧。 

 

■【08-2-017】送楊孟容 

我家峨眉陰、与子同一邦。 

相望六十里、共飲玻璃江。 

江山不違人、遍満千家窓。 

但苦窓中人、寸心不自降。 

子帰治小国、洪鐘噎微撞。 

我留侍玉坐、弱歩欹豊扛。 

後生多高才、名与黄童双。 

不肯入州府、故人余老龐。 
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殷勤与問訊、愛惜霜眉厖。 

何以待我帰、寒醅発春缸。 

 

■【08-2-018】見子由与孔常父唱和詩、輒次其韻。余昔在館中、同舎出入、輒相聚飲酒賦

詩。近歳不復講、故終篇及之、庶幾諸公稍復其旧、亦太平盛事也 

君先魯東家、門戸照千古。 

文章固応爾、須鬣余似処。 

雖非蒙倶状、尚有歴国苦。 

誦書口瀾翻、布穀雑杜宇。 

十年困奔走、櫛沐飽風雨。 

吾道其非耶、野処豈兕虎。 

灞陵閑老将、柏直口尚乳。 

自君兄弟還、鼎立知有補。 

蓬山耆旧散、故事誰刪去。 

來迎馮翊伝、出餞会稽組。 

吾猶及前輩、詩酒盛冊府。 

願君唱此風、揚觶斯杜挙。 

 

■【08-2-019】黄魯直以詩饋双井茶、次韻為謝 

江夏無双種奇茗、汝陰六一誇新書。 

磨成不敢付僮僕、自看雪湯生璣珠。 

列仙之儒痩不腴、只有病渇同相如。 

明年我欲東南去、画舫何妨宿太湖。 
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■【08-2-020】次韻張昌言給事省宿 

馮顛久已欹残雪、戎眼何曽眩落暉。 

朔野按行猶雀躍、東台瞑坐覚烏飛。 

漫誇年少容吾在、若闘尊前挙世稀。 

待向嵩陽求水竹、一犁烟雨伴公帰。 

 

■【08-2-021】和三舎人省上 

紛紛栄瘁何能久、雲雨従来翻覆手。 

怳如一夢堕枕中、却見三賢起江右。 

嗟君妙質皆瑚璉、願我虚名但箕斗。 

明朝冠盖蔚相望、共扈翠輦朝宣光。 

武皇已老白雲郷、正与群帝驂竜翔、独留杞梓扶明堂。 

 

■【08-2-022】送銭承制赴広西路分都監 

当年我作表忠碑、坐覚江山気未衰。 

舞鳳尚従天目下、収駒時有渥窪姿。 

踞牀到処堪吹笛、橫槊何人解賦詩。 

知是丹霞破仏手、先声応已懾群夷。 

 

■【08-2-023】次韻劉貢父省上 

密雲今日破郊西、疏雨翛翛未作泥。 

要及清閑同笑語、行看衰病費扶携。 
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花前白酒傾雲液、戸外青驄響月題。 

不用臨風苦揮涙、君家自与竹林斉。 

 

■【08-2-024】再和 

当年曹守我膠西、共厭餔糟与汨泥。 

自古赤丸成習俗、因公黄犢免提携。 

生還各有青山興、病起猶能小字題。 

莫怪歌呼数相和、曽将獄市寄全斉。 

 

■【08-2-025】送顧子敦奉使河朔 

我友顧子敦、躯膽両俊偉。 

便便十囲腹、不但貯書史。 

容君数百人、一笑万事已。 

十年臥江海、了不見慍喜。 

磨刀向豬羊、釃酒会隣里。 

帰来如一夢、豊頬愈茂美。 

平生批敕手、濃墨写黄紙。 

会当勒燕然、廊廟登剣履。 

翻然向河朔、坐念東郡水。 

河来屹不去、如尊乃勇耳。 

 

■【08-2-026】諸公餞子敦、軾以病不往、復次前韻 

君為江南英、面作河朔偉。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 8 章：333 
 

人間一好漢、誰似張長史。 

上書苦留君、言拙輒報已。 

置之勿復道、出処倶可喜。 

攀輿共六尺、食肉飛万里。 

誰言遠近殊、等呈朝廷美。 

遙知送別処、酔墨争淋紙。 

我以病杜門、商頌空振履。 

後会知何日、一歓如覆水。 

善保千金躯、前言戯之耳。 

 

■【08-2-027】和張昌言喜雨 

二聖憂勤忘寝食、百神奔走会風雲。 

禁林夜直鳴江瀬、清洛朝回起縠紋。 

夢覚酒醒聞好句、帳空簟冷発余薰。 

秋来定有豊年喜、剩作新詩準備君。 

 

■【08-2-028】次韻劉貢父西省種竹 

要知西掖承平事、記取劉郎種竹初。 

旧徳終呼名字外、後生誰続笑談余。 

成陰障日行當見、取筍供庖計已疏。 

白首林間望天上、平安時報故人書。 

 

■【08-2-029】答李方叔 



第8章 栄光と失意 

第 7 章：334 
 

 

■【08-2-030】答龐安常 

 

■【08-2-031】次韻子由書李伯時所蔵韓幹馬 

潭潭古屋雲幕垂、省中文書如乱糸。 

忽見伯時画天馬、朔風胡沙生落錐。 

天馬西来従西極、勢与落日争分馳。 

竜膺豹股頭八尺、奮迅不受人間羈。 

元狩虎脊聊可友、開元玉花何足奇。 

伯時有道真吏隠、飲啄不羨山梁雌。 

丹青弄筆聊爾耳、意在万里誰知之。 

幹惟画肉不画骨、而況失実空余皮。 

煩君巧説腹中事、妙語欲遣黄泉知。 

君不見韓生自言無所学、厩馬万匹皆吾師。 

 

■【08-2-032】軾以去歳春夏、侍立邇英、而秋冬之交、子由相継入侍、次韻絶句四首、各

述所懐 

其一 

瞳瞳日脚暁猶清、細細槐花暖自零。 

坐閲諸公半廊廟、時看黄色起天庭。 

 

其二 

上尊初破早朝寒、茗碗仍沾講舌乾。 
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陛楯諸郎空雨立、故応慚悔不儒冠。 

 

其三 

兩鶴催頽病不言、年来相継亦乗軒。 

誤聞九奏聊飛舞、可得徘徊為啄呑。 

 

其四 

微生偶脱風波地、晩歳猶存鉄石心。 

定是香山老居士、世縁終浅道根深。 

 

■【08-2-033】送宋構朝散知彭州迎侍二親 

東来誰迎使君車、知是丈人屋上烏。 

丈人今年二毛初、登楼上馬不用扶。 

使君負弩為前駆、蜀人不復談相如。 

老幼化服一事無、有鞭不施安用蒲。 

春波如天漲平湖、 紅照坐香生膚。 

上寿白玉壺、公堂登歌鳳将雛。 

諸孫歓笑争挽鬚、蜀人画作西湖図。 

 

■【08-2-034】郭熙画秋山平遠 

玉堂昼掩春日閑、中有郭熙画春山。 

鳴鳩乳燕初睡起、白波青嶂非人間。 

離離短幅開平遠、漠漠疏林寄秋晩。 
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恰似江南送客時、中流回頭望雲巘。 

伊川佚老鬢如霜、臥看秋山思洛陽。 

為君紙尾作行草、炯如嵩洛浮秋光。 

我従公遊如一日、不覚青山映黄髪。 

為画竜門八節灘、待向伊川買泉石。 

 

■【08-2-035】次韻張昌言喜雨 

千里黄流失故居、年来赤地到青徐。 

遙聞争誦十行語、無異親巡六尺輿。 

精貫天人一言足、雲興嶽瀆万霊趨。 

愛君誰似元和老、賀雨詩成即諫書。 

 

■【08-2-036】和穆父新涼 

家居妻児号、出仕猿鶴怨。 

未能逐什一、安敢摶九万。 

常恐樗櫟身、坐纏冠蓋蔓。 

受知如負債、粗報乃焚券。 

但知眠牛衣、寧免刺虎圈。 

清風来既雨、新稲香可飯。 

紫螯応已肥、白酒誰能勧。 

君今崔蔡手、政比張趙健。 

三公行可致、一語先自献。 

幸推江湖心、適我魚鳥願。 
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■【08-2-037】書晁補之所蔵与可画竹三首 

其一 

与可画竹時、見竹不見人。 

豈独不見人、嗒然遺其身。 

其身与竹化、無窮出清新。 

莊周世無有、誰知此凝神。 

 

其二 

若人今已無、此竹寧復有。 

那将春蚓筆、画作風中柳。 

君看断崖上、痩節蛟蛇走。 

何時此霜竿、復入江湖手。 

 

其三 

晁子拙生事、挙家聞食粥。 

朝来又絶倒、諛墓得霜竹。 

可憐先生盤、朝日照苜蓿。 

吾詩固云爾、可使食無肉。 

 

■【08-2-038】戯用晁補之韻 

昔我嘗陪酔翁酔、今君但吟詩老詩。 

清詩咀嚼那得飽、痩竹瀟灑令人飢。 
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試問鳳凰飢食竹、何如駑馬肥苜蓿。 

知君忍飢空誦詩、口頬瀾翻如布穀。 

 

■【08-2-039】書皇親画扇 

十年江海寄浮沈、夢繞江南黄葦林。 

誰謂風流貴公子、筆端還有五湖心。 

 

■【08-2-040】書李世南所画秋景二首 

其一 

野水参差落漲痕、踈林欹倒出霜根。 

扁舟一棹帰何処、家在江南黄葉村。 

 

其二 

人間斤斧日創夷、誰見竜蛇百尺姿。 

不是溪山曽独往、何人解作掛猿枝。 

 

■【08-2-041】与李方叔 

 

■【08-2-042】書鄢陵王主簿所画折枝二首 

其一 

論画以形似、見与児童隣。 

賦詩必此詩、定非知詩人。 

詩画本一律、天工与清新。 
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辺鸞雀写生、趙昌花伝神。 

何如此両幅、疏淡含精匀。 

誰言一点紅、解寄無辺春。 

 

其二 

痩竹如幽人、幽花如処女。 

低昂枝上雀、搖蕩花間雨。 

双翎決将起、衆葉紛自挙。 

可憐採花蜂、清蜜寄両股。 

若人富天巧、春色入毫楮。 

懸知君能詩、寄声求妙語。 

 

■【08-2-043】和張耒高麗松扇 

可憐堂堂十八公、老死不入明光宮。 

万牛不来難自献、裁作団団手中扇。 

屈身蒙垢君一洗、挂名君家詩集裏。 

猶勝漢宮悲婕妤、網虫不見乗鸞子。 

 

■【08-2-044】故李承誠之待制六丈挽詞 

青青一寸松、中有梁棟姿。 

天驥堕地走、万里端可期。 

世無阿房宮、下建五丈旂。 

又無穆天子、西征燕瑤池。 
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才大古難用、老死亦其宜。 

丈夫恐不免、豈患莫己知。 

公如松与驥、少小称偉奇。 

俯仰自廊廟、笑談無羌夷。 

清朝竟不用、白首仍憂時。 

願斬橫行将、請烹乾没児。 

言雖不見省、坐折奸雄窺。 

嗟我去公久、江湖生白髭。 

帰来耆旧尽、零落存者誰。 

比公嵇中散、竜性不可羈。 

疑公李北海、慷慨多雄詞。 

淒涼五君詠、沈痛八哀詩。 

邪正久乃明、人今属公思。 

九原不可作、千古有余悲。 

 

■【08-2-045】送張天覚得山字 

西登太行嶺、北望清涼山。 

晴空浮五髻、晻靄卿雲間。 

余光入巌石、神草出茅菅。 

何人相指似、稍稍落人寰。 

能令堕指児、虬髯茁氷顔。 

祝君如此草、為民已恫瘝。 

我亦老且病、眼花腰脚頑。 
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念当勤致此、莫作河東慳。 

 

■【08-2-046】贈李道士、并叙 

叙 

駕部員外郎李君宗固、景祐中良吏也、守漢州。有道士尹可元、精練善画、以遺火得罪、当

死。君緩其獄、会赦、獲免、時可元年八十一、自誓且死、必為李氏子以報。可元既死二十余

年、而君子世昌之婦、夢可元入其室、生子曰得柔、小名蜀孫。幼而善画、既長、読荘、老、

喜之、遂為道士、賜号妙応、事母以孝謹聞。其写真、蓋妙絶一時云。 

 

世人只数曹将軍、誰知虎頭非癡人。 

腰間大羽何足道、頬上三毛自有神。 

平生狎侮諸公子、戯著幼輿巌石裏。 

故教世世作黄冠、布襪青鞋弄雲水。 

千年鼻祖守関門、一念還為李耳孫。 

香火旧縁何日尽、丹青余習至今存。 

五十之年初過二、衰顔記我今如此。 

他時要指集賢人、知是香山老居士。 

〈（樂天為翰林學士、奉詔寫真集賢院。） 

 

■【08-2-047】次韻張舜民自御史出倅虢州留別 

玉堂給札気如雲、初喜湘累復佩銀。 

樊口淒涼已陳跡、班心突兀見長身。 

江湖前日真成夢、鄠杜他年恐卜隣。 
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此去若容陪坐嘯、故応客主尽詩人。 

 

■【08-2-048】書黄子思詩集後 

 

■【08-2-049】次韻王定国倅揚州 

此身江海寄天遊、一落紅塵不易収。 

未許相如還蜀道、空教何遜在揚州。 

又驚白酒催黄菊、尚喜朱顔映黒頭。 

火急著書千古事、虞卿応未厭窮愁。 

 

■【08-2-050】次韻米黻二王書跋尾二首 

其一 

三館曝書防蠹毀、得見来禽与青李。 

秋蛇春蚓久相雑、野鶩家雞定誰美。 

玉函金鑰天上来、紫衣敕使親臨啓。 

紛綸過眼未易識、磊落掛壁空雲委。 

帰来妙意独追求、坐想蓬山二十秋。 

怪君何処得此本、上有桓玄寒具油。 

巧愉豪奪古来有、一笑誰似癡虎頭。 

君不見長安永寧里、王家破垣誰復修。 

 

其二 

元章作書日千紙、平生自苦誰与美。 
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画地為餅未必似、要令癡児出饞水。 

錦囊玉軸来無趾、粲然奪真疑聖智。 

忍飢看書涙如洗、至今魯公余乞米。 

 

■【08-2-051】次韻宋肇恵澄心紙二首 

其一 

詩老囊空一不留、百番曽作百金収 

知君也厭雕肝腎、分我江南数斛愁。 

 

其二 

君家家学陋相如、宜与諸儒論石渠。 

古紙無多更分我、自応給札奏新書。 

 

■【08-2-052】郭熙秋山平遠二首 

其一 

目尽孤鴻落照辺、遙知風雨不同川。 

此間有句無人見、送与襄陽孟浩然。 

 

其二 

木落騷人已怨秋、不堪平遠発詩愁。 

要看万壑争流処、他日終煩顧虎頭。 

 

■【08-2-053】送欧陽弁監澶州酒 
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汗血駕鼓車、何従致千里。 

紛紛糟麹間、欲試賢公子。 

君家江南英、濯足滄浪水。 

却渡旧黄河、漲沙埋馬耳。 

由来付造物、倚伏何窮已。 

当念楚子文、三仕無慍喜。 

 

■【08-2-054】九月十五日、邇英講論語、終篇、賜執政講読史官燕於東宮。又遣中使就賜

御書詩各一首、臣軾得紫薇花絶句、其詞云、糸綸閣下文書静、鐘鼓楼中刻漏長。独坐黄昏

誰是伴、紫薇花対紫薇郎。翼日、各以表謝、又進詩一篇、臣軾詩云 

繍裳昼袞雲垂地、不作成王剪桐戯。 

日高黄繖下西清、風動槐竜舞交翠。 

壁中蠹簡今千年、漆書科斗光射天。 

諸儒不復憂吻燥、東宮賜酒如流泉。 

酒酣復拜千金賜、一紙驚鸞回鳳字。 

蒼顔白髮便生光、袖有驪珠三十四。 

帰来車馬已喧闐、争看銀鉤墨色鮮。 

人間一日伝万口、喜見雲章第一篇。 

玉堂昼掩文書静、鈴索不搖鐘漏永。 

莫言弄筆数行書、須信時平由主聖。 

犬羊散尽沙漠空、捷烽夜到甘泉宮。 

似聞指揮築上郡、已覚談笑無西戎。 

文思天子師文母、終閉玉関辞馬武。 
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小臣願対紫薇花、試草尺書招賛普。 

 

■【08-2-055】狄山論匈奴 

 

■【08-2-056】昨見韓丞相言王定国、今日玉堂独坐、有懐其人 

昼臥玉堂上、微風挙軽紈。 

銅瓶下碧井、百尺鳴飛瀾。 

俯仰清夢余、愛此一掬寒。 

似予平生友、苦語涼肺肝。 

秀眉玉両頬、矯矯如翔鸞。 

置之江淮交、清詩洗江湍。 

江鱗対白酒、信美非所安。 

丞相功業成、還家酒杯寬。 

人間有此客、折簡呼不難。 

相将扣東閣、起舞尽余歓。 

 

■【08-2-057】上韓持国 

韓氏三虎秉枢極、中有一虎似偉節。 

端居隠几学無心、夙駕入朝常正色。 

犯時独行太●▼、回天不忌真薬石。 ［●は山の右に畏、▼は山の右に畾] 

輦致帰来荷二聖、推排使至有衆力。 

吾儕小人但飽飯、不有君子何能国。 

西湖酔臥春水船、如何為人作豊年。 
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■【08-2-058】次韻韓康公置酒見留 

庭下黄花一酔同、重来雪巘已穹窿。 

不応屡費譏安石、但使無多酌次公。 

鐘乳金釵人似玉、鵾弦鉄撥坐生風。 

少卿尚有車茵在、頗覚寬容勝弱翁。 

 

■【08-2-059】書雪堂義墨 

 

■【08-2-060】次韻王都尉偶得耳疾 

君知六鑿皆為贅、我有一言能決疣。 

病客巧聞牀下蟻、癡人強覷棘端猴。 

聡明不在根塵裏、薬餌空為婢僕憂。 

但試周郎看聾否、曲音小誤已回頭。 

 

■【08-2-061】跋南唐挑耳図 

 

■【08-2-062】送喬仝寄賀君六首、并叙 

叙 

旧聞靖長官、賀水部、皆唐末五代人、得道不死。章聖皇帝東封、有謁於道左者、其謁云、晋

水部員外郎賀亢、再拜而去、上不知也。已而閲謁、見之、大驚、物色求之不可得。天聖初、

又使其弟子喩澄者詣闕進仏道像、直数千万。張公安道与澄游、具得其事。又有喬仝者、少

得大風疾、幾死、賀使学道、今年八十、益壮盛。人無復見賀者、而仝数見之。元祐二年十二
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月、仝来京師十許日。余留之、不可、曰、賀以上元期我於蒙山、又曰、吾師嘗游密州、識君

於常山道上、意若喜君者。作是詩以送之、且作五絶句以寄賀。 

 

其一 

君年二十美且都、初得悪疾堕眉鬚。 

紅顔白髮驚妻孥、覧鏡自嫌欲棄躯。 

結茅窮山啖松腴、路逢逃秦博士盧。 

方瞳照野清而癯、再拜未起煩一呼。 

覚知此身了非吾、炯然蓮花出泥塗。 

随師東游渡濰 、山頭見我両輪朱。 

豈知仙人混屠沽、爾来八十胸垂胡。 

上山如飛嗔人扶、東帰有約不敢渝。 

新年当参老仙儒、秋風西来下双鳧、得棗如瓜分我無。 

 

其二 

生長兵間早脱身、晩為元祐太平人。 

不驚渤海桑田変、来看亀蒙漏沢春。 

 

其三 

曽謁東封玉輅塵、幅巾短褐亦逡巡。 

行宮夜奏空名姓、悵望雲霞縹緲人。 

 

其四 
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垂老区区豈為身、微言一発重千鈞。 

始知不見高皇帝、正似商山四老人。 

 

其五 

旧聞父老晋郎官、已作飛騰変化看。 

聞道東蒙有居処、願供薪水看焼丹。 

 

其六 

千古風流賀季真、最憐嗜酒謫仙人。 

狂吟酔舞知無益、粟飯藜羹間養神。 

 

■【08-2-063】送家安国教授帰成都 

別君二十載、坐失両鬢青。 

吾道雖艱難、斯文終典型。 

屡作退飛鷁、羞看乾死螢。 

一落戎馬間、五見霜葉零。 

夜談空説剣、春夢猶橫経。 

新科復旧貫、童子方乞霊。 

須煩凌雲手、去作入蜀星。 

蒼苔高朕室、古柏文翁庭。 

初聞編簡香、始覚鋒鏑腥。 

岷峨有雛鳳、梧竹養修翎。 

嗚呼応嶰律、飛舞集虞廷。 
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吾儕便帰老、亦足慰余齢。 

 

■【08-2-064】与千之侄 

 

■【08-2-065】記楽天西掖通東省詩 

 

■【08-2-066】憲宗姜茶湯 

 

■【08-2-067】楽全先生文集叙 

 

■【08-3-001】和子由除夜元日省宿致斎三首 

其一 

江湖流落豈関天、禁省相望亦偶然。 

等是新年未相見、此身応坐不帰田。 

 

其二 

白髮蒼顔五十三、家人強遣試春衫。 

朝回両袖天香満、頭上銀幡笑阿咸。 

 

其三 

当年踏月走東風、坐看春闈鎖酔翁。 

白髮門生幾人在、却将新句調児童。 
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■【08-3-002】韓康公坐上侍児求書扇 

其一 

窓揺細浪魚吹日、手弄黄花蝶透衣。 

不覚南風吹酒醒、空教明月照人帰。 

 

其二 

一一窓扉面水開、更於何処覓蓬萊。 

天香満袖人知否、曽到旃檀小殿来。 

 

■【08-3-003】書試院中詩 

 

■【08-3-004】韓康公挽詞三首 

其一 

故国非喬木、興王有世臣。 

嗟余後死者、猶及老成人。 

徳業経文武、風流表縉紳。 

空余行楽地、処処泣遺民。 

 

其二 

再世忠清徳、三朝翼贊勲。 

功成不帰国、就訪敢忘君。 

旧学厳詩律、余威靖塞氛。 
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何当継韓奕、故吏総能文。 

 

其三 

西第開東閣、初筵点後塵。 

笙歌邀白髮、燈火楽青春。 

扶路三更罷、回頭一夢新。 

賦詩猶墨湿、把卷独沾巾。 

 

■【08-3-005】余与李廌方叔相知久矣、領貢挙事、而李不得第、愧甚、作詩送之 

与君相従非一日、筆勢翩翩疑可識。 

平時謾説古戦場、過眼終迷日五色。 

我慚不出君大笑、行止皆天子何責。 

青袍白紵五千人、知子無怨亦無徳。 

買羊沽酒謝玉川、為我酔倒春風前。 

帰家但草凌雪賦、我相夫子非 仙。 

 

■【08-3-006】和宋肇遊西池次韻 

漢皇慈倹不開辺、尚教千艘下瀬船。 

貪看艨艟飛闘艦、不知贔屭舞鈞天。 

故山西望三千里、往事回思二十年。 

自笑区区足官府、不如公子散神仙。 

 

■【08-3-007】僕領貢挙未出、銭穆父雪中作詩見及、三月二十日、同游金明池、始見其詩、
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次韻為答 

雪知我出已全消、花待君来未敢飄。 

行避門生時小飲、忽逢騎吏有嘉招。 

魚竜絶技来千里、斑白遺民数四朝。 

知有黄公酒壚在、蒼顏華發自相遙。 

 

■【08-3-008】与李端伯宝文 

 

■【08-3-009】書艾宣画四首 

其一 竹鶴 

此君何処不相宜、況有能言老令威。 

誰識長身古君子、猶将緇布縁深衣。 

 

其二 黄精鹿 

太華西南第幾峰、落花流水自重重。 

幽人只采黄精去、不見春山鹿養茸。 

 

其三 杏花白鷴 

天工剪刻為誰妍、抱蕊游蜂自作団。 

把酒惜春都是夢、不如閑客此閑看。 

 

其四 蓮亀 

半脱蓮房露圧欹、緑荷深処有遊亀。 
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只応翡翠蘭苕上、独見玄夫曝日時。 

 

■【08-3-010】次許沖元韻送成都高士敦鈐轄 

栘中老監本虚名、懶作燕山万里行。 

坐看飛鴻迎使節、帰来駿馬換傾城。 

高才本不縁勲閥、余力還思治蜀兵。 

西望雪山烽火尽、不妨樽酒寄平生。 

 

■【08-3-011】跋宋漢傑画 

 

■【08-3-012】又跋漢傑画山二首 

 

■【08-3-013】謝宋漢傑恵李承晏墨 

老松焼尽結軽花、妙法来従北李家。 

翠色冷光何所似、牆東鬒髮堕寒鴉。 

 

■【08-3-014】与李方叔 

 

 

■【08-3-015】次韻子由五月一日同転対 

跪奉新書笏在腰、談王正欲伴耕樵。 

晋陽豈為一門事、宣政聊同五月朝。 

憂患半生聯出処、帰休上策早招要。 
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後生可畏吾衰矣、刀筆従来錯料堯。 

 

■【08-3-016】張士遜中孔道輔 

 

■【08-3-017】録陶淵明詩 

 

■【08-3-018】与王慶源 

 

■【08-3-019】慶源宣義王丈、以累挙得官、為洪雅主簿、雅州戸掾。遇吏民如家人、人安

楽之。既謝事、居眉之青神瑞草橋、放懐自得。有書来求紅帯、既以遺之、且作詩為戯。請黄

魯直学士、秦少游賢良各為賦一首、為老人光華 

青衫半作霜葉枯、遇民如児吏如奴。 

吏民莫作官長看、我是識字耕田夫。 

妻啼児号刺史怒、時有野人来挽鬚。 

払衣自註下下考、芋魁飯豆吾豈無。 

帰来瑞草橋辺路、独遊還佩平生壺。 

慈姥巌前自喚渡、青衣江畔上人争扶。 

今年蠶市数州集、中有遺民懐袴襦。 

邑中之黔相指似、白髯紅帯老不癯。 

我欲西帰卜隣舎、隔牆拊掌容歌呼。 

不學山王乘駟馬、回頭空指黃公壚。 

 

■【08-3-020】次前韻送程六表弟 
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君家兄弟真連璧、門十朱輪家万石。 

竹使猶分刺史符、上方行賜尚書舄。 

前年持節発倉廩、到処売刀収繭栗。 

帰来閉口不論功、却走渡江誰復惜。 

君才不用如澗松、我老得全猶社櫟。 

青衫莫厭百僚底、白首上有千薪積。 

憶昔江湖一釣舟、無数雲山供点筆。 

未応便障西風扇、只恐先移北山檄。 

憑君寄謝江南叟、念我空見長安日。 

浮江泝蜀有成言、江水在此吾不食。 

 

■【08-3-021】題崔布袋真儀 

 

■【08-3-022】跋盧鴻学士草堂図 

 

■【08-3-023】送周正孺知東川 

得郡書生栄、還家昔人重。 

而況東西川、千騎許上冢。 

里門下車入、父老自驚聳。 

端如何武賢、不事長卿寵。 

清時養材傑、杞梓方培擁。 

未応遺合抱、取用及把拱。 

如君尚出麾、顧我宜耕壟。 
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先帰謝先手、求去悔不勇。 

豈云慕廉退、実自知衰冗。 

為君掃棠陰、画像或相踵。 

 

■【08-3-024】楽苦説 

 

■【08-3-025】虚飄飄 

虚飄飄、画檐蛛結網、銀漢鵲成橋。 

塵漬雨桐葉、霜飛風柳条。 

露凝殘点紅日、星曳余光橫碧霄。 

虚飄飄、比浮名利猶堅牢。 

 

■【08-3-026】相国寺題名 

 

■【08-3-027】碣石庵戯贈湛庵主 

保康橋上夜観燈、碣石巌前夏飲氷。 

莫把山林笑朝市、老夫手裏有烏藤。 

 

■【08-3-028】和王晋卿題李伯時画馬 

督郵有良馬、不為君所奇。 

顧収紙上影、駿骨何由帰。 

一朝見縈策、蟻封驚肉飛。 

豈惟馬不遇、人已半生癡。 
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■【08-3-029】題晁無咎蔵画馬 

 

■【08-3-030】自跋石恪画維摩賛、魚枕冠頌 

 

■【08-3-031】跋送石昌言引 

 

■【08-3-032】送銭穆父出守越州絶句二首 

其一 

簿書常苦百憂集、杯酒今応一笑開。 

京兆従教思広漢、会稽聊喜得方回。 

 

其二 

若耶溪水雲門寺、賀監荷花空自開。 

我恨今猶在泥滓、勧君莫棹酒船回。 

 

■【08-3-033】西江月 

莫歎平齊落落、 

且応去魯遅遅。 

与君各記少年時、 

須信人生如寄。 

 

白髪千茎相送、 
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深杯百罰休辞。 

拍浮何用酒為池。 

我已為君徳酔。 

 

■【08-3-034】答黄魯直 

 

■【08-3-035】書贈柳仲矩 

 

■【08-3-036】文驥字説 

 

■【08-3-037】送程七表弟知泗州 

江湖不在眼、塵土坐満顔。 

繋舟清洛尾、初見淮南山。 

淮山相媚好、暁鏡開烟鬟。 

持此娯使君、一笑簿領間。 

使君如天馬、朝燕暮荊蛮。 

時無王良手、空老十二閑。 

聊当出毫末、化服狡与頑。 

勿謂無人知、古仏臨濤湾。 

赤子視万類、流萍閲人寰。 

但使此可人、余事真茅菅。 

 

■【08-3-038】送曹輔赴閩漕 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 8 章：359 
 

曹子本儒侠、筆勢翻濤瀾。 

往来戎馬間、辺風裂儒冠。 

詩成橫槊裏、楯墨何曽乾。 

一旦事遠遊、紅塵隔巌灘。 

平生羊炙口、並海搜鹹酸。 

一従荔枝飲、豈念苜蓿盤。 

我亦江海人、市朝非所安。 

常恐青霞志、坐随白髮闌。 

淵明賦帰去、談笑便解官。 

今我何為者、索身良独難。 

憑君問清淮、秋水今幾竿。 

我舟何時発、霜露日已寒。 

 

■【08-3-039】次韻王郎子立風雨有感 

百年一俯仰、寒暑相主客。 

稍增裘褐気、已覚団扇厄。 

不煩計栄辱、此喪彼有獲。 

我琴終不敗、無攫故無醳。 

後生不自牧、呻吟空挾策。 

揠苗不待長、買菜苦求益。 

此郎独静退、門外無行迹。 

但恐陶淵明、毎為飢所迫。 

淒風弄衣結、小雪穿門席。 
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願君付一笑、造物亦戯劇。 

朝来賦雲夢、筆落風雨疾。 

為君裁春衫、高会開桂籍。 

 

■【08-3-040】書黄庭内景経尾、并叙 

叙 

余既書黄庭内景経、以贈葆光道師、而竜眠居士復為作経相其前、而画余二人像其後。筆

勢雋妙、遂為希世之宝、嗟歎不足、故復賛之 

 

太上虚皇出霊篇、黄庭真人舞胎仙。 

髯耆両脚相後前、丱妙夾持清且妍。 

十有二神服鋭堅、巍巍堂堂人中天。 

問我何修果此縁、是心朝空夕了然、恐非其人世莫伝。 

殿以二士蒼鵠騫、南随道師歴山淵。 

山人迎笑喜我還、問誰遣化老竜眠。 

 

■【08-3-041】葆光法師真賛 

 

■【08-3-042】送蹇道士帰廬山 

物之有知蓋恃息、孰居無事使出入。 

心無天遊室不空、六鑿相攘婦争席。 

法師逃人入廬山、山中無人自往還。 

往者一空還者失、此身正在無還間。 
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綿綿不絶微風裏、内外丹成一弾指。 

人間俯仰三千秋、騎鶴帰来与子遊。 

 

■【08-3-043】李伯時画像跋 

 

■【08-3-044】興国寺浴室院六祖画賛、并叙 

 

■【08-3-045】書魯直浴室題名後並魯直題 

 

■【08-3-046】乞郡劄子 

 

■【08-3-047】書出局詩 

 

■【08-3-048】書林次中所得李伯時帰去來、陽関二図後 

其一 

不見何戡唱渭城、旧人空数米嘉榮。 

竜眠独識殷勤処、画出陽関意外声。 

 

其二 

両本新図宝墨香、樽前独唱小秦王。 

為君翻作帰來引、不学陽関空断腸。 

 

■【08-3-049】臥病逾月、請郡不許、復直玉堂。十一月一日鎖院、是日苦寒、詔賜官燭法



第8章 栄光と失意 

第 7 章：362 
 

酒、書呈同院 

微霰疏疏点玉堂、詞頭夜下攬衣忙。 

分光禦燭星辰爛、拜賜宮壺雨露香。 

酔眼有花書字大、老人無睡漏声長。 

何時却逐桑楡暖、社酒寒燈楽未央。 

 

■【08-3-050】送周朝議守漢州 

茶為西南病、岷俗記二李。 

何人折其鋒、矯矯六君子。 

君家尤出力、流落初坐此。 

謂當収桑楡、華髮看剣履。 

胡為犯風雪、歳晩行未已。 

念帰誠得計、顧自為謀耳。 

吾聞江漢間、瘡痏有未起。 

莫軽龔遂老、君王付尺箠。 

召還当有詔、挽袖謝隣里。 

猶堪作水衡、供張園林美。 

 

■【08-3-051】木山、并叙 

叙 

吾先君子嘗蓄木山三峰、且為之記与詩。詩人梅二丈聖兪見而賦之。今三十年矣、而猶子

千乗又得五峰、益奇。因次聖兪韻、使並刻之其側。 
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木生不用回万牛、願終天年仆沙洲。 

時来幸逢河伯秋、掀然見怪推不流。 

蓬婆雪嶺巧雕 、蟄虫行蟻為豪酋。 

阿咸大膽忽持去、河伯好事不汝尤。 

城中古沼浸坤軸、一林痩竹吾菟裘。 

二頃良田不難買、三年榿木行可槱。 

会将白髮対蒼巘、魯人不厭東家丘。 

 

■【08-3-052】送千乗、千能両侄還郷 

治生不求富、読書不求官。 

譬如飲不酔、陶然有余歓。 

君看龐徳公、白首終泥蟠。 

豈無子孫念、顧独遺以安。 

鹿門上冢回、牀下拜竜鸞。 

躬耕竟不起、耆旧節独完。 

念汝少多難、氷雪落綺紈。 

五子如一人、奉養真色難。 

烹雞独饋母、自饗苜蓿盤。 

口腹恐累人、寧我食無肝。 

西来四千里、敝袍不言寒。 

秀眉似我兄、亦復心閑寬。 

忽然舎我去、歳晩留余酸。 

我豈軒冕人、青雲意先闌。 
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汝帰蒔松菊、環以青瑯玕。 

榿陰三年成、可以掛我冠。 

清江入城郭、小圃生微瀾。 

相従結茅舍、曝背談金鑾。 

 

■【08-3-053】与蒲伝正 

 

■【08-3-054】題李伯時画趙景仁琴鶴図二首 

其一 

清献先生無一銭、故応琴鶴是家伝。 

誰知黙鼓無弦曲、時向珠宮舞幻仙。 

 

其二 

醜石寒松未易親、聊将短曲調長人。 

乗軒故自非明眼、終日 舞爨薪。 

 

■【08-3-055】書別子開 

 

■【08-3-056】評詩人写物 

 

■【08-3-057】次韻王定国会飲清虚堂 

何遜揚州又幾年、官梅詩興故依然。 

何人可復間季孟、与子不妨中聖賢。 
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卜築君方淮上郡、帰心我已剣南川。 

此身正似蠶将老、更尽春光一再眠。 

 

■【08-3-058】興竜節侍宴前一日、微雪、与子由同訪王定国、小飲清虚堂。定国出数詩皆

佳而、五言尤奇。子由又言昔与孫巨源同過定国、感念存没、悲歎久之。夜帰、稍醒、各賦一

篇、明日朝中以示定国也 

天風淅淅飛玉沙、詔恩帰沐休早衙。 

遙知清虚堂裏雪、正似薝蔔林中花。 

出門自笑無所詣、呼酒持勧惟君家。 

踏氷凌兢戦疲馬、扣門剝啄驚寒鴉。 

羨君五字入詩律、欲与六出争天葩。 

頭風已倩檄手愈、背癢却得仙爪爬。 

銀瓶瀉油浮蟻酒、紫碗鋪粟盤竜茶。 

幅巾起作鸜鵒舞、畳鼓誰摻漁陽撾。 

九衢燈火雑夢寐、十年聚散空咨嗟。 

明朝握手殿門外、共看銀闕暾朝霞。 

 

■【08-3-059】真宗信李沆 

 

■【08-3-060】書王定国所蔵煙江畳嶂図 

江上愁心千畳山、浮空積翠如雲煙。 

山耶雲耶遠莫知、煙空雲散山依然。 

但見両崖蒼蒼暗絶谷、中有百道飛来泉。 
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縈林絡石隠復見、下赴谷口為奔川。 

川平山開林麓断、小橋野店依山前。 

行人稍度喬木外、漁舟一葉江呑天。 

使君何従得此本、点綴毫末分清妍。 

不知人間何処有此境、径欲往買二頃田。 

君不見武昌樊口幽絶処、東坡先生留五年。 

春風搖江天漠漠、暮雲巻雨山娟娟。 

丹楓翻鴉伴水宿、長松落雪驚酔眠。 

桃花流水在人世、武陵豈必皆神仙。 

江山清空我塵土、雖有去路尋無縁。 

還君此画三歎息、山中故人応有招我帰来篇。 

 

■【08-3-061】王晋卿作煙江畳嶂図、僕賦詩十四韻、晋卿和之、語特奇麗。因復次韻、不

独紀其詩画之美、亦為道其出処契闊之故、而終之以不忘在莒之戒、亦朋友忠愛之義也 

山中挙頭望日辺、長安不見空雲烟。 

帰来長安望山上、時移事改応潸然。 

管弦去尽賓客散、惟有馬埒編金泉。 

渥洼故自千里足、要飽風雪軽山川。 

屈居華屋啖棗脯、十年俯仰竜旗前。 

却因病痩出奇骨、塩車之厄寧非天。 

風流文采磨不尽、水墨自与詩争妍。 

画山何必山中人、田歌自古非知田。 

鄭虔三絶君有二、筆勢挽回三百年。 
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欲将巌谷乱窈窕、眉峰修嫮誇連娟。 

人間何有春一夢、此身将老蚕三眠。 

山中幽絶不可久、要作平地家居仙。 

能令水石長在眼、非君好我当誰縁。 

願君終不忘在莒、楽時更賦囚山篇。 

 

■【08-3-062】王晋卿所蔵著色山二首 

其一 

縹緲営丘水墨仙、浮空出没有無間。 

邇来一変風流尽、誰見将軍著色山。 

 

其二 

犖確何人似退之、意行無路欲従誰。 

宿雲解駁晨光漏、独見山紅澗碧時。 

 

■【08-3-063】論周穜擅議配享自劾劄子 

 

■【08-3-064】夜直玉堂、携李之儀端叔詩百余首、読至夜半書其後 

玉堂清冷不成眠、伴直難呼孟浩然。 

暫借好詩消永夜、毎逢佳処輒参禅。 

愁侵硯滴初含凍、喜入燈花欲闘妍。 

寄語君家小児子、他時此句一時編。 
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■【08-3-065】次韻王定国得晋卿酒相留夜飲 

短衫圧手気橫秋、更著仙人紫綺裘。 

使我有名全是酒、従他作病且忘憂。 

詩無定律君応将、酔有真郷我可侯。 

且倒余樽尽今夕、睡蛇已死不須鈎。 

 

■【08-3-066】陳隋好樂 

 

■【08-3-067】范景仁墓誌銘 

 

■【08-3-068】祭古塚文 

 

■【08-3-069】書正信和尚塔銘後 

 

■【08-3-070】与弁才禅師 

 

■【08-3-071】次韻劉貢父春日賜幡勝 

寬詔随春出内朝、三軍喜気挾狐貂。 

鏤銀錯落翻斜月、剪彩繽紛舞慶霄。 

臘雪強飛才到地、暁風偸転不驚條。 

脱冠径酔応帰臥、便腹従人笑老韶。 

 

■【08-3-072】次韻王晋卿恵花栽、栽所寓張退傅第中 
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坐来念念失前人、共向空中寓一塵。 

若問此花誰是主、天教閑客管青春。 

 

■【08-3-073】次韻王晋卿上元侍宴端門 

月上九門開、星河繞露台。 

君方枕中夢、我亦化人来。 

光動仙毬縋、香余歩輦回。 

相従穿万馬、衰病若為陪。 

 

■【08-3-074】王鄭州挽詞 

羨君華髪起琳宮、右輔初還鼓角雄。 

千里農桑歌子産、一時冠蓋慕蕭嵩。 

那知聚散舂糧外、便有悲歓過隙中。 

京兆同僚幾人在、猶思対案筆生風。 

 

■【08-3-075】書王定国所蔵王晋卿画著色山二首 

其一 

白髮四老人、何曽在商顔。 

煩君紙上影、照我胸中山。 

山中亦何有、木老土石頑。 

正賴天日光、澗谷紛斕斑。 

我心空無物、斯文定何関。 

君看古井水、万象自往還。 
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其二 

君帰嶺北初逢雪、我亦江南五見春。 

寄語風流王武子、三人倶是識山人。 

 

■【08-3-076】寄傲軒 

先生英妙年、一掃千兔禿。 

仕進固有余、不肯踐場屋。 

通闤何所傲、傲名非傲俗。 

定知軒冕中、享栄不償辱。 

豈無自安計、得失猶転轂。 

先生独揚揚、憂患莫能瀆。 

得如虎挾乙、失若亀蔵六。 

茅檐聊寄寓、俯仰亦自足。 

東坡無辺春、方寸尽蔵蓄。 

酔哦旁若無、独侑一樽醁。 

牀頭車馬道、残月掛疏木。 

朝客紛擾時、先生睡方熟。 

 

■【08-3-077】送呂昌朝知嘉州 

不羨三刀夢蜀都、聊将八詠継東呉。 

臥看古仏凌雲閣、敕賜詩人明月湖。 

得句会応縁竹鶴、思帰寧復為蓴鱸。 
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橫空好在修眉色、頭白猶堪乞左符。 

 

■【08-3-078】記奪魯直墨 

 

■【08-3-079】書黄魯直恵郎奇筆 

 

■【08-3-080】書魯直所藏徐偃筆 

 

■【08-3-081】次韻黄魯直寄題郭明父府推潁州西斎二首 

其一 

樹頭啄木常疑客、客去而瞋定不然。 

脱轄已応生井沫、解衣聊復起庖煙。 

平生詩酒真相汚、此去文書恐独賢。 

早晩西湖映華髮、小舟翻動水中天。 

 

其二 

寂寞東京月旦州、徳星無復綴珠旒。 

莫嗟平輿空神物、尚有西斎接勝流。 

春夢屡尋湖十頃、家書新報橘千頭。 

雪堂亦有思帰曲、為謝平生馬少游。 

 

■【08-3-082】書次韻王晋送梅花一首後 
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■【08-3-083】和王晋卿送梅花次韻 

東坡先生未帰時、自種来禽与青李。 

五年不踏江頭路、夢逐東風泛蘋芷。 

江梅山杏為誰容、独笑依依臨野水。 

此間風物君未識、花浪翻天雪相激。 

明年我復在江湖、知君対花三嘆息。 

 

■【08-3-084】書李伯時山荘図後 

 

■【08-3-085】蜀公不与物同尽 

 

■【08-3-086】与家退翁 

 

■【08-3-087】跋邢敦夫南征賦 

 

■【08-3-088】范文正公文集叙 

 

■【08-3-089】題柳耆卿八声甘州 

 


